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第 1章　研究抄録関係

1.　病院における研究（課題別研究費）

＜研究課題１＞
　がん治療におけるインターベンショナル・ラジオロジーの応
用についての研究
　Clinical evaluation of interventional radiology in oncology

＜研究者氏名＞
　所　属　部　放射線診断・IVR 部
　研究者氏名　稲葉吉隆
　共同研究者　山浦秀和、佐藤洋造、小野田　結、加藤弥菜、
　　　　　　　村田慎一、長谷川貴章、今井勇伍、木村佳奈子、
　　　　　　　出嶋育朗

【目的】
　食道癌術後縫合不全や食道穿孔に伴う縦隔への消化管外漏
出による縦隔膿瘍は致死的となり得るため可及的対応が要求
される。IVR 的な対応としては、経皮的ドレナージがまず検
討されるが、解剖学的に縦隔膿瘍は経皮的アプローチが困難な
場合も少なからず経験される。食道縦隔瘻を伴う縦隔膿瘍で
は、その瘻孔を介してのドレナージも可能であり、経皮的穿刺
が危ぶまれる場合でも安全にアプローチし得るものとなる。
　今回は、食道縦隔瘻を伴う縦隔膿瘍の症例に対する瘻孔を介
した経鼻経食道ドレナージの実行性と有効性を後方視的に検
証した。

【方法】
対象症例
　当院において 1999 年から 2017 年に、食道縦隔瘻を伴う縦隔
膿瘍に対して瘻孔を介して経鼻経食道ドレナージを実施した
16 例を評価した。原疾患は全例が胸部食道癌であり、縦隔膿
瘍形成の誘因は、術後吻合不全が 11 例、化学療法中の腫瘍穿
孔が 3 例、内視鏡的切除後狭窄へのバルーン拡張による穿孔が
1 例、縦隔リンパ節転移の壊死に伴う食道穿通が 1 例であった。
全例、食道縦隔瘻を伴っており、その瘻孔を介して、食道側か
らのドレナージが試みられた。
ドレナージ手技
　CT により縦隔膿瘍が認められ、縫合不全や穿孔・穿通が示
唆される場合に食道造影を行い、縦隔への漏出と瘻孔の存在を
確認する。経鼻的に 6.5F シーキングカテーテルを挿入し、瘻
孔を同定し、膿瘍腔へと誘導する。0.035インチ-ガイドワイヤー
を膿瘍腔に挿入し、ガイドワイヤーに沿わせてドレーンを留置
する。状況により、食道（再建胃管）の減圧のためのドレーン
も留置する。その後、適宜ドレーン造影を行い、膿瘍腔の変化
を確認しつつ、ドレーンの交換や位置調整、ドレーン径の変更
を行う。そして、膿瘍腔の縮小・消失を確認してドレーンを抜
去する。膿瘍腔の完全消失が得られていない場合は、フィブリ
ン糊を充填してから抜去することを考慮した。

評価項目
　16 例での、瘻孔を介して膿瘍腔にドレーンを留置できたこ
との技術的成功率と合併症、臨床的成功率を検討した。

【結果】
　16 例全例で目的とするドレーン留置が達成でき、技術的成
功率は 100%（16/16）であった。使用ドレーン径は、6 － 15Fr（中
央値 10Fr）であった。同時に食道または胃の減圧チューブを
留置したものは 7 例であった。手技ならびに縦隔膿瘍治療に関
連した合併症は認められなかった。但し、縦隔リンパ節転移の
壊死に伴う食道穿通の 1 例が、肺炎増悪による呼吸不全で 30
日以内死亡となっていた。
　ドレナージ後の経過は、この瘻孔を介した経鼻経食道ドレ
ナージにより縦隔膿瘍が寛解し、ドレーン抜去ができたものが
13 例であり、臨床的成功率は 81%（13/16）であった。なお、
抜去の際に、フィブリン糊を充填したものが 5 例であった。い
ずれも縦隔膿瘍の再燃は認めていない。残りの 3 例の内、2 例
でドレナージ不良と判断され、1 例で外科的ドレナージが実施
され、別の 1 例では経皮的ドレナージが追加された。この 2 例
はいずれも縦隔膿瘍の寛解が得られている。1 例では肺炎死亡
のドレーン抜去に至らなかった。臨床的成功 13 例での、経鼻
経食道縦隔ドレーンの留置期間は 5-82 日（中央値 15 日）であっ
た。この内、フィブリン糊使用 5 例での、ドレーン留置期間は
7-29 日（中央値 7 日）であった。

【考察】
　食道縦隔瘻を伴う縦隔膿瘍に対する瘻孔を介した経鼻経食
道ドレナージは、技術的成功率は 100％で、手技に伴う合併症
は認めなかった。既に生じた経路を利用してのドレーン留置法
であり、臨床的成功率も 80％を超えており、安全で有効な方
法と考えられる。
　但し、経鼻経路のため、ドレーン径には制約があり、また、
瘻孔からの挿入のため、挿入経路には制約が生じ、膿瘍腔全体
を効率的にドレナージすることが困難となる場合も予測され
る。実際、2 例ではドレナージ不良と判断され、別法によるド
レナージに切り替えられていた。ドレナージ効率が十分でない
場合は、ドレーン留置期間が長くなることも予測されるが、今
回は別法との比較ではないためその評価はできない。ドレーン
抜去時にフィブリン糊を充填した症例ではドレーン留置期間
が短く、感染が鎮静化し、膿瘍腔が縮小している場合は、フィ
ブリン糊を充填することで、ドレーン抜去を早期にできる可能
性が示唆されたが、その判断は主観的となるため、総合的判断
が必要となる。
　以上より、まずは、本法が可能なら、この安全な方法でアプ
ローチして、効果不良の場合には別法を検討するという戦略で
いいと思われる。
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３：術後分子標的治療に関する研究
報告�：術後 Trastuzumab 1 年投与が標準治療であることに変

わりはない。併用する化学療法のレジメンは、再発リスクの
あまり高くない方には、weekly Paclitaxel+Trastuzumab
レジメンが積極的に導入された。アドリアマイシンを省く
ことによる長期心毒性の回避が重要な観点である。2017
年に大規模な世界共同試験の結果が報告され、Taxan + 
Trastuzumab に、pertuzumab を併用することの有用性
が証明された。しかし、統計学的な有意差はあるものの、
その上乗せ効果は臨床的に意味のあるものか議論のある
ところであり、2018 年秋に承認の見込みであるが、再発
リスクの高い方（特に ER 陰性の方）に併用して使うこと
が一般的になると予想される。

４：術前化学内分泌療法に関する研究�
報告�：閉経後ホルモン感受性乳癌では術前ホルモン療法の効果

で術後の抗がん剤の必要性を検証する第 III 相多施設共同
比較試験（NEOS study：PI は岩田）の長期予後の結果を
2017 年 SABCS で発表した。さらに OncotypeDX による
効果予測の可能性を検証した TransNEOS 試験の結果も併
せて SABCS で報告を行い、現在論文化しているところで
ある。術前ホルモン療法を行うことで、術後化学療法の必
要性をかなり予測できることが示されてきた。術前化学療
法を施行する患者の選択も、概ね確立された感があり、手
術前に pCR の判断が正確にできるかどうかが今後の課題
である。JCOG では HER2 陽性乳癌に対して、術前化学療
法（抗 HER2 療法併用）で cCR 例に対する非切除＋放射
線療法の検証的試験を計画している。

＜研究課題３＞
　臨床検査における各種癌診断手法の改善、開発
　Investigation for methods of cancer diagnosis in clinical 
laboratories

＜研究者氏名＞
　所　属　部　臨床検査部
　研究代表者　谷田部　恭
　共同研究者　所　喜朗、柴田典子、亀井慶子、尾関順子、
　　　　　　　長谷川かおり、吉野　聡、藤田奈央、村上裕美、
　　　　　　　野中綾子

【研究成果】
　臨床検査部では各部門別に、本年度に得られた成果および研
究経過を報告する。
　生化学検査部門では、血液ガス測定装置が更新されたこと
に伴い、新規測定項目に関しては精度管理物質を用いて測定
真度の検定を行った。以前より測定されていた項目に関して
は、同時再現性の検証を行い、現有機器との相関も検討した。
いずれも良好な結果が得られ、問題なく導入が可能となった。
Lactate、MetHb など過去に臨床側から要望のあった項目を測
定できるようになった。また、分注機が更新され、処理能力が
上がり分注スピードが速くなったため、生化学や免疫血清検査

＜研究課題２＞
　治療感受性と再発リスクによる乳癌術後補助療法の選択に
関する研究
　The selection of adjuvant therapy for breast cancer, based 
on the treatment sensitivity　and the relapse risk　

＜研究者氏名＞
　所　属　部　乳腺科部
　研究者氏名　岩田広治
　共同研究者　澤木正孝、服部正也、吉村章代、石黒淳子

【１年間の総括 】
　この１年間で乳癌の術前後薬物療法に関して、標準治療を変
えるような重要な報告がいくつかされ、乳がん術後患者の予
後はさらに改善の方向であると共に、無用な抗がん剤を省く、
de-escalation の方向も進展をみせている。
１：術後内分泌療法
報告�：閉経前乳癌に対しては TAM の 5 年投与、リスクの高

い方や年齢の若い方（40 歳以下）には LH-RHa+TAM の
併用が標準治療として定着し、カンファレンスでも議論に
なることは少ない。5 年から 10 年の長期投与についても、
リンパ節転移陽性など再発リスクの高い方へは積極的に
長期投与を推奨している状況である。閉経後乳癌に対して
は AI 剤の 5 年から 10 年投与が標準治療であり、2018 年
に NEJM に ER 陽性乳癌の長期フォローによる晩期再発
リスクが予想以上に高いことが明確になった。術後 20 年
の遠隔再発リスクは T1N0 で 13%、T2N4-9 では 41% にま
で上昇する。残念ながら、この遠隔再発を AI 剤の長期投
与では制御できないこと、TAM の長期投与で減少効果は
あるが、有害事象の増加（子宮内膜癌など）も気になると
ころである。長期投与による有害事象の増加とのリスクベ
ネフィットバランスを考慮した選択が必要である。

２：術後化学療法に関する研究
報告�：“luminal B like 乳がん”と定義される乳がんにおける化

学療法の適応を判断する OncotypeDX の使用が徐々に増
加してきた。2018 年 ASCO で Oncotype DX で RS が 11
～ 25 までの中間リスクの方を対象に、内分泌療法に化学
療法を加えることの妥当性を検証するランダム化比較試
験の結果が報告された。結果は化学療法を省く非劣性が統
計学的にも示された。これをもって ER 陽性リンパ節転移
陰性の方の 8 割では化学療法を省くことが可能になったと
報道各社が大々的に報道をした。現在 OncotypeDX に保
険適応はなく、自費では 40 万程度費用がかかる。代替え
となる検証されたリスク評価ツールがなく、早期の保険承
認が望まれる。High risk 患者に対して術前化学療法を施
行後 non pCR であった方へのゼローダ投与が、既に標準
治療と位置付けられるにいたっている。G-CSF 併用によ
る dose-dense therapy が日本の中でもハイリスクの方へ
の標準治療となりつつある。当院で導入するか議論をした
が、有害事象とのバランスが悪く、現時点では標準治療と
しての導入は見合わせている。
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告されているような典型的な細胞像を示す症例の頻度は高く
なく、細胞形態での診断に苦慮する症例が散見された。そのよ
うな症例については、セルブロックを用いた免疫染色も含め総
合的にアプローチしていく必要があると考えられた。検討内容
を日常の細胞診断業務に取り入れていく。
　細菌検査部門では耐性菌（MRSA と第 3 世代セファロスポ
リン耐性大腸菌）の分離状況についての検討を行った。幸い当
センターでは、昨今、話題となっている CRE（カルバペネム
耐性腸内細菌科細菌）の検出はほぼない。しかし、耐性菌の検
出状況を知ることは、院内感染対策に対する関心を高めるため
の一助となる。
　耐性菌の分離状況の検討には JANIS（院内感染対策サーベ
イランス）の年報を活用し、2014 年から 2016 年までの期間
を対象とした。集計対象医療機関全体での 2014 年から 2016
年までの S. aureus の検出数に対する MRSA の割合は 48.8%、
47.9%、46.8% となっており、当センターでの割合は 48.5%、
42.7%、35.3% となっている。また、同様に E. coli に対する
第 3 世代セファロスポリン耐性大腸菌の割合は全体で 8.7%、
15.6%、16.6% となっており、当センターでは 20.2%、27.3%、
27.6% となっている。この結果より、当センターの S. aureus
の検出数に対する MRSA の割合は、全体と比較して同等もし
くはやや低い水準となっているが、E. coli に対する第 3 世代セ
ファロスポリン耐性大腸菌の割合は高い水準となっている。一
般的に第 3 世代セファロスポリン耐性大腸菌による感染のリス
クファクターとして、長期入院とカテーテル留置、抗菌薬の投
与歴などがあげられる。当センターでもがん専門病院という
特徴から、これらの要因が関与していると考えられる。今後、
耐性菌による院内感染等の事例が生じないよう ICT と協力し、
院内の感染対策に関する意識を高めるとともに、感染対策の一
層の充実を図っていきたい。
　遺伝子検査部門では主に分子標的薬の効果予測としての遺
伝子検査を行っており、その検査方法や、測定項目は年々変化
している。臨床検査部での ISO15189 取得に伴い、遺伝子検査
室でもマニュアル等の整備、各種サーベイにも参加するなど外
部精度管理が可能となった。また、内部精度管理として毎月の
陽性率の推移を確認し、陽性コントロールの確認を検査ごとに
確認できるシステムを作った。
　平成 29 年度に新たに追加した検査方法として、脂肪肉腫で
の MDM2 遺伝子の DISH 検査がある。これまで MDM2 遺伝
子は、FISH 法を用いて蛍光シグナルを確認する方法で検査を
していたが、当院の HER2 検査で実施する DISH 法で簡便に
実施できる試薬を検討し、導入に至った。DISH 法は FISH 法
と比較して、全工程を全自動で行えることや、明視野での観察
が可能なことから、より医師による確認が行いやすくなったこ
とが利点として挙げられる。遺伝子検査分野は新しい検査項目
が増えているため、当検査室でもそれに対応出来るよう今後も
新しい検査法の検討・導入を行っていく。

の結果報告時間が短縮された。機器の更新の結果、より臨床側
の要望に沿った検査結果を提供可能となった。
　血液検査部門では、末梢血幹細胞移植のための CD34 陽性細
胞数測定に関して研究を行った。当院で実施している細胞数
と CD34 陽性細胞数を別の機械で測定するデュアルプラット
フォーム法（従来法）と、キットを用いた細胞数と CD34 陽性
細胞数を同時に測定するシングルプラットフォーム法とを比
較検討した。その結果、シングルプラットフォーム法は従来法
に比べて当日の幹細胞採取（アフェレーシス）前の報告までに
時間がかかること、キットの期限が短く試薬コストが高いこと
が明らかとなり、臨床医と相談の上、CD34 陽性細胞数測定を
別の機械で測定する従来法を継続することとした。また従来法
で外部精度管理（サーベイ）に参加し、良好な結果を得ている。
生理検査部門では、心電図検査の内部精度管理について検討し
た。

【対象と方法】
　日本光電製 ECG-2550、ECG-1450 を使用し、毎日始業時に
記録している模擬波形発生装置による精度管理心電図の PR 時
間、QRS 幅、QT 時間、QRS 軸、RV5、SV1 の計測値 2 ヶ月
分のデータを対象とした。分散分析法により機器間、および技
師間の差を解析した。【結果と考察】機器間で RV5、SV1 に有
意差を認めたが、平均値の誤差は 0.4 ～ 0.6% であった。心電
計の JIS（IEC）規格では記録精度として 1mV の入力に対して
5% 以内（製品企画は 2% 以内）の誤差で記録することが求め
られている。今回の誤差が非常にわずかであること、また機器
の差は平均値・標準偏差などで検討するものではなく、機器ご
とに入力された信号に対する正確性で比較するものであるこ
とから機器の精度に差はないと判断した。技師間ではすべての
項目で有意な差はなかった。使用している機器の精度が担保さ
れていること、どの技師が行っても精度に差がないことが確認
できた。
　病理検査部門では、ＨＥ染色後から病理医に提出するまでの
工程の検討・改善を行った。これは、平成 29 年度に他施設と
の病理検査手順相互間チェックの試みによる結果を受け行っ
た検討で、従来の手順ではその日に出来上がる染色済み標本
を、顕微鏡で 1 枚 1 枚確認してきた。これは出来上がった標本
の技術的担保を主な目的として、伝統的に行ってきたが、1 日
あたり 300 枚前後の標本すべてを確認することから、多大な時
間とマンパワーを要してきた。しかし他施設では、標本作製に
用いる機器の精度向上もあり、目視で標本整理をしながら確認
することで技術的担保ができることが分かった。そこで顕微鏡
で確認する作業を省き、診断の過程で目視により見つけ出せな
かった技術的過誤を病理医の協力のもと見つけるよう手順の
変更を行った。その結果マンパワーをこれまでは 1.5 人必要と
していたが 0.5 人の仕事量に削減することができ、技術的過誤
も顕微鏡で確認を行ってきた時と同等の状態を維持している。
細胞診検査部門では、検査件数数の多い胸水について乳癌と悪
性中皮腫を対象に細胞学的検討を行った。胸水には様々な腫瘍
が浸潤し、その存在は患者の予後予測因子として重要である。
しかし液状検体のため組織学的検査が難しく、細胞診検体にお
いて腫瘍細胞の出現様式や細胞異型を指標に組織型の推定も
含めた良悪性診断を行う必要がある。今回の検討では、従来報
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＜研究者氏名＞
　所　属　部　遺伝子病理診断部
　研究代表者　谷田部　恭
　共同研究者　佐々木英一、村上善子、羽根田正隆、加藤省一、
　　　　　　　真砂勝泰、藤田史郎

【目的】
　近年の分子生物学の飛躍的な発達により､ がんの発生・悪性
度の評価・薬剤応答性などの知見が蓄積され､ それは現在も増
えつつある｡ これら情報の一部は実臨床に直結しており､ その
応用により適切な診断・治療に結びつくものも多い｡ そこで、
これらの知見を検証した上で､ 実際の病理診断､ 細胞診断に導
入､ 応用することを目標に掲げた｡ その際に、診断に用いられ
る臨床検体は､ 生検検体などの小さな組織を利用しなければな
らなかったり､ 正常細胞が多数混じているなどの問題点も多
い。そこで、これらの点を踏まえ、来年度から導入の予定され
ている MSI 陽性腫瘍に対するペムブロリズマブ治療を見据え
て MSI 検査が院内検査として施行可能であるか検討した。

【方法】
　MSI 検査は、家族性腫瘍であるリンチ症候群の遺伝子検査
として知られているが、少なからずの腫瘍においても見出す
ことができる基本的遺伝子異常である。この MSI 検査は、繰
り返し配列の異常を検出することにより、ミスマッチ修復異常
を検出する表現型同定検査である。ミスマッチ修復遺伝子蛋
白の発現異常を有する 10 例を対象に、MMR-proficient 腫瘍 4
例をコントロールとして、腫瘍部分より抽出した DNA を用い
て NR-21, BAT-26, BAT-25, NR-24, MONO-27, Penta C, Penta 
D の繰り返し配列増幅し、Genetic Analyzer により増幅産物
の修了を計測した。従来の MSI 検査では腫瘍部と正常部との
比較により、表現型を評価していたが、quasi-monomorphic 
variation range (QMVR) を用いて、腫瘍部のみの解析のみで
同定可能かを検討した。

【結果】
　10 例中 9 例で、QMVR の検定により MSI-high と判定する
ことができた。一例については MMR 蛋白の発現は部分的で
あり、BRAF 変異陽性の大腸癌であることから、メチレーショ
ンによる MMR 遺伝子の不活化が想定された。検討には手術
検体を用いたが、生検組織を想定し、DNA 量を変化させて極
微量であっても検出可能であることを確認したほか、腫瘍細胞
含有率を変化させて検出限界を決定した。

【考察】
　QMVR 検定により、腫瘍部抽出 DNA のみで MSI 検査が可
能であることがわかった。また、生検組織のような微量な検体
であって、腫瘍細胞含有率も低い場合においても一定の基準も
設定することができた。これらの条件を用いて、実践的な検査
法としてこの MSI 検査を実臨床に組み入れていきたい。

＜研究課題４＞
　骨軟部悪性腫瘍におけるゲムシタビンとドセタキセル併用
療法についての検討
　Gemcitabine and Docetaxel therapy for bone and soft tissue 
sarcoma

＜研究者氏名＞
　所　属　部　整形外科部
　研究代表者　筑紫　聡
　共同研究者　吉田雅博、小澤英史、鈴木周一郎

【目的】　
　軟部肉腫の化学療法において、doxorubicin と Ifosfamide は
標準的治療薬として有効性と有害事象は多数の報告があるが、
Gemcitabine と Docetaxel 併用療法（以下 GD 療法）に関する
報告は少ない。今回、骨軟部悪性腫瘍の GD 療法における有効
性と有害事象について検討したので報告する。

【方法】
　2005 年～ 2015 年に当院および関連病院で GD 療法を行った
骨軟部悪性腫瘍 27 例につき検討した。内訳は男性 11 例、女性
16 例、平均年齢 50 歳（15-76 歳）で、経過観察期間は 5-123 ヶ
月であった。GD 療法は day1、day8 で投与して 3 ～ 4 週のサ
イクルで 1 クールとし、平均 5.3 クール（1 ～ 13 クール）施行
した。病理組織像、有効性、無増悪生存期間、有害事象（血液
毒性、非血液毒性）、転帰について調査した。

【結果】
　病理組織型は平滑筋肉腫 8 例、骨肉腫 3 例、粘液型脂肪肉腫、
骨外性 Ewing 肉腫、未分化多型肉腫、血管肉腫各 2 例、その
他 8 例であった。有効性は CR1 例、PR1 例、SD13 例、PD12
例であり、無増悪生存期間は平均 7.7 ヶ月（3 ～ 12 ヶ月）で
あった。Grade3 以上の有害事象は好中球減少が 14 例（52％）、
血小板減少が 5 例（19％）、貧血が 5 例（19％）、皮疹、下肢浮
腫、間質性肺炎が各 1 例（11％）であった。転帰は NED3 例、
AWD15 例、DOD9 例であった。

【考察】
　自験例での骨軟部悪性腫瘍に対する GD 療法の無増悪生存期
間は 7.7 ヶ月で諸家の報告である 6.2 ～ 12.1 ヶ月と同様の有効
性であった。有害事象に関しては好中球減少が 52％と高頻度
であったが、最近では G-CSF の予防的投与で好中球減少の頻
度は低下している。Grade3以上の非血液毒性は皮疹、下肢浮腫、
間質性肺炎の各 1 例であったが、休薬で対応が可能であった。
GD 療法は有害事象の頻度が低く、比較的使用しやすいレジメ
ンと考えられた。

＜研究課題５＞
　病理細胞診断における分子腫瘍診断法の研究
　Development of Molecular Testing for Cancer Diagnosis
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＜研究課題６＞
　トモセラピーを用いた強度変調放射線治療の臨床応用
　Clinical application of IMRT using Helical Tomotherapy

＜研究者氏名＞
　所　属　部　放射線治療部
　研究者氏名　古平　毅
　共同研究者　立花弘之、田中　寛、小出雄太郎

【はじめに】
　 当 院 で は 2006/6 に ト モ セ ラ ピ ー（TomoTherapy 社
TomoTherapy Hi-Art System）が設置されて以来、臨床例の
IMRT による治療を開始してきた。今回われわれは IMRT の
治療効果とその有用性の指標である唾液腺機能を評価検討し
当院での頭頸部 IMRT の臨床的評価を試み、臨床的有用性・
妥当性の評価を行うことを目的とした。

【方法】
　我々は今回 IMRT の臨床的評価の目的で咽頭がんおよび頭
頸部リンパ腫症例に対し、治療前後での唾液腺機能評価の目的
で唾液腺シンチグラフィーを実施してきた。
　2006/6 より頭頸部癌の IMRT を実施してきた。誌面の関係
で上咽頭癌の成績を紹介するにとどめる。対象は 2002 年以降
2015 年までに化学放射線療法を行った上咽頭がん患者 132 名
で年齢は中央値 54.5 歳 (11-76)、男性：女性 = 98:34 という内
訳だった。予後調査の解析時点で観察期間中央値は 60 月、5
年粗生存率 , 無増悪生存率、局所制御率、無遠隔転移制御率は
75.2%, 64.2%, 79.9%, 86.9% であった。G2 以上の唾液腺障害は
1/2 年で 22/27% であった。治療成績は良好でありかつ従来法
で得られなかった唾液腺機能温存が達成でき本治療法の有益
性が確認できた。

【まとめ】
　当院におけるトモセラピーを用いた頭頸部癌の IMRT にお
いて治療効果および治療後 QOL 改善の点で、その高い臨床的
有用性が示された。
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2.　研究所における研究（人当研究費）

疫学・予防部

< 研究課題 > １－１
（主題）　 がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録の資料

を活用した、がんの流行と転帰の分析研究
（副題）　 地域がん登録データを用いた結腸がん原発部位別の

生命予後の分析

＜研究者氏名＞
中川弘子、堀芽久美１）、松田智大１）、伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】
　2016 年の大腸がん死亡数は 50,099 人であり、がん部位別で
第２位の死亡数を占めるがんである。大腸がんは原発巣の部位
により、発生学的機序及びがん化に関わるメカニズムが異な
る。 欧米において、大腸の原発部位による生存率の相違が報
告されているものの、日本人においては、大腸原発部位に焦点
を当て生存率を検討した研究は未だに少ない。そこで我々は地
域がん登録資料を用い、日本人の結腸がん亜部位別における 5
年 net 生存率を明らかにすることを目的とした。
　全国がん罹患モニタリング集計 (MCIJ) へ提出された、21 府
県（宮城、山形、福島、茨城、栃木、群馬、神奈川、福井、山梨、
愛知、滋賀、大阪、広島、長崎、千葉、新潟、鳥取、島根、岡山、
愛媛、熊本）の地域がん登録資料より、2006 年から 2008 年に
診断された結腸がん症例について net 生存率を算出した。統計
解析には Stata 14.1(StataCorp, College Station, TX, USA) を用
いた。結腸がん原発部位は、右側結腸 (ICD-10th, C18.0-18.4)、
左側結腸 (C18.5-18.7) に分け解析を行った。 
　対象となった 62,350 症例について、結腸がんの 5 年 net 生
存 率 は 72.1 ％ (95% CI, 71.7%–72.6%) で あ っ た。 全 症 例 中、
32,005 人 (51.4%) は右側結腸がん、30,34 人 5 (48.6%) は左側結
腸がんに罹患していた。部位別 5 年 net 生存率は、左側結腸
がん 74.0% (95% CI, 73.4%–74.7%)、右側結腸がん 70.4% (95% 
CI, 69.7%–71.0%) であった。年齢、性別、進行度で補正した上
で、左側結腸がんと比較した、右側結腸がんの Excess Hazard 
Ratio は 1.20（95% CI, 1.16-1.25）であった。
　我々の研究より、右側結腸がんの 5 年 net 生存率は左側結腸
がんと比べ有意に低いことが示された。大腸部位は生命予後に
重要な役割を持つことを示唆した。大腸の部位による生命予後
の違いについては、遺伝子異常の種類の違いによる悪性度の違
いや化学療法の薬剤感受性が異なることによる治療成績の違
いが考えられ、今後はメカニズムの解明が望まれる。

１）国立がん研究センターがん情報対策センター

< 研究課題 > １－２
（主題）　 がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録の資

料を活用した、がんの流行と転帰の分析研究

（副題）　 愛知県がん登録資料に基づくがん患者生存率の医
療圏間格差

　　　　　─ Funnel Plot 法を用いた 5 年相対生存率の評価─

＜研究者氏名＞
　山口通代１）、中川弘子、伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】
　がん医療の均てん化を進めるためには、がん患者生存率の医
療圏間格差を正確に把握し、地域のがんの実態に即したがん対
策を実施する必要がある。
　本研究では、診断時年齢（以下、「年齢」という。）及び臨
床進行度分布（以下、「進行度」という。）を調整因子とし、
Funnel Plot 法を用いて 5 年相対生存率の医療圏間格差を評価
した。
　愛知県がん登録で、2005 － 09 年に診断された症例 119,598
例のうち、胃がん19,414例、大腸がん20,429例、肺がん16,646例、
乳がん（女）11,660 例を対象として、各医療圏のポワソン回帰
モデルを用いた相対生存率から、診断から 5 年以内の過剰死亡
ハザード（EH：Excess hazard of death）を推計した。過剰死
亡ハザードは、①調整なし、②年齢調整、③進行度調整、④年
齢・進行度調整の 4 モデルにより推計し、各医療圏の過剰死亡
ハザードを、Funnel Plot を用いて散布図を描画して比較した。
　過剰死亡ハザードのばらつきを視覚的に評価するため、愛
知県の平均過剰死亡ハザードを基準値とし、その 95％及び
99.8％信頼区間を描き、信頼区間から逸脱した医療圏の同定を
行った。
　部位別、性別でみた各医療圏の過剰死亡ハザード（以下、「EH」
という。）の Funnel Plot について観察したところ、胃がん（男）、
大腸がん（女）、肺がん（男、女）及び乳がん（女）については、

「年齢・進行度調整」することにより EH が信頼区間内に入る
医療圏が認められたことから、該当する医療圏においては、早
期診断の遅れが生存率に影響している可能性が考えられた。ま
た、胃がん（女）、乳がん（女）については、「年齢・進行度調
整」後、EH が信頼区間上限を上回った医療圏が認められたこ
とから、該当する医療圏においては、がん治療に起因する生存
率の低下が起きている可能性が示唆された。
　このように、年齢及び進行度を調整因子とした、Funnel 
Plot 法を用いた生存率の評価は、人口規模を考慮した上で、地
域の生存率の正確な評価が可能となり、がん対策の効果的な実
施に活用できると考えられた。

【今後の方向】
　今後も、2013 年 12 月より開始されている「全国がん登録」
の仕組みで収集される精度の高いデータを継続的に活用し、愛
知県のがん医療の均てん化の評価、がん検診精度管理評価等に
積極的に活用していきたい。

１）研修生
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増殖が有意に低下した。当研究部で患者より樹立した中皮腫細
胞株のうち、PTEN 発現欠損により Rheb-mTORC1 シグナル
伝達経路が活性化した株 2 種を用いた実験においても、同様
に SmgGDS のノックダウンによる細胞増殖の抑制が見られた。
これらの結果から、SmgGDS は Rheb-mTORC1 経路が高活性
化した胸膜中皮腫細胞に対する治療標的となる可能性が示唆
された。

【今後の方向】
　SmgGDS のノックダウンが胸膜中皮腫の治療標的となるか、
さらに詳細な検討を行う必要がある。細胞増殖の促進や足場非
依存性増殖能の獲得について検討した後、マウスの胸腔に中
皮腫細胞株を移植した中皮腫モデルマウスを作製し、SmgGDS
をノックダウンした細胞とコントロール細胞での腫瘍形成能
の違いを明らかにしていく。

１）分子病態学部、２）北里大学薬学部・生化学

＜研究課題＞ １－２
（主題）　 悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研

究
（副題）　 悪性中皮腫におけるO-GlcNAc 修飾を介した腫瘍

進展メカニズムの解明

＜研究者氏名＞
向井智美、佐藤龍洋、三城恵美１）、青木正博２）、
藪田紀一３）、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】
　近年、種々のがんにおいて、翻訳後修飾のひとつである
O-GlcNAc (O 結合型β -N- アセチルグルコサミン ) 化が亢進す
ることが報告されており、診断マーカーや治療標的としての
可能性が注目されつつある。O-GlcNAc 化は、グルコース (Glc)
から生合成された糖供与体 (UDP-GlcNAc) が、O-GlcNAc 転移
酵素 (OGT) によって標的タンパクに付化される酵素反応であ
る。標的タンパクは細胞質タンパクや核タンパクなど様々で、
O-GlcNAc 化によって、タンパク質間相互作用やタンパク安定
性が変化し、がん化の促進に寄与するといわれている。しかし、
がん進展と関連した標的タンパクのO-GlcNAc 化の生理的な意
義や、その修飾メカニズムの研究は乏しく、O-GlcNAc 化を標
的とした治療を行う上で明らかにすべき課題が多い。
　今回、悪性中皮腫におけるO-GlcNAc 化について検討を行っ
た。興味深いことに、LATS2 が欠損している悪性中皮腫細胞
株では、種々のタンパク質のO-GlcNAc 化が不死化中皮細胞よ
りも亢進していることが明らかとなった。さらに、O-GlcNAc
化阻害剤や OGT のノックダウンによって、これらの細胞増殖
が抑制されることを確認した。次に、不死化中皮細胞と比較し
て LATS2 欠損悪性中皮腫細胞株でO-GlcNAc 化が亢進してい
る標的タンパクを質量分析により解析したところ、複数の標
的候補を同定した。特に、核膜孔複合体構成タンパクのひと
つである NUP214 は、LATS2 欠損悪性中皮腫細胞株における

分子腫瘍学部

＜研究課題＞ １－１
（主題）　 悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研

究
（副題）　 SmgGDS のノックダウンは Rheb-mTORC1 シグナ

ル伝達経路を抑制し、胸膜中皮腫細胞の増殖を停
止させる

＜研究者氏名＞ 
佐藤龍洋、向井智美、三城恵美１）、服部成介２）、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 
　胸膜中皮腫はアスベスト曝露を主な原因とする希少がんで、
既存の抗がん剤に抵抗を示し、極めて予後が悪いことが知ら
れている。アスベスト曝露から中皮腫発症までの潜伏期間は
約 40 年と長く、今後も患者の増加が予想されていることから、
新規抗中皮腫治療薬の開発が急務である。近年、がん関連因
子 mTOR キナーゼの胸膜中皮腫における高活性化が報告され、
胸膜中皮腫発症や悪性化との関連が示唆されている。
　Ras family small GTPase の１つである Rheb はさまざまな
細胞種の増殖促進や成長、がん化に関与するタンパク質であ
る。Rheb の活性化は mTOR キナーゼ複合体１(mTORC1) の
活性化によるタンパク質翻訳の促進や、ピリミジンヌクレオ
チド生合成の律速酵素 CAD の活性化による DNA 複製のビ
ルディングブロックの貯蓄増加により細胞増殖を促進する。
Rheb はリソソームやゴルジ体に局在しており、エフェクター
である mTORC1、CAD は Rheb が活性化した際に Rheb の局
在部位へとリクルートされることで活性化され、機能する。こ
のように、Rheb を介したシグナル伝達においてはタンパク質
の細胞内局在制御が重要な役割を果たすが、Rheb 自身の局在
制御機構についてはほとんど知られていない。私たちは Rheb
の新規結合タンパク質として SmgGDS を同定し、これが Rheb
の局在を制御する可能性を明らかにしてきた。また、SmgGDS
のノックダウンは Rheb の局在を変化させ、mTORC1 の活性
化を阻害することから、がん細胞の増殖抑制に有効である可能
性が示唆された。そこで我々は胸膜中皮腫に着目し、SmgGDS
の抑制が胸膜中皮腫細胞の増殖を抑制するか検討した。
　mTORC1 活性化の要因となりうる Rheb- mTORC1 シグ
ナル伝達経路関連遺伝子を TCGA データベースから抽出
し、中皮腫におけるこれらの発現量を解析した。mTORC1 活
性化に関与する Rheb, Rheb-like 1(RhebL1), raptor, PIK3CA
の mRNA 発現上昇、および mTORC1 不活性化に関与する
PTEN の mRNA 発現低下が中皮腫サンプルの約 4 割で観察
され、mTORC1 活性化の一因となっている可能性が示唆され
た。また、Rheb 遺伝子を正常不死化中皮細胞株 MeT-5A に導
入し、Rheb の高発現が中皮細胞に及ぼす影響を解析したとこ
ろ、Rheb の高発現による mTORC1 の活性化を確認するとと
もに、導入細胞における増殖促進、足場非依存性増殖能の獲得
を観察した。次に、この細胞に SmgGDS に対する shRNA を
発現するレンチウイルスを感染させ、SmgGDS ノックダウン
細胞を作製した結果、この細胞はコントロール細胞と比較して
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中皮腫細胞における役割は明らかではない。今年度、悪性中皮
腫における TAZ の機能的役割を明らかにするために当部で樹
立した悪性中皮腫細胞株を用いて解析を行った。最初に、細
胞株パネルを用い、ウエスタンブロット法にて発現解析を行っ
た。解析した多くの悪性中皮腫細胞株において、TAZ の発現
および脱リン酸化（活性化）状態が確認された。不死化中皮細
胞株に TAZ の恒常的活性型変異体 (TAZ-S89A) を導入したと
ころ、細胞増殖、運動・浸潤能、ヌードマウスへの造腫瘍能の
増強が確認された。一方、悪性中皮腫細胞株で活性化している
TAZ を RNA 干渉法にてノックダウンしたところ、これらの
形質はいずれも阻害された。次にマイクロアレイ解析により、
TAZ の活性型変異体によって発現誘導される遺伝子群を網羅
的に検討した。その結果、サイトカインをコードする遺伝子群
の発現が強く誘導されていることが明らかになった。その中
で IL-1beta 遺伝子に着目したところ、TAZ は IL-1beta 遺伝子
のプロモーター領域に結合し、遺伝子発現を直接亢進させるこ
とが明らかになった。さらに、IL-1beta のノックダウンおよび
IL-1beta 阻害剤を用いた検討では、TAZ が活性化した悪性中
皮腫細胞株の細胞増殖や造腫瘍能を強く抑制することが確認
された。

【今後の方向】
　本研究の結果から NF2-Hippo シグナル伝達系が不活性化し
ている悪性中皮腫株において TAZ が活性化し、その結果、サ
イトカイン、特に IL-1beta の発現亢進が悪性中皮腫の増殖、
悪性形質の獲得に大きく貢献していることが明らかとなった。
TAZ の恒常的活性化が認められる悪性中皮腫に対して、今後、
IL-1beta に対する阻害薬は、新たな治療戦略のモダリティーと
なりうる可能性が強く示唆されたため、今後さらに研究を継続
して治療法の応用について検討を深める必要性が極めて高い
ことが示唆された。

１）分子病態学部、２）名古屋大学大学院医学系研究科、呼吸器
内科

遺伝子医療研究部

＜研究課題＞ １－１
（主題）　 がん罹患リスク・予後を決める遺伝子と環境要因

の組合せの解明、並びに予防・医療への応用
（副題）　 乳がんに関する遺伝子多型を用いたリスク予測法

の意義を評価する無作為化比較試験

＜研究者氏名＞
　鵜飼知嵩１）、春日井由美子、伊藤秀美、岩田広治、
　松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】
　遺伝子多型が乳がんのリスクと関連する報告が積み重なっ
て来たが、実際にそれをどう予防に応用するかに関しては確立
されていない。我々は、昨年度乳がんのリスク予測モデルを、

O-GlcNAc 化が顕著であった。NUP214 は核外輸送に関与する
とされているため、O-GlcNAc 化の亢進によって様々な分子の
核内外の局在に影響を与え、その結果腫瘍進展を引き起こす可
能性が高い。
一方で、LATS2 の欠損によって NUP214 のO-GlcNAc 化が亢
進するメカニズムについても同時に検討している。その結果、
OGT の結合因子のひとつである BAP1 と LATS2 が結合する
ことを見出した。さらに、免疫沈降実験の結果、LATS2 は
OGT と競合し、OGT/BAP1 複合体の形成を阻害することを明
らかにした。

【今後の方向】
　本研究の結果より、LATS2 が欠損した悪性中皮腫細胞では、
OGT/BAP1 複合体の形成が容易になり、標的タンパクである
NUP214 のO-GlcNAc 化が亢進されると考えられる。さらに、
O-GlcNAc 化された NUP214 は種々のタンパクの核内外の局在
に影響を与えることで腫瘍進展を引き起こすと可能性が高い。
今後は、NUP214 のO-GlcNAc 化によって核内外の物質輸送形
態や核膜孔複合体形成にどのような影響を与えるか、また、そ
れが腫瘍進展にどのように関わるかを詳細に検討する。

１）分子病態学部　リサーチレジデント、２）分子病態学部、
３）大阪大学微生物病研究所　発癌制御研究分野

＜研究課題＞ ２
（主題）　 細胞特性に基づくがんの新規診断法・治療法の開

発研究
（副題）　 Hippo シグナル伝達系異常による転写コアクチ

ベーター TAZ の活性化はサイトカイン遺伝子の発
現を誘導し、中皮細胞の悪性形質転換を促進する。

＜研究者氏名＞ 
松下明弘、佐藤龍洋、向井智美、藤下晃章１）、三城恵美１）、
奥田真帆、青木正博１）、長谷川好規２）、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】
　悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生す
る腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予後
不良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多く、
現在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度に発症
する腫瘍に比べて、その分子病態の解析は極めて遅れており
新規の診断法や分子標的治療法の開発への大きな障壁となっ
ている。がん抑制遺伝子異常としては、CDKN2A, NF2, BAP1
遺伝子の高頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝子変異は
稀である。NF2 遺伝子産物（転写産物は Merlin と呼ばれる）
は細胞内の増殖抑制性の Hippo シグナル伝達系を制御し、転
写コアクチベーターである YAP の活性を抑制する。悪性中皮
腫細胞は NF2 や Hippo シグナル伝達系の構成因子をコードす
る LATS2 遺伝子等の変異により約 70％の症例で YAP が恒常
的に活性化していることを当部は明らかにしてきた。
　YAP にはホモローグである TAZ が知られているが、悪性
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認められた。本結果はこれまで 5 ～ 10% とは明らかに異なる
ものであった。また病的変異を持つ非がん者も非常に少ないこ
とが想定された。現在最終解析結果の集計を行っている。

【今後の方向】
　今回の結果では、家族性乳がんの非がん集団における頻度は
非常に少なかった。現在の検討対象者数では、統計学的な誤差
がまだ残るため、対象者数を積み重ねる必要がある。本検討は
乳がんのみを対象としているが、他臓器における家族性腫瘍を
視野に入れ、大規模な検討を行う必要がある。

１）徳島大学

＜研究課題＞ １－３
（主題）　 がん罹患リスク・予後を決める遺伝子と環境要因

の組合せの解明、並びに予防・医療への応用
（副題）　 喫煙の唾液腺癌リスクに関する影響を検討する研

究

＜研究者氏名＞
　 澤部　倫、尾瀬　功、伊藤秀美、谷田部　恭、長谷川泰久、

松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】
　頭頸部癌の中でも唾液腺癌は、その症例数が少ない事から
も、生活習慣との関連の検討が国際的にも行われてこなかっ
た。我々は、唾液腺癌に関する症例対照研究を行い、喫煙が唾
液腺癌のリスク要因である事を明らかにした。また、この関連
が粘表皮癌以外の組織型での関連であり、粘表皮癌ではリスク
とは関連を示さないことを明らかにした。この結果は、組織型
によって発がん過程が異なる事を示唆するものであった。

【今後の方向】
　組織型により発癌プロセスが異なる事は、生物学的な視点か
らは妥当なものであると考えられてきたが、実際に疫学研究レ
ベルで、その組織型による差を検討する研究は数が限られてい
る。当センターでは、豊富な臨床情報

１）研修生、2）国立がん研究センター

＜研究課題＞ ２
（主題）　 造血器細胞の分化、増殖に関与する遺伝子の血清

学的、分子生物学的研究
（副題）　 コーヒー、緑茶摂取と造血器腫瘍の関連に関する

検討

＜研究者氏名＞
　鵜飼知嵩１）、澤田典枝２）、井上真奈美２）、津金昌一郎２）、
　松尾恵太郎

当センターで実施してきた病院疫学データ、鹿児島大学・国
立がん研究センターのデータを用いて開発した。本研究では、
乳腺科受診において乳がんが無いと診断された患者を対象に、
２２個の遺伝子多型の情報と疫学　情報の組合わせを用いた
リスク予測情報（介入群）と疫学情報のみを用いたリスク予測
情報（対照群）を無作為割付試験として開始した。プライマリー
エンドポイントは、介入後６ヶ月時点での、乳がん予防行動の
変化とし、予定症例数は２００名とした。６ヶ月後、３年後、
６年後の一次・二次予防行動に関してフォローアップを行って
いる。

【今後の方向】
　遺伝子情報を用いたリスクフィードバックが、実際に予防行
動に与える影響は未知である。本研究は、乳がんを対象に、こ
れまでの疫学的な知見を用いた予防の可能性を評価する点が
挑戦的である。来年度には対象者のリクルート並びにプライマ
リーエンドポイントである６ヶ月調査が終了する予定である。
乳がんを皮切りに他がん種に拡げる可能性を考える上でも重
要な研究である。

１）研修生

＜研究課題＞ １－２
（主題）　 がん罹患リスク・予後を決める遺伝子と環境要因

の組合せの解明、並びに予防・医療への応用
（副題）　 次世代シーケンサーを用いた遺伝性乳がん関連遺

伝子異常の頻度並びにリスクへの寄与の大きさの
検討

＜研究者氏名＞
　春日井由美子、伊藤秀美、井本逸勢１）、岩田広治、
　松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】
　乳がんの５～ 10％は BRCA1/2 などの生殖細胞系の遺伝子
変異に基づく家族性の乳がんであるとされるが、実際に散発性
の乳がんの中で、家族性乳がんの占める割合がどの程度である
のかに関する検討は本邦では為されていない。また BRCA1/2
などの変異が、非がん者の集団ではどの程度の頻度があるかに
関しても殆ど明らかにされていない。よって、BRCA1/2 のが
んリスクに対する相対危険度に関する情報も本邦では欠損し
ている。我々は、愛知県がんセンターにて実施された大規模疫
学研究である HERPACC 内での乳がん症例対照研究の対象者
に対し、次世代シーケンサーに基づく BRCA1, BRCA2, TP53, 
PTEN, STK11, PALB2, CHEK2, CDH1, ATM 遺伝子生殖細胞
系遺伝子変異を検討する研究を行った。対象候補者に対し、文
書郵送によるオプトアウト形式の参加同意を行い、不同意の表
明が無かった症例 629 名、対照 1150 名を対象にシーケンスを
実施した。対照者には BRCA1/2 の病的変異を持つものは認め
られなかった（95% 信頼区間：0 ～ 0.32%）が、症例には５名

（0.8%、95% 信頼区間 :0.26% ～ 1.8%）の病的変異を持つものが
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アミノペプチダーゼがオートファジーを介して MHC クラス I
上に抗原提示されていることを見出している。一般的にはオー
トファジーによる MHC クラス I 分子への抗原提示はされない
ため、K-ras 変異遺伝子を有するがん細胞であることから身に
つけた高活性オートファジーによってのみエピトープが提示
されている。一方、正常細胞では抗原提示装置として高活性
オートファジーが備わっていないため抗原提示されない。この
ことから、正常細胞では抗原提示されず、がん細胞でのみ抗原
提示される neoepitope 様であると考えている。
　本エピトープ特異的 CTL クローンによる抗腫瘍効果を検討
するために、超免疫不全 NSG マウスにヒト膵臓癌細胞株を移
植して、養子免疫療法により治療することができるかどうかを
検討した。まず膵臓癌細胞株と CTL クローンを先に混ぜた状
態で癌細胞株のマウスにおける増殖を検討した。移入したマ
ウスのうち、腫瘍のみ投与したマウスは移入後 60 日程度で死
亡したが、CTL クローンと先まぜして移入したマウスは全例
生存していた。次に治療モデルの検討を行った。ヒト膵臓癌細
胞株を皮下移植後に CTL クローンを投与したところ、穏やか
な腫瘍の増殖抑制効果が見られた。しかしながら、治療効果は
弱いためより効果の強い免疫療法が必要であると考えられた。
そのため、T 細胞受容体（TCR）遺伝子をクローニングして、
TCR 移入 T 細胞による治療を行う準備をしているところであ
る。

【今後の方向】
　膵臓癌は予後不良で、新たな治療法の開発が期待されてい
る。TCR 移入 T 細胞による治療など、今後より効率のよい治
療法を検討していきたいと考えている。

１）客員研究員、藤田保健衛生大学・血液内科

＜研究課題＞ ２
（主題）　免疫診断及び免疫治療の前臨床的及び臨床的研究
（副題）　 ヒトテロメレイス特異的高親和性 T 細胞受容体の

取得と解析

＜研究者氏名＞
　太田里永子、岡村文子、赤塚美樹１）、葛島清隆

【目的 • 概要 • 進捗状況】
　がん抗原に特異的な T 細胞から単離した抗原受容体遺伝
子（TCR）を、レトロウイルスベクターなどを用いて患者の
T リンパ球に導入することが可能である。このようにして作
製した CTL を用いるがん免疫療法は有望な治療法の一つであ
り、これまでにも様々な抗原を標的として開発が行われて来
た。臨床的に最も成功している TCR は、HLA-A*02:01 拘束性
NY-ESO1 特異的 TCR α鎖の相補性決定領域（CDR）3 の 2
個のアミノ酸を変異して親和性を増強したものである。また、
gp100 特異的 TCR を抗 CD3（scFv）に融合させたリコンビ
ナント蛋白の臨床試験も 2017 年に海外で開始され、一定の効
果が報告されている。この場合には、TCR の親和性を野生型

【目的・概要・進捗状況】
　本邦において、造血器腫瘍罹患に関するリスク要因の検討は
十分に為されていない。近年、コーヒーや緑茶などの日常的に
摂取される飲料とがんリスクとの検討が報告されているが、造
血器腫瘍との関連は殆ど報告されていない。本研究では、国立
がん研究センターが実施している大規模コホート研究である
多目的コホート研究データを用い、コーヒー・緑茶摂取と、悪
性リンパ腫、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、骨髄異形成症
候群のリスクとの関連を検討した。悪性リンパ腫・多発性骨髄
腫、急性骨髄性白血病に関しては、コーヒー・緑茶の何れもリ
スクとの関連を示さなかった。一方で、骨髄異形成症候群では、
男性においてコーヒー摂取による予防的な関連が認められた。
しかしながら、コーヒー摂取と交絡が想定される喫煙による層
別化解析を実施したところ、認められた関連は喫煙の残交絡で
ある可能性が示唆された。コーヒーに関しては、他集団を用い
た更なる検討が必要である。

【今後の方向】
　緑茶、コーヒー摂取は一部のがん種においてリスクと負の相
関な関連を示していることから、予防的な効果が期待されてい
る。しかしながら、本研究の結果は造血器腫瘍においてはその
効果は無い、あるいはあっても限定的である可能性が示され
た。造血器腫瘍の罹患率は増加傾向にあり、その予防法に関す
る知見の積み重ねは、重要である。今後も他の重要曝露要因に
関する知見の積み重ねを行う予定である。

１）研修生、２）国立がん研究センター

腫瘍免疫学部

＜研究課題＞ １
（主題）　腫瘍抗原の免疫学的、分子生物学的検索
（副題）　 オートファジーによって提示されるエピトープ特

異的 CTL による抗腫瘍効果の検討

＜研究者氏名＞
岡村文子、赤塚美樹１）、葛島清隆

【目的 • 概要 • 進捗状況】
　がん免疫療法ではがん細胞を攻撃するエフェクターである
細胞傷害性 T リンパ球（CTL）が認識する抗原の情報が治
療に重要な役割を果たす。最近になって免疫チェックポイ
ント阻害剤を用いた治療において、がんが保有する変異抗原

（neoantigen）に由来するエピトープ（neoepitope）を認識す
る CTL ががんの治療に有効であることが明らかになってきた。
しかしながら、保有する変異抗原全てが CTL の標的エピトー
プとして抗原提示される訳ではないため、変異抗原が少ないが
んでは、免疫チェックポイント阻害剤による治療効果が低いこ
とが今後の課題となっている。
　我々は K-ras 変異遺伝子を有し、恒常的にオートファジーが
亢進している膵臓癌細胞株において、ピューロマイシン感受性
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ゼ c-Src は、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められ
る。しかし腫瘍組織においても src 遺伝子自体の変異はほとん
ど見られず正常型として発現している。即ち細胞には Src の恒
常性を維持し、不要な Src シグナルの伝播を阻止する巧妙な分
子メカニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっている
と示唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていない。昨年
までに、がんにおける異常な Src シグナルが、非受容体型チロ
シンキナーゼ Fer により中継される新たなメカニズムを見出
し、Fer の制御機構の破綻とがん進展との関わりを解明するた
めに Fer に結合する分子のプロテオミクス解析を行ない、見
出された 9 種の分子について Fer との結合を確認することに
より、4 種の Fer 制御因子候補を同定した。そこで今年度は、
大腸がん細胞など Src-Fer がんシグナルが活性化している細胞
において、同定した Fer 制御因子候補の発現をノックダウンし、
増殖能や浸潤能などのがん形質に対する作用を解析したとこ
ろ、これらの分子はがん形質促進的な機能を示し、Fer の下流
でがんシグナルを伝播する新規基質であることが示唆された。

【今後の方向】
　がん形質発現に関わる Fer 制御因子候補の役割を詳細に解
析する。さらに Fer のがん治療標的としての可能性を明らか
にするため、Fer のリン酸化抗体を用いて様々な癌種における
Fer 活性化を調べ、Fer が寄与するがん種を解析する。

＜研究課題＞ １－２
（主題）　 がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および

治療戦略創出への応用
（副題）　 microRNA によるシグナル分子の発現制御とがん

進展

＜研究者氏名＞
　小根山千歳、渡邉理沙代、宮田眞美子

【目的・概要・進捗状況】
　Src 等によるがんシグナルの伝達やその制御機構について
は、主にリン酸化及びタンパク質間相互作用の側面から捉え
られてきたが、我々はそれら直接的なシグナル伝達経路の陰
に、複数の microRNA(miRNA) が協調してシグナル分子の発
現を制御する、いわば隠れたネットワークが存在することを
示してきた。今年度は、がん化初期に見られる Src 活性化に伴
う miRNA の役割を解明するため、これまでに作製した Src 発
現誘導モデル細胞を用いて miRNA の発現プロファイルの解析
を行なった。その結果 Src 活性化初期に発現減少する miRNA
を見出し、この miRNA の発現を保持すると Src によるがん形
質が見られなくなることを見出した。この miRNA は Src の発
現が高いことが知られる大腸がん細胞において顕著に低下し
ていることを見出し、大腸がん細胞にこの miRNA を導入する
と足場非依存的増殖能が抑制されると共に、ストレスファイ
バー及び細胞接着斑の形成が阻害され接着能や浸潤能が抑制
された。詳細な解析の結果、当該 miRNA は Src 自身およびそ
の基質など Src シグナルの伝播に関わる因子の発現を同時に抑

の 100 万倍程度増強する必要がある。ヒト TCR の親和性を in 
vitro で増強する最も効果的な方法はファージディスプレイ法
であるが、報告はほぼ一つのグループ（英国）からに限られて
いるのが現状である。免疫治療のこれからの展開を鑑みるに、
効率の良い TCR 親和性成熟（affinity maturation）システムを
確立することは重要であると考えられる。昨年度に確立した
293T 細胞を用いた新規の TCR ディスプレイ法の樹立を用い
て、本年度は HLA-A24 拘束性にヒトテロメレイス由来のペプ
チドを認識する TCR の親和性改良を行った。

【方法と結果】
　293T 細胞を用いた新規の TCR ディスプレイ法では、CD3
遺伝子を導入した 293T 細胞表面に、任意の一つの CDR 領域
にランダムな変異を導入した TCR ライブラリーを表出させ、
HLA/ ペプチド - テトラマーで染色する。これにより、CD8
非依存的にテトラマーに結合する集団の出現をフローサイト
メーターで解析とソーティング（回収）をする。hTERT 特異
的 TCR について 16 種類のライブラリーを作製し、スクリー
ニングをした結果、β鎖 CDR1 および 2 ライブラリーの中に、
CD8 非依存的にテトラマーに結合する TCR の集団があること
が判明した。さらにフローサイトメーターを用いたソーティン
グにより、多数の高親和性クローンを得た。レトロウイルスを
用いてヒト T 細胞株に TCR 遺伝子導入した実験では、高親和
性クローンは野生型に比べて 1,000 分の１濃度の抗原ペプチド
を認識した。新たに確立したヒト培養細胞を用いた TCR 親和
性成熟システムは、有用な方法と考えられた。

【今後の方向】
　今後の方針は、以下の２方向である。１）NY-ESO1 蛋白な
どのがん抗原に対する特異的 TCR をこのシステムに供し、高
い親和性を有する TCR を取得する、２）得られた高親和性
TCR の遺伝子を、レトロウイルスベクターを用いてヒト末梢
血 T リンパ球に導入し、がん細胞に対する傷害性および正常
細胞に対する交差反応性を解析し、将来の TCR 遺伝子導入 T
細胞療法の使用に耐えうる高品質の TCR を選択する。

１）客員研究員、藤田保健衛生大学・血液内科

感染腫瘍学部

＜研究課題＞ １－１
（主題）　 がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および

治療戦略創出への応用
（副題）　 脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とが

ん進展

＜研究者氏名＞
　山内友恵、渡邉理沙代、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】
　最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナー
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＜研究課題＞ ２－２
（主題）　 細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカ

ニズムの解明
（副題）　エクソソームの miRNA 内包制御とがん進展

＜研究者氏名＞
　内藤陽子、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】
　エクソソームは、内部にタンパク質や RNA 分子を含む直径
30-100 nm 程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれる
ことで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられている。
がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進している
ことが知られており、細胞増殖性だけでなく、ニッチ形成を介
して転移やその臓器指向性にも関与するなど多様な機能が明
らかとなりつつある。それらの機能に重要とされているのが、
エクソソームに内包されている miRNA である。エクソソーム
に内包される miRNA のプロファイルはがん種によって異なる
ことから、がん診断への応用研究が進んでいるが、しかしそ
もそも、なぜ特定の miRNA がエクソソームに内包されている
か、選択的な miRNA の積み込みに関する分子機構に関しては
ほとんど明らかとなっていない。今年度は、Src がん化モデル
細胞系から分泌されるエクソソーム内の miRNA について次世
代シークエンス解析を行い、Src 活性化によりエクソソームに
内包される miRNA のプロファイルが異なることを見出した。

【今後の方向】
　Src 活性化により選択的に積み込まれる miRNA の分子機
構を明らかにするため、これらの miRNA に結合するエクソ
ソーム内分子を探索する。分子同定後は、Src がん化モデル細
胞に候補分子の発現を変化させた細胞を樹立し、内包される
miRNA 群の変化、及びエクソソームを介した他細胞へのがん
形質誘導について解析する。

分子病態学部

＜研究課題＞ １－１
（主題）　 がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解

明
（副題）　 腸管腫瘍形成における JNK/mTORC1 経路の活性

化機構

＜研究者氏名＞
　梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠１）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　大腸がんの多くで最初に生じる遺伝子レベルの変化は、
APC がん抑制遺伝子の変異と考えられている。Apc 遺伝子に
ヘテロ接合変異を持つ遺伝子改変マウス（以下Apc 変異マウ
ス）では、腸上皮細胞のApc 遺伝子座でのヘテロ接合性の消

制することにより、がん形質発現を制御していることが示唆
された。すなわち、がんの初期における当該 miRNA の発現低
下が Src シグナルの亢進を促し、がん悪性化に寄与していると
考えられる。これまでの一連の研究と合わせて考えると、Src
シグナル経路では関連するタンパク質が複数の miRNA によっ
て同時に制御され細胞の恒常性の維持に寄与していると考え
られるが、がんではその仕組みが破綻し、むしろ複数の機構
が miRNA を介して連携しがん進展を加速していると考えられ
る。

【今後の方向】
　がん進展過程における Src シグナルネットワークを明らかに
するため、これまでに同定した Src 関連 miRNA 群の発現変動
を誘導した際の遺伝子発現プロファイルの相関を明らかにし、
miRNA を介した Src シグナルネットワークの破綻とがん進展
メカニズムを明らかにする。

＜研究課題＞ ２－１
（主題）　 細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカ

ニズムの解明
（副題）　エクソソームの形成制御とがん進展

＜研究者氏名＞
　疋田智也、宮田眞美子、渡邉理沙代、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】
　エクソソームは、内部にタンパク質や RNA 分子を含む直径
30-100 nm 程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれる
ことで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられている。
がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進している
ことが知られており、細胞増殖性だけでなく、ニッチ形成を介
して転移やその臓器指向性にも関与するなど多様な機能が明
らかとなりつつある。しかし、エクソソームの形成や分泌の分
子機構に関してはほとんど明らかとなっていない。昨年度まで
にエクソソーム形成・分泌促進機構への Src の関与を明らかと
するため、Src がん化モデル細胞系から分泌されるエクソソー
ムを解析し、Src 活性化によりその粒子数が顕著に増加するこ
とを見出した。そこで今年度は、Src がん化細胞から分泌され
るエクソソームに内包される分子についてプロテオーム解析
を行い、エクソソーム形成・分泌に関与する候補分子を同定し
た。中でもエクソソームマーカーとしても知られる Alix につ
いて解析したところ、Alix は Src との結合を介して機能が亢
進し、その結果エクソソームの分泌に繋がることを見出した。

【今後の方向】
　他の候補分子についても Src によるエクソソーム形成・放出
促進における役割やがん形質におけるエクソソーム放出の意
義を明らかとするため、Src がん化モデル細胞に候補分子の発
現を変化させた細胞を樹立し、分泌されるエクソソーム量及び
内包される分子群の変化、及びエクソソームを放出した Src が
ん化細胞のがん形質について解析する。
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するフィードバック経路による EGFR 経路の活性化と浸潤部
がん細胞周辺の線維芽細胞様の間質細胞では mTOR 阻害薬に
よるフィードバック経路として MEK/ERK 経路の活性化が引
き起こされることでサイトカイン・ケモカインの発現誘導し、
浸潤しているがん細胞に対して mTOR 阻害薬に抵抗性を与え
ていることを明らかにした。さらに mTOR 阻害薬抵抗性獲
得機構の解明に向けたトランスクリプトーム解析から酸化的
リン酸化など代謝経路が変動していることが明らかとなった。
mTOR 阻害薬抵抗性腺がんにおける代謝産物の変動をメタボ
ローム解析により検証した。解糖系や酸化的リン酸化経路の代
謝産物量はコントロールの腺がんと mTOR 阻害薬抵抗性大腸
がんで大きな差は認められなかった。一方、特定のアミノ酸が
mTOR 投与により増大しており、特にヒスタミン量は腸管正
常部と比較して、腺がんで増大していた。さらに mTOR 投与
によって増加が認められた。プロテオーム解析により mTOR
阻害薬抵抗性腺がんではヒスタミン代謝関連酵素群が減少し
ていたことを見出しており、ヒスタミンのがん組織での蓄積と
関与が示唆された。

【今後の方向】
　mTOR 経路阻害抵抗性大腸がんにおけるヒスタミンの役割
を解明するため、ヒスタミン阻害薬と mTOR 阻害薬とを併用
することで腺がん形成に対する評価を検証していく。また大腸
がん組織におけるヒスタミン含有細胞の同定を目指す。

１）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞ １－３
（主題）　 がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解

明
（副題）　 マウスモデルを用いた大腸がんのがん関連線維芽

細胞の解析

＜研究者氏名＞
藤下晃章、梶野リエ、小島　康、武藤　誠１）、青木正博

 
【目的・概要・進捗状況】
　KRAS 遺伝子の変異は大腸がんを含む多くのがんで確認され
ている。KRAS に変異のあるがんの治療標的としてKRAS の
下流の一つである MEK/ERK 経路に着目し、KRAS 変異大腸
がんモデルマウスにおける MEK/ERK 経路の役割・MEK 阻
害薬の効果を検証することを最終目標としている。これまでに
Apc 変異マウスのポリープ形成を MEK 阻害薬 trametinib の
投与により抑制できることを明らかにした。現在、悪性度が高
くKRAS に変異のない大腸がんにおける MEK/ERK 経路およ
びその上流の EGFR 経路の役割を検証している。浸潤性大腸
がんモデルマウスであるcis-Apc/Smad4 マウスに trametinib
または EGFR 阻害薬 erlotinib を投与したが、どちらの経路を
阻害しても腺がん形成及び浸潤を抑制することはなかった。こ
のことからKRAS に変異のない大腸がんの治療には MEK 阻
害薬単独投与では困難であることが示された。

失（LOH）による APC の機能欠損の結果、Wnt 経路が恒常的
に活性化し、腺腫性ポリープを発症する。我々は、Apc 変異
マウスの腸管ポリープの成長には Wnt 経路の活性化に加えて、
mechanistic target of rapamycin complex 1 (mTORC1) 経路の
活性化が重要な役割を果たすこと、mTORC1 の活性化はその
構成因子である Raptor が JNK によってリン酸化されて引き
起こされることなどを報告してきた。その後、我々はこれまで
に、JNKの活性化を引き起こす因子の一つとしてIL-1βを見出
し、マウス腸管組織由来オルガノイド培養とヒト大腸がん細胞
株を用いた解析から、IL-1βによる JNK の活性化はApc に変
異が生じた細胞においてより引き起こされることを明らかに
した。また、IL-1βシグナル伝達経路の主要なアダプター因子
である MyD88 の機能を腸管上皮特異的に欠損させたところ、
Apc 変異マウスにおける腸管ポリープ形成数が減少し、JNK
の活性化が減弱していた。そして、このポリープ数の減少は、
細胞増殖の減少とアポトーシスの増加によることを示唆する
結果を得た。一方、MyD88 の機能欠損によるアポトーシスは、
腫瘍上皮細胞では誘導されるが、正常上皮細胞では誘導され
ず、MyD88 の機能欠損がApc に変異を持つ細胞のみを死滅さ
せる、合成致死を誘導する可能性が示唆された。この MyD88
の機能抑制によるApc 変異細胞合成致死の分子機序を明らか
にするため、NF-kB 経路に着目し解析を行った。その結果、
NF-kB 経路関連因子が正常上皮細胞に比べ腫瘍上皮細胞にお
いて活性化していることを見出した。

【今後の方向】
　MyD88 の機能欠損によるApc 変異細胞の合成致死誘導に
NF-kB 経路が関与するのか検討するとともに、他の関連因子
をマイクロアレイ解析やプロテオーム解析により探索し、この
合成致死の分子機序を明らかにしていきたい。また、Apc に
変異をもつ腫瘍上皮細胞を標的とした治療戦略に MyD88 が寄
与できるかについても検討していきたい。

１）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞ １－２
（主題）　 がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解

明
（副題）　腸管腫瘍の悪性化における mTORC1 経路の役割

< 研究者氏名 >
　藤下晃章、梶野リエ、武藤　誠１）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　家族性大腸腺腫症のマウスモデルであるApc 変異マウスは
良性の腺腫性ポリープを発症し、さらにSmad4 遺伝子のヘ
テロ接合変異を併せ持つcis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤
性の腸がんを発症する。cis-Apc/Smad4 マウスの腺がんの浸
潤は everolimus および mTORC1、mTORC2 の両方を阻害す
る mTOR キナーゼ阻害薬 AZD8055 でも抑制できないことを
見出しており、その原因ががん細胞自身の mTOR 阻害薬に対
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ることを前年度報告した（Gut, Epub, 2017）。この結果を受け、
平成29年度はHNRNPLL の転写調節機構の解明に取り組んだ。
5'-RACE 法によって HT29 細胞におけるHNRNPLL の転写開
始点を同定し、レポーターコンストラクトを作成した。現在、
ルシフェラーゼアッセイ、ChIP assay を駆使して転写因子の
同定を進めている。

【今後の方向】
　HNRNPLLは転移を抑制する一方で細胞増殖を促進すること
が明らかとなったことから、HNRNPLL 自体を治療標的と捉
えることは困難である。今後は、今年度の研究を継続すると同
時に、HNRNPLL によってスプライシング制御を受けるCD44
以外の遺伝子の同定を進めたい。これらを通して、HNRNPLL
の上流・下流の中に治療標的分子を見出したい。

１）遺伝子病理診断部、２）消化器外科部

＜研究課題＞ ２－２
（主題）　 転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の

探索
（副題）　 トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の

同定

＜研究者氏名＞
藤下晃章、梶野リエ、小島　康、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は安
定的に転移する大腸がんマウスモデルが作出することで、転移
のメカニズムの解明及び、転移を標的とした治療法の確立を
目指している。我々は、大腸がんの転移を制御する遺伝子を
個体レベルで探索するために、PiggyBac トランスポゾンを用
いたスクリーニングを開始しており、これまでにヒト大腸がん
で高頻度に変異や欠失が確認されているCtnnb1、Kras、p53、
Smad4 遺伝子をタモキシフェン依存的に改変できるマウス

（Villin-creERT2;Ctnnb+/loxEx3,  KrasLSL-G12V、p53flox/flox、Smad4flox/

flox; KPS マウス）とトランスポゾンマウスを掛け合わせたマウ
スの作出に成功している（VBAPKPS）。現在、これらのマウ
スにおける転移の有無について解析したところ、VBAPKPS
マウスではおよそ 40% 以上の個体で転移が認められたのに対
し、トランスポゾンのないマウス（VBKPS）では 30% であっ
た。これらの結果からトランスポゾンの導入により転移が促
進されている可能性が示唆された。またオルガノイド培養した
VBAPKPS の大腸がん細胞を野生型マウスに同所移植を行い、
肝臓や胚に転移することも確認した。

【今後の方向】
　VBAPKPS マウスの大腸がん原発巣、肝転移巣を回収し、ト
ランスポゾン共通挿入部位 CISs（Common Integration Sites）

　一方、trametinib と erlotinib の併用投与により、腺がん形
成および浸潤が抑制された。cis-Apc/Smad4 マウスの腺がんに
おける EGFR の活性化は上皮細胞で、MEK/ERK 経路の活性
は線維芽細胞などの間質細胞と一部の上皮でそれぞれ確認さ
れており、EGFR 経路および MEK/ERK 経路は腺がん組織に
おいて相互に作用し、腫瘍形成を促進していることが示唆され
た。

【今後の方向】
　大腸がんマウスモデル（cis-Apc/Smad4 マウス）の腸管腺
がん形成が EGFR 阻害薬と MEK 阻害薬の併用により抑制さ
れるメカニズムについて検証を行う。特に MEK/ERK 経路活
性化は間質細胞で認められることから、間質由来の成分、特に
サイトカイン・ケモカイン等の変化について確認する予定であ
る。

１）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞ ２－１
（主題）　 転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の

探索
（副題）　 新規大腸がん転移抑制遺伝子HNRNPLL の機能解

析

＜研究者氏名＞
佐久間圭一朗、佐々木英一１）、木村賢哉２）、清水泰博２）、
谷田部恭１）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　本年度は、我々が新規に同定した大腸がん転移抑制遺伝子
HNRNPLL の機能解析を継続した。
① 大腸がん細胞の増殖において HNRNPLL が果たす役割の解

明
　ヒト大腸がん細胞株 SW480 にHNRNPLL を強制発現し細
胞周期を調べたところ、S/G2/M 期の細胞の増加を認めた。
RNA シーケンシングとパスウェイ解析によって、HNRNPLL
の強制発現によって DNA 複製関連遺伝子群の発現増加を認
めた。中でも、ラギング鎖合成に関与するとされるPCNA、
RFC3、FEN1 は SW480 と HT29 で mRNA・タンパクの両レ
ベルにおいて再現性ある増加を認めた。RNA 免疫沈降法に
より、これら 3 つの遺伝子の pre-mRNA および mRNA への
HNRNPLL の結合を認めた。HNRNPLL の強制発現は転写阻
害剤処理下でのこれらの mRNA の経時的発現量減少を抑制し
たことから、HNRNPLL はこれらの mRNA との結合を介して
その分解を抑制することが示唆された。さらに、大腸がんの
臨床検体を用いた検証で、PCNA、RFC3、FEN1 の発現量と
HNRNPLL の発現量は個々のがん細胞レベルで正の相関を示
した。以上の成果をCancer Science 誌に投稿した。
② 大腸がん細胞の上皮間葉転換（EMT）に伴うHNRNPLL の

発現低下機序の解明
　HNRNPLL の発現は EMT に伴って mRNA レベルで低下す
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態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。
　我々は、悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、
悪液質マウスモデルの解析に取り組んでいる。現在、主に 2
種類の悪液質モデルマウスを用いている。1 つは、cis-Apc/
Smad4 変異マウスで、14 週齢から悪液質様病態を呈して衰弱
し、数日で瀕死の状態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、
骨格筋の萎縮、白色脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。も
う 1 つは、ヒトメラノーマ SEKI 細胞をヌードマウスに移植す
る悪液質モデルで、移植後 2 ～ 3 週間で著名な骨格筋萎縮、脂
肪組織萎縮を伴う高度な悪液質を発症する。
　前年度までに、我々は、上記の２種類の悪液質モデルマウス
を、キャピラリー質量分析法（CE-MS）によって解析して、肝臓、
骨格筋に関して悪液質に特徴的な代謝プロファイルが存在す
ることを確認した。平成 29 年度は、その代謝プロファイル発
生メカニズムに関して、定量的プロテオミクスを用いて探索し
て、有望なタンパク質レベルの変化を特定した。また前年度ま
でに、我々は、２種類の悪液質モデルマウス血漿のプロテイン
アレイから悪液質発症に関連する可能性がある、有望な炎症関
連因子を同定した。平成 29 年度は、臨床検体を用いた検討を
開始した。

【今後の方向】
　定量的プロテオミクスによって明らかになったタンパク質
変化に関して、その発症メカニズムをより詳細に解析する。ま
た悪液質関連炎症因子に関しては、臨床検体の解析を推進し
て、またその発現上昇機構に関して動物モデルを用いた解析を
開始する。

１）慶應大・先端生命科学研究所、２）京大・国際高等教育院

腫瘍医化学部

＜研究課題＞ １
（主題）　がん細胞周期における新規キナーゼカスケイド
（副題）　 Chk 1 のシグナル伝達経路を標的とした新たな治

療戦略

＜研究者氏名＞
　 後藤英仁、谷川順美、中井由希子１）、鐘巻将人２）、藤田雅俊３）、

稲垣昌樹４）

【目的・概要・進捗状況】
　細胞の遺伝情報である DNA は、外来性（電離放射線、紫外線、
DNA 障害性薬物など）および内因性（フリーラジカル、細胞
内代謝産物など）の要因によって、絶え間なく、損傷されてい
る。DNA 障害を受けた細胞は、細胞周期の進行を停止させる
こと（細胞周期チェックポイント）で、DNA 修復に必要な時
間を生み出している。また、修復機能を上回る DNA 損傷や欠
損の場合は、細胞周期の進行を半永久的に停止したり（細胞老
化）、細胞死（アポトーシス）を導いたりして、障害細胞を増
殖細胞集団から排除する。

の同定に向けた準備を進め、腸腺がんの転移を促進させる遺伝
子の同定を試みる。

＜研究課題＞ ２－３　
（主題）　 転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の

探索
（副題）　 高転移性肺がん細胞における一次線毛下流シグナ

ル経路の役割の解明

＜研究者氏名＞
　佐久間圭一朗、佐々木英一１）、谷田部　恭１）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　ヘッジホッグ (Hh) シグナル構成分子である PTCH1 や SMO
の遺伝子変異による Hh シグナルの異常な活性化は基底細胞が
んや髄芽腫の原因として知られている。一方、これらの変異に
依存しない Hh シグナルの活性化も肺がん、膵がん、大腸がん、
前立腺がんなどで報告されている。これらの活性化には Hh シ
グナルの上流制御因子である一次線毛が関与する可能性が考
えられるが、一次線毛－ Hh 経路のがんの病態生理における役
割、特に転移における役割はほとんど解明されていない。
　前年度までに、ヒト肺腺がん細胞株の A549 と PC-14 は
TGF- β処理下で一次線毛を発現することを見出した。TGF-
βによる Hh シグナルの活性化の有無を調べるため、PC-14 の
TGF- β処理群と非処理群の DNA マイクロアレイ解析をおこ
なったところ、GLI1、JUP、SNAI1 などの Hh 標的遺伝子の
発現が TGF- βによって増加することを見出した。一方、肺腺
がん臨床検体の免疫染色で、Hh シグナルの活性化を示唆する
核内 GLI1 陽性の像を示すがん細胞の存在を確認した。

【今後の方向】
　TGF- βによる Hh シグナルの活性化と一次線毛発現の関係
を検討する。さらに、肺腺がん細胞の一次線毛発現制御分子を
同定し、EMT との関連についても検討する。

１）遺伝子病理診断部

＜研究課題＞ ３
（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞
小島　康、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義１）、武藤　誠２）、
青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん 患 者 の Performance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
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するため、現在、Cdk の活性を負に制御する Cdc25A または
p53 を Chk 1 とともにオーキシン依存的に分解できるようにし
たら、Chk 1 の分解による細胞死が減弱するのかを検証中であ
る。また、CHEK1 mAID/mAID 細胞を用いて、Chk 1 の新
規基質を探索し、この中に新たな抗がん治療の分子標的になる
ようなものはないかを検証している。

１）中央実験室、２）国立遺伝研、３）九大・薬、４）三重大・分子
生理

＜研究課題＞ ２
（主題）　 正常に上皮組織が階層化する新機構とがん化の相

関解明

＜研究者氏名＞
　猪子誠人、林　裕子、曽我倫久人１）、小倉友二１）、
　谷田部　恭２）、加納英明３）

【目的・概要・進捗状況】
　生体内の細胞を体外で培養することは一般的に難易度が高
い。それ故に生体内の上皮組織構造を保ったまま培養する試み
は未だ開発途上にある。これらは臨床検体の活用を狭める壁と
なっている。最近、上皮幹細胞の無限増殖培養が、特殊な線維
芽細胞が出す未知の因子と ROCK inhibitor によるアポトーシ
ス阻害で可能になった (Richard Schlegel ら )。報告者もこれに
類似の方法で前立腺上皮幹細胞を得ることができた。さらに報
告者はこの幹細胞を過密培養させることで世界初の前立腺の 2
層分化誘導法を確立し、検体を生体にもっとも近い状態で培養
できるシステムを整えた。すなわち正常前立腺が示す、基底幹
細胞層と上層分化上皮層の 2 層構造を再現できるのである。本
研究の主目的は、この報告者が新規開発した生体内にもっとも
近い培養法で前立腺がん検体を培養し、さまざまな段階にある
がんの特性評価を生きたまま分子レベルで達成することであ
る。これにより得た分子指標を総括し、今後増える前立腺がん
への個別対応化の礎を創る。
　本年度は高・中・低分化型腺がんに相当する Gleason score 
6・7・8 以上の病理診断とこれに由来する培養細胞の基礎デー
タを集めるため、以下のことを行う。

（１）新規前立腺腫瘍患者 100-200 名に対し、泌尿器科部で通
常行う診断前生検に加え、研究用にがん部を２検体追加採取す
る。この病理診断と紐付された検体の培養細胞化を腫瘍医化学
部で行う。必要に応じて混入した正常細胞を除去し、がん幹細
胞を単離する。

（２）本法で培養した、生体内にもっとも近い状態でのがん細
胞の特性を、詳細な免疫染色やウエスタンブロット、遺伝子解
析で評価する。すなわち種々の上皮特性（細胞間接着、細胞
極性、一次線毛）や圧迫に付随する細胞収縮や逸脱を表す分子
マーカー（リン酸化ミオシン等）および遺伝子変異として評価
し、正常分化状態との差を見出す。
　本研究の結果、正常幹細胞の 2 階層分化からは、ミオシン重
鎖リン酸化・デスモソーム・微小管被膜にみられる新規分子の

　このような DNA 障害チェックポイントは、ATM-Chk 2 
-p53 経路と ATR-Chk 1 -Cdc25A 経路 の大きく二つのシグナ
ル伝達経路によって制御されている。ATM-Chk 2 -p53 経路は、
多くのがんにおいて（遺伝子変異や欠失などによって）障害さ
れていることが知られている。そのため、抗がん剤や放射線治
療等で DNA 障害を引き起こした後、Chk 1 阻害剤を併用する
ことで細胞死をがん特異的に引き起こすことが期待され、多く
の薬剤が臨床治験に入っている。
　我々の研究グループは、これまでに、Chk 1 が、ATR 以外
のキナーゼからもリン酸化修飾を受けて機能変化しているこ
とが明らかにしてきた。そのなかで、Chk 1 が DNA 障害チェッ
クポイント応答だけなく、外的な DNA 損傷が引き起こされて
いない環境においても機能していることも明らかにしてきた。
また、詳細は不明であるが、外的な DNA 損傷がない状態にお
いてもがん細胞のほうが正常細胞よりも Chk 1 活性が高いこ
とが数々のグループから報告されている。このことは、Chk 1 
阻害剤が単剤でも抗がん治療に用いることを示唆しており、近
年ではこの方向で薬剤開発がされつつある。
　しかしながら、外的な DNA 損傷がない状態における Chk 1
の機能はほとんどわかっていないのが現状といえる。その一つ
の要因として、RNA 干渉法などの手法では特定の細胞周期で
のみ Chk 1 を阻害できないため、出てきた表現型がどの細胞
周期における Chk 1 阻害による影響かを検討できないことが
あげられる。
　我々は、CRISPR/Cas 9 を用いて CHEK1 遺伝子座に特定
の遺伝子を挿入することで、内在性の Chk 1 が薬剤依存性
に分解される HCT116（大腸がん）細胞株（CHEK1 mAID/
mAID）を樹立することに成功した。親株の HCT116 細胞

（CHEK1 WT/WT）と比較して、外的 DNA 損傷刺激に対す
るチェックポイント応答に（内在性の Chk 1 を分解していな
い条件下では）大きな差異を認めなかった。CHEK1 mAID/
mAID 細胞では、オーキシンの付加後 15-30 分という比較的短
いタイミングで効率的な Chk 1 の分解が誘導された。CHEK1 
WT/WT 細胞ではオーキシン添加によって細胞増殖にほとん
ど変化認められなかったのにもかかわらず、CHEK1 mAID/
mAID 細胞ではオーキシン添加後 2 - 3 日目より細胞増殖が低
下し、その後、細胞死（アポトーシス）が誘導されることが判
明した。
　以上の結果は、がん細胞において、外的 DNA 損傷がない状
態においても Chk 1 が細胞の生存に関与していること、Chk 1
阻害剤が単剤で十分にがん細胞に細胞死を誘導できることを
示唆している。

【今後の方向】
　最近、CHEK1 mAID/mAID 細胞にオーキシンを添加する
と、比較的早い時期に Cdc25A の分解が抑制され、Cdc25A の
タンパク質量が増加してくることが判明した。このことは、外
的 DNA 損傷がない時期においても、1 ）Cdc25A をリン酸化し、
分解へと誘導していること、2 ）Cdc25A の分解により、細胞
周期進行エンジンであるサイクリン依存性キナーゼ（Cdk）が
異常に活性化していること、3 ）この異常活性化により、細胞
死が誘導させている可能性がある。この仮説が正しいかを検証
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積極的な分化関与を見出した。同時にいくつかのがん症例の由
来する幹細胞からも、これまでにない異常分子指標を見出し
た。病理診断上「単層＋癒合型」は頻度の高い中悪性度のがん
である。この検体から培養したクローン細胞は同様の組織構築
異常を示した。さらに正常分化で見出した分子指標の重要性を
支持するように、本がん症例では中心体での間期微小管形成能

（形成中心ともいう）が減弱していた。同時にデスモソームマー
カー（デスモプラキン）も減少していた。Ezrin の細胞内蓄積
は輸送障害の示唆を与える。またウエスタンブロッティングで
は p53, p21,p27, Rb など DNA 障害チェックポイントが消失す
る一方で p16 が増加するといった、いびつな細胞周期チェッ
クポイントを呈した。
　このように、細胞構造や細胞周期の病的老化が個人の症例に
由来する生きた幹細胞で特定されたのは初めての発見である。
今後は症例数を増やしつつ、異常分子指標を病状の程度に応じ
て層別化し、またそれらを生きた細胞で遺伝子操作することで
生物学的に実証確認をとる。これにより、これまで化学固定さ
れた検体では見逃してきたと考えられるがん診断・治療に役立
つ標的分子の取得を目指し、将来的な個別化・層別化医療開発
のシーズとする。また、本培養法を用いて、次世代フォトニク
スによる診断応用の基盤技術を筑波大と開発中である。

１）中央病院泌尿器科部、２）中央病院遺伝子病理診断部、３）筑
波大　数理物質科学研究科　電子・物理工学専攻
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＜研究課題１＞
　悪性中皮腫の原因遺伝子の同定と臨床応用
　Identification of genes responsible for the development and 
progression of mesothelioma and their clinical application

＜研究者氏名＞
　所　属　部　分子腫瘍学部　
　研究者氏名　関戸好孝
　共同研究者　 樋田豊明、堀尾芳嗣、谷田部　恭、水野鉄也、

坂尾幸則

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
悪性中皮腫のゲノム異常の本体を明らかにするために、愛

知県がんセンターで樹立された悪性中皮腫細胞株および兵庫
医科大学で集積された悪性中皮腫検体を用いて網羅的ゲノム・
エピゲノム解析を進めている。昨年度までの解析の結果は、悪
性 中 皮 腫 は、 １）CDKN2A、NF2、BAP1、TP53、SETD2, 
SETDB1 といった腫瘍抑制遺伝子の変異・欠失がドミナント
な腫瘍であること、２）他の固形腫瘍と比べ、遺伝子変異数は
比較的少ないこと、３）活性型のがん遺伝子変異（ドライバー
変異）は稀であること、４）染色体全般に広範囲に欠失が見ら
れること、５）遺伝子変異は、組織型（上皮型、二相型、肉腫
型）によって頻度の違いが認められること、等であった。

現在までに公表されている欧米人の悪性中皮腫の網羅的ゲ
ノム解析情報と今回、明らかとなった日本人悪性中皮腫のゲノ
ム解析情報の比較検討を行った。欧米人での腫瘍抑制遺伝子の
変異の特徴、全体の遺伝子変異数、染色体の欠失などは、日本
人のゲノム解析データとほぼ一致していた。一方、臨床的な意
義付けとして、病理組織学的検査によって分類された組織型よ
りも、遺伝子発現プロファイルによって分類した方が患者の予
後をより明確に区別できるか否かについて検討を行った。上皮
型マーカーとしては MSLN, CDH1 遺伝子等、肉腫型マーカー

（上皮間葉転換マーカー）としては VIM, CDH2 遺伝子等の発
現レベルによって腫瘍を再分類して解析した。その結果、特
に、病理組織型で上皮型と分類された悪性腫瘍を有する患者の
中で、肉腫型マーカーの遺伝子発現を呈する腫瘍においては予
後が有意に不良であることが明らかとなった。日本人患者と欧
米人患者において、共に同じ結果が認められた。

以上の結果より、悪性中皮腫瘍は、特徴的な活性型ドライ
バー変異を有せず、その意味では悪性中皮腫の遺伝子変異の検
討を行うことは、分子標的治療の選択を行う意義は低いもの
の、遺伝子発現プロファイルにより患者の予後予測をより正確
に予測できる点において有用性があることが示唆された。本研
究成果を基軸に新たな治療戦略の構築に向けた取組みが重要
であることが強く示唆された。

＜研究課題２＞
頭頸部癌症例対照研究　

A case-control study for head neck cancer focusing on sali-
vary gland.

＜研究者氏名＞
所　属　部　疫学・予防部　
研究者氏名　伊藤秀美
共同研究者　松尾恵太郎、澤部　倫、長谷川泰久

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　頭頸部癌全般において、喫煙習慣は罹患リスクを上昇させる
因子であるが、その唾液腺癌における意義に関しては国際的に
結論が出ていない。我々は愛知県がんセンターにて実施され
た病院疫学研究のデータを用い、81 名の唾液腺癌患者と、性・
年齢を適合させた 810 名の疫学調査データを用い、①喫煙の唾
液腺癌リスクへの影響、②唾液腺癌の詳細病理分類別の喫煙
のリスクへの影響を検討する症例対照研究を実施した。喫煙
は全唾液腺癌のリスクと正の相関関連が認められた。非喫煙
者に対する重度喫煙者のオッズ比は 3.45（95% 信頼区間 : 1.58-
7.51, p=0.001）であった。詳細な病理分類別の評価では、粘表
皮癌のみにおいて統計学的に有意な関連が認められた。粘表皮
癌以外の癌では非喫煙者に対する重度喫煙者のオッズ比は 5.15

（95% 信頼区間：2.06-12.87, p<0.001）である一方、粘表皮癌で
は喫煙は有意な関連を示さなかった。喫煙との関連に関して粘
表皮癌とそれ以外の癌との異質性の検定は p=0.051 であった。
本研究の結果は、唾液腺癌リスクに対する喫煙の寄与が組織型
別に異なる事を示すものであった。

＜研究課題３＞
遺伝子多型を含めた乳がんリスク予測モデリング　
Risk prediction models for breast cancer considering im-

pacts of single nucleotide polymorphisms.

＜研究者氏名＞
所　属　部　遺伝子医療研究部　
研究者氏名　松尾恵太郎
共同研究者　 伊藤秀美、岩田広治、岩崎　基、郡山千早、

春日井由美子、鵜飼知嵩

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　乳がんは多因子疾患であり、生活習慣を含む環境要因と遺伝
的要因の組合わせによりリスクが決まると考えられる。近年数
多くの全ゲノム関連解析研究が報告され、乳がんリスクと関連
する遺伝子座が多数報告されている。これらの情報をリスク予
測に反映させる検討を行った。愛知県がんセンター、国立がん
研究センター、鹿児島大学が実施した 3 つの症例対照研究を
プールした症例対照研究を実施した。各々の研究で実施された
質問票調査のハーモナイズを行った。また各々の症例・対照か
ら収集した DNA を用い、既存の全ゲノム関連解析にて報告さ

3.　病院及び研究所における共同研究（共同研究費）
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れた 116 遺伝子多型を測定し、それらの中から 22 遺伝子多型
を選び、予測モデルに利用した。最終的な予測モデルは、①遺
伝子多型のみ、②環境要因のみ、③遺伝子多型、環境要因の組
合わせの三パターンで検討したところ、ROC 解析による AUC
は、① 0.625、② 0.680、③ 0.715 であった。これらの結果より、
乳がんリスクは、遺伝子多型と環境要因の組合わせによる検討
が最も精度が高いことが示された。今後本予測モデルを用い、
リスクフィードバックによる行動変容の有無を検討する等、実

用化に向けた検討を行う基礎データが得られた。

＜研究課題４＞
がんに結合する高親和性 T 細胞受容体の樹立

＜研究者氏名＞
所　属　部　腫瘍免疫学部
研究者氏名　太田里永子
共同研究者　葛島清隆、岡村文子、樋田豊明

【目的、方法、進歩状況または結果のまとめ、考察等】
目的：腫瘍免疫学部では、病院呼吸器内科と共同研究で

HLA-A24 拘束性にヒトテロメレイス (hTERT) 由来のペプチ
ドを認識する細胞傷害性 T リンパ球 (cytotoxic T lymphocyte, 
CTL) クローン (K3-1) を樹立した。K3-1 は、HLA-24 を有する
肺がん患者のがん性胸水中の肺がん細胞を傷害することがで
きる。本年度は、この K3-1 から抗原受容体遺伝子 (TCR) を単
離して、将来の TCR 導入 T 細胞療法に使用できるような高
性能（高親和性）の TCR に改変することを目的とした。

背景：がん抗原に特異的な T 細胞から単離した抗原受容体
遺伝子 (TCR) を、レトロウイルスベクターなどを用いて患者
の T リンパ球に導入することが可能である。このようにして
作製した CTL を用いるがん免疫療法は、TCR 導入 T 細胞療
法と呼ばれ有望な治療法の一つであり、これまでにも様々な
抗原を標的として開発が行われて来た。しかしながら、野生
型（CTL から取ったそのままのという意味）の TCR を使用
した場合、TCR 導入 T 細胞療法はあまり臨床効果が出ないこ
とが知られている。実際、臨床的に最も成功している TCR は、
HLA-A2 拘束性 NY-ESO1 特異的 TCR α鎖の相補性決定領
域（CDR）3 のアミノ酸を変異させ親和性を増強したもので
ある。ヒト TCR の親和性を in vitro で増強する最も効果的な
方法はファージディスプレイ法であるが、昨年度に行った我々
の検討では、ファージディスプレイ法では K3-1 から単離した
TCR の親和性の親和性を増強することができなかった。この
原因として K3-1 の TCR 蛋白はファージ表面に十分に表出さ
れていないことが考えられた。そこで今年度は、独自に開発
した 293T 細胞を用いた新規の TCR ディスプレイ法を用いて、
K3-1 の TCR の親和性改良を行った。

進歩状況および結果：この TCR ディスプレイ法では、CD3
遺伝子を導入した 293T 細胞表面に、任意の一つの CDR 領域
にランダムな変異を導入した TCR ライブラリーを表出させ、
HLA/ ペプチド - テトラマーで染色する。これにより、CD8
非依存的にテトラマーに結合する集団の出現をフローサイト

メーターで解析とソーティング（回収）をする。hTERT 特異
的 TCR について 16 種類のライブラリーを作製し、スクリー
ニングをした結果、β鎖 CDR1 および 2 ライブラリーの中に、
CD8 非依存的にテトラマーに結合する TCR の集団があるこ
とが判明した。さらにフローサイトメーターを用いたソーティ
ングにより、多数の高親和性クローンを得た。レトロウイル
スを用いてヒト T 細胞株に TCR 遺伝子導入した実験では、
高親和性クローンは野生型に比べて 1,000 分の１濃度の抗原ペ
プチドを認識した。

考察：今回取得した TCR は、野生型に比べて親和性が
1000 倍以上増強されており、将来の TCR 導入 T 細胞療法に
使用する TCR として有力な候補であると考えられた。しかし
ながら、親和性を増強した TCR を用いた TCR 導入 T 細胞療
法の臨床試験では、予期せぬ交差反応性によって正常臓器を
傷害した例が報告されている。今回取得した改変 TCR につい
ても、臨床試験に入る前に正常細胞への交差反応性を十分に
検討する必要がある。

＜研究課題５＞
前立腺癌におけるホルモン治療に対する耐性獲得機序の解析
Mechanisms underlying acquisition of resistance for andro-

gen deprivation therapy in prostate cancers

＜研究者氏名＞
所　属　部　感染腫瘍学部
研究者氏名　小根山千歳
共同研究者　泌尿器科　曽我倫久人

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
前立腺がんは、アンドロゲン感受性を有する腫瘍であり、

抗アンドロゲン治療が実施される。実際は、Gonadotropin re-
leasing hormone（GnRH）を使用した内科的去勢に追加して抗
アンドロゲン剤（bicalutamide もしくは flutamide）が併用さ
れてきた。最近、作用機序が異なる GnRH antagonist、アンド
ロゲン受容体に親和性が高い enzalutamide、副腎性アンドロ
ゲン産生抑制剤である abiraterone が使用可能になり、治療選
択肢が増えたものの、適切な治療順序は明確でない。そこで、
それぞれの薬剤の感受性を維持できれば、最終的に長期的な抗
アンドロゲン治療が有効となると考え研究を行った。

まず、細胞培養時のテストステロン濃度を低い濃度から高
い濃度まで４段階に調節した状態で細胞株を樹立することと
した。具体的には、アンドロゲン感受性株である LNCaP 細胞
を用いて、チャコール処理にてアンドロゲンを除去した血清
をベースにアンドロゲン濃度を人為的に調節した。アンドロゲ
ン濃度は、合成テストステロンを添加することにより、去勢前
のアンドロゲン濃度を基準として 1/10, 1/25, 1/100 濃度とな
るように培養液を調製した。それぞれの条件下で LNCaP 細胞
を何代にもわたり継代し、選別された前立腺株の樹立を目指し
た。今後は、テストステロン濃度別に樹立した前立腺癌株につ
いて、テストステロン濃度とがん形質との関わりを解明するた
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め、細胞増殖能及び細胞運動能や浸潤能などについて評価を行
う予定である。

＜研究課題６＞

　大腸がん転移抑制遺伝子の同定およびその機能解析
　Identification and functional analysis of colon cancer metas-
tasis suppressor genes

＜研究者氏名＞

　所　属　部　分子病態学部
　研究代表者　佐久間圭一朗
　共同研究者　佐々木英一、木村賢哉、清水泰博、

　　　　　　　谷田部　恭、青木正博

【目的】
　大腸がんの罹患数は年々増え続けており、その死因の大半に
転移が関与するといわれる。転移の機序は未解明の点が多く、
転移促進因子は数多く報告されている一方で、転移抑制因子は
ほとんど同定されていない。我々は、低転移性マウス大腸がん
細胞株 CMT93 と shRNA ライブラリーを用いたマウス生体内
スクリーニング法を確立し、新規大腸がん転移抑制遺伝子とし
て pre-mRNA スプライシングファクターをコードするHnrnpll
を同定した。ヒトにもHnrnpll のオルソログHNRNPLL が存
在する。本研究課題では、HNRNPLL の機能および発現制御

機構の解明をおこなう。

【研究成果】
平成 29 年度は、HNRNPLL の DNA 複製における役割を検

討した。大腸がん細胞株 SW480 にHNRNPLL を強制発現する
と、ノックダウンした場合に比べて、細胞周期が S/G2/M 期
にある細胞の増加を認めた。両細胞の mRNA 発現量を RNA
シーケンシングで網羅的に比較したところ、HNRNPLL 強制
発現細胞では DNA 複製因子である PCNA、RFC3、FEN1 の
mRNA とタンパクの発現上昇を認めた。HNRNPLL はこれら
の遺伝子の pre-mRNA および mRNA に結合し、転写阻害剤
actinomycin D による mRNA 減少を有意に抑制した。以上の
結果から、HNRNPLL は PCNA、RFC3、FEN1 の mRNA を
安定化することでこれらの発現を増加させ、細胞周期の進行
を促進することが示された。さらに、臨床検体において HN-
RNPLL と PCNA、RFC3、FEN1 の発現量の正の相関を認め、
HNRNPLL がin vivo においても細胞増殖を正に制御する可能

性が示唆された。以上の成果をCancer Science 誌に投稿した。

【成果発表】
１．佐久間圭一朗、青木正博：Phenotypic roles of HNRNPLL 

in epithelial-to-mesenchymal and mesenchymal-to-epitheli-
al transitions of colon cancer cells. 第 76 回日本癌学会学術

総会 , 横浜 , 9 月 30 日 ,2017.
２．佐久間圭一朗、青木正博：HNRNPLL is a novel colon 

cancer metastasis suppressor that regulates alternative 
splicing of CD44 during epithelial-mesenchymal transition. 
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＜研究課題１＞
組織構造を有した新規培養系による、前立腺がん検体の新

評価
A new assessment of prostate cancers through a novel cul-

ture system presenting intact tissue architecture

＜研究者氏名＞
所　属　部　腫瘍医化学部
研究者氏名　猪子誠人
共同研究者　林　裕子、曽我倫久人、小倉友二、
　　　　　　谷田部　恭

【目的】
生体内の細胞を体外で培養することは一般的に難易度が高

い。それ故に生体内の上皮組織構造を保ったまま培養する試み
は未だ開発途上にある。これらは臨床検体の活用を狭める壁と
なっている。

最近、上皮幹細胞の無限増殖培養が、特殊な線維芽細胞が
出す未知の因子と ROCK inhibitor によるアポトーシス阻害で
可能になった（Richard Schlegel ら）。報告者もこれに類似の
方法で前立腺上皮幹細胞を得ることができた。さらに報告者は
この幹細胞を過密培養させることで世界初の前立腺の 2 層分化
誘導法を確立し、検体を生体にもっとも近い状態で培養できる
システムを整えた。すなわち正常前立腺が示す、基底幹細胞層
と上層分化上皮層の 2 層構造を再現できるのである。

本研究では、この報告者が新規開発した生体内にもっとも
近い培養法で前立腺がん検体を培養し、さまざまな段階にある
がんの特性評価を生きたまま分子レベルで達成することを主
目的とする。これにより得た分子指標を総括し、今後増える前
立腺がんへの個別対応化の礎を創る。

【方法】
高・中・低分化型腺がんに相当する Gleason score 6・7・8

以上の病理診断とこれに由来する培養細胞の基礎データを集
めるため、以下のことを行う。
(1) 新規前立腺腫瘍患者 100-200 名に対し、泌尿器科部で通常
行う診断前生検に加え、研究用にがん部を 2 検体追加採取す
る。この病理診断と紐付された検体の培養細胞化を腫瘍医化学
部で行う。必要に応じて混入した正常細胞を除去し、がん幹細
胞を単離する。
(2) 本法で培養した、生体内にもっとも近い状態でのがん細胞
の特性を、詳細な免疫染色やウエスタンブロット、遺伝子解析
で評価する。すなわち種々の上皮特性（細胞間接着、細胞極性、
一次線毛）や圧迫に付随する細胞収縮や逸脱を表す分子マー
カー（リン酸化ミオシン等）および遺伝子変異として評価し、
正常分化状態との差を見出す。

【結果】
正常幹細胞の 2 階層分化過程を詳細に観察することにより、

ミオシン重鎖リン酸化・デスモソーム・微小管被膜にみられる
新規分子の積極的な分化関与を見出した。

いくつかのがん症例の由来する幹細胞からも、これまでに
ない異常分子指標を見出した。病理診断上「単層＋癒合型」は
頻度の高い中悪性度のがんである。この検体から培養したク
ローン細胞は同様の組織構築異常を示した。さらに正常分化で
見出した分子指標の重要性を支持するように、本がん症例では
中心体での間期微小管形成能（形成中心ともいう）が減弱して
いた。同時にデスモソームマーカー（デスモプラキン）も減少
していた。Ezrin の細胞内蓄積は輸送障害の示唆を与える。ま
たウエスタンブロッティングでは p53, p21,p27, Rb など DNA
障害チェックポイントが消失する一方で p16 が増加するといっ
た、いびつな細胞周期チェックポイントを呈した。

【考察】
このように、細胞構造や細胞周期の病的老化が個人の症例

に由来する生きた幹細胞で特定されたのは初めての発見であ
る。今後は症例数を増やしつつ、異常分子指標を病状の程度に
応じて層別化し、またそれらを生きた細胞で遺伝子操作するこ
とで生物学的に実証確認をとる。これにより、これまで化学固
定された検体では見逃してきたと考えられるがん診断・治療に
役立つ標的分子の取得を目指し、将来的な個別化・層別化医療
開発のシーズとする。

＜研究課題２＞
TAZ 活性化による中皮細胞がん化の分子機構の解明
Molecular mechanism of mesothelial cell transformation by 

TAZ activation

＜研究者氏名＞ 
所　属　部　分子腫瘍学部
研究者氏名　佐藤龍洋
共同研究者　 向井智美、松下明弘、奥田真帆、水野鉄也、

関戸好孝

【目的】 
　胸膜中皮腫はアスベスト曝露を主な原因とする中皮細胞

由来のがんであるが、既存の抗がん剤に抵抗を示し、発見時に
はすでに外科的切除が困難なケースが多いことなどから、極め
て予後が悪い。また、アスベスト曝露から中皮腫発症までの潜
伏期間は約 40 年と長く、今後も患者の増加が予想されている。
そのため、新規抗中皮腫治療薬の開発が急務であるが、他のが
ん種と異なり中皮腫ではがん抑制遺伝子の変異が主であり、ド
ライバー遺伝子の変異が稀であることなどから、新たな治療
標的因子の同定が必要とされる。分子腫瘍学部では、これま
でに患者から多数の中皮腫細胞株を樹立してこれらを解析し、
Hippo シグナル伝達経路の不活性化が中皮腫発症に関連する可
能性を示唆してきた。さらに近年、Hippo シグナル伝達経路が

４.　プロジェクト研究（共同研究費）
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＜研究課題３＞
漿液性嚢胞性腫瘍および悪性膵内分泌腫瘍に対するプロー

ベ型共焦点内視鏡の検討
Needle based confocal laser endomicroscopy for SCN and 

pNET

＜研究者氏名＞
所　属　部　消化器内科部
研究者氏名　奥野のぞみ
共同研究者　原  和生、桑原崇通、水野伸匡、松尾恵太郎

【目的】
膵病変に対する診断の進歩にはめざましいものがあり、主

な診断法としては、1. CT・MRI・PET などの画像検査 2. 超音
波内視鏡および超音波内視鏡下穿刺吸引法 3. 内視鏡的逆行性
膵胆管造影検査（ERCP）があげられる。膵病変に対し、当院
では確定診断のために超音波内視鏡下穿刺吸引法（EUS-FNA）
を施行しており、正診率は 95％以上と良好な成績を得ている。
しかし、漿液性嚢胞性腫瘍（SCN）や膵管内乳頭粘液性腫瘍に
おいては画像診断のみでは鑑別が困難である症例や 10mm 以
下の小病変においては EUS-FNA による検体採取が困難な症例
を経験する。現在、生検診断のみに頼らず生体内で生きた状態
の細胞を直接観察することができ、細胞レベルでの診断を可能
にするプローベ型共焦点内視鏡に注目が集まっている。これま
で行われてきた画像検査を大きく凌駕する可能性があり、漿液
性嚢胞性腫瘍および膵内分泌腫瘍（pNET）に対するプローベ
型共焦点内視鏡の有用性を明らかにすることを目的とした。

【方法】
病理組織学的診断が必要な SCN や 10mm 以下の pNET が

疑われる症例で、患者本人より文書同意が得られた症例に対し
EUS-FNA の際に共焦点プローベ型内視鏡による観察を行う。
プローベ型共焦点内視鏡については、EUS-FNA をおこなう際
に 19G の穿刺針よりプローベを挿入し、10％フルオロセイン
2.5ml － 5ml を静脈内投与したのちに病変の観察をおこなう。
15 分以内に術者が病変部の診断が可能と思われる細胞像を得
られた場合には手技の完遂とし、診断可能な細胞像が得られな
い場合には手技の不成功と定義した。

最終診断は、手術検体による病理組織学的診断あるいは半
年以上の経過観察による臨床診断とした。

Primary endopoint を安全性、Secondary endopoint を手技
の完遂率および有用性とし、予定症例数は 10 例を目標とした。

【結果】
結果 1：SCNが疑われた 6例の検討
年齢中央値 72（46-77）歳、男女比 3/3 であった。腫瘍径中

央値は 23(4-37)mm であり、部位別にみると頭部 / 体部 / 尾部
1/4/1 であった。プローベ型共焦点内視鏡により SCN と診断
可能であった症例は 50％（3/6 例）であり、残りの 3 例につい
ては診断可能な所見は得られなかった。EUS-FNA は全例で施
行しており、検体採取率は 66.7％（4/6 例）であった。検体採
取が可能であった 4 症例は良性の診断は可能であったが、病理

不活性化された中皮腫細胞株を解析したところ、転写活性化因
子 TAZ の活性化と、それによる中皮細胞がん化の関連性を示
唆するデータを得た。そこで本研究では、TAZ 活性化による
中皮細胞がん化の分子機構を解析してこれを明らかにし、これ
らの研究成果から新たな中皮腫治療のターゲットの同定に寄
与することを目的とする。

【方法】
　私たちが樹立した正常不死化中皮細胞株 HOMC-D4 に活

性化 TAZ 変異体 (TAZ S89A) を導入した細胞を 2 日間培養し、
培地中に含まれるインターロイキン１β量を ELISA 法により
測定した。次にリコンビナントのインターロイキン１βを最終
濃度 10 ng/mL になるように培養液に添加して細胞を培養し、
細胞数の継時的変化の測定、および細胞運動アッセイ、細胞浸
潤アッセイを行ってインターロイキン１βの細胞がん化への
関与を調べた。TAZ S89A によるインターロイキン１βの発
現調節機構については、IL1B プロモーター領域とルシフェラー
ゼ遺伝子を融合したプラスミドを TAZ S89A 発現 HOMC-D4
細胞に導入し、ルシフェラーゼアッセイにより解析した。

【結果】
　活性化 TAZ 変異体を発現した HOMC-D4 細胞では、野

生型 TAZ を発現した細胞もしくは親株と比較して、培養液
中のインターロイキン１β量が増加していた。このことから、
TAZ の活性化は転写活性化によるインターロイキン１βの分
泌を促進すると考えられた。そこで、インターロイキン１βの
分泌が中皮細胞のがん化に関与するか検討した。野生型 TAZ
を発現した HOMC-D4 細胞の培養液中にインターロイキン１
βを添加して培養したところ、非添加培養の細胞と比較して細
胞増殖が促進された。また、インターロイキン１βの培地中へ
の添加は、野生型 TAZ を発現した HOMC-D4 細胞の運動、浸
潤能が上昇した。これらの結果から、TAZ によるインターロ
イキン１βの分泌は細胞がん化を促進すると考えられた。一
方、活性化 TAZ を発現した細胞では増殖の促進は見られず、
活性化 TAZ によるインターロイキン１βの分泌増加が細胞増
殖を促進していると考えられた。インターロイキン１βの分
泌亢進は、TAZ による転写活性化によるものであると予想し、
TAZ が作用する IL1B プロモーター領域について解析を行っ
た。その結果、TAZ は IL1B の TSS 上流 300 bp の領域で転写
活性を制御している可能性を明らかにした。

【考察】
本研究結果から、TAZ の活性化は IL1B のプロモーターに

作用して転写を活性化させ、それがインターロイキン１βの産
生と細胞外分泌を促すことで、中皮細胞の増殖、運動、浸潤能
が亢進するのではないかと考えられた。今後、さらに詳細な分
子機構を明らかにするとともに、TAZ の活性化が認められる
悪性中皮腫に対してインターロイキン１βが治療標的となりう
るか、培養細胞もしくは実験動物を用いて検証する必要がある。
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Blood 2004) の報告結果を受けて、当院でも 2005 年以降、成
人 T 細胞リンパ芽球性リンパ腫に対して同様の治療を継続的
に実施し、良好な成績を得ている。

細胞起源の同定については、前回報告したように以下の抗
体、抗 CD1a, CD2, cCD3, sCD3, CD7, CD34 抗体を用いて腫
瘍細胞の表現型の解析をおこなった。4 症例は cortical T-cell 
type、2 症例は medullary T-cell type、2 例は pro T/pre T-cell 
types であった。これら 8 症例のうち、2 例で再発をみとめ、
再発を認めた症例は pro/pre T-cell types と診断された症例で
あった。

小児急性リンパ芽球性白血病では、early T-cell precursor 
acute lymphoblastic leukemia と診断される表現型を示す症例
のうち、T 細胞表現型として CD1a 陰性 , CD8 陰性 , CD5dim
を有する腫瘍細胞で、さらに myeloid/stem cell antigens と
して CD13, CD33, CD34, CD117, and/or HLA-DR を発現して
いる症例の予後は不良な経過を示すことが報告されている。
(Coustan-Smith et al. Lancet Oncol 2009)。当院の症例におい
ても pro T-cell type の症例が early T-cell precursors の表現
型と診断され、本症例は hyper CVAD/MA 交代療法中に早
期再発を認め、化療抵抗性を有する症例であったことを示し
た（Kato H et al. Hematology . 2017; ahead of print）。Early 
T-cell precursors の表現型を含む上記 8 症例のうち、正常細胞
からの DNA を抽出可能な症例について、腫瘍細胞における遺
伝子変異解析の検討をおこなった。腫瘍割合が 8 割以下の症例
に関しては、磁気細胞分離法を用いて細胞純化を行った後に、
DNA の抽出後にライブラリー作成し、次世代シーケンサーを
用いて、全エキソン解析をおこなった。現在、詳細な解析を進
めつつ、臨床情報との関連を検討し、予後・治療予測因子とな
るマーカーにつき統計学的解析を行っている。

【考察および結語】
ALL における遺伝子変異解析・パスウェイ解析のデータに

関しては、国内外より多くの報告がこれまで行われています。
それらの実験結果に基づいた分子標的治療薬の開発は目覚ま
しく、臨床応用も行われています。しかし、成人 LBL の研究
に関しては網羅的遺伝子解析についてのデータに乏しい状況
です。現在、LBL では強力な化学療養や自家移植で良好な治
療成績がえられえいる一方で、初回治療不応の症例の予後は不
良であり、これらの症例の治療反応性を事前に予測すること
が、LBL の治療成績の改善に重要な課題と考えられています。
将来的な治療成績向上に寄与可能となる遺伝子異常などの発
見を目指し、今後解析をすすめる予定です。

組織学的に SCN の診断は得られなかった。偶発症は 1 例に膵
液漏を認め、保存的に改善した。

結果 2：10mm 以下の pNET が疑われた 5 例の検討
年齢中央値 58（50-76）歳、男女比 4/1 であった。腫瘍径中

央値は 8（7-10）mm であり、全例体部病変であった。プロー
ベ型共焦点内視鏡により pNET と診断可能であった症例は 60
％（3/5 例 ) であった。EUS-FNA は全例で施行しており、検
体採取率は 60.0％（3/5 例 ) であり、1 例は pNET の診断であ
り、2 例は良性の診断であった。

良性と診断された 2 例のうち 1 例がセルビジオでは pNET
の診断であり、手術を施行し最終診断も pNET であった。偶
発症は 1 例も認めなかった。

【考察】
今回、小数例の検討ではあるが、偶発症は 1 例のみであり、

重症例や致死的な症例は認めなかった。セルビジオで診断が
可能であった症例は、54.5％ （6/11 例 ) であり、十分な成績で
はなかった。しかしながら、EUS-FNA の検体採取率も 64.6％
(7/11 例 ) と低率であり、病理組織学的には診断がつかず、セ
ルビジオのみで診断が可能であり手術を施行できた pNET の 1
例も経験した。本検討のように EUS-FNA による病理組織学的
診断が困難である症例においては、セルビジオの診断能の向上
が得られれば臨床的に有用である可能性は示唆された。

＜研究課題４＞
次世代シークエンサーを用いた個別化医療の確立を目指し

た悪性リンパ腫の遺伝子変異解
Genome-wide mutational analyses of malignant lympho-

mas leading to the establishment of individualized medicine
 

＜研究者氏名＞
所　属　部　血液・細胞療法部、遺伝子医療研究部
研究者氏名　加藤春美
共同研究者　山本一仁、片山美幸

【背景・目的】
成人リンパ芽球性リンパ腫 (LBL) は希少疾患であり、リン

パ系前駆細胞腫瘍として同一疾患概念に定義づけられている
急性リンパ芽球性白血病（ALL）と比して、分子病態に関す
る研究はいまだ十分でない。本研究の全体構想は、次世代シー
クエンサーを用いた網羅的遺伝子解析を実施し、LBL と ALL
の比較検討を行うことによって、LBL の病因に特徴的に関わ
る遺伝子変異およびシグナルパスウェイを明らかにすること
である。臨床応用可能な分子病態を解明し、患者の層別化およ
び個別化治療の確立、および分子標的治療へ発展するための研
究基盤を確立することを目的としている。

【方法および結果】
希少疾患である成人 T 細胞リンパ芽球性リンパ腫に対して

は、強力な化学療法である hyper CVAD/MA 交代療法にひ
きつづく強化・維持療法での良好な治療成績（Thomas et al. 
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総長

001　三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，植村則久，木下敬史，
千田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平：
腹腔鏡下幽門保存胃切除術における体腔内胃胃端々吻合
の手技．第 72 回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金沢 ),[ ビ
デオセッション ]

002　伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，植村則久，木下敬史，
千田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平：
残胃癌におけるリンパ節転移と至適郭清範囲の検討．第
72 回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金沢 ),[ 口演 ]

003　伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，檜垣栄治，大城泰平，夏
目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部哲也，小
森康司，清水泰博，木下　平：胃癌切除症例の検討．第
79 回日本臨床外科学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

004　重吉　到，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，清水泰博，
木下　平：当院に於ける胃亜全摘症例の術後短期成績と
栄養評価．第 47 回胃外科・術後障害研究会 ,2017,( 横浜 ),[ 口
演 ]

第２章　研究発表関係

1.　学会等における研究発表テーマ調べ（総長）
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消化器内科部 

001　Hirayama Y, Tajika M, TnakaT, Ishihara M, Ohnishi S, Hara 

K, Mizuno N, Hijioka S, Kuwahara T,Okuno N, Niwa Y：
Significance of Preoperative Screening Colonoscopies 
in Paients With Esophageal Squamous Cell Carcinoma．
DDW2017,2017,(Chicago),[ ポスター ]

002　Mizuno N, Fukutomi A, Mizusawa J, Katayama H, Nakamu-

ra S, Ito Y, Hiraoka N, Ioka T, Ueno M, Ikeda M, Sugimori K, 

Shimizu K, Okusaka T, Ozaka M, Yanagimoto H,  Nakamori 

S, Azuma T, Hosokasa A, Ishii H, Furuse J：(JCOG) JCOG: 
Effect of inflammatory and nutritional (IN) status on in-
duction chemotherapy (CT) followed by chemoradiother-
apy (CRT) for locally advanced pancreatic cancer (LAPC): 
an exploratory subgroup analysis of JCOG1106．ASCO 
2017,2017,(Chicago ),[ ポスター ]

003　Ueno M,  Ioka T, Ueno H, Park JO, Chang H-M, Sasahira 

N, Kanai M, Chung  I-J, Ikeda M, Nakamori S, Mizuno 

N, Omuro Y, Yamaguchi T, Hara H, Sugimori K, Furuse J, 

Takeuchi M, Okusaka T, Boku N, Hyodo I：TAS-118 (S-1 
plus leucovorin) versus S-1 in gemcitabine-refractory 
advanced pancreatic cancer：A randomized, open-label, 
phase III trial (GRAPE trial) ．ASCO 2017,2017, (Chicago 
),[ ポスター ]

004　Okuno N：EUS-FNA． 上 海 交 通 大 学 新 華 医 院 Work-
shop,2017,( 上海 ),[ 講演 ]

005　Hara K：EUS/EUS-FNA Hands-on．上海交通大学新華
医院 Workshop,2017,( 上海 ),[ ワークショップ ]

006　Hara K：Advanced EUS-FNA techniques．上海交通大
学新華医院 Workshop,2017,( 上海 ),[ 特別講演 ]

007　Hara K：Interventionall EUS．Southern Forum on GI 
Diseases & Endoscopy 2017 Annual congress of small 
enteroscopy 2017,2017,( 広州 ),[ 講演 ]

008　Okuno N：Organizing of endosonography in Aichi Can-
cer Center．RASEUS COURSE 2017,2017,( チャラビンス
ク ),[ 講演 ]

009　Okuno N：Anatomy of the pancreatobiliry area scan-
ning with convex echoendoscope． RASEUS COURSE 
2017,2017,( チャラビンスク ),[ 講演 ]

010　Hara K：Techniques of EUS-FNA, Live Demo．
RASEUS COURSE 2017,2017,( チャラビンスク ),[ ワーク
ショップ ]

011　Hara K：EUS-FNA． RASEUS COURSE 2017,2017,( チャ
ラビンスク ),[ 特別講演 ]

012　Hara K：Adevaced EUS-guided techniques．RASEUS 
COURSE 2017,2017,( チャラビンスク ),[ 特別講演 ]

013　Hara K：EUS-FNA for unusual lesions, Live demo．
RASEUS COURSE 2017,2017,( チャラビンスク ),[ ワーク
ショップ ]

014　Hara K：Role of EUS in diagnosis and treatment for 
pancreatic neoplasms．Japan-Thailand International 
Workshop on Therapeutic GI Endoscopy,2017,( バ ン コ
ク ),[ 講演 ]

015　Hara K：Interventional EUS workshop．Japan-Thailand 
International Workshop on Therapeutic GI Endosco-
py,2017,( バンコク ),[ ワークショップ ]

016　Hara K：Interventional Endoscopy for pancreato-bili-
ary system．Japan-Thailand International Workshop 
on Therapeutic GI Endoscopy,2017,( バンコク ),[ ワーク
ショップ ]

017　Hara K：Video Session Ⅱ： HPB Plenary．Asian EUS 
congress 2017,2017,(Mumbai), [ 座長 ]

018　Hara K：Present status & Future perspective of Gastro-
jejunostomy．Asian EUS congress 2017,2017,( Mumbai ),[講
演 ]

019　Hara K：EUS-BD is 1st line therapy for unresectable 
distal malignant obstruction? Asian EUS congress 
2017,2017,( Mumbai ),[ 講演 ]　

020　Hara K：ADVANCED HANDS ON．Asian EUS con-
gress 2017,2017,( Mumbai ),[ 座長 ]

021　Okuno N：EUS-guided hepaticoenterostomy for primary 
drainage in patients with surgically-altered upper gas-
trointestinal anatomy and malignant biliary obstruction. 
Asian EUS congress 2017,2017,( Mumbai ),[ ポスター ]

022　Ueno M, Morizane C, Kawamoto Y, Takahashi H, Naruge 

D, Shimizu S, Nakamura K, Nakajima TE, Kato T, Kudo T, 

Mizuno N, Ohtsubo K, Itoh S, Ishii H, Sudo T, Nomura S, 

Fujii S, Shitara K, Ohtsu A, Yoshino T：The nationwide 
cancer genome screening project in Japan, SCRUM-Ja-
pan GI-screen: Efficient identification of cancer genome 
alterations in advanced biliary tract cancer．ESMO 
2017,2017,( Madrid, Spain ),[ ポスター ]

023　Shirasu H, Omae K, Fujii H, Mizuno N, Ozaka M, Ueno H, 

Kobayashi S, Uesugi K, Kobayashi N, Hayashi H, Sudo K, 

Okano N, Horita Y, Kamei K, Seigo Y, Takafumi H, Henmi 

T, Kobayashi M, Todaka A, Fukutomi A：The impact of 
UGT1A1 genetic polymorphism on safety in unresect-
able pancreatic cancer patients receiving FOLFIRINOX 
therapy：A subset analysis of JASPAC 06 study. ESMO 
2017,2017,( Madrid, Spain ),[ ポスター ]

024　Kobayashi N, Omae K, Horita Y, Ueno H, Mizuno N, Uesugi 

K, Sudo K, Ozaka M, Hayashi H, Okano N, Kamei K, Yama-

guchi A, Kobayashi S, Suzuki S, Ishihara S, Uchiyama T, 

Todaka A, Fukutomi A：FOLFIRINOX as second-line che-
motherapy for advanced pancreatic cancer：A subset 
analysis from the nation-wide multicenter observational 
study (JASPAC06). ESMO 2017,2017,( Madrid, Spain ),[ ポ
スター ]

2.　学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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no N, Yanagimoto H, Sano K, Tobimatsu K, Yane K, Nakam-

ori S, Sata N, Yukisawa S, Ishii H, Furuse J：(JCOG) JCOG: 
Randomized phase III study of gemcitabine plus S-1 
combination therapy versus gemcitabine plus cisplatin 
combination therapy in advanced biliary tract cancer: a 
Japan Clinical Oncology Group study (JCOG1113, FU-
GA-BT). 2018 Gastrointestinal Cancers Symposium,2018,( 
San Francisco ),[ 口演 ]

040　Hara K：Recent EUS for pancreas in JAPAN．Inter-
ventional EUS Workshop in Yangon General Hospi-
tal,2018,( ヤンゴン ),[ 講演 ]

041　Hara K：EUS Live Demo．Interventional EUS Work-
shop in Yangon General Hospital,2018,( ヤンゴン ),[ ワー
クショップ ]

042　Hara K：EUS and ERCP Live Demo．Interventional 
EUS Workshop in Yangon General Hospital,2018,( ヤンゴ
ン ),[ ワークショップ ]

043　肱岡　範：GEP-NET の適切な診断・治療のために　～
最新の知見に基づく update ～． Novartis Oncology Web 
Seminar,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

044　肱岡　範：胆膵内視鏡の最前線～今昔物語～ . 第 3 回山
鹿消化器疾患治療セミナー ,2017,( 熊本 ),[ 講演 ]

045  原　和生：Interventional EUS Live demo．Intervention-
al EUS workshop,2017,( 沖縄 ),[ ワークショップ ]

046　大西祥代，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，
肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，渋谷　仁，藤田　曜，
近藤　尚，鈴木貴博，鳥山和浩，原　和生，田近正洋，
丹羽康正：当院における大腸 ESD 中途断念症例の検討．
第 103 回日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 一般口演 ]

047　田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，
水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視， 渋谷　仁，
鳥山和浩，近藤　尚，鈴木博貴，藤田　曜，岩屋博道，
倉岡直亮，松本慎平，伊東文子 , 小森康司 , 谷口浩也 , 原　
和生 , 清水泰博 , 室　圭 , 谷田部　恭，丹羽康正：BRAF
変異陽性切除不能進行・再発大腸癌の臨床病理学的検討．
第 103 回日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

048　松本慎平，原　和生，清水泰博：80 歳以上の高齢膵癌患
者に対する単施設における治療成績．第 103 回日本消化
器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]

049　岩屋博道，肱岡　範，原　和生：分枝型膵 IPMN におけ
る壁肥厚径の癌化予測因子としての有用性について．第
103 回日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ パネルディス
カッション ]

050　伊東文子，肱岡　範，原　和生：進行膵癌に対する FFX
療法と GnP 療法の臨床的検討．第 103 回日本消化器病学
会総会 ,2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]

051　伊東文子，肱岡　範，原　和生：進行膵癌に対する
FOLFIRINOX 療 法 (FFX) と nab-PTX/GEM 療 法 (GnP)
の臨床的検討．第 103 回日本消化器病学会総会 ,2017,( 東
京 ),[ シンポジウム ]

052　岩屋博道，肱岡　範，原　和生：分枝型膵 IPMN におけ
る壁肥厚径の癌化予測因子としての有用性について．第

025　Ikeda M, Sasaki T, Morizane C, Mizuno N, Nagashima 

F, Shimizu S, Hayata N, Ikezawa H, Suzuki T, Nakajima 

R, Dutcus C, Ueno M：A phase 2 study of lenvatinib 
monotherapy as second-line treatment in unresectable 
biliary tract cancer: Primary analysis results．ESMO 
2017,2017,( Madrid, Spain ),[ ポスター ]

026　Fukutomi A, Mizusawa J, Katayama H, Okusaka T, Ito T, 

Okano N, Mizuno N, Ikeda M, Ueno M, Shioji K, Ozaka M, 

Shimizu S, Sakamoto Y, Kondo S, Kawabe K, Eba J, Ishii 

H, Fukuda H, Furuse J：Randomized phase II study of 
modified FOLFIRINOX versus gemcitabine plus nab-pa-
clitaxel combination therapy for locally advanced pan-
creatic cancer：Japan Clinical Oncology Group Study 
(JCOG1407). ESMO 2017,2017,( Madrid, Spain ),[ポスター]

027　Hara K：LIVE DEMO from BIDS．Asian EUS congress 
2017,2017,( Mumbai ),[ 司会 ]　

028　Hara K：EUS-BD: Current Status．Asian EUS congress 
2017,2017,( Mumbai),[ 講演 ]

029　Hara K：India Symposium．Asian EUS congress 
2017,2017,( Mumbai ),[ 座長 ]

030　Hara K：EUS Teaching subcommittee: teaching materi-
al．AEG research forum 2017,2017,(香港),[ワークショップ]

031　Hara K：Interventional EUS for pancreato-biliary diseas-
es．第１０回新華医院学会，2017,( 上海 ),[ 特別講演 ]

032  Hara K：LIVE DEMO．第１０回新華医院学会 ,2017,( 上
海 ),[ ワークショップ ]

033 Hara K：EUS for pancreatic malignancy．第１０回新華医
院学会 Hands-on training,2017,( 上海 ),[ 講演 ]

034  Hara K：LIVE DEMO．第１０回新華医院学会 Hands-on 
training,2017,( 上海 ) ,[ ワークショップ ]

035　Okuno N：The way to the pancreatobilary endosonogra-
pher．第１０回新華医院学会 Hands-on training,2017,( 上
海 ),[ 講演 ]

036　Hara K：Management of Necrotizing pancreatitis．UNI-
VERSITY of MINNESOTA,2017,( ミ ネ ソ タ ),[ ワ ー ク
ショップ ]

037　Umemoto K, Takahashi H, Morizane C, Yamada I, Shimizu 

S, Shioji K, Yoshida Y, Motoya M, Mizuno N, Kojima Y, 

Terashima T, Uesugi K, Ikeda M, Ueno M, Furuse J：FOL-
FIRINOX in advanced pancreatic cancer patients with 
the double-variant type of UGT1A1 polymorphism：A 
multicenter, retrospective study．2018 Gastrointestinal 
Cancers Symposium,2018,( San Francisco ),[ ポスター ]

038　Ueno M, Yamanaka T, Ogura T, Yamaguchi A, Mizuno N, 

Ozaka M, Ueno H, Uesugi K, Kobayashi N, Hayashi H, Sudo 

K, Okano N, Horita Y, Kamei K, Hosokawa T, Henmi T, Ko-

bayashi M, Todaka A, Fukutomi A：The influence of biliary 
drainage in patients with advanced pancreatic cancer 
receiving FOLFIRINOX．2018 Gastrointestinal Cancers 
Symposium,2018,( San Francisco ),[ ポスター ]

039　Morizane C, Okusaka T, Mizusawa J, Katayama H, Ueno M, 

Ikeda M, Ozaka M, Sugimori K, Fukutomi A, Hara H, Mizu-
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066　原　和生：膵癌の診断と最新の内視鏡治療 . がんセンター　
市民公開講座 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

067　肱岡　範：内視鏡医の立場から：十二指腸ステントを中
心に．第 46 回日本 IVR 学会総会 ,2017,( 岡山 ),[ 講演 ]

068　肱岡　範：超音波内視鏡指導．公立多良木病院胆膵超音
波研究会 , 2017,( 熊本 ),[ 実技指導 ]

069　原　和生：膵臓癌について．臨床腫瘍セミナー ,2017,( 名
古屋 ),[ 講演 ]

070　原　和生：膵胆道癌診療の進歩．鞍月消化器フォーラ
ム ,2017,( 金沢 ),[ 特別講演 ]

071　肱岡　範：神経内分泌腫瘍 治療の現状と今後の展望．第
3 回 KANAGAWA NET FORUM,2017,( 横浜 ),[ 講演 ]

072　肱岡　範：膵・消化管内分泌腫瘍の治療戦略「ストレ
プトゾシンは first-line therapy となりうるか？」. 熊本
GEP-NET 懇話会 ,2017,( 熊本 ),[ 講演 ]

073　岩屋博道，原　和生，肱岡　範，水野伸匡，桑原崇通，
奥野のぞみ，田近正洋，丹羽康正：当院で経験した胆嚢
神経内分泌癌の 10 例．第 232 回日本内科学会東海地方
会 ,2017,( 名古屋 ),[ 一般演題 ]

074　肱岡　範：膵・消化管内分泌腫瘍の治療戦略「ストレプ
トゾシンは first-line therapy となりうるか？」兵庫 GEP-
NET カンファレンス ,2017,( 神戸 ),[ 講演 ]

075　肱岡　範，原　和生，丹羽康正：膵が同定困難な場合
に対する膵実質同定の工夫～膵辺縁のメルクマールを
用いた抽出法～ . 第 56 回日本消化器がん検診学会総
会 ,2017,( 茨木 ),[ ワークショップ ]

076　肱岡　範：膵・消化管内分泌腫瘍の治療戦略 - ストレプ
トゾシンは first-line therapy となりうるか？千葉 GEP-
NET カンファレンス ,2017,( 千葉 ),[ 講演 ]

077　肱岡　範：神経内分泌腫瘍の治療～ストレプトゾシン療
法を中心に . 座談会　Expert Meeting,2017,( 東京 ),[ 座談
会 ]

078　大西祥代，夏目誠治，田中　努，石原　誠，平山　裕，
水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，鳥山和浩，
伊東文子，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，谷田部　恭，
清水泰博，原　和生，田近正洋，丹羽康正：正常肝に発
生した若年性肝細胞癌の一例 . 第 126
回日本消化器病学会東海地方会 ,2017,( 岐阜 ),[ 症例報告 ]

077　鳥山和浩，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
岩屋博道，伊東文子 , 倉岡直亮，松本慎平，原　和生，
丹羽康正：狭窄症状で発見された Hyperplastic/serrated 
polyposis syndrome(HPS) の一例．第 126 回日本消化器病
学会東海地方会 ,2017,( 岐阜 ),[ 一般演題 ] 

078　原　和生：IPMN 関連膵癌と EUS 診断．第 109 回日本消
化器内視鏡学会北陸支部例会 ,2017,( 富山 ),[ 教育講演 ]

079　肱岡　範：膵・消化管内分泌腫瘍の治療戦略「ストレプ
トゾシンは first-line therapy となりうるか？」鳥取 NET
講演会 ,2017,( 鳥取 ),[ 講演 ]

080　肱岡　範：神経内分泌腫瘍　治療の現状と今後の展望．
京滋 NET Academy2017,2017,( 京都 ),[ 講演 ]

081　河合秀子，高柳夏未，渡辺経子，鈴木君枝，石川まり，

103 回日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]
053　原　和生：Interventional EUS の実際とコツ．第 103 回

日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ イブニングセミナー ]
054　倉岡直亮，肱岡　範，原　和生：123I MIBG シンチグ

ラフィーの集積亢進を認め paraganglioma と鑑別困難
であった GIST の 1 例．第 103 回日本消化器病学会総
会 ,2017,( 東京 ),[ デジタルポスター ]

055　肱岡　範：膵・消化管内分泌腫瘍の診断と治療．帝人
ファーマ株式会社 社内講演会 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]　

056　鳥山和浩，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，藤田　曜，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，原　和生，
丹羽康正：当院における大腸拡大 NBI 分類 (JNET 分類 )
の有用性と問題点に関する検討．第 93 回日本消化器内視
鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ 一般演題 ]

057　伊東文子，原　和生，丹羽康正：The role of endoscopy 
in the diagnosis of pancreatic ca cer．第 93 回日本消化
器内視鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ パネルディスカッション ]

058　岩屋博道，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，
奥野のぞみ，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，丹羽康正：当院における抗血栓薬内服者に対
する EUS-FNA の現状．第 93 回日本消化器内視鏡学会総
会 ,2017,( 大阪 ),[ シンポジウム ]

059　倉岡直亮，原　和生，丹羽康正：肝門部悪性胆道狭窄に
対 す る 6mm covered self-expandable metal stent の 有
効性についての検討．第 93 回日本消化器内視鏡学会総
会 ,2017,( 大阪 ),[ ワークショップ ]

060　原　和生：内視鏡医が求める ERCP 検査室．第 93 回日
本消化器内視鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ ランチョンセミ
ナー ]　

061　奥野のぞみ，原　和生，丹羽康正：PD14-5．安全かつ効
果的な Interventional EUS の教育法 . 第 93 回日本消化器
内視鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ パネルディスカッション ]

062　松本慎平，原　和生，肱岡　範：EUS-CDS を安全に施行
するために．第 93 回日本消化器内視鏡学会総会 ,2017,( 大
阪 ),[ パネルディスカッション ]

063　原　和生：症例ディスカッション．第 93 回日本消化器内
視鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ ワークショップ ]

064　田近正洋，田中　努，石原　誠，大西祥代、平山　裕，
原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，
渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正：
当院における早期大腸癌の深達度診断や治療に画像強調
観察（IEE）が及ぼす影響．第 93 回日本消化器内視鏡学
会総会 ,2017,( 大阪 ),[ ポスター ]

065　石原　誠，田近正洋，田中　努，平山　裕，大西祥代，
原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
鳥山和浩，岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，
丹羽康正：当院における StageI の食道癌に対する内視鏡 
切除 (ER)+ 化学放射線療法 (CRT) の治療成績．第 93 回
日本消化器内視鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]
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回日本家族性腫瘍学会 ,2017,( 札幌 ),[ 口演 ]
098　肱岡　範：胆膵内視鏡の診断・治療の最前線～今昔物語～ . 

第 8 EXPERT MEETING,2017,( 熊本 ),[ 講演 ]
099　奥野のぞみ，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，岩屋博道，

伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，小畑雅寛，安田宗司，
栗田祐介，原　和生：当院における EZ shot 3 plus の使
用経験．第 16 回 FNA-club Japan,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

100　原　和生：EUS-FNA 偶発症 . 第 16 回 FNA-club Japan, 
2017,( 東京 ), [ 基調講演 ]

101　肱岡　範：膵NETに対するザノサーの成績と今後の展望．
ノーベルファーマ勉強会 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

102　工藤千穂，水野伸匡，安藤正志：愛知県がんセンター中
央病院における SMO を活用した治験の取り組み．第 17
回 CRC と臨床試験のあり方を考える会議 2017,2017, ( 名
古屋 ),[ ポスター ]

103　肱岡　範：消化管 NET の診断・治療．第 5 回日本神経
内分泌腫瘍研究会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ 講演 ]

104　鳥山和浩，肱岡　範，田近正洋，田中　努，石原　誠，
平山　裕，大西祥代，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，
室　圭，原　和生，丹羽康正：当院における消化管神経
内分泌腫瘍 (GI-NET) に対する薬物療法の成績．第 5 回日
本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ 一般演題 ]

105　岩屋博道，肱岡　範，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，
安田宗司，栗田裕介，田中宏樹，小畑雅寛，倉岡直亮，
松本慎平，伊東文子，夏目誠治，千田嘉毅，清水泰博，
谷田部　恭，原　和生：膵 NEN-G3 の臨床病理学的特徴
と治療戦略についての検討．第 5 回日本神経内分泌腫瘍
研究会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ ポスター ]

106　松本慎平，肱岡　範，今村正之，上野　誠，古川正幸，
吉富秀幸，小林規俊，池田公史，伊藤鉄英，中森正二，
石井　浩，児玉裕三，森実千種，柳本泰明，北野雅之，
真口宏介，河本　泉，古瀬純司，吉田　司，原　和生，
水野伸匡：膵神経内分泌癌における外科手術の意義． 第
5 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ シ
ンポジウム ]

107　肱岡　範：膵・消化管内分泌腫瘍の治療戦略～ストレ
プトゾシンは first-line therapy となりうるか？～ . 富山　
GEP-NET 懇話会 ,2017,( 富山 ),[ 講演 ]

108　肱岡　範：IPMN と膵のう胞性疾患について．第 3 回公
立多良木病院胆膵超音波研究会 ,2017,( 熊本 ),[ 講演 ]

109　 原　 和 生：IPMN の 診 断 と マ ネ ー ジ メ ン ト． 木 曜
会 ,2017,( 東京 ),[ 特別講演 ]

110　 原　 和 生： 膵 ２． 第 67 回 日 本 消 化 器 画 像 診 断 研 究
会 ,2017,( 札幌 ),[ 座長 ]

111　田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水野伸匡，
肱岡　範，奥野のぞみ，桑原崇通，鳥山和浩，岩屋博道，
伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，小畑雅寛，安田宗司，
栗田祐介，原　和生，田近正洋，丹羽康正：横這型早期
胃癌の 1 例．第 14 回拡大内視鏡研究会 ,2017,( 札幌 ),[ 口演 ]

112　伊東文子，原　和生，田近正洋，水野伸匡，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕，桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，

西川勢津子，山本一仁，水野伸匡，原　和生，清水康博：
膵癌臨床試験における多職種支援ーチーム医療の中で
の CRC の関わりー．第 48 回日本膵臓学会大会 ,2017,( 京
都 ),[ 口演 ]

082　肱岡　範：消化管 NET に対する診断と治療の最前線．
第 87 回大腸癌研究会 ,2017,( 三重 ),[ 講演 ]

083　奥野のぞみ，桑原崇通，原　和生：VS1-10　膵癌症例に
おける EUS 下胆道ドレナージの基本と応用．第 48 回日
本膵臓学会大会 ,2017,( 京都 ),[ ビデオシンポジウム ]

084　岩屋博道，肱岡　範，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，
伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，原　和生：非典型的な
画像形態を呈する膵神経内分泌腫瘍 (G1/G2) の臨床的意
義についての検討．第 48 回日本膵臓学会大会 ,2017,( 京
都 ),[ ミニシンポジウム ]

085　原　和生：ミニパネルディスカッション 5 膵嚢胞性腫瘍
（IPMN を除く）に対する診断と治療の現状．第 48 回日
本膵臓学会大会 ,2017,( 京都 ),[ 座長 ]

086　肱岡　範：pNET に対する術前・術後の診断．第 48 回日
本膵臓学会大会 ,2017,( 京都 ),[ 講演 ]

087　肱岡　範　他：膵 NET の組織および画像診断の進歩：
ガイドラインの問題点と今後の展望．第 48 回日本膵臓学
会大会 ,2017,( 京都 ),[ シンポジウム ]

088　伊東文子，水野伸匡，夏目誠治，奥野のぞみ，桑原崇通，
肱岡　範，千田嘉毅，清水泰博，原　和生：当院におけ
る Borderline resectable 膵癌の治療成績．第 48 回日本
膵臓学会大会 ,2017,( 京都 ),[ 口演 ]

089　倉岡直亮，原　和生，丹羽康正：当院における主膵管狭窄・
拡張に対する ENPD 留置下膵液細胞診の成績．第 48 回
日本膵臓学会大会 ,2017,( 京都 ),[ シンポジウム ]

090　松本慎平，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，
奥野のぞみ：膵癌の早期診断における内視鏡検査の役割．
第 48 回日本膵臓学会大会 ,2017,( 京都 ),[ シンポジウム ]

091　原　和生：EUS 標準的描出法．EUS 標準的描出委員
会 ,2017, ( 京都 ),[ 講演 ]

092　肱岡　範：pNET 診断と治療．千葉県 pNET/GIST セミ
ナー ,2017,( 千葉 ),[ 講演 ]

093　肱岡　範：膵神経内分泌腫瘍における MGMT 発現とス
トレプトゾシンの治療 , の相関に関する検討．第 15 回日
本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ 講演 ]

094　肱岡　範：膵・消化管神経内分泌腫瘍の最新の診断と治
療 ～ WHO2017 新分類を踏まえて～ . 第 15 回日本臨床
腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ 講演 ]

095　肱岡　範：膵癌化学療法における Gem/nab-PTX の取り
組み．Pancreatic Cancer Expert Meeting,2017,( 福山 ),[ 講
演 ]

096　肱岡　範：. 膵臓がんの術前化学療法について . Pancreat-
ic Cancer Expert Meeting,2017,(福山),[パネルディスカッ
ション ]

097　田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，
水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，小森康司，
木下敬史，原　和生，清水泰博 丹羽康正：家族性大腸腺
腫症に対する術式の選択やサーベイランスの検討．第 23
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123　鳥山和浩，田近正洋，丹羽康正：JNET 分類におけ
る Vessel/Surface の 不 一 致 例 の 検 討． 第 25 回 JD-
DW2017,2017,( 福岡 ),[ ワークショップ ]

124　倉岡直亮，原　和生，丹羽康正：当院における早期十二
指腸乳頭部癌に対する内視鏡治療および外科治療の比較
検討．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ デジタルポスター ]

125　松 本 慎 平， 原　 和 生， 肱 岡　 範：EUS-Cyst drainage
に お け る Metal stent 留 置 の 有 用 性． 第 25 回 JD-
DW2017,2017,( 福岡 ),[ ワークショップ ]

126　原　和生：M through wire の使用経験．第 25 回 JDDW 
2017 メディコスヒラタ　ブースカンファレンス ,2017,( 福
岡 ),[ 座長 ]

127　岩屋博道，原　和生，肱岡　範，水野伸匡，桑原崇通，
奥野のぞみ，田近正洋，丹羽康正：当院で経験した胆嚢
神経内分泌癌の 10 例．第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 一般演題 ]

128　原　和生：Endoscopic treatment for pancreatic cancer re-
lated diseases．第 55 回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 横
浜 ),[ シンポジウム ]

129　松本慎平，肱岡　範，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，原　和生：当院におけ
る pNET に対する Sunitinib の治療成績．第 55 回日本癌
治療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ 一般演題 ]

130　原　和生：胆道ドレナージの実際：ERCP, EUS. 朝日イ
ンテック 社内講演会 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

131　大西祥代，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，原和　生，丹羽康正：
Fanconi 貧血に合併した食道癌．第 233 回日本内科学会
東海地方会 ,2017,( 岐阜 ),[ 症例報告 ]

132　原　和生：膵癌診療の最前線．鷹丘校区 40 周年記念式
典 ,2017,( 豊橋 ),[ 特別講演 ]

133　安田宗司，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，
奥野のぞみ，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，鳥山和浩，岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，
松本慎平，小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，丹羽康正：
共焦点レーザー内視鏡が診断に有用であった迷入膵の１
例．第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名古屋 ),[ 一
般演題 ]

134　鳥山和浩，石原　誠，田近正洋：表在型食道癌に対する
内視鏡治療前評価における FDG-PET の有用性の検討．
第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名古屋 ),[ シン
ポジウム ]

135　伊東文子，原　和生，水野伸匡，田近正洋，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕 ,　桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平 , 
小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，丹羽康正：肺、
肝病変を有する成人ランゲルハンス細胞組織球症 (LCH)
に対し禁煙が有効であった一例．第 127 回消化器病学会
東海支部例会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

136　栗田裕介，原　和生，奥野のぞみ，肱岡　範，水野伸匡，
桑原崇通，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，田中　宏，安田宗司，小畑雅寛，松本慎平，

小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，谷田部　恭，
村上善子，丹羽康正：遠位胆管に限局する胆管狭窄を来
し胆管癌との鑑別を要した好酸球性胆管炎の一例．第 67
回日本消化器画像診断研究会 ,2017,( 札幌 ),[ 口演 ]

113　倉岡直亮，原　和生，丹羽康正：内視鏡的乳頭切除術
の適応と限界．第 53 回日本胆道学会学術集会 ,2017,( 山
形 ),[ 一般演題 ]

114　伊東文子，原　和生，水野伸匡，田近正洋，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕，桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，
小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，丹羽康正：
当院における肝門部胆管癌、肝内胆管癌に対する化学療
法の治療成績．第 53 回日本胆道学会学術集会 ,2017,( 山
形 ),[ 口演 ]

115　奥野のぞみ，桑原崇通，原　和生：O-200 術後腸管を有
する悪性胆管狭窄に対する primary drainage としての
EUS ガイド下経肝胆道ドレナージ術の検討．第 53 回 胆
道学会 ,2017, ( 山形 ),[ 一般演題 ]

116　原　和生：Convex EUS の標準的描出法．消化器内視鏡
推進連絡会 コンベックス型超音波内視鏡描出法標準化検
討部会，2017,( 東京 ),[ 口演 ]

117　大西祥代，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，
肱岡　範，奥野のぞみ，桑原崇通 , 奥野のぞみ，鳥山和
浩，伊東文子，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，鳥山和
浩，原　和生，田近正洋，丹羽康正：当院における B 型
肝炎再活性化の検討．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ ポ
スター ]

118　石原　誠，田近正洋，田中　努，平山　裕，大西祥代，
原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
鳥山和浩，岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，
丹羽康正：表在型バレット食道腺癌における SSBE と
LSBE の臨床病理学的検討．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福
岡 ),[ 口演 ]

119　桑原崇通，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，
田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，鳥山和浩，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，田近正洋，
丹羽康正：人工知能を用いた IPMN 術前悪性予測の有用
性．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

120　奥野のぞみ：P-88　胆膵疾患に対する胆道鏡・膵管鏡（Spy 
Glass DS）の有用性．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ デ
ジタルポスター ]

121　伊東文子，原　和生，水野伸匡，田近正洋，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕，桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，
小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，丹羽康正：
早期膵癌、特に 10mm 以下膵癌の臨床病理学的検討．第
25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

122　岩屋博道，原　和生，水野　匡，肱岡　範，桑原崇
通，奥野のぞみ , 田中　努，石原　誠，平山　裕，大西
祥代，田近正洋，丹羽康正：抗血栓薬内服中の症例に
おける EUS-FNA の後出血に関する検討．第 25 回 JD-
DW2017,2017,( 福岡 ),[ シンポジウム ]
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153　原　和生：Convex　EUS の描出法．第 4 回コンベック
ス EUS 標準的描出部会 ,2018,( 東京 ),[ ワークショップ ]

154　原　和生：AXIOS 講習会 講師．HOTAXIOS System 講
習会 ,2018,( 東京 ),[ ワークショップ ]

内視鏡部　

001　Hirayama Y, Tajika M, TnakaT, Ishihara M, Ohnishi S, Hara 

K, Mizuno N, Hijioka S, Kuwahara T, Okuno N, Niwa Y：
Significance of Preoperative Screening　Colonoscopies 
in Paients With Esophageal Squamous Cell Carcinoma．
DDW2017,2017,( Chicago),[ ポスター ]

002　Narita Y, Sugiyama K, Mitani S, Honda K, Masuishi T, Tan-

iguchi1 H,　Kadowaki S, Ura T, Ando M, Tajika M, Muro 

K：Peritoneum metastasis (PM) as a prognostic factor in 
metastatic gastric cancer (MGC) treated with anti-PD-1/
PD-L1 monotherapy．ASCO 2017,2017,(Chicago),[ ポ ス
ター ]

003　Narita Y, Sasaki E, Yatabe Y, Kato K, Okano H, Mitani S, 

Honda K, Masuishi T, Taniguchi H, Kadowaki S, Ura T, 

Ando M, Tajika M, Ito S, Muro K：PD-L1 immunohisto-
chemistry (IHC) by three different assays and molecular 
profiling in tissue microarray (TMA) of gastric cancer．
ESMO 2017,2017,( マドリード ),[ ポスター ]

004　Mitani S, Taniguchi H, Masuishi T, Sugiyama K, Honda 

K, Narita Y, Kadowaki S, Ura T, Ando T, Tajika M, Yatabe 

Y, Muro K：Analysis of efficacy and prognostic factors 
in second-line chemotherapy for BRAF V600E mutant 
metastatic colorectal cancer． ESMO 2017,2017,(マドリー
ド ),[ ポスター ]

005　Mitani S, Kadowaki S, Oze I, Masuishi T, Narita Y, Taniguchi 

H, Ura T, Tajika M, Makita C, Kodaira T, Uemura N, Abe 

T, Muro K：Risk of second malignancies after definitive 
therapy for esophageal cancer：a competing risk analy-
sis．ESMO 2017,2017,( マドリード ),[ ポスター ]

006　大西祥代，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，
肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，渋谷　仁，藤田　曜，
近藤　尚，鈴木貴博，鳥山和浩，原　和生，田近正洋，
丹羽康正：当院における大腸 ESD 中途断念症例の検討．
第 103 回日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 一般口演 ]

007　田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，
水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，渋谷　仁，
鳥山和浩，近藤　尚，鈴木博貴，藤田　曜，岩屋博道，
倉岡直亮，松本慎平，伊東文子，小森康司，谷口浩也，
原　和生，清水泰博，室　圭，谷田部　恭，丹羽康正：
BRAF 変異陽性切除不能進行・再発大腸癌の臨床病理学
的検討．第103回日本消化器病学会総会,2017,(東京),[口演]

008　石原　誠，田近正洋，丹羽康正：胃術後のバレット食
道．第 103 回日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ ワーク
ショップ ]

009　大西祥代，田近正洋，丹羽康正：食道表在癌の臨床的特

倉岡直亮，伊東文子，岩屋博道，鳥山和浩，丹羽康正：
潰瘍性大腸炎の発症を契機に自己免疫性膵炎２型と診断
しえた１例．第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

137　小畑雅寛，原　和生，奥野のぞみ，肱岡　範，水野伸匡，
桑原崇通，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，田中　宏，安田宗司，栗田裕介，松本慎平，
倉岡直亮，伊東文子，岩屋博道，鳥山和浩，丹羽康正：
共焦点レーザー内視鏡検査が有用であった膵神経内分泌
腫瘍の 1 例．第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

138　原　和生：膵癌に関する最近の話題．第 107 回市民公開
講座 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

139　原　和生：シンポジウム２　高齢者に対する肝胆膵疾患
の診断と治療．127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名
古屋 ),[ 司会 ]

140　倉岡直亮，原　和生，田近正洋，堀尾芳嗣，丹羽康正：
経口胆道鏡により炎症胆道壁が観察 されたニボルマブ胆
管炎の 1 例．第 60 回日本消化器内視鏡学会東海支部例
会 ,2017,( 岐阜 ),[ 一般演題 ]

141　岩屋博道，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
鳥山和浩，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，小畑雅寛，
田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，田近正洋，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，丹羽康正，原　和生：
胆嚢神経内分泌癌の臨床病理学的特徴と治療方針の現
状．第 60 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会 ,2017,( 岐
阜 ),[ 一般演題 ]

142　原　和生：LIVE-DEMO. 長野 EUS・ERCP 研究会 ,2017,( 長
野 ),[ ワークショップ ]

143　原　和生： EUS 下瘻孔形成術の現状と展望．長野 EUS・
ERCP 研究会 ,2017,( 長野 ),[ 特別講演 ]

144　栗田裕介，田中　努，石原　誠，肱岡　範，丹羽康正：
病診連携による新予約システムを活用した二次検診内
視鏡の取り組み．第 47 回がん検診学会東海北陸地方
会 ,2017,( 富山 ),[ 口演 ]

145　原　和生：EUS ガイド下瘻孔形成術の現況と展望．北海
道消化器科病院講演会 ,2017,( 札幌 ),[ 特別講演 ]

146　原　和生：Convex EUS 標準化描出法．コンベックス
EUS 描出標準化委員会 ,2018,( 東京 ),[ ワークショップ ]

147　原　和生：Interventional EUS の現況と展望．第 39 回徳
島消化器内視鏡治療研究会 ,2018,( 徳島 ),[ 特別講演 ]

148　原　和生：Interventional EUS の最前線．第 4 回仙台胆
膵 EUS ハンズオンセミナー ,2018,( 仙台 ),[ 特別講演 ]

149　奥野のぞみ：IPMN の動向と胆膵検査の実態．第 29 回愛
知県消化器内視鏡技師懇話会 ,2018,( 刈谷 ),[ 教育講演 ]

150　奥野のぞみ：当院における安全かつ効果的な Interven-
tional EUS の教育法．新潟大学地域医療教育センター 魚
沼基幹病院 ,2018,( 新潟 ),[ 一般講演 ]

151　 原　 和 生： 膵 癌 に 対 す る 診 断 と 治 療． 院 内 セ ミ
ナー ,2018,( 名古屋 ),[ 講演 ]

152　原　和生：胆嚢疾患に対する EUS-FNA、現状とテクニッ
ク．第 7 回　FNA masters,2018,( 東京 ),[ 講演 ]
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Muro K：A systematic analysis of second-line treatment 
outcomes in BRAF V600E mutant metastatic colorectal 
cancer．第 15 回日本臨床腫瘍学会総会 ,2017,( 神戸 ),[ ポ
スター ]　

020　田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，
水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，小森康司，
木下敬史，原　和生，清水泰博　丹羽康正：家族性大腸
腺腫症に対する術式の選択やサーベイランスの検討．第
23 回日本家族性腫瘍学会 ,2017,( 札幌 ),[ 口演 ]

021　鳥山和浩，肱岡　範，田近正洋，田中　努，石原　誠，
平山　裕，大西祥代，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，
室　圭，原　和生，丹羽康正：当院における消化管神経
内分泌腫瘍 (GI-NET) に対する薬物療法の成績．第 5 回日
本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ 一般演題 ]

022　田近正洋：第 573 回東海胃腸疾患研究会 ,2017,( 名古屋 ),[ 司
会 ]

023　田近正洋：胃がんについて．第 2 回名東区南部いきいき
支援センター医療相談事業 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

024　田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水野伸匡，
肱岡　範，奥野のぞみ，桑原崇通，鳥山和浩，岩屋博道，
伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，小畑雅寛，安田宗司，
栗田祐介，原　和生，田近正洋，丹羽康正：横這型早期
胃癌の 1 例．第 14 回拡大内視鏡研究会 ,2017,( 札幌 ),[ 口演 ]

025　伊東文子，原　和生，田近正洋，水野伸匡，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕，桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，
小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，谷田部　恭，
村上善子，丹羽康正：遠位胆管に限局する胆管狭窄を来
し胆管癌との鑑別を要した好酸球性胆管炎の一例．第 67
回日本消化器画像診断研究会 ,2017,( 札幌 ),[ 口演 ]

026　伊東文子，原　和生，水野伸匡，田近正洋，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕，桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，
小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，丹羽康正：
当院における肝門部胆管癌、肝内胆管癌に対する化学療
法の治療成績．第 53 回日本胆道学会学術集会 ,2017,( 山
形 ),[ 口演 ]

027　田近正洋：最新医療と看護．愛知県立大学 ,2017,( 名古
屋 ),[ 講義 ]

028　中山衣代，田近正洋：変則勤務を導入した内視鏡勤務体
制の取り組みから見えたこと．第 79 回日本消化器内視鏡
技師会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

029　平山　裕，田近正洋，丹羽康正：当院における非切除高
齢者胃癌診療の現状について．第 59 回日本消化器病学会
大会 ,2017, ( 福岡 ),[ ワークショップ ]

030　大西祥代，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，
肱岡　範，奥野のぞみ，桑原崇通，奥野のぞみ，鳥山和
浩，伊東文子，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，鳥山和
浩，原　和生，田近正洋，丹羽康正：当院における B 型
肝炎再活性化の検討．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ ポ
スター ]

031　桑原崇通，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，

徴と治療経過からみたサーベイランスの検討．第 93 回日
本消化器内視鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ パネルディスカッ
ション ]

010　田中　努，田近正洋，丹羽康正：組織混在型早期胃癌
の内視鏡像の検討．第 93 回日本消化器内視鏡学会総
会 ,2017,( 大阪 ),[ パネルディスカッション ]

011　鳥山和浩，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，藤田　曜，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，原　和生，
丹羽康正：当院における大腸拡大 NBI 分類 (JNET 分類 )
の有用性と問題点に関する検討．第 93 回日本消化器内視
鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ 一般演題 ]

012　岩屋博道，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，
奥野のぞみ，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，丹羽康正：当院における抗血栓薬内服者に対
する EUS-FNA の現状．第 93 回日本消化器内視鏡学会総
会 ,2017,( 大阪 ),[ シンポジウム ]

013　田近正洋，田中　努，石原　誠，大西祥代、平山　裕，
原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視、
渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正：
当院における早期大腸癌の深達度診断や治療に画像強調
観察（IEE）が及ぼす影響．第 93 回日本消化器内視鏡学
会総会 ,2017,( 大阪 ),[ ポスター ]

014　石原　誠，田近正洋，田中　努，平山　裕，大西祥代，
原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
鳥山和浩，岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，
丹羽康正：当院における StageI の食道癌に対する内視鏡 
切除 (ER)+ 化学放射線療法 (CRT) の治療成績．第 93 回
日本消化器内視鏡学会総会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

015　岩屋博道，原　和生，肱岡　範，水野伸匡，桑原崇通，
奥野のぞみ，田近正洋，丹羽康正：当院で経験した胆嚢
神経内分泌癌の 10 例．第 232 回日本内科学会東海地方
会 ,2017,( 名古屋 ),[ 一般演題 ]

016　石原　誠，田近正洋，田中　努，丹羽康正：食道表在
癌における FDG-PET の有用性．第 71 回日本食道学
会 ,2017,( 軽井沢 ),[ ポスター ]

017　大西祥代，夏目誠治，田中　努，石原　誠，平山　裕，
水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，鳥山和浩，
伊東文子，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，谷田部　恭，
清水泰博，原　和生，田近正洋，丹羽康正：正常肝に発
生した若年性肝細胞癌の一例．第 126 回日本消化器病学
会東海地方会 ,2017,( 岐阜 ),[ 症例報告 ]

018　鳥山和浩，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，原　和生，
丹羽康正：狭窄症状で発見された Hyperplastic/serrated 
polyposis syndrome(HPS) の一例．第 126 回日本消化器病
学会東海地方会 ,2017,( 岐阜 ),[ 一般演題 ]

019　 Mitani S, Taniguchi H, Masuishi T, Sugiyama K, Honda K, 

Narita Y, Kadowaki S, Ura T, Ando M, Tajika M, Yatabe Y, 
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042　田近正洋：第 124 回東海食道疾患症例研究会 ,2017,( 名古
屋 ),[ 司会 ]

043　田近正洋：シンポジウム . 日本消化器病学会東海支部．
第 127 回例会 ,2017,( 名古屋 ),[ 司会 ]

044　鳥山和浩，石原　誠，田近正洋：表在型食道癌に対する
内視鏡治療前評価における FDG-PET の有用性の検討．
第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名古屋 ),[ シン
ポジウム ]

045　安田宗司，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，
奥野のぞみ，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，鳥山和浩，岩屋博道，伊東文子，倉岡　直亮，
松本慎平，小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，丹羽康正：
共焦点レーザー内視鏡が診断に有用であった迷入膵の１
例．第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名古屋 ),[ 一
般演題 ]

046　伊東文子，原　和生，水野伸匡，田近正洋，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕，桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，
小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，丹羽康正：肺、
肝病変を有する成人ランゲルハンス細胞組織球症 (LCH)
に対し禁煙が有効であった一例．第 127 回消化器病学会
東海支部例会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

047　栗田裕介，原　和生，奥野のぞみ，肱岡　範，水野伸匡，
桑原崇通，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，田中　宏，安田宗司，小畑雅寛，松本慎平，
倉岡直亮，伊東文子，岩屋博道，鳥山和浩，丹羽康正：
潰瘍性大腸炎の発症を契機に自己免疫性膵炎２型と診断
しえた１例．第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

048　小畑雅寛，原　和生，奥野のぞみ，肱岡　範，水野伸匡，
桑原崇通，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
大西祥代，田中　宏，安田宗司，栗田裕介，松本　慎平，
倉岡直亮，伊東文子，岩屋博道，鳥山和浩，丹羽康正：
共焦点レーザー内視鏡検査が有用であった膵神経内分泌
腫瘍の 1 例．第 127 回消化器病学会東海支部例会 ,2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

049　田近正洋：胃がんとピロリ菌について . 日本消化器病学
会東海支部．第 107 回市民公開講座 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

050　田近正洋：ADR（腺腫検出率）向上を目指した大腸内視
鏡検査．北区医師会学術講演会 , 2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

051　田近正洋：消化器がん治療における内視鏡医の役割～検
査・診断・治療．一宮地区病診連携推進の集い学術講演会 , 
2017,( 一宮 ),[ 講演 ]

052　田近正洋：若手研究者優秀演題奨励賞選定セッショ
ン審査員．第 60 回日本消化器内視鏡学会東海支部例
会 ,2017,( 岐阜 ),[ 司会 ]

053　大西祥代，田近正洋，丹羽康正：H.pylori 除菌時代にお
ける MALT リンパ腫．第 60 回日本消化器内視鏡学会東
海支部例会 ,2017,( 岐阜 ),[ シンポジウム ]

054　倉岡直亮，原　和生，田近正洋，堀尾芳嗣，丹羽康正：
経口胆道鏡により炎症胆道壁が観察 されたニボルマブ胆
管炎の 1 例．第 60 回日本消化器内視鏡学会東海支部例

田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，鳥山和浩，
岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，田近正洋，
丹羽康正：人工知能を用いた IPMN 術前悪性予測の有用
性．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

032　伊東文子，原　和生，水野伸匡，田近正洋，肱岡　範，
田中　努，石原　誠，平山　裕，桑原崇通，大西祥代，
奥野のぞみ，鳥山和浩，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，
小畑雅寛，田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，丹羽康正：
早期膵癌､ 特に 10mm 以下膵癌の臨床病理学的検討．第
25 回 JDDW2017,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

033　岩屋博道，原　和生，水野　匡，肱岡　範，桑原崇
通，奥野のぞみ，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西
祥代，田近正洋，丹羽康正：抗血栓薬内服中の症例に
おける EUS-FNA の後出血に関する検討．第 25 回 JD-
DW2017,2017,( 福岡 ),[ シンポジウム ]

034　石原　誠，田近正洋，田中　努，平山　裕，大西祥代，
原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，
鳥山和浩，岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，
丹羽康正：表在型バレット食道腺癌における SSBE と
LSBE の臨床病理学的検討．第 25 回 JDDW2017,2017,( 福
岡 ),[ 口演 ]

035　鳥山和浩，田近正洋，丹羽康正：JNET 分類におけ
る Vessel/Surface の 不 一 致 例 の 検 討． 第 25 回 JD-
DW2017,2017,( 福岡 ),[ ワークショップ ]

036　加藤恭子，成田有季哉，岡野裕子，小島勇貴，三谷誠一
郎，本多和典，舛石俊樹，谷口浩也，門脇重憲，宇良　敬，
安藤正志，田近正洋，室　圭：抗 PD-1/PD-L1 抗体薬不
応後の胃癌に対する殺細胞性抗がん剤の有効性と安全性．
第 55 回日本癌治療学会総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

037　三谷誠一郎，尾瀬　功，門脇重憲，本多和典，舛石俊樹，
成田有季哉，谷口浩也，宇良　敬，安藤正志，田近正洋，
牧田智誉子，古平　毅，植村則久，安部哲也，室　圭：
競合リスクモデルを用いた食道癌根治治療後の他臓器癌
発生リスクの検討．第 56 回日本癌治療学会総会 ,2017,( 横
浜 ),[ ポスター ]

038　小出雄太郎，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，牧田智誉
子，伊藤　誠，安部哲也，室　圭，田近正洋，丹羽康正，
伊藤善之，長縄慎二：I 期食道癌の根治的放射線治療の
臨床成績．第 57 回日本癌治療学会総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポ
スター ]

039　舛石俊樹，谷口浩也，川上武志，川本泰之，門脇重憲，
小野澤祐輔，村中徹人，田近正洋，安井博史，中積宏之，
結城敏志，室　圭，大前勝弘，小松嘉人，山崎健太郎：
前治療における腫瘍増殖速度がレゴラフェニブと TAS-
102 の抗腫瘍効果に与える影響．第 57 回日本癌治療学会
総会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

040　田近正洋：ADR（腺腫検出率）向上をめざした大腸内視
鏡検査．第 57 回ひだ消化器病研究会 ,2017,( 高山 ),[ 講演 ]

041　大西祥代，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，
水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，原　和生，丹羽康正：
Fanconi 貧血に合併した食道癌．第 233 回日本内科学会
東海地方会 ,2017,( 岐阜 ),[ 症例報告 ]
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of ceritinib in patients with ALK+ NSCLC with prior 
alectinib treatment in Japan: ASCEND-9．IASLC 18TH 
World conference on lung cancer,2017,(Yokohama),[oral]

005　Nishio M, Kiura K, Seto T, Nakagawa K, Maemondo M, 

Inoue A, Hida T, Yoshioka H, Harada M, Ohe Y, Nogami N, 

Murakami H, Takeuchi K, Inamura S, Kuriki H, Shimada T, 

Tamura T：Final Result of Phase I/II Study (AF-001JP) 
of Alectinib, a Selective CNS-Active ALK Inhibitor, in 
ALK+ NSCLC Patients. IASLC 18TH Worldconference 
on lung cancer,2017,(Yokohama),[poster]

006　Misumi Y, Shimokawa T, Okamoto H, Atagi S, Tanaka H, 

Goto K, Nakagawa K, Hida T, Yamamoto N, Hosomi Y, Yama-

da K, Okamoto I, Ohe Y：Underrepresentation of Elderly    
Patients with ED-SCLC as Clinical Trial Candidates 
(JCOG1201/TORG1528)．IASLC 18TH Worldconference 
on lung cancer,2017,(Yokohama),[poster]

007　Sugawara S, Azuma K, Nishio M, Hayashi H, Kiura K, Sa-

touchi M, Hida T, Nakamura A, Iwamoto Y, Inoue A, Takeda 

K, Ikeda S, Nakagawa T, Asahina S, Komatsu K, Morita S, 

Fukuoka M, Nakagawa K：Tolerability and Antitumor 
Activity of ASP8273 in TKI-Naïve Japanese Subjects 
with EGFR Mutation Positive Non-Small Cell Lung Can-
cer．ASCO2017,2017,(Chicago),[poster]

008　Takiguchi Y, Hida T, Nokihara H, Kondo M, Kim YH, Azuma 

K, Seto T, Nishio M, Yoshioka H, Imamura F, Hotta K, Wata-

nabe S, Goto K, Nakagawa K, Mitsudomi T, Yamamoto N, 

Kuriki H, Inagaki N, Tanaka T, Tamura T：Updated effica-
cy and safety of the J-ALEX study comparing Alectinib 
(ALC) with Crizotinib (CRZ) in ALK-inhibitor naïve ALK 
fusion positive Non-Small Cell Lung Cancer (ALK+ NS-
CLC)．ASCO2017,2017,(Chicago),[poster]

009　Mitsudomi T, Ahn MJ, Bazhenova L, Blackhall F, Hida T, 

Majem M, Vowler SL, Laus G,       Jänne PA, Yang JCH：
Overall survival (OS) in patients (pts) with EGFR T790M 
positive advanced nonsmall cell lung cancer (NSCLC) 
treated with osimertinib: results from two Phase II stud-
ies．ASCO2017,2017,(Chicago),[poster]

010　Murakami H, Ohe Y, Hida T, Sakai H, Kasahara K, Imamura 

F, Baba T, Kubota K, Hosomi Y, Shimokawa T, Hayashi H, 

Miyadera K, Tamura T, Nishio M：Phase I study of TAS-
121, a novel third-generation epidermal growth factor 
receptor (EGFR) inhibitor, in patients with EGFR mu-
tation-positive non-small-cell lung cancer (NSCLC)．AS-
CO2017,2017,(Chicago),[poster]

011　Sequist LV, Wu YL, Schuler M, Kato T, Yang JCH, Tanaka 

H, Hida T, Lu S, Park K, Laurie S, Bennouna J, Sibilot DM, 

Märten A, Peil B, Ehrnrooth E, Yamamoto N, Nakagawa 

K：Subsequent therapies post-afatinib among patients 
(pts) with EGFR mutation-positive (EGFRm+) NSCLC 
in LUX-Lung (LL) 3, 6 and 7．ASCO2017,2017, (Chi-
cago),[poster]

012　Park K, Ciardiello F, Hida T：Phase I/II study of S 

会 ,2017,( 岐阜 ),[ 一般演題 ]
055　岩屋博道，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥野のぞみ，

鳥山和浩，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，小畑雅寛，
田中宏樹，栗田裕介，安田宗司，田近正洋，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，丹羽康正，原　和生：
胆嚢神経内分泌癌の臨床病理学的特徴と治療方針の現
状．第 60 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会 ,2017,( 岐
阜 ),[ 一般演題 ]

056　田近正洋：消化管がんの内視鏡診断の進歩．胃内視鏡検
診に関する研修会 ,2017,( 日進市 ), [ 講演 ]

057　栗田裕介，田中　努，石原　誠，肱岡　範，丹羽康正：
病診連携による新予約システムを活用した二次検診内
視鏡の取り組み．第 47 回がん検診学会東海北陸地方
会 ,2017,( 富山 ),[ 口演 ]

058　田近正洋：当院における cStage I 食道癌の治療成績～内
視鏡治療から化学放射線治療まで．第 125 回東海食道疾
患症例研究会 ,2018, ( 名古屋 ),[ 講演 ]

059　田近正洋，田中　努，丹羽康正：遺伝性大腸疾患の最新
の知見 家族性大腸腺腫症における下部消化管術後サーベ
イランスの検討．第 14 回日本消化管学会総会 ,2018,( 東
京 ),[ ワークショップ ]

060　石原　誠，田近正洋，田中　努，丹羽康正：早期胃管癌
に対する内視鏡治療成績．第 90 回胃癌学会総会 ,2018,( 横
浜 ),[ ポスター ]

呼吸器内科部

001　Ono A, Takahashi T, Niho S, Yoshida T, Akimoto T, Sakamaki 

K, Seto T, Nishio M, Yamamoto N, Hida T, Okamoto H, Kura-

ta T, Satouchi M, Goto K, Yamanaka T, Ohe Y：Safety Data 
from Randomized Phase II Study of CDDP+S-1 vs CD-
DP+PEM, Combined with TRT for Locally Advanced 
Non-Squamous NSCLC．IASLC 18TH World conference 
on lung cancer, 2017,(Yokohama),[poster]

002　Ahn MJ, Han JY, Tsai CM, Delmonte A, Hsia TC, Laskin 

J, Kim SW, He Y, Hida T, Maemondo M, Kato T, Jenkins 

S, Markovets A, Thress KS, Mok T：Detection of EGFR 
mutations from plasma ctDNA in the osimertinib Phase 
III trial (AURA3): comparison of three plasma assays．
IASLC 18TH World conference on lung cancer,2017, (Yo-
kohama),[Oral]

003　Goto Y, Okada M, Kijima T, Aoe K, Kato T, Fujimoto N, 

Nanangawa K, Takeda Y, Hida T, Kanai K, Imamura F,  Oi-

zumi S, Takahashi T, Takenoyama M, Tanaka H, Ohe Y：A 
Phase II Study of Nivolumab: A multicenter, open-label, 
single arm study in Malignant Pleural Mesothelioma 
(MPM); MERIT．IASLC 18TH World conference on lung 
cancer, 2017,(Yokohama),[oral]

004　Horinouchi H, Maemondo M, Hida T, Takeda M, Hotta K, 

Hirai F, Kim YH, Matsumoto S, Mitsudomi T, Seto T, Moi-

zumi S, Tokushige K, Hatano B, Nishio M：Phase 2 study 



─ 86 ─

毛癌の一例．第 57 回日本呼吸器学会 ,2017,( 東京 ),[ ポス
ター ]

022　中尾心人，村松秀樹，鈴木悠斗，香川友祐，黒川良太，
佐藤英文，古閑　寛，亀井克彦：Cryptococcus Gattii 感
染症 - 自験例と国内報告例の検討 -．第 57 回日本呼吸器
学会 ,2017, ( 東京 ),[ ポスター ]

023　渡邊俊和，後藤康洋，岡村拓哉，峯澤智之，森川紗也子，
丹羽義和，堀口智也，後藤祐介，相馬智英，赤尾　謙，
山口哲平，磯谷澄都，中西　亨，今泉和良：血性胸水で
発症し胸腔鏡にて診断した異所性子宮内膜症の 1 例．第
40 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 ,2017,( 長崎 ),[ ポス
ター ]

024　堀口智也，峯澤智之，岡村拓哉，森川紗也子，丹羽義和，
相馬智英，赤尾　謙，渡邊俊和，後藤祐介，山口哲平，
後藤康洋，磯谷澄都，中西　亨，今泉和良：末梢肺 GGN
病変に対する EBUS-TBB 診断．第 40 回日本呼吸器内視
鏡学会学術集会 ,2017,( 長崎 ),[ オーラルセッション ]

025　森川紗也子，岡村拓哉，峯澤智之，山口哲平，丹羽義和，
堀口智也，後藤祐介，相馬智英，赤尾謙，渡邊俊和，後
藤康洋，磯谷澄都，中西　亨，今泉和良：nivolumab に
よる間質性肺炎の気管支肺胞洗浄所見．第 40 回日本呼吸
器内視鏡学会学術集会 ,2017,( 長崎 ),[ ワークショップ ]

026　丹羽義和，磯谷澄都，峯澤智之，岡村拓哉，森川紗也
子，相馬智英，渡邊俊和，赤尾　謙，前田真吾，井上敬
浩，堀口智也，後藤祐介，山口哲平，魚津桜子，後藤康
洋，中西　亨，今泉和良：当院での気管支サーモプラス
ティー施行症例の検討．第 40 回日本呼吸器内視鏡学会学
術集会 ,2017,( 長崎 ),[ ビデオワークショップ ]

027　後藤祐介，山口哲平，森川紗也子，峯澤智之，今泉和良：
ガイドシース併用気管支腔内超音波断層法 (EBUS-GS) に
おける気胸発症のリスク因子に関する検討．第 40 回日
本呼吸器内視鏡学会学術集会 ,2017,( 長崎 ),[ オーラルセッ
ション ]

028　今泉和良，岡村拓哉，峯澤智之，森川紗也子，丹羽義和，
堀口智也，後藤祐介，相馬智英，赤尾　謙，渡邊俊和，
山口哲平，後藤康洋，磯谷澄都，中西　亨：プローブ型
共焦点レーザー顕微鏡下肺胞マクロファージのリアルタ
イム観察による間質性肺炎の鑑別診断．第 40 回日本呼吸
器内視鏡学会学術集会 ,2017,( 長崎 ),[ オーラルセッション ]

029　樋田豊明：EGFR 変異陽性肺癌患者に対する gefitinib と
pemetrexed 併用療法の比較第 II 相試験 : Translational 
research．第 58 回日本肺癌学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ ア
ンコールセッション ]

030　大矢由子，吉田達哉，黒田浩章，清水淳市，堀尾芳嗣，
樋田豊明，坂尾幸則，谷田部　恭：セリチニブ治療後に
増悪を認めた ALK 融合遺伝子陽性非小細胞肺癌におけ
るアレクチニブの治療効果．第 58 回日本肺癌学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

031　大矢由子，吉田達哉，古田裕美，山口哲平，渡辺尚宏，
清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，坂尾幸則，谷田部　恭：
Nivolumab 治 療 に よ る Hyperprigression disease の 予
測因子の検討．第 58 回日本肺癌学会学術集会 ,2017,( 横

49076, a MET/AXL/FGFR inhibitor, in combination 
with gefitinib in EGFR-mutated NSCLC patients who 
Progress on EGFR tyrosine kinase inhibitor therapy.AS-
CO2017,2017,(Chicago),[poster]

013　Velcheti V, Hida T, Reckamp KL, Yang JC, Nokihara H, 

Sachdev P, Feit K, Kubota T, Nakada T, Dutcus CE, Ren M, 

Tamura T：Phase 2 Study of Lenvatinib in Patients With 
RET Fusion–Positive Adenocarcinoma of the Lung．EC-
CO2017,(Amsterdam),[oral]

014　後藤祐介，山口哲平，森川紗也子，魚津桜子，林　正道 ,
後藤康洋，磯谷澄都，中西　亨，今泉和良：在宅酸素療
法導入下に化学療法が行われた肺癌症例に関する後方視
的検討．第 57 回日本呼吸器学会 , 2017,( 東京 ),[ ポスター ]

015　山口哲平，後藤祐介，魚津桜子，後藤康洋，磯谷澄都 ,
林正道，中西　亨，今泉和良，堀口高彦，岡澤光芝：ペ
メトレキセドによる維持療法時の腎機能障害に関する後
方視的解析．第 57 回日本呼吸器学会 , 2017,( 東京 ),[ ポス
ター ]

016　後藤康洋，渡邊俊和，前田真吾，井上敬浩，相馬智英 ,
赤尾　謙，堀口智也，後藤祐介，丹羽義和，森川紗也子 ,
峯澤智之，榊原洋介，武山知子，山口哲平，岡村拓哉 ,
魚津桜子，三重野ゆうき，林　正道，磯谷澄都，中西　亨 ,
今泉和良：Erlotinib + bevacizumab 併用療法が奏効した
EGFR 遺伝子変異陽性癌性髄膜症の 2 例の検討．第 57 回
日本呼吸器学会 ,2017,( 東京 ),[ ポスター ]

017　堀口智也，山口哲平，後藤康洋，岡村拓哉，峯澤智之 ,
森川紗也子，丹羽義和，後藤祐介，武山知子，魚津桜子，
三重野ゆうき，林　正道，磯谷澄都，中西　亨，今泉和
良：線維化嚢胞病変から発生する肺癌の初期画像の検討．
第 57 回日本呼吸器学会 ,2017,( 東京 ),[ ポスター ]

018　磯谷澄都，前田真吾，井上敬浩，相馬智英，渡邊俊和，
赤尾　謙，堀口智也，後藤祐介，丹羽義和，森川紗也子，
峯澤智之，榊原洋介，武山知子，山口哲平，岡村拓哉，
魚津桜子，三重野ゆうき，後藤康洋，林　正道，中西　亨，
今泉和良：セレコキシブ内服試験で NSAIDs による誘発
症状が認められたアスピリン喘息の 2 例．第 57 回日本呼
吸器学会 ,2017,( 東京 ),[ ポスター ]

019　峯澤智之，森川紗也子，岡村拓哉，後藤康洋，山口哲平，
丹羽義和，後藤祐介，堀口智也，武山知子，榊原洋介，
魚津桜子，三重野ゆうき，林　正道，磯谷澄都，中西　亨，
今泉和良：EBUS-TBNA によるサルコイドーシスリンパ
節のリンパ球動態解析．第 57 回日本呼吸器学会 ,2017,( 東
京 ),[ ポスター ]

020　森川紗也子，山口哲平，岡村拓哉，魚津桜子，後藤康洋，
林　正道，磯谷澄都，中西　亨，今泉和良：非小細胞肺
癌患者における Nivolumab 治療後の抗がん剤治療反応性
に関する検討．第 57 回日本呼吸器学会 ,2017,( 東京 ),[ ポ
スター ]

021　魚津桜子，堀口智也，後藤祐介，丹羽義和，森川紗也子，
峯澤智之，山口哲平，武山知子，榊原洋介，岡村拓哉，
三重野ゆうき，後藤康洋，林　正道，磯谷澄都，中西　亨，
今泉和良：肺内の単発性腫瘤として発見された肺原発絨
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Kobayashi Y, Tauchi T, Okamoto S, Miyamura K, Hatake K, 

Iwasaki H, Matsumura I, Usui N, Naoe T, Farin H, Ohyashi-

ki K：Phase 1/2 Study of Ponatinib in Japanese Patients 
With Ph+ Leukemia: 3-Year Follow-up Results. 第 79 回
日本血液学会学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

002　Ishikawa Y, Kiyoi H, Suzuki R, Kawaguchi T, Takahashi N, 

Yamamoto K, Ohnishi K, Kizaki M, Naoe T, Matsumura I：
Interim analysis of the New TARGET Observational 
Study 1, a prospective observational study for newly 
diagnosed CML in Japan．第 79 回日本血液学会学術集
会 ,2017,( 東京 ),[ 口演］

003　Fukuhara N, Hatake K, Yamamoto K, Kusumoto S, Izutsu K, 

Choi I, Nagai H, Kobayashi Y, Shintani M, Saeki J, Roberts A, 

Maciag P, Agarwal S, Salem A, Freise K, Kiriyama T, Tobinai 

K：Phase I Study of Venetoclax (VEN) in Japanese (JPN) 
Patients (Pts) With Hematologic Malignancies．第 79 回
日本血液学会学術集会 ,2017,( 東京都 ),[ 口演］

004　Iida S, Wakabayashi M, Tsukasaki K, Miyamoto K, 

Maruyama D, Yamamoto K, Takatsuka Y, Kusumoto S, Kuro-

da J, Ando K, Kikukawa Y, Masaki Y, Kobayashi M, Hana-

mura I, Asai H, Nagai H, Shimada K, Tsukamoto N, Inoue 

Y, Tobinai K：Randomized phase II study of Bor/Dex 
vs Thal/Dex for relapsed/refractory multiple myeloma 
(JCOG0904)．第 79 回日本血液学会学術集会 ,2017,( 東京
都 ),[ 口演］

005　Yamamoto K, Hatake K, Fukuhara N, Kusumoto S, Nagai 

H, Kobayashi Y, Kakihara T, Shintani M, Roberts A, Maciag 

P, Agarwal S, Salem A, Freise K, Kiriyama T, Tobinai K：
A Phase 1 study evaluating the safety and pharmaco-
kinetics (PK) of venetoclax (VEN) in Japanese patients 
(PTS) with non-Hodgkin lymphoma (NHL) and multiple 
myeloma (MM). Abstract:E1139(e-poster) 22nd Congress 
of European Hematology Association (EHA),2017,(Madrid, 
Spain),[ ポスター］

006　Kagami Y, Yamamoto K, Shibata T, Tobinai K, Imaizumi Y, 

Uchida T, Shimada K, Minauchi K, Fukuhara N, Kobayashi 

H, Yamauchi N, Tsujimura H, Hangaishi A, Tominaga R, 

Suehiro T, Yoshida S, Inoue Y, Suzuki S, Tokuhira M, Nagai H, 

Kusumoto S, Kuroda J, Yakushijin Y, Takamatsu Y, Kubota Y, 

Nosaka K, Morishima S, Nakamura S, Maruyama D, Hotta T, 

Morishima Y, Tsukasaki K：Randomized Phase II Study of 
R-CHOP-14 Versus R-CHOP-14 Followed by CHASER as 
Induction Therapy for High-dose Chemotherapy (HDT), 
LEED, and Autologous Stem-cell Transplantation (ASCT) 
in Poor-risk Diffuse Large B-cell Lymphoma (DLBCL): 
Japan Clinical Oncology Group (JCOG) Study (JCOG0908). 
(Poster Session #4127). 59th ASH (American Society of 
Hematology) Annual Meeting & Exposition,2017,(Atlanta, 
GA, U.S.A. ),[ ポスター］

007　Kato H, Tange N, Iriyama C, Kojima Y, Taji H, Kinoshita T, 

Yatabe Y, Nakamura S, Yamamoto K：Evaluation of Tumor 
Burden for Predicting Survival in Patients with Follicu-

浜 ),[ 口演 ]
032　古田裕美，清水淳市，香川友祐，山口哲平，渡辺尚宏，

上剛　大，堀尾芳嗣，坂尾幸則，谷田部恭，樋田豊明：
高齢者 (75 歳以上 ) における Osimertinib の有効性と安全
性の検討 - 前治療 EGFR-TKI と比較して -．第 58 回日本
肺癌学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

034　田中　薫，樋田豊明，吉岡弘鎮，鈴川和己，江夏総太郎，
中村　隆，田村友秀，中川和彦：既治療進行・再発非小
細胞肺癌に対するラムシルマブとドセタキセル併用投
与 : 奏効までの期間の解析．第 58 回日本肺癌学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

035　久保寿夫，樋田豊明，奥田千幸，里内美弥子，池田徳彦，
軒原　浩，堀池　篤，瀬戸貴司：治療歴を有する NSCLC
患者に対する atezolizumab の第 3 相臨床試験 (OAK) に
おける日本人部分集団解析．第 58 回日本肺癌学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

036　樋田豊明，平島智徳，里内美弥子，西尾誠人，加藤晃
史，酒井　洋，今村文生，木浦勝行，岡本　勇，笠原寿
郎，内田寛彦，光冨徹哉：前治療歴のある T790M 変異
陽性進行非小細胞肺癌患者における Osimertinib : 第 II
相 2 試験の結果．第 58 回日本肺癌学会学術集会 ,2017,( 横
浜 ),[ アンコールセッション ]

037　堀尾芳嗣，谷田部　恭，坂尾幸則，香川友祐，大矢由子，
古田裕美，上村剛大，山口哲平，渡辺尚宏，清水淳市，
小山　真，松井琢哉，杉田祐介，坂田省三，出嶋　仁，
有村隆明，水野鉄也，黒田浩章，坂倉範昭，樋田豊明：
肺癌手術例の遺伝子変異と CT 画像 : oncogenic driver 遺
伝子変異を読み取ることができるか ?．第 58 回日本肺癌
学会学術集会 , 2017,( 横浜 ),[ ワークショップ ]

038　鈴木悠斗，中尾心人，香川友祐，藤田浩平，黒川良太，
村松秀樹：胸水セルブロックにて EGFR 遺伝子 T790M
変異検索を行った症例の検討．第 58 回日本肺癌学会学術
集会 , 2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

039　中尾心人，香川友祐，鈴木悠斗，黒川良太，藤田浩平，
村松秀樹：非小細胞肺癌におけるニボルマブへの反応性
と好中球・リンパ球比および予後栄養指数の関係．第 58
回日本肺癌学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

040　福嶋敬子，舩田千秋，山口真澄，中山衣代，小川明伸，
仙波晴美，太田浩美，庄村和子，清水淳市，岡本泰岳： 
顔の見える関係の構築 愛知県クリニカルパス研究会活動
紹介．第 18 回日本クリニカルパス学会学術集会 ,2017,( 大
阪 ),[ ポスター ]

041　友岡　健，中尾心人，亀井誠二，鈴木悠斗，酒井祐輔，
荒川総介，香川友祐，黒川良太，佐藤英文，堀川よしみ，
村松秀樹：胸部異常陰影を契機に診断された原発性気管
支動脈蔓状血管腫の 1 例．第 66 回日本農村医学会学術総
会 ,2017,( 沖縄 ),[ 症例報告 ]

血液・細胞療法部

001　Kyo K, Tojo A, Kyo T, Yamamoto K, Nakamae H, Takahashi N, 
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005　Haddad RI, Seiwert TY, Chow LQM, Gupta S, Weiss J, Gluck 

I, Eder JP, Burtness B, Tahara M, Keam B, Kang H, Muro 

K, Albright A, Huang L, Ayers M, Mogg R, Cristescu R, 

Cheng JD, Mehra R：Genomic determinants of response 
to pembrolizumab in head and neck squamous cell car-
cinoma (HNSCC). ASCO,2017,(Chicago),[Clinical Science 
Symposium]

006　Narita Y, Sugiyama K, Mitani S, Honda K, Masuishi T, Tan-

iguchi H, Kadowaki S, Ura T, Ando M, Tajika M, Muro K：
Peritoneum metastasis (PM) as a prognostic factor in 
metastatic gastric cancer (MGC) treated with anti-PD-1/
PD-L1 monotherapy. ASCO,2017,(Chicago),[Poster Ses-
sion]

007　Nakashima Y, Kojima T, Hara H, Kato K, Kajiwara T, Hiron-

aka S, Nakatsumi H, Kato T, Moriwaki T, Naruge D, Esaki 

T, Izawa N, Kadowaki S, Tamura T, Miki I, Sudo T, Nomura 

S, Shitara K, Ohtsu A, Yoshino T：The Nationwide Cancer 
Genome Screening Project in Japan, SCRUM-Japan GI-
screen: Efficient identification of cancer genome alter-
ations in advanced esophageal cancer. ASCO,2017,(Chi-
cago),[Poster Session]

008　Kadowaki S, Shitara K, Yuki S, Hironaka S, Kato T, Hara H, 

Kajiwara T, Izawa N, Iwasa S, Moriwaki T, Naruge D, Esaki T, 

Saeki H, Kudo T, Cho H, Tamura T, Ebi H, Nomura S, Ohtsu 

A, Yoshino T：The Nationwide Cancer Genome Screen-
ing Project in Japan SCRUM-Japan, GI-screen: Efficient 
identification of cancer genome alterations in advanced 
gastric cancer. ASCO,2017,(Chicago),[Poster Session]

009　Fukuoka S, Moriwaki T, Taniguchi H, Takashima A, Kume-

kawa Y, Kajiwara T, Yamazaki K, Esaki T, Makiyama A, Den-

da T, Hatachi Y, Suto T, Sugimoto N, Katsumata K, Ishikawa 

T, Kashiwada T, Oki E, Yuki S, Gosho M, Shimada Y：Rego-
rafenib (REG) versus trifluridine/tipiracil (TAS-102) as 
salvage-line in patients with metastatic colorectal cancer 
refractory to standard chemotherapies (REGOTAS): A 
propensity score analysis from a JSCCR multicenter ob-
servational study. ASCO,2017,(Chicago),[Poster Session]

010　Doi T, Iwata H, Tsurutani J, Takahashi S, Park H, Redfern 

CH, Shitara K, Shimizu C, Taniguchi H, Iwasa T, Taira 

S, Lockhart AC, Fisher JM, Jikoh T, Fujisaki Y, Lee CC, 

Yver A, Tamura K：Single agent activity of DS-8201a, 
a HER2-targeting antibody-drug conjugate, in heavily 
pretreated HER2 expressing solid tumors. ASCO,2017, 
(Chicago),[Clinical Science Symposium]

011　Daniel VC, Wainberg Z, Charles SF, Garrido M, Bang Y-J, 

Muro K, Savage M, Wang J, Koshiji M, Rita PD, Kang Y-K：
KEYNOTE-059 cohort 3: safety and efficacy of pembroli-
zumab monotherapy for first-line treatment of patients 
(pts) with PD-L1-positive advanced gastric/gastroesoph-
ageal (G/GEJ) cancer. 2017,ESMO-GI,( バルセロナ ),[Late 
Breaking Abstracts]

012　Kajiwara T, Nishina T, Taniguchi H, Muro K, Akagi K, Hara 

lar Lymphoma Receiving First-Line R-CHOP Treatment: 
Comparison of Different Definition of GELF Criteria. 
(Poster Session #4063). 59th ASH (American Society of 
Hematology) Annual Meeting & Exposition,2017,(Atlanta, 
GA, U.S.A),[ ポスター］

008　丹下直幸，加藤春美，入山智沙子，田地浩史，谷田部　恭， 
中村栄男，木下朝博，山本一仁：濾胞性リンパ腫におけ
る腫瘍量と予後の関連（Evaluation of tumor burden for 
predicting clinical outcomes in follicular lymphoma）. 第
15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演］

009　加藤春美，小島勇貴，入山智沙子，齋藤統子，田地浩
史，谷田部　恭，中村栄男，木下朝博，山本一仁：Eval-
uation of the CNS risk model in patients with DLBCL 
receiving R-CHOP based chemotherapy（CNS リスクモ
デルを用いた DLBCL の CNS 再発評価）. 第 79 回日本血
液学会学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

010　加藤春美，古平　毅，入山智沙子，小島勇貴，田地浩史，
木下朝博，山本一仁：施設搬入後の同種臍帯血保存温
度に関する検討（Evaluation of cord blood storage tem-
peratures for the immediate future use）. 第 40 回 日本
造血細胞移植学会総会 ,2018,( 札幌 ),[ ポスター ]

薬物療法部

001　Kadowaki S, Shitara K, Sakai D, Nishina T, Yoshikawa R, 

Piao Y, Ozeki A, Inoue K, Muro K：Phase 1b study of 
ramucirumab (RAM) in combination with fluoropyrim-
idine and platinum-based agents in Japanese patients 
(pts) with metastatic gastric/gastroesophageal junction 
adenocarcinoma (mGC). AACR,2017,(Washington DC),[ 
Poster]

002　Kato K, Doi T, Kojima T, Hara H, Takahashi S, Muro K, 

Nishina T, Wakabayashi M, Nomura S, Sato A, Ohtsu：A 
Phase II study of BKM120 in patients with advanced 
esophageal squamous cell carcinoma (EPOC1303). AS-
CO,2017,(Chicago),[oster Session]

003　Bang YJ, Muro K, Fuchs CS, Golan T, Geva R, Hara H, 

Ibrahim S Borg JC, Doi T, Wainberg ZA, Wang J, Koshiji M, 

Dalal RP, Chung HC：KEYNOTE-059 cohort 2: Safety 
and efficacy of pembrolizumab (pembro) plus 5-fluoro-
uracil (5-FU) and cisplatin for first-line (1L) treatment of 
advanced gastric cancer. ASCO,2017,(Chicago),[Poster 
Discussion Session]

004　Fuchs CS, Doi T, Jang RWJ, Muro K, Satoh T, Machado M, 

Sun W, Jalal SI, Shah MA, Metges JP, Garrido M, Golan T, 

Mandala M, Wainberg ZA, Catenacci DV.T, Bang YJ, Wang 

J, Koshiji M, Dalal RP, Yoon HH：KEYNOTE-059 cohort 
1: Efficacy and safety of pembrolizumab (pembro) mono-
therapy in patients with previously treated advanced 
gastric cancer. ASCO, (4003), Chicago,2017,(Chicago),[Oral 
Abstract Session]
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021　Yuki S, Kato T, Taniguchi H, Hamaguchi T, Akagi K, Den-

da T, Mizukami T, Oki E, Yamada T, Shiozawa M, Kudo T, 

Tamura T, Esaki T, Naruge D, Kajiwara T, Nomura S, Fujii 

S, Shitara K, Ohtsu A, Yoshino T：The Nationwide Can-
cer Genome Screening Project in Japan, SCRUM-Japan 
GI-SCREEN:Efficient Identification of Cancer Genome 
Alterations in Advanced Colorectal Cancer. ES-
MO,2017,(Madrid),[poster]

022　Bando H, Kato T, Yoshino T, Muro K, Yamazaki K, Yama-

guchi T, Oki E, Iwamoto S, Tsuj A, Nakayama G, Emi Y, 

Touyama T, Nakamura M, Kotaka M, Kagawa Y, Taniguchi 

H, Sakisaka H, Yamanaka T, Kanazawa A：Primary Effica-
cy Results and Clinical Impact of UGT1A1 genotype on 
Safety from a Phase II Study of FOLFOXIRI plus beva-
cizumab in Patients with Metastatic Colorectal Cancer: 
The QUATTRO Study. ESMO,2017,(Madrid),[poster]

023　Tamura T, Sakai D, Sugimoto N, Tokunaga S, Tsuji A, Ishida 

H, Otsu S, Moriwaki T, Satake H, Uchino K, Matsumoto S, 

Baba E, Sato M, Taniguchi H, Kishimoto J, Boku N, Hyodo I, 

Muro K：Predictive value of primary tumor location: Re-
sults from randomized phase II study of panitumumab 
+ irinotecan versus cetuximab + irinotecan in patients 
with KRAS exon2 wild-type metastatic colorectal cancer 
(WJOG6510G) . ESMO,2017,(Madrid),[poster]

024　Nakamura Y, Okamoto W, Sawada K, Komatsu Y, Kato K, 

Taniguchi H, Kato T, Nishina T, Esaki T ,Nomura H, Fuku-

tani M, Fukui M, Hasegawa H, Yonemura M, Fuse N, Sato 

A, Fujii S, Ohtsu A, Yoshino T：TRIUMPH Study: A mul-
ticenter phase II study to evaluate efficacy and safety of 
combination therapy with trastuzumab and pertuzumab 
in patients with HER2-positive metastatic colorectal can-
cer (EPOC1602) . ESMO,2017,(Madrid),[poster] 

025　Muro K：The Latest Evidence and Clinical Potential of 
Immune Checkpoint Inhibitors for Gastric/gastroesoph-
ageal Junction (GEJ) Adenocarcinoma. Taiwan Digestive 
Disease Week(TDDW),2017,(Special Session),[Taiwan]

026　Muro K：Chemotherapy and immunotherapy for meta-
static colorectal cancer. JSGE・JGES・JSH・JSGS(JD-
DW),2017,( 福岡 ),[International Session]

027　Masuishi T：Alternate-day versus daily administration of 
S-1 plus oral leucovorin with bevacizumab for refractory 
metastatic colorectal cancer: A comparison of two pro-
spective studies. 5th International Conference of Federa-
tion of Asian Clinical Oncology (FACO),2017,(Seoul),[Oral]

028　Muro K：Recent progress of systemic chemotherapy for 
metastatic colorectal cancer. JASTRO,2017,( 大 阪 ),[Spe-
cial Program]

029　Muro K, Calvo E, Maglinte G, Rider A, Contente M, Middle-

ton C, Clarke B, Rha S：Real-World Productivity, Health-
care Resource Utilization (HRU), and Quality of Life 
(QOL) in Patients with Advanced Gastric Cancer (GC) in 
Korea and Japan. ESMO Asia,2017,(Singapore),[poster]

H, Denda T, Hironaka S, Kudo T, Satoh T, Okamoto W, Yoshi-

no T：A clinical validation study of RASKET-B: A mul-
tiple detection kit for RAS and BRAF gene mutations in 
colorectal cancer. 2017,ESMO-GI,( バルセロナ ),[Poster]

013　Kato T, Yoshino T, Muro K, Yamazaki K, Yamaguchi T, Oki 

E, Iwamoto S, Tsuji A, Nakayama G, Emi Y, Touyama T, 

Nakamura M, Kotaka M, Bando H, Kagawa Y, Taniguchi H, 

Yamanaka T, Kanazawa A：A phase II study of FOLFOX-
IRI with bevacizumab in untreated metastatic colorectal 
cancer patients: A UGT1A1 genotype and safety results 
(QUATTRO study). ESMO-GI,2017,( バルセロナ ),[Poster 
Discussion]

014　Satake H, Kito Y, Taniguchi H, Horie Y, Yamada T, Esaki 

T, Denda T, Mori K, Yamazaki K：Dose finding phase Ib 
study of FOLFOXIRI plus ramucirumab as first-line 
therapy for patients with metastatic colorectal cancer: 
The initial safety analysis. ESMO-GI, 2017,( バ ル セ ロ
ナ ),[Poster Discussion]

015　Taniguchi H, Kito Y, Satake H, Horie Y, Yamada T, Esaki T 

, Denda T , Mori K, Yamazaki K：Safety analysis of phase 
Ib study of FOLFOXIRI plus ramucirumab as first-line 
therapy for patients with metastatic colorectal cancer. 
ESMO,2017,(Madrid),[poster]

016　Narita Y, Sasaki E, Yatabe Y, Kato K, Okano H, Mitani S, 

Honda K, Masuishi T, Taniguchi H, Kadowaki S, Ura T, 

Ando M, Tajika M, Ito S, Muro K：PD-L1 immunohisto-
chemistry (IHC) by three different assays and molecular 
profiling in tissue microarray (TMA) of gastric cancer . 
ESMO,2017,(Madrid),[poster]

017　Mitani S, Taniguchi H, Honda K, Masuishi T, Narita Y, 

Kadowaki S, Ura T, Ando M, Tajika M, Muro K：Analysis 
of efficacy and prognostic factors in second-line chemo-
therapy for BRAF V600E mutant metastatic colorectal 
cancer. ESMO,2017,(Madrid),[poster]

018　Mitani S, Oze I, Kadowaki S, Masuishi T, Narita Y, Taniguchi 

H, Ura T, Ando M, Tajika M, Makita C, Kodaira T, Uemura 

N, Abe T, Muro K：Risk of second malignancies after de-
finitive therapy for esophageal cancer a competing risk 
analysis . ESMO,2017,(Madrid),[poster]

019　Kitagawa Y, Doki Y, Kato K, Ura T, Kojima T, Tsushima T, 

Hironaka S, Hara H, Kudo T, Iwasa S, Muro K, Hamamoto 

Y, Yasui H, Minashi K, Yamaguchi K, Ohtsu A：Two year 
survival and safety update for esophageal squamous cell 
carcinoma treated with nivolumab (ATTRACTION-01/
ONO-4538-07) . ESMO,2017,(Madrid),[poster]

020　Tabernero J, Hozak RR, Yoshino T, Cohn A. L., Obermannova 

R , Bodoky G, Garcia-CR, Ciuleanu T, Portnoy D. C, Muro K, 

Ouyang H, Melemed S, Ferry D, Nasroulah F, Cutsem EV：
Analysis of Angiogenesis Biomarkers for Ramucirumab 
(RAM) Efficacy in Patients with Metastatic Colorectal 
Cancer (mCRC) from RAISE, a Global, Randomized, Dou-
ble-Blind, Phase 3 Study. ESMO,2017,(Madrid),[poster]
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CO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]
039　Hasegawa H, Mitani S, Wakatsuki T, Hara H, Hirao M, Taka-

hari D, Chin K, Kadowaki S, Muro K：Systemic chemo-
therapy for gastric cancer with early recurrence after 
adjuvant S-1 monotherapy: A multicenter retrospective 
study. ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

040　Yoshino T, Obermannova R, Bodoky G, Prausová J, Car-

bonero RG, Ciuleanu T-E, Alfonso PG, Portnoy DC, Cohn 

AL, Cutsem EV, Yamazaki K, Clingan P, Muro K, Kim TW, 

Wijayawardana SR, Hozak R, Nasroulah F, Tabernero J：
Are BRAF mutated metastatic colorectal cancer(mCRC) 
tumors more responsive to VEGFR-2 blockage? Analysis 
of patient outcomes by RAS/RAF mutation status in the 
RAISE study—A global, randomized, double-blind, phase 
III study. ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

041　Nishina T, Taniguchi H, Sakai D, Kawakami H, Sugimoto N, 

Hara H, Esaki T, Denda T, Makiyama A, Tsuda M, Okuda H, 

Izawa N, Hosokawa A, Yamazaki K, Tokunaga S, Moriwaki 

T, Tsuji A, Koh Y, Kishimoto J, Muro K：Analysis of RAS/
BRAF mutations in a randomized phase II WJOG6510G 
study of panitumumab plus irinotecan versus cetuximab 
plus irinotecan in chemorefractory metastatic colorectal 
cancer. ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

042　Yamamoto Y, Okamoto W, Makiyama A, Shitara K, Denda T, 

Ogura T, Nakano Y, Nishina T, Komoda M, Hara H, Ozaki 

Y, Kawakami H, Boku N, Hyodo I, Yamazaki K, Hirona-

ka S, Sakai K, Yamanaka T, Muro K, Nishio K：Plasma 
ICAM-1(pICAM-1) and plasma IL-8(pIL-8) level as bio-
marker of metastatic colorectal cancer patients(mCRC) 
treated with mFOLFOX6/XELOX plus bevacizum-
ab(BV) (WJOG7612GTR). ASCO-GI,2018,(San Francis-
co),[Poster]

043　Okamoto W, Makiyama A, Yamamoto Y, Shitara K, Denda 

T, Izawa N, Nakano Y, Nishina T, Esaki T, Hara H, Ozaki 

Y, Okuda H, Boku N, Hyodo I, Yamazaki K, Hironaka S, 

Sakai K, Yamanaka T, Muro K, Nishio K：Plasma VEGF-
A(pVEGF-A) level in efficacy analysis of metastatic 
colorectal cancer patients(mCRC) treated with mFOLF-
OX6/XELOX plus bevacizumab(BV) (WJOG7612GTR). 
ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

044　Muro K, Fuchs CS, Jang RW-J, Satoh T, Machado M, Sun W, 

Jalal SI, Shah MA, Metges J-P, Garrido M, Golan T, Manda-

la M, Wainberg ZA, Catenacci DV.T, Bang Y-J, Lin J, Lu J, 

Yoon HH, Doi T：KEYNOTE-059 cohort 1:Pembrolizum-
ab(Pembro) monotherapy in previously treated advanced 
gastric or gastroesophageal junction(G/GEJ) cancer in 
patients(Pts) with PD-L1+tumor Asian subgroup analy-
sis. ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

045　Uetake H, Emi Y, Yamanaka T, Muro K, Oki E, Takahashi T, 

Nagasaka T, Hatano E, Ojima H, Manaka D, Kusumoto T, 

Katayose Y, Fujiwara T, Yoshida K, Unno M, Hyodo I, Tomita 

N, Sugihara K, Maehara Y：A randomized phase II study 

030　Okamoto W, Muro K, Taniguchi H, Akagi K, Hara H, Nishina 

T, Kajiwara T, Denda T, Hironaka S, Kudo T, Satoh T, Yoshi-

no T：A clinical validation study of RASKET-B: A mul-
tiple detection kit for RAS and BRAF gene mutations in 
colorectal cancer. ESMO Asia,2017,(Singapore),[poster]

031　Rha S, Calvo E, Contente M, Rider A, Maglinte G, Clarke B, 

Muro K：Real-World Advanced Gastric Cancer Treat-
ment Patterns in Western and Asian Countries. ESMO 
Asia,2017,(Singapore),[poster]

032　Yamada T, Kito Y, Satake H, Taniguchi H, Horie Y, Esaki T, 

Denda T, Mori K, Yamazaki K：Update analysis of phase 
Ib study of FOLFOXIRI plus ramucirumab as first-line 
therapy for patients with metastatic colorectal cancer. 
ESMO Asia,2017,(Singapore),[poster]

033　Kim T, Park Y, Muro K, Xu R, Han S, Yamazaki K, Wang W, 

Ahn J, Uetake H, Deng Y, Cho S, Matsumoto H, Ba Y, Lee 

K, Nishina T, Zhang T, Iwasa S, Morita S, Sakamoto J：
Randomized, non-inferiority, phase III trial of second-line 
chemotherapy for metastatic colorectal cancer (mCRC), 
comparing the efficacy and safety of XELIRI + beva-
cizumab versus FOLFIRI + bevacizumab (AXEPT) . 
ESMO Asia,2017,(Singapore),[poster]

034　Kang Y-K, Doi T, Kondo S, Chung H-C, Muro K, Helwig C, 

Watanabe M, Bang Y-J：M7824(MSB0011359C), a bifunc-
tional fusion protein targeting PD-L1 and TGF- β , in 
Asianpatients with pretreated recurrent or refractory 
gastric cancer: Preliminary results from a phase I trial. 
ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

035　Iwasa S, Shitara K, Takahashi S, Park H, Kadowaki S, Modi 

S, Nonagase Y, Tamura K, Yamaguchi K, Muro K, Tsurutani 

J, Shahidi J, Lee CC, Sugihara M, Kawaguchi Y, Doi T：
Updated results of phase 1 study of DS-8201a in subjects 
with HER2-expressing gastric cancer. ASCO-GI,2018,(San 
Francisco),[Poster]

036　Arai H, Iwasa S, Boku N, Kawahira M, Yasui H, Masuishi 

T, Muro K, Hironaka S, Fukuda N, Takahari D, Nakajima 

T：Fluoropyrimidine(F) alone versus F plus plati-
num(P) as first-line chemotherapy in patients(pts) with 
advanced gastric cancer(AGC) and severe peritoneal 
metastasis(SPM):Amulticenter observational study. AS-
CO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

037　Fukuda N, Kawai S, Omae K, Mitani S, Wakatsuki T, Kato 

K, Kadowaki S, Takahari D, Boku N, Muro K, Machida N：
Retrospective observational study of salvage line ra-
mucirumab monotherapy(RAM) for patients(pts) with 
unresectable advanced gastric cancer(AGC) which 
was refractory to fluoropyrimidine and taxanes. AS-
CO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

038　Kato K, Narita Y, Mitani S, Honda K, Masuishi T, Taniguchi 

H, Kadowaki S, Ura T, Ando M, Tajika M, Muro K：Effica-
cy of cytotoxic agents after progression of anti-PD-(L)1 
antibody for pretreated metastatic gastric cancer. AS-
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会 ,2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]
053　室　圭（司会）：進行胃癌治療の最前線 . 第 103 回日本消

化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]
054　室　圭（演者）：伝えたい，胃癌薬物療法の今 . 第 103 回

日本消化器病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ ランチョンセミナー ]
055　室　圭（演者）：大腸癌の薬物療法 . 第 103 回日本消化器

病学会総会 ,2017,( 東京 ),[ ポストグラデュエイトコース ]
056　室　圭（演者）：胃癌・大腸癌薬物療法におけるエビデン

スとプラクティス . 第 54 回九州外科学会 ,2017,( 熊本 ),[ ラ
ンチョンセミナー ]

057　室　圭（ディスカッサー）： Cancer board. 第 71 回日本
食道学会学術集会 ,2017,( 軽井沢 ),[ 特別企画 ]

058　野村基雄 , 門脇重憲 , 牧田智誉子 , 谷口浩也 , 宇良　敬 , 
安藤正志 , 富田夏夫 , 立花弘之 , 古平毅 , 室　圭：臨床病
期 IB-IV 食道癌に対する根治的 PCF-RT 療法の第 I 相試
験 . 第 71 回日本食道学会学術集会 ,2017,( 軽井沢 ),[ ポス
ター ]

059　植村則久，安部哲也，川上次郎，細井敬泰，室　圭，宇
良　敬，丹羽康正，田近正洋，古平　毅，牧田智誉子：
当院におけるサルベージ手術の成績と問題点 . 第 71 回日
本食道学会学術集会 , ポスター , 軽井沢 ,2017,( 軽井沢 ),[ ポ
スター ]

060　室　圭（座長・演者）：切除不能進行・再発大腸癌二
次治療における新たな治療戦略 . 第 87 回大腸癌研究
会 ,2017,( 三重 ),[ ランチョンセミナー ]

061　室　圭（演者）：均てん化のツールとしてのガイドライ
ンの役割 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神
戸 ),[ 会長特別企画 ]

062　室　圭（演者）：WJOG における大腸がん化学療法の
臨床試験 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神
戸 ),[ シンポジウム ]

063　室　圭（演者）：切除不能進行・再発胃癌におけるペムブ
ロリズマブの臨床試験成績 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学
術集会 ,2017,( 神戸 ),[ シンポジウム ]

064　室　圭（演者）：大腸癌研究会編大腸癌治療ガイドライン
2016 年改訂版の解説と今後の展開 . 第 15 回日本臨床腫
瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ESMO/JSMO 合同シンポジ
ウム ]

065　室　圭（司会）：腫瘍内科医が学ぶ胃癌周術期補助化学療
法 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ メ
ディカルセミナー ]

066　室　圭（司会）：進行再発大腸癌に対する 2 次化学療法
－新規 VEGF 阻害剤ザルトラップの有効性と安全性－ . 
第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ モーニ
ングセミナー ]

067　室　圭（司会）：全国規模のがんゲノムスクリーニングに
基づく , がん Precision Medicine 実現に向けた取り組み . 
第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ イブニ
ングセミナー ]

068　安藤正志（司会）：抗がん剤を巡る保険医療制度～現状
と展望～ . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神
戸 ),[ シンポジウム ]

of mFOLFOX6 plus bevacizumab versus mFOLFOX6 
plus cetuximab for previously untreated, liver-limited 
metastatic colorectal cancer that is unsuitable for resec-
tion(ATOM trial). ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

046　Taniguchi H, Yamanaka T, Sakai D, Yamazaki K, Muro K, 

Peeters M, Price TJ：Panitumumab versus cetuximab 
in patients with wild-type KRAS exon 2 metastatic col-
orectal cancer who received prior bevacizumab therapy: 
A combined analysis of individual patient data from 
ASPECCT and WJOG6510G. ASCO-GI,2018,(San Francis-
co),[Poster]

047　Kawakami T, Masuishi T, Kawamoto Y, Omae K, Muranaka 

T, Nakatsumi H, Yuki S, Komatsu Y, Yamazaki K, Onozawa 

Y, Yasui H, Tajika M, Kadowaki S, Taniguchi H, Muro K：
Predictive value of tumor growth rate during previous 
treatment for tumor response to regorafenib(REGO) and 
trifluridine/tipiracil(TFTD) in metastatic colorectal can-
cer (mCRC). ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

048　Kadowaki S, Masuishi T, Ura T, Mitani S, Narita Y, Kato K, 

Honda K, Taniguchi H, Ando M, Muro K：A triplet com-
bination with irinotecan, oxaliplatin, continuous infusion 
5-fluuorouracil and leucovorin(FOLFOXIRI) plus cetux-
imab as first-line treatment in RAS wild-type, metastatic 
colorectal cancer: A phase 1 dose finding study. AS-
CO-GI,2018,(San Francisco),[Poster]

049　Yoshino T, Oki E, Nozawa H, Nakajima T, Taniguchi H, Mor-

ita S, Takenaka N, Ozawa D, Shirao K, The TRUSTY Study 

Group：TRUSTY：A randomized multicenter phase II/
III study of trifluridine/tipiracil and bevacizumab versus 
irinotecan, fluoropyrimidine, and bevacizumab as sec-
ond-line treatment in patients with metastatic colorectal 
cancer progressive during or following first-line oxal-
iplatin-based chemotherapy. ASCO-GI,2018,(San Francis-
co),[Trials in Progress Poster Session]

050　Yuki S, Yamazaki K, Taniguchi H, Sunakawa Y, Kawazoe A, 

Kagawa Y, Kato K, Hara H, Denda T, Oki E, Moriwaki T, 

Shiozawa M, Satoh T, Kawakami H, Esaki T, Furuse J, Abe Y, 

Nomura S, Ohtsu A, Yoshino T：The nationwide screening 
project on plasma angiogenesis-related mediators for 
treatment selection of optimal antiangiogenic inhibitors 
in metastatic colorectal cancer: GI-SCREEN CRC-Ukit. 
ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Trials in Progress Poster 
Session]

051　Maeda H, Nagata N, Nagasaka T, Oba K, Mishima H, Kato 

T, Yoshida K, Muro K, Sakamoto J：Trial in progress: A 
phase II study of second-line FOLFIRI plus panitumum-
ab after first-line FOLFOX plus panitumumab for RAS 
wild-type colorectal cancer with evaluation of circulating 
tumor DNA. ASCO-GI,2018,(San Francisco),[Trials in 
Progress Poster Session]

052　舛石俊樹（演者），門脇重憲，室　圭：胃癌における 
FOLFOX 療法の治療成績 . 第 103 回日本消化器病学会総
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080　林　香里，三谷誠一郎，谷口浩也，町田　望，福富　晃，
小野沢祐輔，安井博史，室　圭 , 後藤田卓志，山崎健太郎：
最終ベバシズマブ投与からの期間による抗 EGFR 抗体薬
およびイリノテカン併用量法の治療効果の検討 . 第 15 回
日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ ポスター ]

081　野村基雄，門脇重憲，牧田智誉子，谷口浩也，宇良  敬，
安藤正志，富田夏夫，立花弘之 , 古平　毅，室　圭：臨
床病期 IB-IV 食道癌に対する根治的 PCF-RT 療法の第
Ⅰ相試験 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神
戸 ),[ ポスター ]

082　石井友里加，能澤一樹，加藤恭子，杉山圭司，福井彩子，
山田　努，小暮啓人，北川智余恵，坂　英雄：劇症 1 型
糖尿病発症後もニボルマブ投与を継続し得た , 脈絡膜原
発悪性黒色腫の 1 例 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

083　白石和寛，坂　英雄，北川智余恵，小暮啓人，杉山圭司，
加藤恭子，能澤一樹，熊澤詔子 , 木村恭介，副田雄也：
単純子宮全摘出術後，13 年を経て後腹膜に再発した子宮
頸がん SstageIA1 の一例 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術
集会 ,2017,( 神戸 ),[ ポスター ]

084　江頭徹哉，舛石俊樹，鈴木康平，柴田  勇，深見裕一，
松井　徹，上山俊介，市田  崇，草野史彦，酒井義法：
A phase II study of S-1, irinotecan and bevacizumab as 
first-line treatment for KRAS mutantmetastatic colorec-
tal cancer. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神
戸 ),[ 口演 ]

085　川上武志，舛石俊樹，山﨑健太郎，田中  晶，谷口浩也，
平嶋泰之，小野澤祐輔，安井博史：The role of oopho-
rectomy for metastatic colorectal cancer patients with 
ovarian metastases. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

086　山本祥之，設楽紘平，門脇重憲，結城敏志，廣中秀一，
加藤健志，原  浩樹，野村尚吾，大津　敦，吉野孝之：
SCRUM-Japan GI-SCREEN: Efficient Identification of 
Cancer Genome Alterations in Advanced Gastric Can-
cer. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ 口
演 ]

087　原  浩樹，坂井大介，高野利実，篠崎勝則，後藤昌弘，
谷口浩也，岸本淳司，朴  成和，兵頭一之介，室  圭：
WJOG6510G: FU, IRI, L-OHP 不 応・ 不 耐 の KRAS 野
生型大腸がんに対する Pmab + IRI 対 Cmab +IRI のラ
ンダム化第Ⅱ相試験 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 ,2017,( 神戸 ),[ セミプレナリーセッション ]

088　室　圭（司会）：大腸がん遺伝子関連検査の現状と展望 . 
第 76 回日本癌学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ランチョンセ
ミナー ]

089　谷口浩也（演者）：Melecular testing in colorectal can-
cer：Current status and future directions.（大腸がん遺
伝子関連検査の現状と展望） 第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ ランチョンセミナー ]

090　室　圭（演者）：胃・大腸がん薬物療法の新展開―ガ
イドラインの動向も踏まえて―. 消化器外科学会 (JD-

069　宇良　敬（司会）：支持療法 4. 第 15 回日本臨床腫瘍学会
学術集会 ,2017,[ 神戸 ),[ ポスター )

070　門脇重憲，設樂紘平，坂井大介，仁科智裕，吉川麗月，ピャ
オヨングゼ，尾関暁史，井上晃一，室　圭：Phase 1b 
study of first-line Ramucirumab + Platinum + Fluoropy-
rimidine in Japanese Patients with advanced gastric can-
cer. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ 口
演 ]

071　谷口浩也，森脇俊和，辻　晃仁，在田修二，坂井大
介，長谷和生，田村孝雄，掛地吉弘，五所正彦，島田安
博：Regorafenib versus TAS-102 as salvage therapy in 
colorectal cancer (REGOTAS): a propensity scoreanal-
ysis by the JSCCR. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

072　谷口浩也，室　圭，岡本  渉，赤木  究，原  浩樹，仁科智裕，
梶原猛史，傳田忠道，廣中秀一，工藤敏啓，佐藤太郎，
吉野孝之：A clinical validation study of RASKET-B: A 
mul-tiple detection kit for RAS and BRAF gene muta-
tions in colorectal cancer. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術
集会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

073　成田有季哉：Peritoneum metastasis (PM) as a prognos-
ticfactor for anti-PD-1/PD-L1 monotherapy in metastatic 
gastric cancer (MGC). 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

074　舛石俊樹，谷口浩也，杉山圭司，三谷誠一郎，本多和典，
成田有季哉，門脇重憲，宇良  敬，安藤正志，田近正洋，
室　圭：切除不能大腸癌において前治療の腫瘍増殖割合
がレゴラフェニブと TAS-102 の抗腫瘍効果に与える影響
第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

075　本多和典（司会）：医療経済 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会
学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ ポスター ]

076　本多和典（演者），安藤正志，杉山圭司，三谷誠一郎，舛
石俊樹，成田有季哉，谷口浩也 , 門脇重憲，宇良  敬，
室　圭：化学療法実施中のがん患者を対象とした経済
毒性（Financial Toxicity）に関する COST スコアを用
いた質問紙調査研究 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 ,2017,( 神戸 ),[ ポスター ]

077　三谷誠一郎，谷口浩也，舛石俊樹，成田有季哉，門脇重憲，
宇良  敬，安藤正志，田近正洋，谷田部  恭，室　圭：最
終ベバシズマブ投与からの期間による抗 EGFR 抗体薬お
よびイリノテカン併用量法の治療効果の検討 . 第 15 回日
本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ ポスター ]

078　杉本直俊，傳田忠道，佐藤太郎，濱口哲弥，宇良　敬，
佐々木　亨，須永義則，吉野孝之：転移性結腸直腸癌

（mCRC）の日本人患者を対象としたアフリベルセプト＋ 
FOLFIRI の第Ⅱ相試験 . 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術
集会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

079　若槻　尊，三谷誠一郎，長谷川裕子，原　浩樹，高張大亮，
陳勁松，平尾素宏，門脇重憲 , 室　圭：Chemotherapy 
for gastric cancer with early recurrence after adjuvant 
S-1 monotherapy: a multi-center retrospective study. 第
15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ ポスター ]
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スカッション ]
101　黒田純子，楠本　茂，片岡智美，日比　聡，中根茂喜，

町支優和，竹本将士，木全　司，室　圭，木村和哲：
HBs 抗原陰性固形癌患者における HBV 再活性化の臨床
的特徴：多施設共同後方視的観察研究 . 第 55 回日本癌治
療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ ワークショップ ] 

102　石黒めぐみ，中谷英仁，山口研成，高橋慶一，島田安博，
吉田和弘，水沼信之，室　圭，小松嘉人，杉原健一：切
除不能大腸癌に対する Panitumumab 併用一次治療にお
ける ETS・DoR: PaFF-J 試験 . 第 55 回日本癌治療学会学
術集会 ,2017,( 横浜 ),[International Session] 

103　小出雄太郎，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，
伊藤誠二，安部哲也，室　圭，田近正洋，丹羽康正，伊
藤善之，長縄慎二：I 期食道癌の根治的放射線治療の臨
床成績 . 第 55 回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ デ
ジタルポスター ]

104　小寺泰弘，安藤雄一，室　圭，川井　章，小田義直，
藤原俊義：希少癌診療ガイドラインの作成を通した医
療提供体制の質向上 . 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ がん診療ガイドライン統括・連絡委員会
企画シンポジウム ] 

105　工藤敏啓，佐藤太郎，岡本　渉，室　圭，谷口浩也，赤
木  究，原　浩樹，仁科智裕，梶原猛史，傳田忠道，廣
中秀一，吉野孝之：A clinical validation study of RAS-
KET-B: A multiple detection kit for RAS and BRAF 
gene mutations in colorectal cancer. 第 55 回日本癌治療
学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[International Session] 

106　山﨑健太郎，吉野孝之，室　圭，加藤健志，沖　英
次，辻　晃仁，江見泰徳，向坂英樹，坂東英明，谷口
浩也，賀川義規，山中竹春，金澤旭宣：切除不能大腸
癌に対する FOLFOXIRI+bevacizumab 療法の第 II 相
試験 (QUATTRO study). 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[International Session] 

107　高原悠子，赤羽和久，室田かおる，岩井美世子，船﨑初美，
室　圭，岩田広治：がんと就労の問題点と課題に対する「が
ん就労を考える会」参加者アンケートからの考察 . 第 55
回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ 一般口演 ]

108　江頭徹哉，舛石俊樹，森田裕規，古川貴光，磯崎　岳，
佐野慎哉，米本有輝，木下隼人，永井瑞紀，上山俊
介，市田　崇，草野史彦，酒井義法：S-1+CPT-11 に不
応・不耐となった切除不能大腸癌に対する SOX+BV と
CapeOX+BV の比較検討 . 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ デジタルポスター ]

109　室　圭（演者）：胃癌薬物療法の新展開 . 日本消化器病学
会東海支部 第 127 回例会 ,2017,( 名古屋 ),[ ランチョンセ
ミナー ]

110　室　圭（司会）：大腸癌の個別化治療に有用な癌悪性度所
見 . 第 88 回大腸癌研究会 ,2018,( 東京 ),[ 口演 ]

111　谷口浩也（演者）：進行再発大腸癌二次治療～内科的視点
からみたザルトラップの位置づけ～ . 第 88 回大腸癌研究
会 ,2018,( 東京 ),[ アフタヌーンセミナー ]

112　宮本裕士，石黒めぐみ，中谷英仁，篠崎英司，山口達郎，

DW),2017,( 福岡 ),[ ブレックファストセミナー ]
091　大西祥代，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，

水野伸匡，肱岡　範，桑原嵩通，奥野のぞみ，鳥山和浩，
倉岡直亮，伊東文子，岩屋博道，松本慎平，室　圭，木
下朝博，谷田部　恭，丹羽康正：当院における化学療
法施行時の B 型肝炎ウイルス再活性化の現状 . 肝臓学会
(JDDW),2017,( 福岡 ),[ デジタルポスターセッション ] 

092　室　圭（演者）：進行・再発乳がんにおけるアバスチンの
活用方法　～大腸がん , 婦人科がんのエキスパートから
学ぶ～ . 第 55 回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ 学
術セミナー ]

093　室　圭（演者）：胃がん治療のパラダイムシフト　～
がん免疫療法の到来～ . 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 学術セミナー ]

094　谷口浩也，鶴谷純司，土井俊彦，田村研治，高橋俊二，
パクヘソン，レッドファンチャールズ，リーカレブ，慈
幸貴洋，藤崎良彦，イヴェルアントワン，岩田広治：標
準治療不応の HER2 発現固形癌患者に対する DS-8201a 
の第 I 相試験　中間報告 . 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 一般口演 ]

095　舛石俊樹，谷口浩也，川上武志，川本泰之，門脇重憲，
小野澤祐輔，村中徹人，田近正洋 , 安井博史，中積宏之，
結城敏志，室　圭，大前勝弘，小松嘉人，山﨑健太郎：
前治療における腫瘍増殖速度がレゴラフェニブと TAS-
102 の抗腫瘍効果に与える影響 . 第 55 回日本癌治療学会
学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ 一般口演 ]

096　三谷誠一郎，尾瀬　功，門脇重憲，本多和典，舛石俊
樹，成田有季哉，谷口浩也，宇良　敬，安藤正志，田近
正洋，牧田智誉子，古平　毅，植村則久，安部哲也，室　
圭：競合リスクモデルを用いた食道癌根治治療後の他臓
器癌発生リスクの検討 . 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ デジタルポスター ]

097　加藤恭子，成田有季哉，岡野裕子，小島勇貴，三谷誠一
郎，本多和典，舛石俊樹，谷口浩也，門脇重憲，宇良　敬，
安藤正志，田近正洋，室　圭：抗 PD-1/PD-L1 抗体薬不
応後の胃癌に対する殺細胞性抗がん剤の有効性と安全性 . 
第 55 回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ デジタル
ポスター ]

098　北川雄光，土岐祐一郎，加藤　健，宇良　敬，小島隆
嗣，對馬隆浩，廣中秀一，原　浩樹：ATTRACTION-01 
(ONO-4538-07): Phase 2 trial of nivolumab monotherapy 
for esophageal squamous cell carcinoma: 2-year activ-
ity and safety update. 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[International Session] 

099　濱島明美，石黒めぐみ，杉原健一，板橋道朗，室　圭，
佐藤太郎，小西敏郎：大腸がん患者・市民のがん情報
へのアクセスの現状 . 第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ デジタルポスター ]

100　濱島明美，石黒めぐみ，杉原健一，板橋道朗，室　圭，
佐藤太郎，金　哲彦，小西敏郎，中井美穂：大腸がん疾
患啓発活動「ブルーリボンキャンペーン」の現状と展望 . 
第 55 回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ パネルディ
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006　Yatabe Y：A New stage of the companion diagnostics of 
lung cancer．Asian Clinical Oncology Society,2018,(Chi-
ang Mai, Thailand),[Symposium]

007　Yatabe Y：Lung Cancer Classification, histology versus 
genomics．Asian Clinical Oncology Society,2018,(Chiang 
Mai, Thailand),[Symposium]

008　Yatabe Y：Diagnostic immunohistochemistry．IASLC 
Pathology Committee,2018,(Vancouver, Canada),[Work-
shop]

009　Yatabe Y：Updated Molecular Testing Guideline for Lung 
Cancer．US-Canada Academy of Pathology 2018 Annual 
Meeting,2018,(Vancouver, Canada),[Workshop]

010　Sasaki E, Yatabe Y：EGFR mutations in sinonasal squa-
mous cell carcinoma､ The 107thUSCAP annual meet-
ing,2018,(Vancouver),[Poster]

011　谷田部　恭：肺癌治療のパラダイムシフト -PD-L1 22C3 
検査の実際．第106回日本病理学会総会,2017,(東京),[講演]

012　谷田部　恭：スポンサードセミナー．第 106 回日本病理
学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 座長 ]

013　谷田部　恭：(English)　Respiratory tract II．第 106 回
日本病理学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 座長 ]

014　谷田部　恭：明日から出来る！！ PD-L1 検査 22C3 ハン
ズオンセミナー ～顕微鏡を備えて～．第 106 回日本病理
学会総会 ,2017,( 東京 ),[ ワークショップ ]

015　谷田部　恭：肺癌診療における NGS を含めた診断ワーク
フロー．第 106 回日本病理学会総会 ,2017,( 東京 ),[ コンパ
ニオンミーティング ]

016　谷 田 部　 恭： 肺 癌 に お け る 新 し い molecular testing 
guideline．第 106 回日本病理学会総会 ,2017,( 東京 ),[ ラン
チョンセミナー ]

017　谷田部　恭：肺癌における病理医の新たな役割．第 34 回
京都臨床細胞学会学術 ,2017,( 京都 ),[ 特別講演 ]

018　谷田部　恭：肺癌の病理診断．第 43 回肺癌診断会 ,2017,( 愛
知 ),[ 講演 ]

019　谷田部　恭：がん免疫療法における PD-L1 検査．第 49
回日本臨床分子形態学会総会・学術集会 ,2017,( 岐阜 ),[ 教
育講演 ]

020　谷田部　恭：肺癌治療における治療戦略の急速な変化：
2017 年下半期で病理医が知っておくこと．第 63 回日本
病理学会秋期特別総会 ,2017,( 東京 ),[ ランチョンセミナー ]

021　谷田部　恭：肺癌治療の進歩を知って肺癌バイオマー
カー検査を理解しよう！ . 第 56 回日本臨床細胞学会秋期
大会 ,2017,( 福岡 ),[ 教育講演 ] 

022　谷田部　恭：肺癌における CAP/IASLC/AMP 遺伝子テ
ストガイドラインと細胞診．第 56 回日本臨床細胞学会秋
期大会 ,2017,( 福岡 ),[ ランチョンセミナー］

023　佐々木英一 ,　谷田部　恭：EGFR 遺伝子変異は内反性乳
頭腫由来の鼻腔・副鼻腔扁平上皮癌に特徴的である．第
106 回病理学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 口頭 ]

024　佐々木英一，西川大輔，長谷川泰久：頭頸部扁平上皮癌
における EGFR 遺伝子変異の検討．第 28 回頭頸部外科
学会総会 ,2018,( 宇都宮 ),[ 口頭 ]

中村将人，尾嶋　仁，本間義崇，後藤昌弘，石川敏明，
山口研成，高橋慶一，島田安博，吉田和弘，水沼信之，
室　圭，小松嘉人，杉原健一：第Ⅱ相試験（PaFF-J 試
験）における Panitumumab 併用一次治療の原発巣占拠
部位別の治療成績の検討 . 第 88 回大腸癌研究会 ,2018,( 東
京 ),[ 口演 ]

113　加藤恭子，本多和典，成田有季哉，谷口浩也，門脇重憲，
宇良　敬，安藤正志，花井信広，谷田部　恭，室　圭：
アレクチニブが奏効した ALK 陽性 炎症性筋線維芽細胞
腫瘍の 1 例．内科学会東海地方会 ,2018,( 名古屋 ),[ 口演 ]

114　Yamaguchi K, Shitara K, Iwasa S, Tamura K, Kadowaki S, 

Muro K, Takahashi S, Nonagase Y, Tsurutani J, Park H, 

Modi S, Javad S, Caleb L, Sugihara M, Kawaguchi Y, Doi 

T：Updated Results of Phase 1 study of DS-8201a in 
subjects with HER2 expressing gastric cancer. 胃癌学会, 
Oral Presentation,2018,( 横浜 ),[Oral Presentation]

115　Muro K：Clinical Trials for Metastatic Gastric Cancer in 
WJOG, 2018, ( 横浜 ),[Symposium]

116　加藤恭子（演者），成田有季哉，三谷誠一郎，本多和典，
舛石俊樹，谷口浩也，門脇重憲，宇良  敬，安藤正志，
田近正洋，室　圭：抗 PD-(L)1 抗体薬不応後の切除不能
胃癌に対する化学療法の有効性 ,2018,( 横浜 ),[ ポスター ]

117　室　圭（演者）：どう変わったのか？胃癌治療ガイドライ
ン . 胃癌学会 ,2018,( 横浜 ),[Luncheon Seminar]

118　室　圭（演者）：胃癌における免疫チェックポイント阻害
剤の臨床試験とその臨床応用 . 胃癌学会 ,2018,( 横浜 ),[ 教
育講演 ]

119　室　圭：20 年後の胃癌治療を語る . 胃癌学会 ,2018,( 横
浜 ),[ 座談会 ]

120　室　圭（演者）：免疫チェックポイント阻害剤が変える胃
癌治療 . 胃癌学会 ,2018,( 横浜 ),[ ランチョンセミナー ]

121　Kadowaki S（司会）：Chemotherapy for Advanced Gas-
tric Cancer 3. 胃癌学会 ,2018,( 横浜 ),[Poster Presentation]

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001　Yatabe Y：nsolved Problems of Lung Cancer Pathology: 
Roles and Challenges of the IASLC Pathology Com-
mittee.2017 The 22nd Taiwan Joint Cancer Confer-
ence,2017,(Taipei,Taiwan),[Sympoisum]

002　Yatabe Y：Best practices for diagnostic immunohisto-
chemistry．IASLC pathology panel meeting,2017,(Yoko-
hama Japan),[Workshop]

003　Yatabe Y：ROS1 immunohistochemistry．IASLC pathol-
ogy panel meeting,2017,(Yokohama Japan),[Workshop]

004　Yatabe Y：Immunohistochemistry, Chromosomal and 
DNA Analysis, and Molecular Testing．World Lung 
Cancer Conference, 2017,(Yokohama Japan),[ Symposium]

005　Yatabe Y：Case Lung J-1.The 7th Japanese- Korean Con-
joint Slide Conference of Pulmonary Pathology,2017,(Ko-
be Japan),[Sympoisum]
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ウム ]
005　長谷川泰久 : 薬剤性間質性肺疾患の予防と対策．第 6 回

口腔癌化学療法研究会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]
006　花井信広 : 中咽頭癌における新 TNM 分類基準と局所進

行例に対する治療戦略 . Head and Neck summit in Hiro-
shima,2017,( 広島 ),[ 特別講演 ]

007　花井信広 : 局所進行頭頸部癌に対する治療戦略と手術の
Tips．第19回 高知頭頸部癌勉強会,2017,(高知),[特別講演] 

008　花井信広，木村隆浩，澤部　倫，鈴木秀典，小澤泰次郎，
平川　仁，福田裕次郎，長谷川泰久 : 頭頸部癌における
modified GPS および high―sensitivity modified GPS の
有用性．第 118 回日本耳鼻咽喉科学会通常総会・学術講
演会 ,2017,( 広島 ),[ 口演 ]

009　小出悠介，小栗恵介，高野　学，寺田星乃，福田裕次郎，
西川大輔，鈴木秀典，花井信広，長谷川泰久 : 頭頸部癌
リンパ節転移と頸動脈洞症候群．第 118 回日本耳鼻咽喉
科学会通常総会・学術講演会 ,2017,( 広島 ),[ 口演 ]

010　鈴木秀典，花井信広，西川大輔，福田裕次郎，小出悠
介，長谷川泰久 : 再建を伴う口腔悪性腫瘍切除後の気管
カニューレ抜去 , 経口摂取や肺転移の予測．第 118 回日
本耳鼻咽喉科学会通常総会・学術講演会 , 2017,( 広島 ),[ 口
演 ]

011　花井信広 : リンパ節の計測法に関する問題点．日本超音
波医学会第 90 回学術集会 ,2017,( 宇都宮 ),[ シンポジウ
ム ] 

012　小栗恵介，西川大輔，花井信広，鈴木秀典，小出悠介，
西川大祐，長谷川泰久 : 眼窩悪性腫瘍が疑われた炎症偽
腫瘍の一例．第 169 回東海地方部会連合講演会 , 2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

013　花井信広，坂下智博 : 局所進行頭頸部癌の分子標的薬治
療－外科的治療と分子標的薬を味方にするために－ . 第
41 回日本頭頸部癌学会 ,2017,( 京都 ),[ 学術セミナー ] 

014　久保田彰，藤井正人，甲能直幸，川端一嘉，長谷川泰久，
塚原清彰，田口享秀，吉野邦俊，富田吉信，手良向聡 :
頭頸部扁平上皮癌根治治療後の TS-1 補助化学療法の有用
性を根治治療別に検討した ACTS-HNC 試験の subgroup 
解析．第 41 回日本頭頸部癌学会 ,2017,( 京都 ),[ 口演 ]

015　萩原純孝，兵藤伊久夫，西川大輔，小出悠介，福田裕次
郎，鈴木秀典，花井信広，橘　五月，奥村誠子，日比英
晴，長谷川泰久 : 下顎前方欠損の腓骨皮弁再建における
形態的工夫について．第 41 回日本頭頸部癌学会 ,2017,( 京
都 ),[ 口演 ]

016　福田裕次郎，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，小出悠
介，寺田星乃，高野　学，小栗恵介，兵藤伊久夫，奥村
誠子，橘　五月，長谷川泰久 : 頭頸部再建手術中の電気
メス高周波分流による熱傷例．第 41 回日本頭頸部癌学
会 ,2017,( 京都 ),[ ポスター ]

017　別府慎太郎，伊藤洋平，草深公秀，飯田善幸，鬼塚哲郎，
谷田部　泰，花井信広，長谷川泰久，伊地知圭，村上信五，
稲垣　宏 : 唾液腺腺様嚢胞癌と癌精巣抗原．第 41 回日本
頭頸部癌学会 ,2017,( 京都 ),[ 口演 ]

018　齋田昆佑，村瀬貴幸，藤井香那，草深公秀，梅村昌宏，

025　加藤省一：疾患の認識と臨床病理学的研究：T/NK 細胞
リンパ腫を例に．第 3 回リンパ腫分子病態研究会 ,2017,( 松
江市 ),[ 口頭 ]

026　出嶋　仁：術前導入療法後の肺部胸壁浸潤癌に対して行
た胸腔鏡・開胸融合手術の１例．第３４回日本呼吸器外
科学会総会 ,2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

027　出嶋　仁：HRCT で GGN を呈する肺腺癌における､ CT
値を用いた術前診断の検討．第 58 回日本肺癌学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

028　柴田典子：シンポジウム「がん診療における遺伝子検査 
－ Current and Future Perspectives －」固形癌における
将来展望．第 65 回日本医学検査学会 ,2017,( 千葉 ),[ 口演 ]

029　長谷川かおり，所　嘉朗，谷田部　恭：超音波ドプラ法
による乳癌リンパ節転移の評価能に関する検討．第 66 回
日本医学検査学会 ,2017,( 千葉 ),[ 口演 ]

030　櫻井えり子，本山めぐみ，長谷川かおり，所　嘉朗，谷
田部　恭：心電図検査内部精度管理に関する検討．第 56
回中部圏支部医学検査学会 ,2017,( 愛知 ),[ 口演 ]

031　植田菜々絵，井上麻衣，太田裕子，柴田典子，所　嘉朗，
村上善子，谷田部　恭：ROS1(D4D6)IHC 法の検討．第
56 回中部圏支部医学検査学会 ,2017,( 愛知 ),[ 口演 ]

032　藤田奈央，植田菜々絵，太田裕子，村上善子，谷田部　恭：
胸水・心嚢水に出現した乳癌の細胞学的検討．第 56 回日
本臨床細胞学会総会秋季大会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

033　吉野　聡，井上麻衣，柴田典子：病理検査手順施設間相
互間チェックの試み．平成 29 年度がん診療拠点病院臨床
検査技師研修会 ,2018,( 名古屋 ),[ 口演 ]

034　近藤吉起，藤田奈央，植田菜々絵，太田裕子，村上善子，
谷田部　恭：稀な組織像を示した悪性中皮腫の一例．第
37 回日本臨床細胞学会東海連合会総会 ,2018,( 名古屋 ),[ 口
演 ]

頭頸部外科部

001　Hanai N, Kimura T, Sawabe M, Suzuki H, Ozawa T, Hasega-

wa Y :The prognostic value of the modified glasgow prog-
nostic score and the high-sensitivity modified glasgow 
prognostic score in head and neck cancer. 2017 IFOS 
World Congress,2017,( パリ ),[ 口演 ]

002　Suzuki H, Hanai N, Nishikawa D, Koide Y, Beppu S, Hase-

gawa Y :Correlation between lymph node density and 
survival outcomes in differentiated papillary thyroid car-
cinoma based on the eighth edition UICC. 2nd Congress 
of Asia-Pacific Society of Thyroid Surgery,2017,(沖縄),[ポ
スター ]

003　Hanai N: Suzuki H, Nishikawa D, Koide Y, Beppu S, Hase-

gawa Y :Difficult neck management and further operative 
procedures. 2nd Congress of Asia-Pacific Society of Thy-
roid Surgery,2017,( 沖縄 ),[ シンポジウム ] 

004　花井信広 : 外切開による喉頭部分切除術の歴史．第 29 回
日本喉頭科学会総会・学術講演会 ,2017,( 盛岡 ),[ シンポジ
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033　花井信広，小栗恵介，的場拓磨，鈴木秀典，西川大輔，
小出悠介，別府慎太郎，長谷川泰久 : ボイスプロテーゼ
留置と問題点．第 69 回日本気管食道科学会総会ならびに
学術講演会 ,2017,( 大阪 ),[ シンポジウム ]

034　西川大祐，鈴木秀典，花井信広，西川大輔，小出悠介，
別府慎太郎，寺田星乃，小栗恵介，長谷川泰久 :cTis-cT2
喉頭癌・下咽頭癌に対する治療法選択．第 69 回日本気管
食道科学会総会ならびに学術講演会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

035　小栗恵介，西川大輔，花井信広，鈴木秀典，小出悠介，
別府慎太郎，寺田星乃，西川大祐，長谷川泰久 : 眼窩悪
性腫瘍が疑われた炎症偽腫瘍の一例．第 69 回日本気管食
道科学会総会ならびに学術講演会 ,2017,( 大阪 ),[ ポスター ]

036　松塚　崇，上村裕和，吉本世一，三浦弘規，塩谷彰浩，
菅澤　正，本間明宏，横山順吉，塚原清彰，吉崎智一，
谷田部泰，小針健大，小須田茂，室野重之，長谷川泰久 :
口腔がんに対するセンチネルリンパ節ナビゲゲーショ
ン頸部郭清術における微小転移の定義の試み．第 19 回
SNNS 研究会学術集会 ,2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]

037　頭頸部癌センチネルリンパ節生検術共同研究班，長谷
川泰久，甲能直幸，吉本世一，松塚　崇，本間明宏，塩
谷彰浩，横山順吉，近松一朗，吉崎智一，上村裕和，三
浦弘規，菅澤　正，鈴木幹男，北村守正，篠崎　剛，塚
原清彰，小須田茂，尾瀬　功，谷田部　泰，村上善子 :
頭頸部癌センチネルリンパ節生検術臨床試験．第 19 回
SNNS 研究会学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

038　鈴木秀典 : 喉頭癌 cT3-cT4 の喉頭温存治療．第 10 回喉頭
機能温存治療研究会 ,2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]

039　齋田昂佑，村瀬貴幸，藤井香那，川北大介，草深公秀，
長谷川泰久，丹生健一，多田雄一郎，稲垣　宏 : 唾液腺
腺様嚢胞癌　EGFR 経路における遺伝子異常解析．第 62
回日本唾液腺学会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

040　西川大輔 : 中下咽頭癌に対する経口的咽頭切除の検討．
第 30 回日本内視鏡外科学会総会 ,2017,( 京都 ),[ 口演 ]

041　花井信広 : 免疫チェックポイント阻害薬が変える頭頸部
がん治療．第 28 回日本頭頸部外科学会総会 ,2018,( 宇都
宮 ),[ セミナー ]

042　小出悠介，西川大祐，小栗恵介，寺田星乃，別府慎太郎，
西川大輔，鈴木秀典，花井信広，長谷川泰久 : 耳下腺類
上皮血管内皮腫の 1 例．第 28 回日本頭頸部外科学会総
会 ,2018,( 宇都宮 ),[ 口演 ]

043　鈴木秀典，中多祐介，花井信広，西川大輔，小出悠介，
長谷川泰久 : 咽喉頭癌に対する救済手術前の FDG-PET/
CT における Total lesion glycolysis は , 生存や肺転移を
予測する．第 28 回日本頭頸部外科学会総会 ,2018,( 宇都
宮 ),[ 口演 ]

044　松塚　崇，上村裕和，吉本世一，三浦弘規，塩谷彰浩，菅
澤　正，本間明宏，横山順吉，塚原清彰，吉崎智一，小
針健大，室野重之，長谷川泰久 : 口腔がんセンチネルリ
ンパ節ナビゲゲーション頸部郭清術における微小転移の
定義の試み．第 28 回日本頭頸部外科学会総会 ,2018,( 宇
都宮 ),[ 口演 ]

045　中多祐介，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，小出悠介，

嘉悦淳男，伊地知圭，丹生健一，長谷川泰久，下郷和雄，
稲垣　宏 : 唾液腺腺様嚢胞癌：RAS 遺伝子異常の臨床病
理学的意義．第 41 回日本頭頸部癌学会 ,2017,( 京都 ),[ 口演 ]

019　高津淳、花井信広、鈴木秀典、西川大輔、福田裕次郎、
小出悠介、長谷川泰久、山本正彦 : 舌癌周術期 62 例にお
ける構音障害の音声学的・音響学的検討．第 41 回日本頭
頸部癌学会 ,2017,( 京都 ),[ 口演 ]

020　花井信広 : 再発・遠隔転移を有する頭頸部癌に対する
国際共同第Ⅲ相試験（CheckMate141 試験）から見る
Nivolumab の可能性．オプジーボ頭頸部癌承認記念講演
会 ,2017,( 名古屋 ),[ 特別講演 ]

021　鈴木秀典，花井信広，長谷川泰久 : 鼻副鼻腔扁平上皮癌
に対する在院治療期間や死亡率．第 29 回日本頭蓋底外科
学会 ,2017,( 松本 ),[ 口演 ]

022　西川大輔，鈴木秀典，福田裕次郎，高野　学，小栗恵
介 :Non-bifurcating carotid artery に対して動脈塞栓術を
行った 1 例．第 79 回耳鼻咽喉科臨床学会総会学術講演
会 ,2017,( 下関 ),[ ポスター ]

023　鈴木秀典，高野　学，西川大輔，福田裕次郎，小栗恵介 :
頭頸部肉腫における肺転移．第 79 回耳鼻咽喉科臨床学会
総会学術講演会 ,2017,( 下関 ),[ ポスター ]

024　福田裕次郎，鈴木秀典，山下裕司 : 鼻副鼻腔扁平上皮癌
における切除断端陽性の予測．第 79 回耳鼻咽喉科臨床学
会総会学術講演会 ,2017,( 下関 ),[ ポスター ]

025　小栗恵介，鈴木秀典，西川大輔，福田裕次郎，高野　学 :
頻回の Provox ® 交換を要した症例とその対処．第 79 回
耳鼻咽喉科臨床学会総会学術講演会 ,2017,( 下関 ),[ ポス
ター ]

026　鈴木秀典 :『咽喉頭癌の現況と愛知県がんセンターの取り
組み』について．平成 29 年度中部日本ブロック発生訓練
指導者養成研修会 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ]

027　鈴木秀典 : 頭頸部外科医から放射線医へ期待すること．
第 22 回東海腫瘍核医学研究会 ,2017,( 名古屋 ),[ 講演 ] 

028　小出悠介，西川大祐，小栗恵介，寺田星乃，別府慎太郎，
萩原純孝，西川大輔，鈴木秀典，花井信広，長谷川泰久 :
耳下腺類上皮血管内皮腫の 1 例．第 170 回東海地方部会
連合講演会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

029　花井信広，寺田星乃，長谷川泰久 : 甲状腺乳頭癌と頭頸
部扁平上皮癌のリンパ節転移様式の違い．第 39 回日本乳
腺甲状腺超音波医学会学術集会 ,2017,( 大宮 ),[ シンポジウ
ム ]

030　松塚　崇，清田尚臣，水澤純基，秋元哲夫，長谷川泰
久，岩江信法，門田伸也，松浦一登，小野澤祐輔，本間
明宏，藤井博文，福田治彦，林  隆一，田原  信 : 根治切
除不能な頭頸部扁平上皮癌における悪液質と予後の検討　
JCOG0706 副次的解析．第 55 回日本癌治療学会学術集
会 ,2017,( 横浜 ),[ 学術セミナー ]

031　花井信広 :「BRT」×「頸部郭清術」実践的ノウハウ．
Scientific Exchange Conference ～頭頸部癌 Expert Sem-
inar ～ ,2017,( 宇都宮 ),[ 特別講演 ] 

032　花井信広 :BRT は世界的にどのぐらい使われているか？．
兵庫頭頸部がん治療研究会 ,2017,( 神戸 ),[ 特別講演 ] 
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科学会 ,2017,( 浜松 ),[ 一般演題 ]
010　兵藤伊久夫，亀井　譲：チタンメッシュを用いた鼻根部

を含む前頭部再建の 1 例．第 35 回日本頭蓋顎顔面外科学
会学術集会 ,2017,( 福岡 ),[ 一般演題 ]

011　成田央良，兵藤伊久夫，奥村誠子，橘　五月，亀井　譲：
舌亜・全摘再建後の中期嚥下機能評価．第 44 回日本マイ
クロサージャリー学会学術集会 ,2017,( 宮崎 ),[ 一般演題 ]

012　奥村誠子，橘　五月，成田央良，兵藤伊久夫，澤木正孝，
服部正也，吉村章代，石黒淳子 , 小谷はるる，権藤なおみ，
安立弥生，岩田広冶，亀井　譲：Immediate one-stage 
implant-based breast reconstruction without an acellular 
dermal matrix in Japanese breast cancer patients．第 40
回サンアントニオ乳房シンポジウム ,2017,( サンアントニ
オ（アメリカ ),[ ポスター ]

013　兵藤伊久夫，奥村誠子，成田央良，亀井　譲：耳下腺切
除後 , 顔面神経再建におけるナーブリッジⓇの使用経験．
第 2 回東海神経再生研究会 ,2018,( 名古屋 ),[ 一般演題 ]

呼吸器外科部

001　Kuroda H, Sakao Y：VATS Segmentectomy for lung 
cancer  by safe stapler technique  and cartridge 
selection．Powerd Forum 上海 ,2017,( 上海 ),[ シンポジウ
ム］

002　Kuroda H, Sakata S, Dejima H, Arimura T, Mizuno T, 

Sakakura N, Sakao Ý：Profiling of indocyanine green 
for segmental boundary visibility　during fluorescence 
imaging．アジア心臓血管胸部外科学会 ,2017,( 韓国 ),[ 一
般口演］

003　Mizuno T, Fukuzawa T, Sugita Y, Matusi T, Koyama S, Sakata 

S,A rimura T, Kuroda H, Sakakura N, Yatabe Y, Sakao Y：
Current outcomes of postrecurrence survival in patients 
after resection of non-small cell lung cancer．ESMO 
Asia 2017,( シンガポール ),[ ポスター］

004　坂尾幸則：当院における肺がん治療における salvage 
surgery の適応、考え方、成績．第 58 回日本肺癌学会学
術集会 ,2017,( 横浜 ),[ ワークショップ］

005　坂尾幸則：肺癌新 TNM 分類を検証する＝ ç Ｔと病理学
的 invasive size の乖離について＝第 79 回日本臨床外科
学会総会 ,2017,( 東京 ),[ ワークショップ］

006　黒田浩章，出嶋　仁，坂田省三，有村隆明，水野鉄也，
坂倉範昭，坂尾幸則：Ｃｌｉｎｉｃａｌ ⅠＡ肺腺がんに
対する術前画像所見見合わせによる予後の評価．第 34 回
日本呼吸器外科学会総会 ,2017,( 福岡 ),[ シンポジウム］

007　黒田浩章，坂田省三，出嶋　仁，有村隆明，水野鉄也，
坂倉範昭，坂尾幸則：ＩＣＧ蛍光観察を用いた完全胸腔
鏡下肺区域間同定ーＳｐｅｃｔｒａＡ　による視認性の
向上の検討ー．第 40 回呼吸器内視鏡学会学術集会 ,2017,(
長崎 ),[ シンポジウム］

008　黒田浩章，坂尾幸則：肺癌手術に対するＶＡＴＳ 難所の
攻略法．第 70 回日本胸部外科学会定期学術集会 ,2017,(

福田裕次郎，清水猛史，長谷川泰久 : 頸部食道癌に対して , 
喉頭温存を目指した化学放射線療法とケモセレクション
の比較検討．第 28 回日本頭頸部外科学会総会 ,2018,( 宇
都宮 ),[ 口演 ]

046　萩原純孝，兵藤伊久夫，小出悠介，西川大輔，長谷川泰久 :
術後に保守的整復を要した高齢者下顎再建の 2 例．第 36
回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 ,2018,( 新潟 ),[ 口演 ]

047　長谷川泰久 : 筋膜と筋間隙に基づく頭頸部癌の手術と術
前化学療法．第 35 回東海頭頸部腫瘍研究会 ,2018,( 名古
屋 ),[ 特別講演 ]

形成外科部

001　橘　五月，角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲：
舌再建に深下腹壁動脈穿通枝皮弁（DIEP 皮弁）の経験．
第 60 回日本形成外科学会総会・学術集会 ,2017,( 大阪 ),[ 一
般演題 ]

002　兵藤伊久夫，奥村誠子，橘　五月，成田央良，亀井　譲：
Analysis of Intra/post-operative Incidence in Head and 
Neck Microsurgical Reconstruction．第 9 回国際マイク
ロサージャリー学会 ,2017,( ソウル ),[ パネルディスカッ
ション ]

003　兵藤伊久夫，奥村誠子，橘　五月，成田央良，亀井　譲：
複数の皮弁を用いた頭蓋底再建例の検討．第 41 回日本頭
頚部癌学会 ,2017,( 京都 ),[ 一般演題 ]

004　兵藤伊久夫，奥村誠子，橘　五月，成田央良，中村亮太，
亀井　譲：既頚部郭清例における頭頸部遊離皮弁再建の
検討．第 9 回日本創傷外科学会総会・学術集会 ,2017,( 岐
阜 ),[ シンポジウム ]

005　奥村誠子，角谷　聡，橘　五月，兵藤伊久夫，亀井　譲：
起壊死性抗がん剤の血管外漏出に血管外漏出治療薬デク
スラゾキサンを使用するも皮膚全層壊死が生じた症例に
対し PICO® 使用にて創閉鎖した経験．第 9 回日本創傷外
科学会総会・学術集会 ,2017,( 岐阜 ),[ ポスター ]

006　奥村誠子，角谷　聡，橘　五月，兵藤伊久夫，権藤なおみ，
小谷はるる，石黒淳子，吉村章代，澤木正孝，服部正也，
岩田広治，武石明精，亀井　譲：リスク低減乳房切除お
よび乳房再建を施行した 10 症例の乳房再建についての検
討．第 25 回日本乳癌学会学術集会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

007　奥村誠子，成田央良，橘　五月，兵藤伊久夫，亀井　譲：
リスク低減乳房切除および乳房再建について．第 52 回中
部形成外科学会学術集会 ,2017,( 名古屋 ),[ ミニシンポジウ
ム ]

008　奥村誠子，成田央良，橘　五月，兵藤伊久夫，亀井　譲，
安立弥生，石黒淳子，吉村章代 , 澤木正孝，岩田広冶：
当院における 1 次 1 期 SBI 再建方法 - 安全性担保の必要
性と工夫．第 5 回日本乳房オンコプラスティックサージャ
リー学会学術総会 ,2017,( 東京 ),[ 一般演題 ]

009　成田央良，奥村誠子，橘　五月，兵藤伊久夫，亀井　譲：
遊離腹直筋皮弁による乳房再建時に腹腔鏡手術によって
深下腹壁動脈が損傷されていた 1 例．第 70 回東海形成外
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支形成術の検討 完全鏡視下手術の導入と成績 . 第 40 回
日本呼吸器内視鏡学会学術集会 ,2017,( 長崎 ),[ ビデオワー
クショップ］

022　松井琢哉，遠藤克彦，山田　健：胸腔鏡下に切除した左
不全分葉肺に発生した紡錘胞癌の１例 . 第 60 回関西胸部
外科学会学術集会 ,2017,( 大阪 ),[Case presentation］

023　杉田裕介，石橋洋則，川田　悠，栗原康之，菅原了
子，今井紗智子，高崎千尋，小林正嗣 , 大久保憲一：
Transmanubrial Approach により摘出した神経原性腫
瘍の 3 手術例の検討 . 第 34 回日本呼吸器外科学会総会
,2017,( 福岡 ),[ ビデオ］

024　杉田裕介，坂倉範昭，松井琢哉，小山　真，福澤俊昭，
坂田省三，有村隆明，水野鉄也，黒田浩章，坂尾幸則，
出嶋  仁，谷田部　恭：診断に難渋した肺癌胸壁転移の 1
例．第 111 回日本肺癌学会中部支部学術集会 ,2017,( 名古
屋 ),[ 口演］

025　杉田裕介，黒田浩章，松井琢哉，小山　真，福澤俊昭，
坂田省三，有村隆明，水野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則：
不全分葉に対する胸腔鏡下右 S10 区域切除術のアプロー
チ方法の検討．第 30 回日本内視鏡外科学会総会 ,2017,(
京都 ),[ 口演］

026　仲西慶太，小柳 和夫，佐藤　中，岡田尚也，加藤文彦，
金森　淳，大幸宏幸：食道表在癌手術症例における胸管
温存に関する検討．第 79 回日本臨床外科学会総会 ,2017,(
東京 ),[ 一般口演］

027　仲西慶太，小柳和夫，加藤文彦，岩部　純，日月裕司：
胃全摘を除く胃切除後の食道癌手術症例における残胃温
存の妥当性．第 71 回日本食道学会学術集会 ,2017,( 長野
),[ 一般口演］

028　仲西慶太，中川加寿夫，渡邊敬夫，朝倉啓介，渡辺俊一，
渡辺裕一：石灰化リンパ節を伴う原発性肺癌手術症例の
後方視的観察研究 転移頻度および臨床病理学的所見につ
いて．第 34 回日本呼吸器外科学会総会 ,2017,( 福岡 ),[ 一
般示説］

乳腺科部

001　Modi S, Tsurutani J, Takagashi S, Iwata H, Park H, Redfern 

CD, Doi T, Li B, Iwasa T, Taira S, Hattori M, Ma CX, Fisher 

JM, Naito Y, Yonemori K, Kawasaki Y, Saito K, Jikoh T, Sha-

hidi J, Lee CC, Yver A, Tamura K：Safety and efficacy re-
sults from a phase 1 study of DS-8201a in patients with 
HER2 expressing breast cancers．San Antonio Breast 
Cancer Symposium 2017,2017,( テキサス州サンアントニ
オ ),[ スポットライトセッション ]

002　Chia SKL, Martin M, Holmes FA, Ejertsen B, Delaloge S, 

Moy B, Iwata H, von Minckwitz G, Mansi J, Barrios CH, 

Grant M, Tomasevic Z, Denduluri N, Separovic R, Kim S-B, 

Hugger Jakobsen, Harvey V, Robert N, Smith II J, Harker 

G, Lalani AS, Zhang B, Eli LD, Buyse M, Chan A：PIK3 
alterations and benefit with neratinib after trastu-

札幌 ),[ イブニングセミナー］
009　坂倉範昭，坂田省三，出嶋　仁，有村隆明，水野鉄也，

黒田浩章，坂尾幸則：肺全摘症例の長期成績：隣接臓器
浸潤の観点から．第 34 回日本呼吸器外科学会総会 ,2017,(
福岡 ),[ ポスター］

010　坂倉範昭，水野鉄也，坂田省三，小山　真，松井琢哉，
杉田裕介，有村隆明，黒田浩章，坂尾幸則：化療 / 放治
導入療法後の肺全摘とサルベージ肺全摘：成績とリスク ,
通常全摘との比較．第 70 回日本胸部外科学会定期学術集
会 ,2017,( 札幌 ),[ 一般口演］

011　坂倉範昭，出嶋　仁，坂田省三，有村隆明，水野鉄也，
黒田浩章，坂尾幸則：縦隔原発非セミノーマ悪性胚細胞
腫に対する化学療法後の根治術ー切除範囲とマージンを
どう決定するかー．第 58 回日本肺癌学会学術集会 ,2017,(
横浜 ),[ ビデオ］

012　水野鉄也，坂田省三，出嶋　仁，有村隆明，黒田浩章，
坂倉範昭，坂尾幸則：肺癌に対する分子標的治療後のサ
ルベージ切除 . 第 34 回日本呼吸器外科学会総会 ,2017,( 福
岡 ),[ 要望演題］

013　水野鉄也，坂田省三，出嶋　仁，谷田部恭，樋田豊明，
有村隆明，黒田浩章，坂倉範昭：当院における非小細胞
肺癌術後補助化学療法の現状と課題 . 第 58 回日本肺癌学
会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ ワークショップ］

014　有村隆明，坂尾幸則，坂倉範昭，黒田浩章，水野鉄也，
出嶋　仁，坂田省三：80 歳超高齢者における cN0 肺癌手
術例の検討 . 第 58 回日本肺癌学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[
口演］

015　有村隆明，坂田省三，出嶋　仁，水野鉄也，黒田浩章，
坂倉範昭，坂尾幸則：無治療で陰影の自然縮小を認めた
原発性肺癌６例の検討 . 第 111 回　呼吸器学会　東海地
方学会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演］

016　坂田省三，坂倉範昭，出嶋　仁，有村隆明，水野鉄也，
黒田浩章，谷田部恭，坂尾幸則：浸潤性粘液産生性腺癌
における切除後予後についての検討．第 34 回日本呼吸器
外科学会総会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター］

017　坂田省三，出嶋  仁，有村隆明，水野鉄也，黒田浩章，
坂倉範昭，坂尾幸則：肺手術時の気管挿管が原因で声門
下狭窄を来し気管切開を要した一例．第 40 回日本呼吸器
内視鏡学会学術集会 ,2017,( 長崎 ),[ ポスター］

018　坂田省三，杉田裕介，松井琢哉，小山　真，福澤俊昭，
有村隆明，水野鉄也，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則：
食道被覆により修復し得た縦隔腫瘍再手術の気管膜様部
損傷の 1 例．第 53 回日本呼吸器内視鏡学会中部支部会
,2017,( 名古屋 ),[ 口演］

019　坂田省三，黒田浩章，杉田裕介，松井琢哉，小山　真，
有村隆明，坂倉範昭，坂尾幸則：胸腔鏡下左上葉亜区域
切除が呼吸機能に及ぼす影響 . 第 70 回日本胸部外科学会
定期学術集会 ,2017,( 札幌 ),[ ポスター］

020　松井琢哉，遠藤克彦，山田　健：胸腔鏡下左上葉切除後
に施行した残存肺全摘術の経験．第 34 回日本呼吸器外科
学会総会 ,2017,( 福岡 ),[ 要望ビデオ］

021　松井琢哉，遠藤克彦，山田　健：当院における気管気管
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ション ]
008　Iwata H, Masuda N,　Fujisawa T, Toyama T, Ohtani S, Ya-

mamota Y, Kashiwaba M, Taira N, Sakai T, Hasegawa Y, Na-

kamura R, Akabane H, Shibahara Y, Sasano H, Yamaguchi T, 

OhashiY：NEOS：A randomized, open label, phase 3 tri-
al of adjuvant chemotherapy for postmenopausal breast 
cancer patients who responded to neoadjuvant letro-
zole：Forst report of long-term outcome and prognostic 
value of response to neoadjuvant endocrine therapy．
San Antonio Breast Cancer Symposium 2017,2017,( テキ
サス州サンアントニオ ),[ ポスターセッション ]

009　Shien T, Tanaka K, Kinoshita T, Hara F, Fujisawa T, Masu-

da N, Tamura K, Hojo T, Kanbayashi C, Niikura N, Shibata 

T, Fukuda H, Iwata H：A randomized controlled trial 
comparing primary tumor resection plus systemic ther-
apy with systemic alone in metastatic breast cancer 
(JCOG1017 PRIM-BC). (Abstract TPS587）．ASCO2017 
Annual Meeting,2017,( シカゴ ),[ ポスターセッション ]

010　Ogiya R, Niikura N, Kumaki N, Yasojima H, Iwasa T, Kan-

bayashi C, Oshitanai R, Tsuneizumi M, Watanabe K, Matsui A, 

Fujisawa T, Saji S, Tokuda Y, Masuda N, Iwata H：Immune 
microenvironmemt in brain metastases of breast can-
cer．ASCO2017 Annual Meeting,2017,( シカゴ ),[ ポスター
セッション ]

011　Adams S, Loi S, Toppmeyer D, Cesson D.W. , De Laurentiis 

M De, Nanda R, Winer E.P. ,Mukai H, Tamura K, Armstrong 

A, Liu M.C. , Iwata H, Ryvo L, Wimberger P, Card D, Ding 

Y, Karantza V, Schmid P：Phase 2 study of pembrolizum-
ab as first-line therapy for PD-L1 - positive metastatic 
triple-negative breast cancer (mTNBC) ： Preliminary 
data from KEYNOTE-086 conhort B．(Abstract 1088)．
ASCO2017 Annual Meeting,2017,( シカゴ ),[ ポスターセッ
ション ]

012　Tsurutani J, Doi T, Iwata H, Takahashi S, Modi S, Tamura K, 

Shitara K, Taniguchi H, Taira S, Li B, Shimomura A, Sato Y, 

Akiyama K, Fujisaki Y, Lee C, Yver A, Nakagawa K：Updat-
ed results of phase1  study of DS8201a in patients with 
HER2 expressing non-breast, non-gastric malignancies．
ESMO2017,2017,( マドリード ),[ ポスター ]

013　Martin M, Holmes FA, Ejlertsen B, Delaloge S, Moy B, Iwata 

H, von Minckwitz G, Chia S, Mansi J, Barrios C, Gnant M, 

Tomasovic Z, Denduluri N, Separovic R, Kim S-B, Jakob-

sen EH, Bryce R, Xu F, Buyse M, Chan A：Neratinib after 
trastuzumab (T)-based adjuvant therapy in early-stage 
HER2+ breast cancer (BC)：5-year analysis of the phase 
3 ExteNET trial.ESMO2017,2017,( マドリード ),[ 口演 ]

014　Loi S, Adams S, Schmid P, Cortés J, Cescon D.W., Winer, E.P. 

, Toppmeyer D, Rugo H.S., Laurentiis M, Nanda R, Iwata H, 

Dieras V, Awada A, Wang A, Aktan G, Karantza V,  Salgado R：
Relationship between tumor infiltrating lymphocyte (TIL) 
levelsand response to pembrolizumab (pembro) in met-
astatic triple-negative breast cancer (mTNBC) ：results 

zumab-based adjuvant therapy in early-stage HER2+ 
breast cancer : Correlative analyses of the phase Ⅲ 
ExteNET trial．San Antonio Breast Cancer Symposium 
2017,2017,( テキサス州サンアントニオ ),[ スポットライト
セッション ]

003　Yamamoto Y, Iwata H, Masuda N, Fujisawa T, Toyama T, 

Kashiwaba M, Ohtoni S, Taira N, Sasaki T, Hasegawa Y, Na-

kamura R, Akabane H, Shibahara Y, Sasano H, Yamaguchi T, 

Sakamaki K, Chao C, McCullough D, Sugiyama N, Ohashi Y：
TransNEOS:Validation of the oncotype DX recurrence 
score (RS) testing core　needle biopsy samples from 
NEOS as predictor of clinical response to neoadjuvant 
endocrine therapy for postmenopausal estrogen recep-
tor positive (ER+), HER2 negative (HER2-) breast can-
cer patients．San Antonio Breast Cancer Symposium 
2017,2017,( テキサス州サンアントニオ ),[ スポットライト
セッション ]

004　Chia SKL, Martin M, Iwata H, Moy B, Lalani AS, Holmes 

FA, Mansi J, von Minckwitz G, Byse M, Delalge S, Ejlertsen 

B, Yao B, Murias Rosales A, Hellerstedt B, Cold S, Inoue K, 

Shen Z-Z, Galeano T, Barrios CH, Chan A：Effects of nera-
tinib after trastuzumab-based adjuvant therapy in hor-
mone receptor-positive HER2+ early-stage breast cancer 
: Exploratory analyses from the phase Ⅲ ExteNET tri-
al．San Antonio Breast Cancer Symposium 2017,2017,( テ
キサス州サンアントニオ ),[ ポスターセッション ]

005　Ejlertsen B, Chan A, Grant M, von Minckwitz G, Delaloge S, 

Buyse M, O’Shaughnessy J, Mansi M, Moy B, Iwata H, Wong 

A, Ye Y, Means-Powell J, Hui R, Ruiz-Berrego M, Ruiz Sim-

mon A, Shen Z-Z, Holmes FA, Lesniewski Kmak K, Mrtin M：
Timing of initiation of neratinib after completion of tras-
tuzumab-based adjuvant therapy in early-stage HER2+ 
breast cancer：Exploratory analyses from the phase Ⅲ 
ExteNET trial. San Antonio Breast Cancer Symposium 
2017,2017,( テキサス州サンアントニオ ),[ ポスターセッ
ション ]

006　Iwata H, Masuda N, Kim S-B, Inoue K, Rai Y, Fujita T, Shen-

Z-Z, Chiu JW, Ohtani S, Takahashi M, Yamamoto N, Miyaki 

T, Sun Q, Yen-Shen L, Xu B, Yap YS, Bustam AZ, Lee JR, 

Zhang B, Bryce R, Chan A：Neratinib in the extended ad-
juvant treatment of patients from Asia with early-stage 
HER2+ breast cancer after trastuzumab-based therapy：
Exploratory analyses from the phase Ⅲ ExteNET trial．
San Antonio Breast Cancer Symposium 2017,2017,( テキ
サス州サンアントニオ ),[ ポスターセッション ]

007　Shimomura A, Masuda N, Tamura K, Yasojima H, Sawaki 

M, Nishimura Y, Saji S, Iwata H：A phase 1 study of 
KHK2375 (entinostat) as monotherapy and in combina-
tion with exemestane in Japanese patients with hormone 
receptor-positive, HER2-negative, advanced or recurrent 
breast cancer．San Antonio Breast Cancer Symposium 
2017,2017,( テキサス州サンアントニオ ),[ ポスターセッ



─ 100 ─

023　澤木正孝：問診・病歴の取り方、家族歴、家族集積性、
治療のプランニング、乳癌以外の悪性腫瘍、良性疾患の
治療．日本乳癌学会第 6 回乳腺専門医セミナー ,2017,( 東
京 ),[ 口演 ]

024　澤木正孝：高齢者がん患者へのアプローチ - 乳がん -．
第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 ,2017,( 神戸 ),[ ワーク
ショップ ]

025　吉村章代：近年における乳癌の長期予後改善に関する検
討（地域がん登録データより）．第 25 回日本乳癌学会学
術総会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター討論 ]

026　小谷はるる：当院での ER 陽性 /HER2 陰性乳癌の再発治
療の検討．第 25 回日本乳癌学会学術総会 ,2017,( 福岡 ),[ ポ
スター ]

027　安立弥生：アロマターゼ阻害剤投与の現状．第 25 回日本
乳癌学会学術総会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

028　安立弥生：乳癌患者における切除・再建術式別の術後満
足度に関する調査．第 5 回日本乳房オンコプラスティッ
クサージャリー学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

029　寺田満雄：HER2 FISH の結果が前医と一致せず、さら
に再発時に根治可能性が見逃されていた男性乳癌の一例．
第 14 回乳癌学会中部地方会 ,2017,( 飯田 ),[ 口演 ]

030　寺田満雄：エベロリムス＋エキセメスタン併用療法の有
効性と治療中止理由の検討．第 55 回癌治療学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

031　堀澤七恵：放射線後に生じた繰り返す続発性乳房血管肉
腫の一例 . 第 14 回乳癌学会中部地方会 ,2017,( 飯田 ),[ 口演 ]

032　森万希子：乳腺アミロイド腫瘍の一例 . 第 14 回乳癌学会
中部地方会 ,2017,( 飯田 ),[ 口演 ]

033　片岡愛弓、小谷はるる：一次再建術後の局所再発症例に
学ぶリスク因子についての検討 . 第 25 回日本乳癌学会学
術総会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

034　片岡愛弓：ワクチン接種後の FDG-PET 検査で腋窩リン
パ節に False positive な集積を認めた一例．第 14 回乳癌
学会中部地方会 ,2017,( 飯田 ),[ 口演 ]

035　杉野香世子：患者自身の主観的評価と客観的評価によ
る TC 療法の浮腫の検討．第 25 回日本乳癌学会学術総
会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

036　杉野香世子：胸骨傍リンパ節の摘出を行った乳癌の 1 例．
第 14 回乳癌学会中部地方会 ,2017,( 飯田 ),[ 口演 ]

消化器外科部

001　Ouchi A, Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Shimizu Y：
COMPLETE LATERAL LYMPHNODE DISSECTION 
USING A TRANSABDOMINAL AND EXTRAPERI-
TONEAL APPROACHI:AVOIDING LOCAL RECUR-
RENCE IN LOW RECTAL CANCER.　Digestive Dis-
ease Week (DDW) 2017, 2017,(Chicago),[ 示説 ]

002　Takahashi S, Ohno I, Ikeda M, Konishi M, Kobayashi T, 

Akimoto T, Kojima M, Morinaga S, Yonson Ku, Shimizu Y, 

Nakamori S, Hishinuma S, Takakura N, Kainuma O, Hira-

from KEYNOTE-086．ESMO2017,2017,( マドリード ),[ 口
演 ]

015　Kaufman P, Iwata H, Nikolinakos P, Beck T, Koh H, Trujillo 

J L-G , Lin Y, Barriga S, Headley D, Bourayou N, Llom-

bart-Cussac A, Sledge, Jr. G-W：Abemaciclibplusfulves-
trant in patients with HR+/HER2- endocrine therapy 
naïve advanced breast cancer - an exploratory analysis 
of MONARCH 2．ESMO2017，2017,( マドリード ),[ 口演 ]

016　Yee　D, Prat　A, Sablin　M. P., Iwata　H, Bogenrieder　T, 

Huang　D C-L, Serra　J, Braunger　J, Fürtig　R, Kress　
T, Russo　P.L.：A phase Ib trial of xentuzumab and 
abemaciclib in patients with locally advanced or meta-
static solid tumours, hormone receptor-positive (HR+), 
HER2-negative (HER2-) breast cancer (BC; +/-endocrine 
therapy), or non-small-cell lung cancer (NSCLC)．ES-
MO2017,2017,( マドリード ),[ ポスター ]

017　Toi M, Huang C-S, Im Y-H, Iwata H, Sohm J, Wang H-C, 

Masuda N, Lin Y, Sakaguchi S, Bourayou N, Lilombart-Cus-

sac A, Sledge, Jr.  G-W：Monarch 2 ：Abemaciclib in 
combination with fulvestrant in Asian women with HR+ 
HER2- advanced breast cancer who progressed on endo-
crine therapy．ESMO2017,2017,( マドリード ),[ ポスター ]

017　Hattori M, Tamura K, Mukai H, Miyoshi Y, Masuda N, Suzu-

ki E, Ishiguro H, Ohtani S, Hara F, Shimamoto T, Yamamoto 

K, Ding Y,  Aktan G, Karantza V,  Iwata H：Phase 2 Study 
of Pembrolizumab for Metastatic Triple-Negative Breast 
Cancer (mTNBC); Results for the Japanese Subgroup 
of KEYNOTE-086．ESMO Asia 2017,2017,( シンガポー
ル ),[ 口演 ]

018　Hattori M, Nakanishi H, Adachi Y, Iwase M, Yishimura A, 

Gondo N, Kotani H, Sawaki M, Yatabe Y, Iwata H：Circu-
lating tumor cells (CTCs) in the venous drainage of the 
breast in patients with primary breast cancer. San Anto-
nio Breast Cancer Symposium 2017,2017,( テキサス州サ
ンアントニオ ),[ ポスター ]

019　 安 立 弥 生：Comparison of sentinel lymph node biopsy 
between invasive lobular carcinoma and invasive ductal 
carcinoma．CoBrCa. 2017,( 東京 ),[ ポスター ]

020　 寺 田 満 雄：The current status of 21-gene signature in 
early breast cancer patients with hormone receptor 
positive at single institution in Japan．CoBrCa, 2017,( 東
京 ),[ ポスター ]

021　服部正也，中西速夫，吉村章代，岩瀬まどか，安立弥生，
谷田部　恭，岩田広治：手術可能乳癌における血中循環
がん細胞（CTC）分離デバイスを用いた末梢静脈血及び
外側胸静脈血からの CTC 検出．第 117 回日本外科学会
定期学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

022　服部正也，杉野香世子，新貝夫弥子，吉村章代，石黒淳子，
小谷はるる，澤木正孝，権藤なおみ，片岡愛弓，大西　桜，
岩瀬まどか，岩田広治：主観的及び客観的評価法による
ドセタキセルの四肢浮腫の経時的評価とその一致性．第
25 回日本乳癌学会学術総会 ,2017,( 福岡 ),[ シンポジウム ]
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Image Computing and Computer Assisted Intervention 
2017, 2017,(Quebec),[ 口演 ]

011　Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Ouchi A, Tsutsuyama 

M, Shigeyoshi I, Shimizu Y：The surgical technique of 
preventing peritoneal seeding in ISR.　 第 25 回 JDDW-
2017FUKUOKA 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間 , 2017,( 福
岡 ),[ 示説 ]

012　Natsume S, Shimizu Y, Senda Y, Hara K, Hijioka S, Mizuno N, 

Ito S, Komori K, Abe T, Misawa K, Ito Y, Uemura N, Oshiro 

T：Surgical outcome and prognostic impact of conver-
sion surgery for unresectable pancreatic cancer.　 第
25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関連学会週間 , 
2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

013　Kinoshita T, Komori K ,Oshiro T：Clinical and oncological 
outcomes of lateral lymph node dissection using both 
transabdominal and extraperitoneal approach.　 第 25
回 JDDW2017FUKUOKA 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間 , 
2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

014　Shimizu Y, Yamaue H, Maguchi H, Hirono S, Hijioka S, 

Hara, K, Sano T, SendaY, Natsume S, Yanagisawa A：Veri-
fication of International Consensus Guidelines 2012-Sur-
gical Indication for Branch Duct Intraductal Papillary 
Mucinous Neoplasm of the Pancreas,(BD-IPMN)with 
worrisone features.　25th United European Gastroenter-
ology(UEG) Week Barcelona 2017, 2017,(Barcelona),[示説]

015　Ouchi A, Shimizu Y, Komori K, Senda Y, Kinoshita T, Nat-

sume S, Ooshiro Y：The role of liver resection after che-
motherapy for synchronous colorectal liver metastasis.　
25th United European Gastroenterology(UEG) Week 
Barcelona 2017, 2017,(Barcelona),[ 示説 ]

016　Kinoshita T, Komori K, Oshiro T, Ouchi A, Shimizu Y：Lap-
aroscopic complete lateral lymph node dissection for low 
rectal cancer.　25th United European Gastroenterolo-
gy(UEG) Week Barcelona 2017, 2017,(Barcelona),[ 示説 ]

017　Sano T, Koyama K, Arikawa T, Saito T, Ishiguro S, Komatsu 

S, Senda S, Natsume S, Shimizu Y, Esaki M, Shimada K：
Surgical outcome of hepatopancreatoduodenectomy asso-
ciated with hemihepatectomy or more extended liver re-
section .　25th United European Gastroenterology(UEG) 
Week Barcelona 2017, 2017,(Barcelona),[ 示説 ]

018　Chen Shen, Holger R. Roth, Oda H, Oda M, Hayashi Y, Mis-

awa K, Mori K：On the influence of Dice loss function in 
multi-class organ segmentation of abdominal CT using 
3D fully convolutional networks . 電子情報通信学会研究
会医用画像研究会 ,2017,( 高松 ),[ 口演 ]

019　Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Ito S, Abe T, Senda Y, Misa-

wa K, Ito Y, Uemura N, Natsume S, Higaki E, Ouchi A, Tsut-

suyama M, Hosoi T, Shigeyoshi I, An B, Hayashi D, Tanaka H, 

Uchino T, Kunitomo A, Shimizu Y：Surgical techniques for 
the local recurrences after lateral lymph node dissection 
in rectal cancers.　 第 21 回 Asian Congress of Surgery 
Asian Surgical Association, 2017,(Tokyo),[ 口演 ]

no S, Otsubo T, Nagino M, Kimura W, Yamashita Y, Uesaka 

K：Phase Ⅱ trial of neoadjuvant S-1 and concurrent 
radiotherapy for borderline resectable pancreatic can-
cer: Interim results of JASPAC05.　2017 ASCO Annual 
Meeting, 2017,(Chicago),[ 示説 ]

003　Natsume S, Shimizu Y, Senda Y：Predictive factors for 
anastomotic stenosis of hepaticojejunostomy after pan-
creaticoduodenectomy for patients without preoperative 
biliary stenting.　第 6 回アジア太平洋肝胆膵学会第 29 回
日本肝胆膵外科学会学術集会 , 2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

004　Senda Y, Shimizu Y, Natsume S：A comparison of patency 
of the main pancreatic duct and risk of fatty liver after 
pancreaticoduodenectomy between duct-to mucosa and 
invagination pancreaticojejunostomy.　 第 6 回 ア ジ ア 太
平洋肝胆膵学会第 29 回日本肝胆膵外科学会学術集会 , 
2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

005　Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Ito S, Abe T, Senda Y, Mis-

awa K, Ito Y, Uemura N, Natsume S, Kawakami J, Ouchi A, 

Tsutsuyama M, Hosoi T, Shigeyoshi I, Akazawa T, Hayashi 

D, Tanaka H, Shimizu Y：Detailed stratification of pMP 
colorectal cancers based on the scoring of poor prognos-
tic factors .　The 63rd Annual Congress of International 
College of Surgeons Japan Section , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

006　Kitasaka T, Kagajo M, Nimura Y, Hayashi Y, Oda M, Misawa 

K, Mori K：Automatic Anatomical Labeling of Arteries 

and Veins Using Conditional Random Fields. The 8th 
International Conference on Information Processing in 
Computer-Assisted Interventions(IPCAI,2017),2017,(Bar-
celona),[ 口演 ]

007　Misawa K, Ito S, Ito Y , Tanaka H, Uemura N, Kinoshita T, 

Senda Y, Abe T, Komori K, Shimizu Y, Kinoshita T：Reduced 
port gastrectomy for gastric cancer using the same 
technique as 5-port laparoscopic gastrectomy : Short-
term and long-term outcomes.　6th Reduced Port Sur-
gery Forum 2017 in Oita 第 11 回単孔式内視鏡手術研
究会　第 17 回 Needlescopic Surgery Meeting, 2017,( 大
分 ),[International Session]

008　Holger R. Roth, Oda H, Hayashi Y, Oda M, Shimizu N, 

Fujiwara M, Misawa K, Mori K：Hierarchical fully convo-
lutional networks for semantic segmentation of 3D med-
ical images. 計測自動制御学会　ライフエンジニアリング
部門シンポジウム 2017, 2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

009　Oda M, Shimizu N, Holger R. Roth, Karasawa K, Kitasaka T, 

Misawa M, Fujiwara M, Rueckert D, Mori K：3D FCN Fea-
ture Driven Regression Forest-Based Pancreas Local-
ization and Segmentation. 20th International Conference 
on Medical Image Computing and Computer Assisted 
Intervention 2017, 2017,(Quebec),[ ワークショップ ]

010　Cheng Wang, Oda M, Hayashi Y, Misawa K, Roth H, Mori K：
Motion Vector for Outlier Elimination in Feature Match-
ing and Its Application in SLAM Based Laparoscopic 
Tracking. 20th International Conference on Medical 
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を認めた直腸カルチノイドの 1 例 .　第 293 回東海外科学
会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

030　木下敬史：第 293 回東海外科学会 , 2017,( 名古屋 ),[ 座長 ]
031　細井敬泰 , 安部哲也 , 植村則久 , 川上次郎 , 伊藤誠二 , 小

森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 清水泰博：右反回神経領域に気管憩室を
合併した食道がんの 1 切除例 .　第 293 回東海外科学会 , 
2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

032　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 川上
次郎 , 大内　晶 , 筒山将之 , 細井敬泰 , 重吉　到 , 赤澤智之 , 

林　大介 , 田中秀治 , 清水泰博：大腸癌骨盤内局所再発手
術における術前 Double-J カテーテルの有効性についての
検討 .　第 103 回日本消化器病学会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口
演 ]

033　松本慎平 , 清水泰博 , 原　和生：80 歳以上の高齢膵癌患
者に対する単施設における治療成績 . 第 103 回日本消化
器病学会総会 , 2017,( 東京 ),[ シンポジウム ]

034　田近正洋 , 田中　努 , 石原　誠 , 平山　裕 , 大西祥代 , 水
野伸匡 , 肱岡　範 , 奥野のぞみ , 鳥山和浩 , 岩屋博道 , 松
本慎平 , 倉岡直亮 , 伊東文子 , 小森康司 , 谷口浩也 , 原　
和生 , 清水泰博 , 室　圭 , 谷田部　恭 , 丹羽康正：BRAF
変異陽性切除不能進行・再発大腸癌の臨床病理学的検
討 . 第 103 回日本消化器病学会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

035　清水泰博：第 117 回日本外科学会 , 2017,( 横浜 ),[ 座長 ]
036　夏目誠治 , 千田嘉毅 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安部哲也 , 三

澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久 , 大城泰平 , 川上
次郎 , 清水泰博：膵頭十二指腸切除術再建における連続
肝管空腸吻合は吻合狭窄の危険因子か？ . 第 117 回日本
外科学会 , 2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

037　筒山将之 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 川上次郎 , 重吉　到 , 大内　晶 , 細井敬泰 , 赤澤智
之 , 林　大介 , 田中秀治 , 清水泰博：大腸癌術後の骨盤死
膣炎に対する治療方針の検討 .　第 117 回日本外科学会 , 
2017,( 横浜 ),[ 示説 ]

038　林　大介 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久 , 大城
泰平 , 川上次郎 , 大内　晶 , 筒山将之 , 細井敬泰 , 重吉　到 , 

赤澤智之 , 田中秀治 , 清水泰博：膵切除後における非膵
液漏性合併症危険因子の検討 .　第 117 回日本外科学会 , 
2017,( 横浜 ),[ 示説 ]

039　赤澤智之 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 川上次郎 , 大内　晶 , 筒山将之 , 細井敬泰 , 重吉　
到 , 林　大介 , 田中秀治 , 清水泰博：がん high volume 
centerにおける緊急手術の現状.　第117回日本外科学会, 
2017,( 横浜 ),[ 示説 ]

040　川合亮佑 , 安部哲也 , 植村則久 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木村賢哉 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 清水泰博 , 篠田雅幸：食道切除時における肝円索を
用いた経腸栄養カテーテル留置法の有用性 .　第 117 回日

020　Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Ito S, Abe T, Senda Y, 

Misawa K, Ito Y, Uemura N, Natsume S, Higaki E, Ouchi 

A, Tsutsuyama M, Hosoi T, Shigeyoshi I, An B, Akazawa T, 

Hayashi D, Tanaka H, Shimizu Y：Combined resection for 
re-recurrent lateral lymph nodes and external iliac vein.　
第 21 回 Asian Congress of Surgery Asian Surgical As-
sociation, 2017,(Tokyo),[ 口演 ]

021　Oda M, Shimizu N, Holger R. Roth, Kitasaka T, Misawa 

K, Mori K, Fujiwara M, Rueckert D：Machine Learning 
Techniques for Automated Accurate Organ Segmen-
tation and Their Applications to Diagnosis Assistance. 
Radiological Society of North America2017, 2017,(Chi-
cago),[ 口演 ]

022　Holger R. Roth, Oda H, Qier MENG, Hayashi Y, Oda M, 

Shimizu N, Mori K, Fujiwara M, Misawa K：Automated 
Multi-Organ Segmentation in Abdominal CT with Hier-
archical 3D Fully-Convolutional Networks.　Radiological 
Society of North America(RSNA 2017),2017,(Chicago),[ 口
演 ]

023　Roth Holger, Yang Ying, Oda M , Oda H , Hayashi Y, Shimizu 

N, Kitasaka T, Fujiwara M , Misawa K, Mori K：Torso 
organ segmentation in CT using fine-tuned 3D fully 
convolutional networks.　第 36 回日本医用画像工学会大
会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

024　Misawa K, Ito S, Ito Y, Tsutsuyama M, Kunitomo A, Higaki E, 

Oshiro T, Uemura N, Kinoshita T, Senda Y, Abe T, Komori K, 

Shimizu Y：Simple technique for esophagojejunostomy in 
LTG using EndoStitch and Circular stapler.　第 90 回日
本胃癌学会総会 , 2018,( 横浜 ),[ ビデオ ]

025　Ito S, Misawa K, Ito Y, Kinoshita T, Shimizu Y , Kinoshita T：
The value of PAND following NAC for gastric cancer 
with extensive lymph node metastasis.　第 90 回日本胃
癌学会総会 , 2018,( 横浜 ),[ パネルディスカッション ]

026　赤澤智之 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 小森康司 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 植村則久 , 夏目誠治 , 大城
泰平 , 川上次郎 , 清水泰博：切除不能進行胃癌に対し 8 年
にわたる化学療法後 conversion surgery を施行し得た 1
例 .　第 293 回東海外科学会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

027　重吉　到 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 川上次郎 , 清水泰博：化学放射線治療後の肛門管癌、
肝転移に対して一期的切除を施行した一例 .　第 293 回東
海外科学会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

028　筒山将之 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 川上次郎 , 清水泰博：後腹膜巨大腫瘍に対して骨
盤内臓全摘術を施行した 1 例 .　第 293 回東海外科学会 , 
2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

029　田中秀治 , 大城泰平 , 木下敬史 , 小森康司 , 赤澤智之 , 林　
大介 , 重吉　到 , 細井敬泰 , 筒山将之 , 大内　晶 , 川上次郎 , 

夏目誠治 , 植村則久 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 千田嘉毅 , 安
部哲也 , 伊藤誠二 , 清水泰博：術後 15 年目に骨盤内再発
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腔鏡下食道切除術における定型化と手技の工夫 .　第 71
回日本食道学会学術集会 , 2017,( 軽井沢 ),[ パネルディス
カッション ]

052　大西祥代 , 夏目誠治 , 田中　努 , 石原　誠 , 平山　裕 , 水
野伸匡 , 肱岡　範 , 桑原嵩通 , 奥野のぞみ , 鳥山和浩 , 伊
東文子 , 岩屋博道 , 倉岡直亮 , 松本慎平 , 谷田部　恭 , 清
水泰博 , 田近正洋 , 丹羽康正：正常肝に発生した若年者
肝細胞癌の一例 .　第 126 回日本消化器病学会東海支部第
126 回例会 , 2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

053　村田慎一 , 佐藤洋造 , 稲葉吉隆 , 山浦秀和 , 加藤弥菜 , 小
野田　結 , 長谷川貴章 , 今井勇伍 , 千田嘉毅 , 夏目誠治 , 

清水泰博：肝細胞癌術後早期再発症例の検討 . Evaluation 
of early recurrence after surgery for hepatocellular car-
cinoma.　第 53 回日本肝癌研究会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

054　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 筒山将之 , 重
吉　到：がん専門医病院における潰瘍性大腸炎に発生合
併した Colitis associated cancer　手術症例 .　第 87 回大
腸癌研究会 , 2017,( 四日市 ),[ 示説 ]

055　大城泰平 , 木下敬史 , 筒山将之 , 重吉　到 , 小森康司：
BMI30 を超える肥満患者に対する腹腔鏡下直腸癌手術 .　
第 87 回大腸癌研究会 , 2017,( 四日市 ),[ 示説 ]

056　河合秀子 , 水野伸匡 , 西川勢津子 , 高柳夏未 , 渡辺経子 , 

鈴木君枝 , 石川まり , 原　和生 , 清水泰博：膵癌臨床試験
における多職種支援～チーム医療の中での CRC の関わり
～ .　第 48 回日本膵臓学会 , 2017,( 京都 ),[ 口演 ]

057　清水泰博：第 48 回日本膵臓学会 , 2017,( 京都 ),[ 座長 ]
058　伊東文子 , 水野伸匡 , 夏目誠治 , 奥野のぞみ , 桑原崇通 , 

肱岡　範 , 千田嘉毅 , 清水泰博 , 原　和生：当院における
Borderline resectable,(BRPC) 膵癌の治療成績 .　第 48 回
日本膵臓学会 , 2017,( 京都 ),[ ミニパネルディスカッショ
ン ]

059　清水泰博 , 山上裕機 , 真口宏介 , 廣野誠子 , 肱岡　範 , 柳
澤昭夫：IPMN における新たな癌予測モデル作成 .　第
48 回日本膵臓学会 , 2017,( 京都 ),[ パネルディスカッショ
ン ]

060　松本慎平 , 原　和生 , 水野伸匡 , 桑原崇通 , 奥野のぞみ , 

田近正洋 , 田中　努 , 石原　誠 , 平山　裕 , 大西祥代 , 清
水泰博 , 夏目誠治：膵癌の早期診断における内視鏡検査
の役割 .　第 48 回日本膵臓学会 , 2017,( 京都 ),[ シンポジ
ウム ]

061　田中秀治 , 檜垣栄治 , 安部哲也 , 植村則久 , 國友愛奈 , 内
野大倫 , 林　大介 , 赤澤智之 , 安　炳九 , 重吉　到 , 細井
敬泰 , 筒山将之 , 大城泰平 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 

三澤一成 , 千田嘉毅 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博：下
咽頭癌 CRT 中に嘔吐で発症した突発性食道破裂の 1 例 .　
第 48 回愛知臨床外科学会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

062　内野大倫 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏
目誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：右睾丸合併切除を施行し
た後腹膜脂肪肉腫の 1 例 .　第 48 回愛知臨床外科学会 , 
2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

063　細井敬泰 , 安部哲也 , 植村則久 , 川上次郎 , 清水泰博：

本外科学会 , 2017,( 横浜 ),[ 示説 ].
041　伊藤誠二：第 117 回日本外科学会 , 2017,( 横浜 ),[ 座長 ]
042　千田嘉毅 , 清水泰博 , 夏目誠治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安

部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久 , 大城
泰平 , 川上次郎 , 大内　晶：大腸癌同時性肝転移に対する
化学療法先行肝切除の治療成績～新規抗癌剤は予後に寄
与したか～ .　第 117 回日本外科学会 , 2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

043　清水泰博 , 山上裕機 , 真口宏介 , 廣野誠子 , 千田嘉毅 , 夏
目誠治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安部哲也 , 柳澤昭夫：2012
年 IPMN 国際診療ガイドラインの検証 -”worrisome fea-
tures”と BD-IPMN の手術適応 -. 第 117 回日本外科学会 , 
2017,( 横浜 ),[ パネルディスカッション ]

044　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 筒山将之 , 大内　晶 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村
則久 , 夏目誠治 , 川上次郎 , 細井敬泰 , 重吉　到 , 赤澤智之 , 

林　大介 , 田中秀治 , 清水泰博：下部進行直腸癌に対する
予防的側方郭清 134 例の検討 .　第 117 回日本外科学会 , 
2017,( 横浜 ),[ パネルディスカッション ]

045　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 川上次郎 , 植村則久 , 夏
目誠治 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 伊藤
誠二 , 清水泰博：下部直腸癌に対する ISR の治療成績と
適応 .　第 117 回日本外科学会 , 2017,( 横浜 ),[ 示説 ]

046　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 川上
次郎 , 大内　晶 , 筒山将之 , 細井敬泰 , 重吉　到 , 赤澤智
之 , 林　大介 , 田中秀治 , 清水泰博：当科の直腸癌局所再
発に対する仙骨合併切除骨盤内臓器全摘術の Strategy：-
消化器外科医、泌尿器科医、整形外科医コラボレーショ
ン手術 -.　第 117 回日本外科学会 , 2017,( 横浜 ),[ 示説 ]

047　細井敬泰 , 安部哲也 , 植村則久 , 川上次郎 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 大内　晶 , 筒山将之 , 重吉　到 , 赤澤智
之 , 林　大介 , 田中秀治：食道癌手術におけるプレバイ
オティクス療法の臨床的意義 .　第 117 回日本外科学会 , 
2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

048　中田浩二 , 滝口伸浩 , 藤田淳也 , 三澤一成 , 池田正視 , 高
橋正純 , 木南伸一 , 吉田　昌 , 上之園芳一 , 寺島雅典 , 小
寺泰弘：上部消化管機能温存手術の工夫とその生理学的
評価 胃癌切除術後患者の QOL を改善するための機能温
存型胃切除術の有用性 (The usefulness of function-pre-
serving gastrectomy as to improve the QOL of postgas-
trectomy patients).　 第 117 回 日 本 外 科 学 会 , 2017,( 横
浜 ),[ 口演 ]

049　田中秀治 , 植村則久 , 安部哲也 , 川上次郎 , 細井敬泰 , 清
水泰博：右反回神経領域に気管憩室を合併した食道癌の
1 切除例 .　第 71 回日本食道学会学術集会 , 2017,( 軽井
沢 ),[ 示説 ]

050　細井敬泰 , 安部哲也 , 植村則久 , 川上次郎 , 清水泰博：肝
硬変を伴う腹部食道癌に対して左開胸下経横隔膜的アプ
ローチが有用であった 1 例 .　第 71 回日本食道学会学術
集会 , 2017,( 軽井沢 ),[ 示説 ]

051　安部哲也 , 植村則久 , 川上次郎 , 細井敬泰 , 篠田雅幸：胸
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田嘉毅 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博 , 木下　平：残胃
癌におけるリンパ節転移と至適郭清範囲の検討 .　第 72
回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金沢 ),[ 口演 ]

077　植村則久 , 川上次郎 , 安部哲也 , 細井敬泰 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：胸骨
後経路再建胃管の胸腔内脱出の長期的臨床経過 .　第 72
回日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ 口演 ]

078　田中秀治 , 小森康司 , 大城泰平 , 木下敬史 , 清水泰博：が
ん high volume cencer における緊急手術症例の現状と動
向 .　第 72 回日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ 口演 ]

079　木下敬史：第 72 回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金
沢 ),[ 座長 ]

080　清水泰博：第 72 回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金
沢 ),[ 座長 ]

081　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久：新規
抗癌剤は切除不能膵癌の conversion surgery 施行率を
向上させえるか？ conversion rate と手術成績を中心に .　
第 72 回日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ ワーク
ショップ ]

082　大内　晶 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 夏目誠治 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史：大腸
癌同時性肝限局転移に対する化学療法後肝切除～治療
成績と予後因子～ .　第 72 回日本消化器外科学会総会 , 
2017,( 金沢 ),[ ワークショップ ]

083　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 清水泰博：下部
直腸癌に対する肛門温存手術（ISR）における circumfer-
ential resection margin,(CRM) 確保の工夫 .　第 72 回日本
消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ シンポジウム ]

084　柴田睦実 , 林　雄一郎 , 小田昌宏 , 三澤一成 , 森　健策：
ステレオ内視鏡画像からの臓器形状復元方法における複
数フレームの利用に関する初期的検討 .　第 36 回日本医
用画像工学会大会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

085　王　成 , 小田昌宏 , 林　雄一郎 , 三澤一成 , 森　健策：Im-
provement on robustness of ORB-SLAM based surgical 
navigation system by building submap.　第 36 回日本医
用画像工学会大会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

086　楊　瀛 , 小田昌宏 , Roth Holger, 北坂孝幸 , 三澤一成 , 

森　健策：条件付き確率場による医用画像からの多臓器
抽出における Higher Order Potential とボクセル連結構
造の影響に関する考察 .　第 36 回日本医用画像工学会大
会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

087　舘　高基 , 小田昌宏 , 中村嘉彦 , 寶珠山　裕 , 三澤 一成 , 

森　健策：血管情報を用いた経時リンパ節の自動対応
付け手法に関する研究 .　第 36 回日本医用画像工学会大
会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口演 ].

088　清水泰博：第 44 回日本膵切研究会 , 2017,( 横浜 ),[ 座長 ]
089　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅：新規抗癌剤は切除不能膵

癌の conversion surgery 施行率を向上させるか？ .　第
44 回日本膵切研究会 , 2017,( 横浜 ),[ 示説 ]

090　肱岡　範 , 水野伸匡 , 田近正洋 , 清水泰博 , 原　和生：消

Circular Stapler を用いた胸骨後胃管再建、頸部吻合にお
ける吻合部狭窄 - リスク因子の解析とその対策 -.　第 72
回日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ ワークショッ
プ ]

064　千田嘉毅 , 清水泰博 , 夏目誠治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久：膵頭
十二指腸切除術における膵腸吻合法～粘膜吻合法と陥入
法のランダム化比較試験 .　第 72 回日本消化器外科学会
総会 , 2017,( 金沢 ),[ シンポジウム ]

065　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 植村則久 , 伊藤友一 , 三
澤一成 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 伊藤誠二 , 清水泰博：横行
結腸癌に対する腹腔鏡下手術における D3 郭清の工夫 .　
第 72 回日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ ビデオ ]

066　林　大介 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 清水泰博：当院
における高齢者膵切除症例の検討 ( 大腸切除症例との比
較).　第72回日本消化器外科学会総会, 2017,(金沢),[口演]

067　筒山将之 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：腹
膜内外アプローチ併用自律神経温存骨盤リンパ節郭清
術とその治療成績 .　第 72 回日本消化器外科学会総会 , 
2017,( 金沢 ),[ ワークショップ ]

068　重吉　到 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 小森康司 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 植村則久 , 清水泰博：当院
に於ける胃亜全摘症例の術後短期成績と栄養評価 .　第
72 回日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ 口演 ]

069　三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 植村則久 , 木下敬史 , 千
田嘉毅 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博 , 木下　平：腹腔
鏡下幽門保存胃切除術における体腔内胃胃端々吻合の手
技 .　第 72 回日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ ビ
デオ ]

070　伊藤誠二：第 72 回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金
沢 ),[ 座長 ]

071　安部哲也：第 72 回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金
沢 ),[ 座長 ]

072　小森康司：第 72 回日本消化器外科学会総会 ,2017,( 金
沢 ),[ 座長 ]

073　清水泰博：2012 年 IPMN 国際診療ガイドラインの検証
-”worrisome features”を呈する BD-IPMN-.　第 72 回
日本消化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ パネルディスカッ
ション ]

074　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 清水泰博：下部
直腸癌に対する TME+ 両側側方郭清 + 術後化学療法に
よる治療戦略と成績 .　第 72 回日本消化器外科学会総会 , 
2017,( 金沢 ),[ パネルディスカッション ]

075　川上次郎 , 安部哲也 , 植村則久 , 細井敬泰 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：食道
癌の周術期疼痛管理における高容量アセトアミノフェン
静注定時投与の有効性と安全性の検討 .　第 72 回日本消
化器外科学会総会 , 2017,( 金沢 ),[ 口演 ]

076　伊藤友一 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 植村則久 , 木下敬史 , 千
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25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関連学会週間 , 
2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

103　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 川上
次郎 , 大内　晶 , 筒山将之 , 細井敬泰 , 重吉　到 , 赤澤智
之 , 林大介 , 田中秀治 , 清水泰博：SMA 左縁をランドマー
クとした右側結腸癌に対する腹腔鏡下 D3 郭清手技 .　第
25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関連学会週間 , 
2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

104　Komori K.：第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関
連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[Discussant]

105　千田嘉毅：第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関
連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 座長 ].

106　大島　貴 , 吉川貴己 , 宮城洋平 , 森田智視 , 田邉和照 , 西
川和宏 , 伊藤友一 , 青山　徹 , 林　勉 , 尾形高士 , 利野　
靖 , 益田宗孝 , 横瀬智之 , 坂本純一：局所進行胃癌に対
する術前補助化学療法 +D2 切除の予後予測マーカー検
索 ,(COMPASS 試験バイオマーカー研究）.　第 25 回 JD-
DW2017FUKUOKA 日本消化器関連学会週間 , 2017,( 福
岡 ),[ 示説 ]

107　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 川上次郎 , 清水泰博：同時性大動脈周囲リンパ節
転移を有する左側結腸・直腸癌の切除成績～ R0 切除に
よる予後の延長を目指して～ .　第 25 回 JDDW2017FU-
KUOKA 日本消化器関連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

108　田中秀治 , 小森康司 , 大城泰平 , 木下敬史 , 林　大介 , 赤
澤智之 , 重吉　到 , 細井敬泰 , 筒山将之 , 大内　晶 , 川上
次郎 , 夏目誠治 , 植村則久 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 千田嘉毅 , 

安部哲也 , 伊藤誠二 , 清水泰博：当科における大腸 SM 癌
の治療成績の検討 . 第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本
消化器関連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

109　筒山将之 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 川上次郎 , 清水泰博：当科における側方リンパ節
転移陽性下部直腸癌に対する術後補助療法に関する検討 .　
第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関連学会週間 , 
2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

110　伊藤誠二：第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関
連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 座長 ]

111　重吉　到 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 小森康司 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 植村則久 , 夏目誠治 , 大城
泰平 , 清水泰博：pStageI 胃癌症例における術後合併症と
長期予後の関連性の検討 .　第 25 回 JDDW2017FUKUO-
KA 日本消化器関連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

112　三澤一成：第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関
連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 座長 ]

113　木下敬史：第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関
連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 座長 ]

114　小森康司：第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関
連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 座長 ]

115　山田和希 , 道満恵介 , 目加田慶人 , 三澤一成 , 森　健策：

化管 NET の診断・治療 .　第 5 回日本神経内分泌腫瘍研
究会 , 2017,( 仙台 ),[ 示説 ]

091　岩屋博道 , 肱岡　範 , 水野伸匡 , 桑原崇通 , 奥野のぞみ , 

安田宗司 , 栗田裕介 , 田中宏樹 , 小畑雅寛 , 倉岡直亮 , 松
本慎平 , 伊東文子 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 清水泰博 , 谷田
部　恭 , 原　和生：膵 NEN-G3 の臨床病理学的特徴と治
療戦略についての検討 .　第 5 回日本神経内分泌腫瘍研究
会 , 2017,( 仙台 ),[ 示説 ]

092　清水泰博：第 67 回日本消化器画像診断研究会 , 2017,( 札
幌 ),[ 座長 ]

093　夏目誠治 , 千田嘉毅 , 肱岡　範 , 原　和生 , 水野伸匡 , 奥
野のぞみ , 桑原崇通 , 柳澤昭夫 , 清水泰博：Gem+nabpa-
clitaxel が奏効し conversion surgery が可能となった内
分泌腫瘍への分化を伴う局所進行腺房細胞癌の 1 例 .　第
67 回日本消化器画像診断研究会 , 2017,( 札幌 ),[ 示説 ]

094　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 小森康司 , 原　和生 , 肱
岡　範：膵頭十二指腸切除術再建における良性吻合部狭
窄発生に関わる危険因子の検討 .　第 53 回日本胆道学会
学術集会 , 2017,( 山形 ),[ 口演 ]

095　千田嘉毅 , 清水泰博 , 夏目誠治：胆嚢壁肥厚病変に対する
術前診断と術式の検討 .　第 53 回日本胆道学会学術集会 , 
2017,( 山形 ),[ 口演 ]

096　川上次郎 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 安　炳九 , 細井敬泰 , 田
中秀治 , 安部哲也：食道癌の周術期疼痛管理における高
容量 acetaminophen 定時静注投与の安全性と有効性の検
討：Propensity score matching を用いた分析 .　第 70 回
日本胸部外科学会定期学術集会 , 2017,( 札幌 ),[ 示説 ]

097　安部哲也 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安　炳九 , 篠
田雅幸：腹臥位胸腔鏡下食道切除術における術中トラブ
ル回避のための手術手技 .　第 70 回日本胸部外科学会定
期学術集会 , 2017,( 札幌 ),[ 示説 ]

098　中西速夫 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 坂尾幸則 , 黒田浩章 , 岩
田広治 , 服部正也 , 安立弥生 , 筒山将之 , 谷田部　恭：フィ
ルタ型分離デバイスを用いた CTC 細胞診断法の開発と
その前臨床 並びに臨床応用 .　第 76 回日本癌学会学術総
会 , 2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

099　伊藤友一 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 田近正洋 , 田中　努 , 石
原　誠 , 大城泰平 , 夏目誠治 , 植村則久 , 木下敬史 , 千田
嘉毅 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博 , 丹羽康正 , 木下　
平：胃癌に対する内視鏡的治療非治癒切除後の追加手術
症例に関する検討 . 第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本
消化器関連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 示説 ]

100　清水泰博 , 山上裕機 , 真口宏介：新たな IPMN 癌予測
モデルの作成ー BD-IPMN の診断能ー . 第 25 回 JDDW-
2017FUKUOKA 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間 , 2017,( 福
岡 ),[ 統合プログラム 1 口演 ].

101　清水泰博：第 25 回 JDDW2017FUKUOKA 日本消化器関
連学会週間 , 2017,( 福岡 ),[ 座長 ]

102　安部哲也 , 植村則久 , 川上次郎 , 細井敬泰 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 清水泰博：腹臥位胸腔鏡下食道切除術に
おける反回神経周囲郭清の成績と麻痺を減らす工夫 .　第
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効し conversion surgery が可能となった局所進行腺房細
胞癌の1例.　第12回膵癌術前治療研究会, 2017,(広島),[示
説 ]

127　林　雄一郎 , 三澤一成 , 森　健策：開腹手術における 3
次元画像を用いた手術ナビゲーションシステムの臨床応
用 .　第 26 回日本コンピューター外科学会大会 , 2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

128　三澤一成：日本コンピューター外科学会　次の 25 年 .　
第 26 回日本コンピューター外科学会大会 , 2017,( 名古
屋 ),[ パネルディスカッション ]

129　楊　瀛 , 小田昌宏 , Roth Holger, 北坂孝幸 , 三澤一成 , 森　
健策：3D Fully Convolutional Networks と全連結条件付
確率場による 3 次元 CT 画像からの多臓器自動抽出に関
する検討 .　第 26 回日本コンピューター外科学会大会 , 
2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

130　清水南月 , Holger R Roth, 小田昌宏 , 三澤一成 , 藤原道隆 , 

森　健策：自動設計特徴量を用いた 3 次元腹部 CT 像
における膵臓領域の位置推定 .　第 26 回日本コンピュー
ター外科学会大会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

131　舘　高基 , 小田昌宏 , 中村嘉彦 , 三澤一成 , 森　健策：血
管芯線を用いた経時リンパ節の自動対応付け .　第 26 回
日本コンピューター外科学会大会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

132　鈴木拓矢 , 道満恵介 , 目加田慶人 , 三澤一成 , 森　健策：
腹腔鏡下手術の教育支援に向けた VR 訓練システムの開
発 .　第 26 回日本コンピューター外科学会大会 , 2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

133　阿部史明 , 道満恵介 , 目加田慶人 , 三澤一成 , 森　健策：
音声認識及びジェスチャ認識による腹腔鏡下手術ナビ
ゲーション非接触操作システムの開発 .　第 26 回日本コ
ンピューター外科学会大会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

134　柴田睦実 , 林　雄一郎 , 小田昌宏 , 三澤一成 , 森　健策：
複数フレームのステレオ内視鏡画像を用いた臓器表面形
状復元に関する検討 .　第 26 回日本コンピューター外科
学会大会 , 2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

135　鉄村悠介 , Holger Roth, 林　雄一郎 , 小田昌宏 , 進藤幸治 , 

大内田研宙 , 橋爪　誠 , 三澤一成 , 森　健策：機械学習を
用いた腹部動脈血管名自動命名における臓器情報利用方
法に関する一考察 .　第 26 回日本コンピューター外科学
会大会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

136　三澤一成：第 26 回日本コンピューター外科学会大
会 ,2017,( 名古屋 ),[ 座長 ]

137　重吉　到 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博 , 木
下　平：当院における胃亜全摘症例の術後短期成績と栄
養評価.　第47回胃外科・術後障害研究会, 2017,(横浜 ),[口
演 ]

138　大城泰平 , 木下敬史 , 筒山将之 , 大内　晶 , 重吉　到 , 小
森康司：肥満症を伴う直腸癌に対する術式選択と治療
成績 .　第 72 回日本大腸肛門病学会学術集会 , 2017,( 福
岡 ),[ パネルディスカッション ]

139　内野大倫 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 筒山将之 , 小
森康司：下部直腸癌に対する ISR の治療成績の検討 .　第
72 回日本大腸肛門病学会学術集会 , 2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

色ヒストグラム特徴を用いた腹腔鏡手術映像の体外・体
内シーン分類 . 平成 29 年度日本生体医工学会東海支部大
会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

116　伊藤誠二：第 294 回東海外科学会 , 2017,( 津 ),[ 座長 ]
117　内野大倫 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安

部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：S 状結腸癌・同時性肝転移・
大動脈周囲リンパ節転移に対して術前化学療法後に切除
した 1 例 .　第 294 回東海外科学会 , 2017,( 津 ),[ 口演 ]

118　田中秀治 , 檜垣栄治 , 安部哲也 , 植村則久 , 國友愛奈 , 内
野大倫 , 林　大介 , 安　炳九 , 重吉　到 , 細井敬泰 , 筒山
将之 , 大内　晶 , 大城泰平 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友
一 , 三澤一成 , 千田嘉毅 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博：
2 度の開胸歴を有する食道癌根治的 GRT 後局所再発に対
して、気縦隔下食道亜全摘術を施行した 1 例 .　第 294 回
東海外科学会 , 2017,( 津 ),[ 口演 ]

119　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 大内　晶 , 筒山将之 , 重吉　到 , 清水泰博：仙骨合
併切除骨盤内臓全摘に対する工夫 - 術前 Double-J カテー
テルの有効性についてー .　第 55 回日本癌治療学会学術
集会 , 2017,( 横浜 ),[ ワークショップ ]

120　金光幸秀 , 志田　大 , 塚本俊輔 , 落合大樹 , 山田和之助 , 

小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平：側方リンパ節郭清が､ 下
部直腸癌に対する予後及び局所制御に与える影響につい
て .　第 55 回日本癌治療学会学術集会 , 2017,( 横浜 ),[ パ
ネルディスカッション ]

121　伊藤誠二：第 55 回日本癌治療学会学術集会 , 2017,( 横
浜 ),[ 座長 ].

122　大島　貴 , 吉川貴己 , 宮城洋平 , 森田智視 , 田邊和照 , 西
川和宏 , 伊藤友一 , 青山　徹 , 林　勉 , 尾形高士 , 長　晴彦 , 

横瀬智之 , 利野　靖 , 益田宗孝 , 坂本純一：進行胃癌に
対する術前補助化学療法の予後予測マーカー検索 ,(COM-
PASS 試験 biomarker 研究）.　第 55 回日本癌治療学会
学術集会 , 2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

123　野村基雄 , 安藤暢敏 , 加藤　健 , 安部哲也 , 水澤純基 , 北
川雄光：術前化学療法による非血液毒性と術後合併症・
予後との関連性 .　第 55 回日本癌治療学会学術集会 , 
2017,( 横浜 ),[ デジタルポスター ]

124　小出雄太郎 , 古平　毅 , 立花弘之 , 冨田夏夫 , 牧田智誉子 , 

伊藤誠二 , 安部哲也 , 室　圭 , 田近正洋 , 丹羽康正 , 伊藤
善之 , 長縄慎二：Ⅰ期食道癌の根治的放射線治療の臨床
成績 .　第 55 回日本癌治療学会学術集会 , 2017,( 横浜 ),[ 示
説 ]

125　三谷誠一郎 , 尾瀬　功 , 門脇重憲 , 本多和典 , 舛石俊樹 , 

成田有季哉 , 谷口浩也 , 宇良　敬 , 安藤正志 , 田近正洋 , 

牧田智誉子 , 古平　毅 , 植村則久 , 安部哲也 , 室　圭：競
合リスクモデルを用いた食道癌根治治療後の他臓器癌発
生のリスクの検討 .　第 55 回日本癌治療学会学術集会 , 
2017,( 横浜 ),[ 示説 ]

126　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 肱岡　範 , 原　和生 , 水
野伸匡 , 桑原崇通 , 奥野のぞみ：Gem+nabpaclitaxel が奏
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152　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 清水泰博：下部直腸癌に対する腹腔鏡下側方リ
ンパ節郭清 .　第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東
京 ),[ 口演 ]

153　安部哲也 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安　炳九 , 伊
藤誠二 , 小森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下
敬史 , 夏目誠治 , 大城泰平 , 清水泰博：腹臥位胸腔鏡下食
道切除術における反回神経麻痺ゼロを目指した手術手技 .　
第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

154　伊藤誠二 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 大城泰平 , 夏
目誠治 , 木下敬史 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水
泰博：当院の過去の症例の検討から網嚢切除の意義と大
網切除試験の実現可能性を考える .　第 79 回日本臨床外
科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

155　伊藤友一 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 檜垣栄治 , 大城泰平 , 夏
目誠治 , 植村則久 , 木下敬史 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 小森
康司 , 清水泰博 , 木下　平：P0CY1 胃癌切除症例の検討 .　
第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

156　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：右側・左側結腸癌の初回切除
後および再発後の治療成績の検討 .　第 79 回日本臨床外
科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ パネルディスカッション ]

157　國友愛奈 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 檜垣栄治 , 大
城泰平 , 夏目誠治 , 植村則久 , 木下敬史 , 千田嘉毅 , 安部
哲也 , 小森康司 , 清水泰博：予後の観点から見た残胃癌の
今後の治療開発に関する考察 .　第 79 回日本臨床外科学
会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

158　重吉　到 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：当院における一時的回腸人工
肛門造設の工夫と成績 .　第 79 回日本臨床外科学会総会 , 
2017,( 東京 ),[ 口演 ]

159　夏目誠治 , 清水泰博 , 千田嘉毅 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久 , 大城
泰平 , 檜垣栄治：当科における肝管空腸吻合法の工夫　
代表的中長期合併症である狭窄発生危険因子の検討と現
在の取り組み .　第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東
京 ),[ ワークショップ ]

160　森田信司 , 伊藤誠二 , 佐野武 , 寺島雅典 , 川島吉之 , 笹子
三津留：臨床試験から視た胃癌手術高度リンパ節転移を
伴う進行胃癌に対する術前 DCS 療法 (JCOG1002) の長期
成績 .　第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

161　千田嘉毅 , 清水泰博 , 夏目誠治：脾静脈を合併切除した脾
動脈温存腹腔鏡下脾温存尾側膵切除の安全性 .　第 9 回膵
臓内視鏡外科研究会 , 2017,( 京都 ),[ 口演 ]

162　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 清水泰博：横行結腸癌に対する腹腔鏡下中結腸動
脈 D3 郭清 .　第 30 回日本内視鏡外科学会総会 , 2017,( 京
都 ),[ 示説 ]

140　重吉　到 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 筒
山将之 , 内野大倫：一時的回腸人工肛門造設の工夫と成績.　
第 72 回日本大腸肛門病学会学術集会 , 2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

141　大内　晶 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 川上次郎 , 筒山将之 , 重吉　到 , 清水泰博：右側結
腸癌に対する腹腔鏡下全結腸間膜切除 +D3 郭清～開腹手
術と同等の根治性を目指して～ .　第 72 回日本大腸肛門
病学会学術集会 , 2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

142　木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 筒山将之 , 大内　晶 , 内
野大倫：下部直腸癌に対する腹腔鏡下側方リンパ節郭清
の手技・成績 .　第 72 回日本大腸肛門病学会学術集会 , 
2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

143　筒山将之 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 重
吉　到 , 内野大倫：骨盤内臓全摘術後における骨盤死腔
炎の臨床的検討 .　第 72 回日本大腸肛門病学会学術集会 , 
2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

144　 小 森 康 司： 第 72 回 日 本 大 腸 肛 門 病 学 会 学 術 集 会 , 
2017,( 福岡 ),[ 座長 ]

145　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 筒山将之 , 重
吉　到 , 内野大倫：がん専門病院における潰瘍性大腸炎
に合併した Colitis cancer 手術症例の現状 .　第 72 回日本
大腸肛門病学会学術集会 , 2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

146　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 大内　晶 , 筒山将之 , 重吉　到 , 清水泰博：下部進
行直腸癌に対する側方郭清の適応と治療成績 .　第 79 回
日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ パネルディスカッ
ション ]

147　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 大内　晶 , 筒山将之 , 重吉　到 , 清水泰博：側方郭
清後再発リンパ節手術の要点とトラブルシューティング .　
第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ ビデオシン
ポジウム ]

148　筒山将之 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：当科におけるマルチフラップ
ゲートを有効利用した腹腔鏡下手術での創感染対策の工
夫 .　第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

149　林　大介 , 夏目誠治 , 千田嘉毅 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久 , 大城
泰平 , 檜垣栄治 , 清水泰博：当院における 80 歳以上の高
齢者膵癌症例の検討 .　第 79 回日本臨床外科学会総会 , 
2017,( 東京 ),[ ワークショップ ]

150　清水泰博：第 79 回日本臨床外科学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 座
長 ]

151　内野大倫 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣誠治 , 清水泰博：当院における高齢者直腸手
術症例の検討 .　第 79 回日本臨床外科学会総会 , 2017,( 東
京 ),[ 口演 ]
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脈瘤を認めた 1 例 .　第 30 回日本内視鏡外科学会総会 , 
2017,( 京都 ),[ 示説 ]

173　安部哲也 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 安　炳九 , 伊
藤誠二 , 小森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下
敬史 , 夏目誠治 , 大城泰平 , 清水泰博：胸腔鏡下食道切除
術における微細解剖に基づく 106recR 郭清 .　第 30 回日
本内視鏡外科学会総会 , 2017,( 京都 ),[Surgical Forum]

174　内野大倫 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤 友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：下部直腸癌に対する腹腔鏡下
ISR.　第 30 回日本内視鏡外科学会総会 , 2017,( 京都 ),[Sur-
gical Forum]

175　伊藤友一 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 檜垣栄治 , 大城泰平 , 夏
目誠治 , 植村則久 , 木下敬史 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 小森
康司 , 清水泰博：腹腔鏡下手術における肝圧排法「PRO-
LENE hanging ,(PH) 法」.　第 30 回日本内視鏡外科学会
総会 , 2017,( 京都 ),[ 口演 ]

176　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内晶 , 筒山将之 , 重吉　
到：病理組織学的所見からみた腹膜転移巣 (P1) 完全切除
を施行したＳｔａｇｅⅣ大腸癌の予後－大腸癌治療ガイ
ドラインを検証するー .　第 88 回大腸癌研究会 , 2018,( 東
京 ),[ 示説 ]

177　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 千田嘉毅 , 夏
目誠治 , 坂尾幸則 , 黒田浩章 , 清水泰博：原発巣の sided-
ness は再発大腸癌のサルベージ手術の成績に影響を及ぼ
すか .　第 88 回大腸癌研究会 , 2018,( 東京 ),[ 示説 ]

178　内野大倫 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：右側 / 左側結腸癌の初回切除
後および再発後の 治療成績の検討 .　第 88 回大腸癌研究
会 , 2018,( 東京 ),[ 示説 ]

179　三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 清水泰博：EndoRelief 細
胞鉗子を用いた 5-port/Reduced port 骨癌手術の工夫と
標準化 . 第 18 回 Needlescopic Surgery Meeting, 2018,( 京
都 ),[ 口演 ]

180　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 大内　晶 , 筒山将之 , 細井敬泰 , 重吉　到 , 安　炳九 , 

赤澤智之 , 林　大介 , 田中秀治 , 清水泰博：側方郭清後再
発リンパ節の再発手術の洋展とトラブルシューティング
Surgical techniques with the resection of lateral lymph 
node recurrences in rectal cancers.　第 14 回日本消化管
学会総会学術集会 , 2018,( 東京 ),[ 口演 ]

181　 小 森 康 司： 第 14 回 日 本 消 化 管 学 会 総 会 学 術 集 会 , 
2018,( 東京 ),[ 座長 ]

182　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：小腸に穿通した突発性腹腔
内デスモイド腫瘍の一例 .　第 49 回愛知臨床外科学会 , 
2018,( 名古屋 ),[ 口演 ]

183　内野大倫 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 小森康司 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 木下敬史 , 植村則久 , 夏目誠治 , 大城

163　大城泰平 , 小森康司 , 木下敬史 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 筒山将之 , 大内　晶 , 重吉　到 , 清水泰博：SMN 左
縁をランドマークとした右側結腸癌手術 .　第 30 回日本
内視鏡外科学会総会 , 2017,( 京都 ),[Surgical Forum]

164　大内　晶 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：下行結腸癌に対する腹腔鏡下
全結腸間膜切除 +D3 郭清 .　第 30 回日本内視鏡外科学会
総会 , 2017,( 京都 ),[ 口演 ]

165　細井敬泰 , 安部哲也 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目
誠治 , 大城泰平 , 清水泰博：右鎖骨下動脈起始異常を伴
う食道癌の 6 切除例 .　第 30 回日本内視鏡外科学会総会 , 
2017,( 京都 ),[ 口演 ]

166　千田嘉毅 , 夏目誠治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安部哲也 , 三
澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 植村則久 , 大城泰平 , 檜垣
栄治 , 清水泰博：当科における腹腔鏡下膵尾側切除術の
術式と手術適応の変遷 .　第 30 回日本内視鏡外科学会総
会 , 2017,( 京都 ),[ 示説 ]

167　衛藤　剛 , 大坪　大 , 三澤 一成 , 木下敬弘 , 長　晴彦 , 比
企直樹 , 土岐祐一郎 , 六車一哉 , 佐近雅宏 , 白石憲男 , 北
野正剛 ,( 腔鏡下胃切除術研究会）：Minimally invasive 
gastrectomy for advanced gastric cancer:current status 
and future perspective 多施設共同第 III 相試験からみた
腹腔鏡下幽門側胃切除術の進行胃癌へ適応拡大について .　
第 30 回日本内視鏡外科学会総会 , 2017,( 京都 ),[ 示説 ]

168　三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 檜垣栄治 , 大城泰平 , 植
村則久 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 千田嘉毅 , 安部哲也 , 小森
康司 , 清水泰博：腹腔鏡胃切除術・左側膵上縁領域にお
ける解剖と展開・郭清の工夫 .　第 30 回日本内視鏡外科
学会総会 , 2017,( 京都 ),[ 示説 ]

169　田中秀治 , 安部哲也 , 植村則久 , 檜垣栄治 , 細井敬泰 , 

安　炳九 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊
藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 大城泰平 , 清水泰博：右
aberrantV2 を伴う胸部食道癌に対して､ 胸腔鏡下食道切
除術を施行した 1 例 .　第 30 回日本内視鏡外科学会総会 , 
2017,( 京都 ),[ 示説 ]

170　筒山将之 , 木下敬史 , 小森康司 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 千田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目
誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：完全内臓逆位に合併した上
行結腸癌に対し、腹腔鏡下結腸右半切除術 D3 郭清を施
行した 1 例 .　第 30 回日本内視鏡外科学会総会 , 2017,( 京
都 ),[ 示説 ]

171　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千
田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 大内　晶 , 筒山将之 , 重吉　到 , 清水泰博：審査腹
腔鏡を施行した原発不明癌の 1 例 .　第 30 回日本内視鏡
外科学会総会 , 2017,( 京都 ),[ 示説 ]

172　國友愛奈 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 三澤一成 , 檜垣栄治 , 大
城泰平 , 夏目誠治 , 植村則久 , 木下敬史 , 千田嘉毅 , 安
部哲也 , 小森康司 , 清水泰博：胃癌術後に遅発生左肝動
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近位悪性骨腫瘍切除後の clavicula prohumero 法．口演､
第 90 回日本整形外科学会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ 口演 ]

003　小倉浩一，上原浩介，秋山　達，岩田慎太郎，原田裕介，
筑紫　聡，小林英介，丹澤義一，遠藤　誠，中谷文彦，
中馬広一：骨・軟部腫瘍における機能評価法．第 90 回日
本整形外科学会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ ポスター ]

004　綿貫宗則，保坂正美，吉田新一郎，秋山　達，福島　崇，
岩田慎太郎，筑紫　聡，井樋栄二：軟部肉腫広範切除後
の残存四頭筋断面積の経時的変化：多施設共同後ろ向き
研究．第 90 回日本整形外科学会学術集会 ,2017,( 仙台 ),[ ポ
スター ]

005　生田国大，西田佳弘，浦川　浩，筑紫　聡，新井英介，
濵田俊介，石黒直樹：悪性末梢神経鞘腫瘍患者における
手術成績．第 90 回日本整形外科学会学術集会 ,2017,( 仙
台 ),[ ポスター ]

006　秋田直洋，土持太一郎，関水匡大，市川瑞穂，新井英介，
筑紫　聡，服部浩佳，西田佳弘，前田尚子，堀部敬三：
当院で治療した骨肉腫再発例の検討．第 50 回日本整形外
科学会骨軟部腫瘍学術集会，2017,( 東京 ),[ ポスター ]

007　小澤英史，吉田雅博，鈴木周一郎，杉浦英志，西田佳弘，
筑紫　聡：胸膜 / 胸膜外発生 solitary fibrous tumor の臨
床的特徴．第 50 回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会，
2017,( 東京 ),[ ポスター ]

008　筑紫　聡，吉田雅博，小澤英史，鈴木周一郎，西田佳弘：
画像所見と組織学的所見からみた非円形軟部肉腫の安全
な切除縁．第 50 回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集
会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

009　吉田雅博，筑紫　聡，小澤英史，鈴木周一郎，西田佳弘：
骨・軟部発生血管肉腫の臨床学的特徴．第 50 回日本整形
外科学会骨軟部腫瘍学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

010　中村知樹，片桐浩久，紫藤洋二，山田健志，濵田俊介，
松峯昭彦，須藤啓広，山田　聡，筑紫　聡，永野昭仁，
石村大輔，西田佳弘：C-reactive protein は初診時遠隔転
移を有する軟部肉腫症例における予後不良因子である -
東海骨軟部腫瘍コンソーシアム共同研究 -．第 50 回日本
整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

011　新井英介，西田佳弘，浦川　浩，生田国大，濵田俊介，
石黒直樹，筑紫　聡：術前 inofamide・adriamycin 併用
化学療法の軟部肉腫に与える局所効果について．第 50 回
日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

012　生田国大，西田佳弘，筑紫　聡，浦川　浩，新井英介，
濵田俊介，石黒直樹：頸骨近位骨腫瘍に対する腫瘍用人
工膝関節置換術後伸展機構再建の成績．第 50 回日本整形
外科学会骨軟部腫瘍学術集会 , 2017,( 東京 ),[ 口演 ]

013　鈴木周一郎，筑紫　聡，吉田雅博，小澤英史：大腿骨転
移性骨腫瘍に対する手術方法の検討．第 50 回日本整形外
科学会骨軟部腫瘍学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

014　小澤英史，筑紫　聡，浦川　浩，生田国大，濱田俊介，
西田佳弘，佐藤　啓，下山芳江，中村栄男：右後頸部軟
部肉腫の一例．第 58 回東海骨軟部腫瘍研究会 ,2017,( 東
京 ),[ 口演 ]

015　鈴木周一郎，吉田雅博，筑紫　聡，小澤英史，橋本光義，

泰平 , 檜垣栄治 , 清水泰博：腹膜播種を伴う胃癌に対して
S-1+ パクリタキセル経静脈・腹腔内併用療法が著効し、
con ｖ ersion surgery 後に長期生存を得た 1 例 .　第 49
回愛知臨床外科学会 , 2018,( 名古屋 ),[ 口演 ]

184　外山貴洋 , 羽場　真 , 飯田章人 , 溝口直人 , 桐山論和 , 水
野伸匡 , 奥野のぞみ , 原　和生 , 清水泰博 , 成田　真 , 山
雄健次：膵鉤部に発生した粘液性嚢胞腫瘍 (MCN) の一例 . 
第 68 回日本消化器画像診断研究会 , 2018,( 東京 ),[ 口演 ]

185　清水泰博：第 68 回日本消化器画像診断研究会 , 2018,( 東
京 ),[ 座長 ]

186　小島　瞳 , 山口真澄 , 安形真由美 , 佐々木照美 , 木下敬史 , 

小森康司：ストーマ周囲創離開が術後補助化学療法中に
高度の皮膚障害へと悪化した高度肥満患者の 1 例 .　第
36 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会 , 
2018,( 札幌 ),[ 口演 ]

187　筒山将之 , 小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 大内　晶 , 清
水泰博：当科における一時的回腸人工肛門造設術の工
夫とその成績 .　第 36 回日本ストーマ排泄リハビリテー
ション学会総会 , 2018,( 札幌 ),[ パネルディスカッション ]

188　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 大城泰平 , 筒
山将之 , 内野大倫 , 國友愛奈：低位直腸吻合におけるカ
バーリングストーマの閉鎖困難症例の検討 .　第 36 回日
本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会 , 2018,( 札
幌 ),[ 示説 ]

189　伊藤誠二：第 90 回日本胃癌学会総会 , 2018,( 横浜 ),[ 座長 ]
190　三澤一成：第 90 回日本胃癌学会総会 , 2018,( 横浜 ),[ 座長 ]
191　小森康司 , 木下敬史 , 大城泰平 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 千

田嘉毅 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 植村則久 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 大内　晶 , 筒山将之 , 細井敬泰 , 重吉　到 , 安炳九 , 

林　大介 , 田中秀治 , 内野大倫 , 清水泰博：結腸癌術後吻
合部再発巣穿孔性腹膜炎の 1 例 .　第 64 回日本腹部救急
医学会総会 , 2018,( 東京 ),[ 口演 ]

192　重吉　到 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 伊藤友一 , 木下　平：
pStage Ⅱ / Ⅲ胃癌症例における術後合併症と長期予後
の関連性の検討 .　第 90 回日本胃癌学会総会 , 2018,( 横
浜 ),[ 示説 ]

193　大島　貴 , 吉川貴己 , 宮城洋平 , 森田智視 , 田邊和照 , 西
川和宏 , 伊藤友一 , 青山　徹 , 林　勉 , 利野　靖 , 増田宗
孝 , 横瀬智之 , 坂本純一：局所進行胃癌に対する術前補助
化学療法の予後予測マーカー検索 ,(COMPASS 試験バイ
オマーカー研究）.　第 90 回日本胃癌学会総会 , 2018,( 横
浜 ),[ 口演 ]

整形外科部

001　筑紫  聡，吉田雅博，小澤英史，鈴木周一郎，西田佳
弘：高齢者の悪性骨軟部腫瘍に対する治療 高齢者軟部
肉腫の治療成績．第 128 回中部日本整形外科災害外科学
会 ,2017,( 神戸 ),[ シンポジウム ] 

002　筑紫　聡，吉田雅博，小澤英史，鈴木周一郎，西田佳弘：
肩関節周囲悪性骨腫瘍切除後の肩関節再建手術 上腕骨
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泌尿器科部

001　曽我倫久人，景山拓海，小倉友二：2 因子で構成される
GP score(Gleason score X PSA 値 ) は、D‘Amico 分類
と比較して前立腺全摘除後の生化学的再発を有意に予測
する因子である . 第 105 回日本泌尿器科学会総会 ,2017,( 鹿
児島 ),[ 総会賞 ] 　

002　景山拓海，曽我倫久人，小倉友二：去勢抵抗性前立腺癌
に対するエンザルタミドの効果予測因子としての投与前
血清テストステロン値の測定方法別意義 . 第 105 回日本
泌尿器科学会総会 ,2017,( 鹿児島 ),[ 総会賞 ]

003　小倉友二，景山拓海，曽我倫久人：尿管皮膚瘻症例の検討 . 
第 105 回日本泌尿器科学会総会 ,2017,( 鹿児島 ),[ ポスター ]

004　曽我倫久人，古澤　淳，小倉友二：後腹膜アプローチに
よる , ロボット補助下根治的前立腺全摘除術の経験 . 第
62 回三重泌尿器科医会 ,2017,( 津 ),[ 口演 ]

005　曽我倫久人，景山拓海，古澤　淳，小倉友二：CRPC で
の enzalutamide 治療効果予測因子としての , 測定法別テ
ストステロン値の意義 . 第 55 回日本癌治療学会 ,2017.( 横
浜 ),[ 口演 ] 

006　小倉友二，古澤　淳，曽我倫久人：前立腺癌術後再発に
対する救済放射線療法の検討 , 照射線量と PSA 非再発率
の検討 . 第 55 回日本癌治療学会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

007　曽我倫久人，景山拓海，小倉友二：Indocyanine green 近
赤外蛍光法の , 腎部分切除術時における腫瘍部位認識補
助としての有効性 . 第 31 回日本泌尿器内視鏡学会 ,2017. 
( 徳島 ),[ ビデオ：総会賞 ] 

008　曽我倫久人，古澤　淳，小倉友二：ダヴィンチ Xi による
RARP 導入初期での , ミニマム創手術との比較 . 第 67 回
日本泌尿器科学会中部総会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ] 

009　曽我倫久人，古澤　淳，小倉友二：前立腺６カ所生検に
内側生検を加えることにより , がん検出率は改善する . 第
33 回前立腺シンポジウム ,2017,( 品川 ),[ ポスター ]

010　曽我倫久人，古澤　淳，小倉友二：腎部分切除術時にお
ける ,Indocyanine green 近赤外蛍光法の腫瘍部位認識補
助としての有効性 . 第 10 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡
外科学会 ,( 東京 ),[ パネルディスカッション ] 

011　曽我倫久人，景山拓海，古澤　淳，小倉友二：2017 年度 ,
愛知県がんセンター中央病院の手術統計 . 第 63 回三重泌
尿器科医会 ,2018,( 津 ),[ 口演 ] 

012　曽我倫久人，景山拓海，古澤　淳，小倉友二：ダヴィン
チ Xi による RARP と , ミニマム創前立腺全摘除との比較
検討 . 第 63 回三重泌尿器科医会 ,2018,( 津 ),[ 口演 ] 

013　曽我倫久人，古澤　淳，小倉友二：3rd アームによる腫
瘍牽引が有益であった , 腎上極腫瘍に対する RAPN の 1
例 . The 9th Tokai Robotic Urology Symposium,2018,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

森　俊輔，谷田部  恭：左大腿軟部腫瘍の 1 例．第 58 回
東海骨軟部腫瘍研究会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

016　筑紫　聡，吉田雅博，小澤英史，林　卓馬，西田佳弘：
高齢者軟部肉腫の治療戦略．第 55 回日本癌治療学会学術
集会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

017　小澤英史，吉田雅博，谷田部　恭，藤永一弥，林　卓馬，
筑紫　聡：肺原発性ユーイング肉腫ファミリー腫瘍の 1
症例．第 55 回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

018　筑紫　聡：サルコーマセンター開設後の現状 . 第９回自
由ヶ丘医会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

019　林　卓馬，筑紫　聡，吉田雅博，小澤英史，坂倉範昭，
石村大輔，兵藤伊久夫，坂尾幸則：胸壁合併切除を要し
たがん患者の術後合併症の検討．第 55 回日本癌治療学会
学術集会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

020　吉田雅博，筑紫　聡，小澤英史，林　卓馬：骨軟部悪
性腫瘍における Gemcitabine と Docetaxel 併用療法に
ついての検討．第１回サルコーマ治療研究学会学術集
会 ,2018,( 東京 ),[ ポスター ]

021　小澤英史，吉田雅博，林　卓馬，安藤正志，水野美香，
室　圭，筑紫　聡：進行性平滑筋肉腫の臨床的特徴．第
１回サルコーマ治療研究学会学術集会 ,2018,( 東京 )[ ポス
ター ]

022　林　卓馬，小澤英史，吉田雅博，筑紫　聡：当院にお
けるサルコーマセンター開設前後の患者受診行動の変化
についての検討．第１回サルコーマ治療研究学会学術集
会 ,2018,( 東京 ),[ 口演 ]

リハビリテーション部

001　吉田雅博，杉浦英志：膵癌骨転移の臨床的特徴．第 54 回
日本リハビリテーション医学会学術集会 ,2017,( 岡山 ),[ 口
演 ]

002　杉浦英志，吉田雅博，門野  泉，岡田貴士，西田佳弘：
大腿骨病的骨折術後の短期生命予後症例についての検討．
第 54 回日本リハビリテーション医学会学術集会 ,2017,( 岡
山 ),[ 口演 ]

003　前田明弘，伊藤敬太，吉田雅博：大腿骨近位部転移性骨
腫瘍　切迫骨折 / 病的骨折患者の術後機能の比較．第 2
回がんサポーティブケア学会 ,2017,( 埼玉 ),[ ポスター ]

004  高津  淳，花井信広，鈴木秀典：舌癌周術期 62 例におけ
る構音障害の音声学的・音響学的検討．第 41 回日本頭頸
部癌学会 ,2017, ( 京都 ),[ 口頭 ] 

005  髙津  淳，青山寿昭，和座雅浩：中咽頭癌治療後の嚥下リ
ハビリテーションに対する定量的解析．第 29 回日本嚥下
障害臨床研究会 ,2017,( 島根 ),[ 口頭 ] 

006　髙津  淳，青山寿昭，和座雅浩：中咽頭癌治療後の嚥下
リハビリテーションに対する定量的解析．第 23 回日本摂
食嚥下リハビリテーション学会学術大会 ,2018,( 千葉 ),[ 口
頭 ]
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sentation]
002　Sato Y, Inaba Y, Yamakado K：TACE combined with 

molecular-trageted agent (sorafenib). The 11th Meeting 
of the Society of Gatrointestinal Intervention-SGI2017, 
(Seoul.Korea),[Oral presentation]

003　Sato Y, Inaba Y, Murata S：Percutaneous management 
for afferent loop obstruction. The 11th Meeting of the 
Society of Gatrointestinal Intervention-SGI2017, (Seoul.
Korea),[Oral presentation]

004　Murata S, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Kato M, Onoda Y, 

Hasegawa T, Imai Y, Kimura K：Long tube insertion via 
percutaneous transesophageal gastrotubing route for 
patients with malignant bowel obstruction. The 11th 

Meeting of the Society of Gatrointestinal Interven-
tion-SGI2017,(Seoul.Korea),[Oral presentation]

005　Imai Y, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Kato M, Onoda Y, Mu-

rata S, Hasegawa T, Kimura K, Hara K：Comparison of 
percutaneous transhepatic gallbladder aspiration and 
drainage for acute cholecystitis after biliary stenting. 
The 11th Meeting of the Society of Gatrointestinal Inter-
vention-SGI2017,(Seoul.Korea),[Poster]

006　Sato Y, Inaba Y, Aramaki T, Sone M, Arai Y, Morita Y, Nishio-

fuku H, Tanaka T, Matsueda K, Miyazaki M：Hepatic arte-
rial infusion chemotherapy in patients with unresectable 
liver metastases from colorectal cancer refractory to 
standard systemic chemotherapy : multicenter retro-
spective study．Asia Pacfic Congress of Cardiovascular 
& Interventional Radiology-APSCVIR 2018, (Auckland 
New Zealand),[Oral presentation]

007　Murata S, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Kato M, Onoda Y, 

Hasegawa T, Imai Y： Long tube insertion via percutane-
ous transesophageal gastrotubing route for patients with 
malignant bowel obstruction．Asia Pacfic Congress of 
Cardiovascular & Interventional Radiology-APSCVIR 
2018, (Auckland New Zealand),[Poster]

008　Murata S, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Kato M, Onoda Y, 

Hasegawa T, Imai Y ： Embolization for tumor bleeding of 
the brachiocephalic artery area．Asia Pacfic Congress 
of Cardiovascular & Interventional Radiology-APSCVIR 
2018, (Auckland New Zealand),[Poster]

009　Hasegawa T, Kuroda H, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Murata 

S, Kato M, Onode Y, Sakao Y：The utility of mixture of 
“lipiodol-indigo carmine-lidocaine gel” for preoperative 
pulmonary nodule localization．Society of Interventional 
Radiology-SIR2018, (Los Angeles USA),[Poster]

010　稲葉吉隆：IVR11：塞栓 2・その他．第 76 回日本医学放
射線学会 ,2017,( 横浜 ),[ 座長 ]

011　佐藤洋造：B-TACE のエビデンス．第 46 回日本 IVR 学
会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演 ]

012　長谷川貴章，山中隆嗣，郷原英夫，宮崎将也，山門亨一郎：
Tlb 腎癌に対するアブレーション治療：多施設共同後方
視的研究．第 46 回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演 ]

婦人科部

001　Mizuno M：The study of unility and safety of robot-as-
sisted laparoscopic hysterectomy for early cervical 
cancer, ～ Progress reports ～ .(18th APAGE Annual Con-
gress2017,(Okayama),[ 口演 ]

002　森  正彦，宇野あす香，清水裕介，近藤紳司，水野美香：
乳癌既往を有する子宮体がん 73 症例の検討 . 第 69 回日
本産科婦人科学会学術講演会 ,2017,( 広島 ),[ ポスター ]

003　使河原利哉，水野美香，坂田  純，内海  史，関谷龍一郎，
鈴木史朗，梶山広明，柴田清住，吉川史隆：卵巣明細胞
癌における 5-aminolevulinic acid を用いた光線力学療法
の検討 . 第 69 回日本産科婦人科学会学術講演会 ,2017,( 広
島 ),[ ポスター ]

004　梶山広明，河井通泰，水野公雄，山室  理，小口秀紀，
水野美香，吉川史隆：初期卵巣癌に対する妊孕性温存手
術　拡大 vs 温存：傾向スコア用いた長期生存解析の結
果から . 第 59 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 ,2017,( 熊
本 ),[ 口演 ]

005　水野美香，森  正彦，近藤紳司，坪内寛文：当院におけ
る子宮頸癌に対するロボット支援腹腔鏡下子宮全摘術の
導入. 第57回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会,2017,

（岡山 ),[ 口演 ]
006　服部諭美，水野美香，近藤紳司，森  正彦：骨盤内から

臀部に広範に進展した侵襲性血管粘液腫 aggressive angi-
omyxoma の 1 例 . 第 105 回愛知産科婦人科学会学術講演
会 ,2017, ( 名古屋 ),[ 口演 ]

007　井上修作，伊藤秀美，細野覚代，水野美香，加藤聖子，
松尾恵太郎：日本の婦人科がん高齢患者の相対生存率 . 
第 76 回日本癌学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

008　水野美香：産婦人科領域におけるレーザー治療の現状と
展望 子宮頸部上皮内腫瘍に対する 5-aminolevnic acid を
用いた photodynamic therapy の検討　臨床試験結果よ
り . 第 38 回日本レーザー医学会総会 ,2017,( 横浜 ),[ シン
ポジウム ]

009　水野美香，森  正彦，井坂惠一：ロボット支援腹腔鏡
下子宮全摘術の導入 . 第 30 回日本内視鏡外科学会総
会 ,2017,( 京都 ),[ ポスター ]

010　水野美香，服部諭美，坪内寛文，森  正彦，近藤紳司：婦
人科悪性腫瘍に対する腹腔鏡下手術の転帰 case reports
より . 第 106 回愛知産科婦人科学会学術講演会 ,2017,( 名
古屋 ),[ 口演 ]

放射線診断　ＩＶＲ部

001　Hasegawa T, Yamanaka T, Gobara H, Miyazaki M, Yamakado 

K：Comparison of clinical outcomes of radiofrequency 
ablation and cryoablation for cT1b renal cell carcinoma. 
Cardiovascular and Interventional Radiological Society 
of Europe-CIRSE2017, (Copenhagen,Denmark),[Oral pre-
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029　村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，
小野田　結，長谷川貴章，今井勇伍，千田嘉毅，夏目誠治，
清水泰弘：肝細胞癌術後早期再発症例の検討．第 53 回日
本肝癌研究会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

030　佐藤洋造，稲葉吉隆，西尾福英之，藤森将志，池田公
史，山門亨一郎：TACE における塞栓物質・抗癌剤の選
択 エビデンス構築への取り組み．第 53 回日本肝癌研究
会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

031　佐藤洋造：HCC に対するソラフェニブ療法 今後の展望．
第 28 回北海道肝がん研究会 ,2017,( 札幌 ),[ 講演 ]

032　村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，
小野田　結，長谷川貴章，今井勇伍，木村佳奈子：肝細
胞癌術後早期再発症例の検討．第 62 回中部ＩＶＲ研究
会 ,2017,( 富山 ),[ 口演 ]

033　稲葉吉隆，村田慎一，今井勇伍，山浦秀和，佐藤洋造，
小野田　結，加藤弥菜，長谷川貴章，木村佳奈子：経皮
的胃瘻造設における胃壁固定具ガストロペクシーの使用
経験．第 62 回中部ＩＶＲ研究会 ,2017,( 富山 ),[ 口演 ]

034　今井勇伍，稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，小野田　結，
加藤弥菜，長谷川貴章，木村佳奈子：DewX を用いて設
置した中心静脈ポートにおけるカテーテル損傷の検討．
第 62 回中部ＩＶＲ研究会 ,2017,( 富山 ),[ 口演 ]

035　佐藤洋造，稲葉吉隆，西尾福英之，保本　卓，中塚豊真，
松尾国弘，児玉芳尚，大久保裕直，阿保大介，高木治行，
山門亨一郎，廣田省三：BCLC stage C の進行肝細胞癌
を対象としたソラフェニブと肝動脈化学塞栓療法の併用
療法の第Ⅱ相試験 (STAB study)．第 15 回日本臨床腫瘍
学会 ,2017,( 神戸 ),[ ポスター ]

036　Hasegawa T, Yamanaka T, Gobara H, Miyazaki M, Yamakado 

K：Comparison of clinical outcomes of radiofrequency 
ablation and cryoablation for cT1b renal cell carcinoma : 
multi-center Study．第 15 回日本臨床腫瘍学会 ,2017,( 神
戸 ),[ 口演 ]

037　長谷川貴章，山中隆嗣，郷原英夫，宮崎将也，山門亨一
郎：T1b 腎癌に対するアブレーション治療の多施設共同
後方視的研究：ラジオ波焼灼術と凍結療法の比較．第 18
回 RFA・凍結療法研究会 ,2017,( 金沢 ),[ 口演 ]

038　村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，
小野田 結，長谷川貴章，今井勇伍，木村佳奈子：肝細
胞癌術後早期再発症例の検討．第 42 回リザーバー研究
会 ,2017,( 高野 ),[ 口演 ]

039　佐藤洋造，稲葉吉隆，新槇　剛，曽根美雪，荒井保明，
森田吉多佳，西尾福英之，田中利洋，松枝　清，宮崎将
也：全身化学療法不応後の切除不能大腸癌肝転移に対す
る肝動注化学療法の実態調査．第 42 回リザーバー研究
会 ,2017,( 高野 ),[ 口演 ]

040　今井勇伍，稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，
小野田結，村田慎一，長谷川貴章，木村佳奈子：DewX
を用いて設置した中心静脈ポートにおけるカテーテル損
傷の検討．第 42 回リザーバー研究会 ,2017,( 高野 ),[ 口演 ]

041　佐藤洋造：カテーテル留置手技．第 42 回リザーバー研究
会 ,2017,( 高野 ),[ 講演 ]

013　今井勇伍，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田　結，
加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，
山口久志，原　和生：胆管ステント留置後の急性胆嚢炎
に対して行った PTGBA と PTGBD の比較検討．第 46
回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演 ]

014　稲葉吉隆：マイクロスフィア使用に当たっての工夫．第
46 回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 座長 ]

015　佐藤洋造，竹内義人，森下博之，濱口真吾，坂本憲昭，
徳江浩之，米満尚史，村上健司，藤原寛康，祖父江慶太郎：
血管塞栓術に用いる NBCA のガイドライン 2012．第 46
回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 講演 ]

016　稲葉吉隆：HCC 治療のアルゴリズムと cTACE の適応．
第 46 回日本 IVR 学 ,2017,( 岡山 ),[ 講演 ]

017　稲葉吉隆：IVR 技術のいろは 6　カテーテル挿入．第 46
回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 座長 ]

018　長谷川貴章：ポスターセッション 12　泌尿生殖器 1．第
46 回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 座長 ]

019　村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，
小野田　結，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志，
今井勇吾，夏目誠治，千田嘉毅，清水泰博：肝細胞癌術
後早期再発症例の検討．第 46 回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡
山 ),[ ポスター ]

020　福嶋敬子：メディカルスタッフセッション 2 看護 2．第
46 回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 座長 ]

021　小沢あゆみ，福嶋敬子，山口真澄，松尾育未，奥田孝光，
山田英光子，大橋みどり，中山衣代，稲葉吉隆，佐藤洋造，
清水淳一：CV ポート設置におけるクリニカルパスバリ
アンス分析．第 46 回日本 IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演 ]

022　服部寿史，浅井　翼，米澤祐司，安部忠臣，流　真治，
松島　秀，稲葉吉隆：血管撮影装置でのデジタルズーム
機能による透視線量増加割合の検討．第 46 回日本 IVR
学会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演 ]

023　稲葉吉隆：非血管系ステントの Case Based Discussion．
第 35 回日本 Metallic Stents & Grafts 研究会 ,2017,( 岡
山 ),[ 座長 ]

024　稲葉吉隆：上部消化管．第 35 回日本 Metallic Stents & 
Grafts 研究会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演 ] 

025　佐藤洋造：消化管ステント．第 35 回日本 Metallic Stents 
& Grafts 研究会 ,2017,( 岡山 ),[ 座長 ]

026　佐藤洋造：消化管ステント基本事項：食道ステントを
中 心 に． 第 35 回 日 本 Metallic Stents & Grafts 研 究
会 ,2017,( 岡山 ),[ 講演 ] 

027　佐藤洋造，村田慎一，金原佑樹，守永広征，長谷川貴章，
今井勇伍，小野田　結，山浦秀和，稲葉吉隆，原　和生，
奥野のぞみ：重症急性膵炎後の腹部腫瘍に対して腫瘍空
から体外に留置した消化管ステントを介した内視鏡下ネ
クロゼクトミーが有効であった 1 例．第 3 回日本穿刺ド
レナージ研究会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

028　村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，
小野田　結，長谷川貴章：化学療法後再燃症例における
画像ガイド下再生検の有用性の検討．第 3 回日本穿刺ド
レナージ研究会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]
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carcinoma. The 5th Japan-Taiwan Radiation Oncology 
Symposium,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

004　Chiyoko Makita, Takeshi Kodaira, Hiroyuki Tachibana, Na-

tuso Tomita, Yutato Koide, Makoto Ito, Daiki Kato, Takashi 

Daimon：Comparison of clinical outcomes of different 
radiation strategies in postoperative radiotherapy for 
patients with head and neck squamous cell carcinoma: a 
propensity-score matched analysis.The 5th Japan-Taiwan 
Radiation Oncology Symposium, 2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

005　H Shimizu*, K Sasaki, H Tachibana, N Tomita, C Makita, K 

Nakashima, K Yokoi, T Kubota, T Iwata, T Kodaira：Analy-
sis of Modulation Factor to Reduce the Delivery Time of 
Head and Neck Cases in Helical Tomotherapy.　 AAPM 
2017 59th annual meeting & exhibition,2017,(Denver),[ ポ
スター ]

006　H Shimizu*, K Sasaki, M Ito , T Aoyama, H Tachibana, N 

Tomita, C Makita, Y Koide, T Iwata, T Kodaira：Robustness 
of the Organ Doses Related to Setup Error in Helical 
Tomotherapy Planning of Restricted Incident Beam 
Angles.　 AAPM 2017 59th annual meeting & exhibi-
tion,2017,(Denver),[ ポスター ]

007　T Aoyama*, H Shimizu, M Ando, T Isomura, K Nakashima, K 

Yokoi, T Iwata, H Tachibana, T Kodaira：Improvement of 
the Positional Reproducibility of Head and Neck Cancer 
Patient Using the Orbitomeatal Angle in Radiotherapy.　 
AAPM 2017 59th annual meeting & exhibition,2017,(Den-
ver),[ ポスター ]

008　Seiichiro Mitani, Shigenori Kadowaki, Isao Oze, Yukiya Nar-

ita, Hiroya Taniguchi, Takashi Ura, Masahiro Tajika, Chieko 

Makita, Takeshi Kodaira4), Norihisa Uemura,Tetsuya Abe, Kei 

Muro：Risk of second malignancies after definitive ther-
apy for esophageal cancer : a competing risk analysis.
ESMO 2017 congress,2017,(Madrid Spain),[ ポスター ]

009　C. Makita, T. Kodaira, H. Tachibana, N. Tomita, I. Makoto, Y. 

Koide, D. Kato, Y. Koide, Y. Fukuda, D. Nishikawa, H. Suzu-

ki, N. Daimon, and Y. Hasegawa：　Comparison of clinical 
outcome of different radiation strategies in postoperative 
radiotherapy for patients with head and neck squamous 
cell carcinoma: a propensity-score matched analysis.　 
59th Annual meeting of the American Society for Thera-
peutic Radiation and Oncology 2015,2017,(San Diego),[ 口
演 ]

010　M. Nozaki, Y. Kagami, T. Shibata, K. Nakamura, Y. Ito, Y. 

Nishimura, Y. Kawaguchi, Y. Saito, Y. Nagata9, Y. Matsumoto, 

T. Akimoto, T. Nishimura, T. Uno, K. Tsujino, M. Kataoka, 

T. Kodaira, K. Shiraishi, K. Inoue, F. Isohashi, M. Hiraoka, 

K. Karasawa, S. Izumi, H. Sakurai.：A clinical trial on hy-
pofractionated whole-breast irradiation after breast-con-
serving surgery.　 60th Annual meeting of the Amer-
ican Society for Therapeutic Radiation and Oncology 
2015,2018,(San Antonio),[ ポスター ]

011　Yokose S, Komori M, Kamomae T, Shimizu H, Okudaira K, 

042　佐藤洋造：IVR 医からみた TKI 治療の使いどころ～
Evidence と Clinical practice ～．第 42 回リザーバー研究
会 ,2017,( 高野 ),[ 講演 ]

043　稲葉吉隆：CV ポート①．第 42 回リザーバー研究会，
2017,( 高野 ),[ 座長 ]

045　山田英光子，福嶋敬子，山口真澄，小沢あゆみ，松尾育未，
奥田孝光，大橋みどり，中山衣代，清水淳市，佐藤洋造，
稲葉吉隆：CV ポート設置パスにおけるバリアンス分析
による改善．第 42 回リザーバー研究会 ,2017,( 高野 ),[ 口演 ]

046　佐藤洋造，稲葉吉隆，新槇　剛，曽根美雪，荒井保明，
森田吉多佳，西尾福英之，田中利洋，松枝　清，宮崎将
也：全身化学療法不応後の切除不能大腸癌肝転移に対す
る肝動注化学療法の実態調査．第 63 回中部・第 64 回関
西 IVR 合同研究会 ,2018,( 長久手 ),[ 口演 ]

047　長谷川貴章，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，村田慎一，
今井勇伍，黒田浩章，坂田省三，坂倉範昭，水野鉄也，
有村隆明，坂尾幸則：インジゴカルミン・リピオドール
混合液による術前肺マーキングの検討．第 63 回中部・第
64 回関西 IVR 合同研究会 ,2018,( 長久手 ),[ 口演 ]

048　今井勇伍，稲葉吉隆，出嶋育朗，木村佳奈子，長谷川貴
章，村田慎一，加藤弥菜，小野田結，佐藤洋造，山浦秀和：
縦隔膿瘍に対する経鼻経食道ドレナージ．第 63 回中部・
第 64 回関西 IVR 合同研究会 ,2018,( 長久手 ),[ 口演 ]

049　稲葉吉隆，長谷川貴章，出嶋育朗，木村佳奈子，今井勇
伍，村田慎一，加藤弥菜，小野田結，佐藤洋造，山浦秀和：
IVR を予定した高度血小板減少を伴う肝細胞癌症例での
ルストロンボパグ錠（ムルプレタ錠 ®）の使用経験．第
63 回中部・第 64 回関西 IVR 合同研究会 ,2018,( 長久手 ),[ 口
演 ]

050　村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田結，
加藤弥菜，長谷川貴章，今井勇伍，木村佳奈子，出嶋育
朗：悪性消化管狭窄に対する PTEG ルートからのロング
チューブ挿入．第 63 回中部・第 64 回関西 IVR 合同研究
会 ,2018,( 長久手 ),[ 口演 ]

051　出嶋育朗，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田　結，
加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，今井勇伍，木村佳奈子，
水野鉄也，金原佑樹：気管支断端瘻に対して経皮的塞栓
術を行った 1 例．第 63 回中部・第 64 回関西 IVR 合同研
究会 ,2018,( 長久手 ),[ 口演 ]

放射線治療部　

001　Takeshi Kodaira：ESTRO 36,2017,(Viena),[ 口演 ] 
002　Takeshi Kodaira：Moderator Session 4, Head and Neck, 

CNS.The 5th Japan-Taiwan Radiation Oncology Sympo-
sium,2017,( 神戸 ),[ 座長 ]

003　Makoto Itoh, Hidetoshi Shimizu, Takahiro Aoyama, Daiki 

Kato, Yutaro Koide, Chiyoko Makita, Natsuo Tomita, Hiroyu-

ki Tachibana, Takeshi Kodaira, Tsuneo Ishiguchi：Examina-
tion of the planning technique using Helical Tomothera-
py aiming at lung dose reduction for cervical esophageal 
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029　清水秀年，佐々木浩二，青山貴洋，久保田隆士，福間宙志，
岩田　徹，立花弘之，古平　毅：頭頸部癌の捻れに対応
した放射線治療用患者位置補正台の開発 . 第 45 回日本放
射線技術学会秋期学術大会 ,2017,( 広島 ),[ 口演 ]

030　小出雄太郎，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，安部哲也，
室  圭，田近正洋，丹羽康正，牧田智誉子，伊藤　誠，
伊藤善之，長縄慎二：Ⅰ期食道癌の根治的放射線治療の
臨床成績．第 55 回癌治療学会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

031　三谷誠一郎，尾瀬　功，門脇重憲，成田有季哉，谷口浩也，
宇良　敬，安藤正志，田近正洋，牧田智誉子，古平　毅，
植村則久，安部哲也，室　圭：競合リスクモデルを用い
た食道癌根治治療後の他臓器癌発生リスクの検討．第 55
回癌治療学会 ,2017, ( 横浜 ),[ ポスター ]

032　清水秀年：放射線治療 ( 治療計画・検証 ) ．第 10 回中部
放射線医療技術学術大会 ,2017,( 岐阜 ),[ 座長 ]

033　北川智基，清水秀年，青山貴洋，磯村泰己：小照射野の
出力係数におけるプラスチックシンチレーション検出器
の検討．第 10 回中部放射線医療技術学術大会 ,2017,( 岐
阜 ),[ 口演 ]　

034　磯村泰己，青山貴洋，清水秀年，中山雅詞，横井和志：
厚みに傾斜がついた 6 軸補正寝台における仮想寝台の検
討．第 10 回中部放射線医療技術学術大会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口
演 ]

035　青山貴洋，清水秀年，横井和志，流　真治，古平　毅：
多分割 Atras-based auto segmentation の有用性．第 10
回中部放射線医療技術学術大会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

036　古平　毅：「どうしてますか？緩和治療の方針決定」．第
30 回日本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 座長 ]

037　富田夏夫，足達　崇，田中　寛，加藤大貴，小出雄太郎，
牧田智誉子，立花弘之，古平　毅：長期内分泌治療併用
された前立腺癌患者に対する線量増加の意義．第 30 回日
本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

038　牧田智誉子，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，小出雄太郎，
田中　寛，加藤大貴，足達　崇：頭頸部扁平上皮癌の術
後放射線治療症例に対する検討 . 第 30 回日本放射線腫瘍
学会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

039　小出雄太郎，富田夏夫，立花弘之，牧田智誉子，田中　寛，
加藤大貴，足達　崇，古平　毅：3cm 以上の転移性脳腫
瘍に対するトモセラピーを用いた定位放射線治療 . 第 30
回日本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

040　加藤大貴，足達  崇，田中　寛，小出雄太郎，牧田智誉子，
富田夏夫，立花弘之，古平　毅：局所進行肛門管癌の治
療成績．第 30 回日本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

041　中島貴子，野田順子，朝井哲也，牧田智誉子，西川大輔，
宇良  敬，古平　毅：頭頸部がん化学放射線療法におけ
る予防的胃瘻造設が臨床経過に及ぼす影響の検討．第 30
回日本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

042　青山貴洋，清水秀年，立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，
小出雄太郎，岩田　徹，古平　毅：ヘリカルトモセラピー
と強度変調回転照射を用いた多発脳定位放射線治療の線
量比較 . 第 30 回日本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]　

043　田中　寛，古谷智久，二瓶圭二，熊崎　祐，西村英輝，

Kawabata F, Oguchi H：A sensitivity calibration of radio-
photoluminescent glass dosimeter for scattered thera-
peutic x-ray　in water equivalent phantom．第 113 回日
本医学物理学会学術大会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

012　Takeshi Kodaira：International symposium Treatment 
strategy for head and neck cancer IMRT for head and 
neck cancer. 第 30 回日本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 演
者 ]

013　古平　毅：治療．第 76 回日本医学放射線学会総会 ,2017,( 横
浜 ) ,[ 座長 ]

014　清水秀年：放射線治療 計測 ( 演題番号 362-365)．第 73 回
日本放射線技術学会総会学術大会 ,2017,( 横浜 ),[ 座長 ]

015　古平　毅：HPV+ 頭頸部癌の放射線治療の現状．10th 
Advisory Board Meeting for SCCHN,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

016　古平　毅：頭頸部癌治療に IMRT が与えた影響・我が国
における頭頸部癌 IMRT の現状 ．第 41 回日本頭頸部癌
学会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

017　藤井博文，林　隆一，丹生健一，中溝宗永，古平　毅，
西野　宏，齋藤祐毅：喉頭・下咽頭癌における喉頭温存
治療法のガイドラインへの反映．第 41 回日本頭頸部癌学
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

018　牧田智誉子，古平　毅，立花弘之，小出悠介，福田裕次郎，
西川大輔，鈴木秀典，花井信広，長谷川泰久：上顎洞癌
に対する放射線治療症例の検討．第 41 回日本頭頸部癌学
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

019　植村則久，安部哲也，川上次郎，細井敬泰，室　圭，宇
良　敬，丹羽康正，田近正洋，古平　毅，牧田智誉子：
当院におけるサルベージ手術の成績と問題点．第 70 回日
本食道学会 ,2017,( 軽井沢 ),[ 口演 ]

020　古平　毅：頭頸部癌の放射線治療 多様化する治療と精密
放射線治療への期待．神戸大講演 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

021　古平　毅：化学放射線療法の現状と問題　– 適切な ERT
使用への考案 . 第 5 回西日本中部地区頭頸部腫瘍研究
会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演 ]

022　清水秀年，松山勝哉：放射線治療装置のコミッショング
と継続的な品質管理の開始．東海放射線腫瘍研究会 第
45 回技術部会 ,2017,( 岐阜 ),[ 座長 ]

023　青山貴洋：各施設における固体ファントムスケーリン
グの取り扱い．東海放射線腫瘍研究会 第 45 回技術部
会 ,2017,( 岐阜 ),[ 口演 ]

024　古平　毅：頭頸部がんに対する IMRT の勘どころ．第 19
回放射線腫瘍学夏期セミナー ,　2017,( 岩手 ),[ 口演 ]

025　古平　毅：局所進行頭頸部がんの放射線治療の現状と
治療完遂のポイント．Head and Neck Summit,2017,( 東
京 ),[ 講演 ]

026　清水秀年：固定具の作成 －頭頸部－ , 他 2 題．平成２９
年度日本放射線治療専門放射線技師認定機構 統一講習会
( 東海地区 ),2017,( 愛知 ),[ 座長 ]

027　古平　毅：頭頸部癌の IMRT 最新のエビデンスと治療の
コツ．和歌山腫瘍センター勉強会 ,2017,( 和歌山 ),[ 講演 ]

028　古平　毅：それぞれの癌 がん治療にまつわる Update 頭
頸部癌．第 55 回癌治療学会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]



─ 115 ─

門．日本家族研究・家族療法学会ワークショップ ,2017,( 東
京 ),[ ワークショップ ]

006　小森康永：私の考える精神腫瘍学～緩和ケアと時間．緩
和ケアフォーラム in 枚岡 ,2018,( 東大阪市 ),[ 講演 ]

看護部

001　青山寿昭：病院で勤務する摂食・嚥下障害看護認定看護
師の地域での活動．日本摂食嚥下障害看護研究会,2017,(金
沢 ),[ 口演］

002　南谷志野：看護助手との業務分担阻害要因に基づく看護
師 ‐ 看護助手の協働／業務分担推進に向けた取り組み．
第 21 回日本看護管理学会学術集会 ,2017,( 神奈川 ),[ 口演］

003　吉川  惠：進行肺癌患者の就労実態調査と就労阻害因
子の検討．第 55 回日本癌治療学会学術集会 ,2017,( 神奈
川 ),[ デジタルポスター ]

004　岩井美世子 , 船崎初美 , 鈴木秀典：頭頸部がん化学放射線
療法が就労に及ぼす影響．第 32 回日本がん看護学会学術
集会 ,2018,( 千葉 ),[ 口演 ]

005　井上さよ子 , 花出正美 , 小野桂子 , 林　美子 , 他：「がんを
知って歩む会」の新規立ちあげ・運営に関する医療者の
ニーズと課題．日本緩和医療学会 ,2017,( 横浜 ),[ 示説］

006　井上さよ子 , 大島祐美 , 濱口由美子：婦人科がん患者の終
末期の家族支援について　- 障害を抱えた子を持つ高齢者
への支援－．日本家族看護学会 ,2017,( 千葉 ),[ 示説］

007　中島貴子 , 野田順子 , 朝井哲也 , 牧田智誉子 , 西川大輔 , 
宇良  敬 , 古平  毅：頭頸部がん化学放射線療法における
予防的胃瘻増設が臨床経過に及ぼす影響の検討．第 30 回
日本放射線腫瘍学会学術集会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

008　山口真由美 , 石井房世 , 枡田ゆかり , 池松裕子：愛知県集
中ケア認定看護師会の活動報告．集中治療医学会学術集
会 ,2018,( 東京 ),[ 示説 ]

009　谷川　綾 , 宮武美智代 , 藤井博子 , 山崎祥子：がん専門病
院 1 施設の混合病棟における患者安全への意識に関する
調査．第 48 回日本看護学会 - 看護管理 -,2017,( 北海道 ),[ 示
説］

010　中山衣代：変則勤務を導入した内視鏡体制の取り組
みから見えたこと．第 79 回日本消化器内視鏡技師学
会 ,2017,( 福岡 ),[ 口演 ]

011　山田英光子 , 福嶋敬子 , 山口真澄 , 小沢あゆみ , 松尾育未
奥 , 田孝  光 , 大橋みどり , 中山衣代 , 清水淳市 , 佐藤洋造 , 
稲葉吉隆：ＣＶポート設置パスにおけるバリアンス分析
による改善．第 42 回リザーバー研究会 ,2017,( 和歌山 ),[ 口
演 ]

012　小沢あゆみ，福嶋敬子，山口真澄，松尾育未，奥田孝光，
山田英光子，大橋みどり，中山衣代，稲葉吉隆，佐藤洋造，
清水淳市：CV ポート設置術におけるクリニカルパスバ
リアンス分析．IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 口演］

013　福嶋敬子 , 山口真澄 , 小川明信 , 中山衣代 , 清水淳市 , 佐
藤洋造 , ( 他　他施共同者 6 名）：「顔の見える関係」構築
を目指して愛知県クリニカルパス研究会の活動紹介．第

中山雅史，鹿間直人，唐澤克之：転移性脊髄腫瘍に対す
る定位放射線治療に関する多施設前向き実施可能性試験．
第 30 回日本放射線腫瘍学会 ,2017,( 大阪 ),[ 口演 ]

044　古平　毅：頭頸部がん放射線治療のエビデンス　ー時間・
生物・物理の修飾による治療成績の向上．札幌医科大学
腫瘍診療センター講演会 ,2017,( 札幌 ),[ 講演 ]

045　立花弘之：臨床腫瘍学特論　放射線腫瘍学「がんの放射
線治療の理論と実際」．　名城大学薬学部大学院 ,2017,( 名
古屋 ),[ 講議 ]

046　清水秀年：愛知県がんセンター中央病院における放射線
治療品質管理室の活動について . 第 11 回南九州地域放射
線治療技術合同研究会 ,2018,( 宮崎 ),[ 講演 ]

047　清水秀年：ヘリカルトモセラピーによる放射線治療 . 成
田記念病院　勉強会 ,2018,( 愛知 ),[ 講演 ]

048　立花弘之：「放射線治療における支持療法 . 大分赤十字病
院　放射線治療研修会 ,　2018,( 大分 ),[ 講演 ]

049　加藤大貴，足達  崇，小出雄太郎，田中　寛，富田夏夫，
立花弘之，古平  毅：局所進行肛門管癌の治療成績．第
31 回日本高精度外部照射研究会 ,2018,( 大阪 ),[ ポスター ]

050　古平　毅：肺，前立腺 . 第 31 回日本高精度外部照射研究
会 ,2018,( 大阪 ),[ 座長 ]

051　立花弘之：治療 前立腺．日本医学放射線学会第 163 回中
部地方会 ,2018,( 愛知 ),[ 座長 ]

052　 古 平　 毅： 特 別 講 演 座 長． 第 36 回 頭 頸 部 腫 瘍 研 究
会 ,2018,( 愛知 ),[ 世話人 ]

053　田中　寛：椎体定位放射線治療の対象症例に関して．東
海大学医学部 ,2018,( 神奈川 ),[ 講演 ]

緩和ケア部

001　下山理史，齋藤洋司，恒藤　暁，有賀悦子，緒方　健：
ヒドロモルフォン即放錠第 II 相臨床試験 モルヒネと
の効力比検討試験 . 第 22 回日本緩和医療学会学術大
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

精神腫瘍科部

001　小森康永：ナラティヴ・セラピー．日本精神神経学会､
家族療法シンポジウム ,2017,( 名古屋 ),[ シンポジウム ]

002　小森康永 , 安達映子 , 宋　敏鎬：ナラティブ・メディスン．
日本家族研究・家族療法学会ワークショップ ,2017,( つく
ば ),[ ワークショップ ]

003　小森康永：ナラティヴ・セラピー．死を前にした自己
の構築､ 日心公開シンポジウム：死について考える心理
学 ,2017.( 東京 ),[ 招聘講演 ]

004　小森康永：ナラティヴ・セラピー．死を前にした自己
の構築､ 日心公開シンポジウム：死について考える心理
学 ,2017,( 京都 ),[ 招聘講演 ]

005　小森康永，奥野  光 , 矢原隆行：ナラティヴ・セラピー入
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017　向井未年子：特別講演「がん看護専門看護師として、が
ん患者を看続けることの意味」．三重がん看護フォーラ
ム ,2017,( 三重 ),[ 座長 ]

018　岩井美世子：在宅医療病態論．愛知県看護協会訪問看護
認定看護師教育課程 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

019　岩井美世子：訪問看護方法論 ( 悪性腫瘍患者の看護）．愛
知県看護協会訪問看護職員会 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

020　岩井美世子：成人看護援助論Ⅲ（がん患者の就労支援）．
蒲郡市立ソフィア看護専門学校 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

021　岩井美世子：がん就労の質向上．第 4 回がん就労を考え
る会 ,2017,( 愛知 ),[ パネリスト ]

022　岩井美世子：がん看護の役割．愛知医科大学看護学
部 ,2017,( 愛知 ),[ 特別講師 ]

023　岩井美世子：専門看護師の役割．愛知県立大学看護学
部 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

024　岩井美世子：認定の役割・指導．愛知県立大学看護実
践センター認定看護師教育課程「がん化学療法看護」分
野 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

025　岩井美世子：認定の役割・指導．愛知県立大学看護実践
センター認定看護師課程「がん性疼痛看護」分野 ,2017,( 愛
知 ),[ 講師 ]

026　岩井美世子：地域とつながり患者を支える～病院看護師
の立場から～．愛知県看護協会三職能合同集会 ,2018,( 愛
知 ),[ シンポジスト ]

027　吉川  惠：医療現場に求められる臨床倫理の基礎と考え
方．JA 愛知厚生連 豊田厚生病院，2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

028　宮武美智代：相談の実際．愛知県立大学看護実践センター
認定看護師課程「がん性疼痛看護」分野 ,2017,( 愛知 ),[ 講義］

029　宮武美智代：相談の実際．愛知県立大学看護実践センター
認定看護師課程「がん化学療法看護」分野 ,2017,( 愛知 ),[ 講
義］

030　宮武美智代：コンサルテーション論．愛知県立大学大学
院看護学研究科 ,2017,( 愛知 ),[ 講義］

031　宮武美智代：看護倫理の今．第 22 回日本看護研究学会東
海地方学術集会 ,2018,( 愛知 ),[ シンポジスト］

032　宮谷美智子：がん化学療法看護Ⅲ「臨床試験」．がん看護
ジェネラリスト研修 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

033　井上さよ子：看護倫理研修．愛知県心身障害者コロニー
中央病院 ,2017,( 愛知 ),[ 講師］

034　井上さよ子：コンサルテーション論．日本赤十字豊田看
護大学 ,2017,( 愛知 ),[ 講師］

035　西尾里美：がん看護指導者養成研修 ・フォローアップ研
修．国立がん研究センター ,2018,( 東京 ),[ 講師］

036　西尾里美：がん看護指導者養成研修 . 国立がん研究セン
ター ,2017,( 東京 ),[ 講師］

037　千種智之 , 河村大一：新人看護職員合同研修・感染対策 . 愛
知県看護研修センター ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

038　千種智之：看護職カムバック研修・感染対策 . 愛知県看
護研修センター ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

039　 千 種 智 之： 感 染 対 策． 椙 山 女 学 園 大 学 早 期 体 験 実
習 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

040　千種智之：感染対策．管理栄養士養成課程 ,2017,( 愛知 ),[ 講

18 回日本クリニカルパス学会 ,2017,( 大阪 ),[ 示説 ]
014　西村聖子：当院における外来通院患者の転倒・転落の要

因検討．第 4 回日本医療安全学会学術総会 ,2018,( 東京 ),[ ポ
スター］

講演・講義講師、学会座長、シンポジスト

001　亀島里美：看護管理「病院における認定看護師の役割」．
愛知県立大学看護実践センター認定看護師教育課程「が
ん化学療法看護」分野 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

002　亀島里美：看護管理「病院における認定看護師の役割」．
愛知県立大学看護実践センター認定看護師教育課程「が
ん性疼痛看護」分野 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

003　南谷志野：グループマネジメント チーム医療と連携
‐ カンファレンスの運営 ‐ ファシリテーション．愛
知県看護協会認定看護管理者教育課程ファーストレベ
ル ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

004　南谷志野：看護管理の基礎．愛知県立病院看護職員研
修 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

005　南谷志野：看護の質向上 看護指標．聖泉大学大学院 看
護管理学特論Ⅰ ,2017,( 滋賀 ),[ 講師 ]

006　南谷志野：自施設の分析と看護管理課題 BSC を用いた
戦略的経営．聖泉大学大学院 看護管理学特論Ⅱ ,2017,( 滋
賀 ),[ 講師 ]

007　小原真紀子：ちょっとしたスキンケアの工夫．第 55 回日
本癌治療学会学術集会ブースセミナー ,2017,( 神奈川 ),[ 講
演 ]

008　小原真紀子：ちょっとしたスキンケアの工夫～泡洗浄・
創傷被覆材の活用・保湿剤の塗布～．経口分子標的治療
薬による皮膚障害マネジメントの会 ,2017.( 愛知 ),[ 講演 ]

009　小原真紀子：肺がん治療における EGFR-TKI 治療の副
作用マネジメント．がん治療に伴う皮膚障害看護セミ
ナー ,2017,( 宮崎 ),[ 講演 ] 

010　小原真紀子：肺がん治療における EGFR-TKI 治療の副作
用マネジメント．小倉地区TKI適正使用セミナー,2017,(福
岡 ),[ 講演 ]

011　小原真紀子：患者サポート体制．がん看護ジェネラリス
ト研修公開講座 ,2017,（愛知 ),[ 講師 ]

012　小原真紀子：愛知がん免疫療法看護セミナー．名古屋ルー
セントタワー ,2017,( 愛知 ),[ 座長 ]

013　小原真紀子：経口分子標的治療薬による皮膚障害マネジ
メントの会．AP 名古屋 ,2017,( 愛知 ),[ 座長 ]

014　向井未年子：「大切な大人ががんになったとき－子ども
たちを支えるために」．第 22 回日本緩和医療学会学術大
会 ,2017,( 神奈川 ),[ シンポジスト ]

015　向井未年子：「東海・北陸地区における緩和医療の取り組
みと課題－病院側から、地域側から」．第 22 回日本緩和
医療学会学術大会 ,2017,( 神奈川 ),[ シンポジスト ]

016　向井未年子：がん看護－がん患者を生活者として支える
看護師の役割―．愛知県総合看護専門学校,2017,(愛知),[講
師 ]
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認定看護師と一緒に考えるがん性疼痛マネジメント～．
愛知県立大学看護師実戦センター第 2 回がん看護セミ
ナー ,2017,( 愛知 ),[ ファシリテーター］

064　新田都子：がん医療チームにおける看護の役割．愛知県
立大学看護実践センター ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

065　新田都子：がん看護学総論 演習「がん性疼痛を有する患
者のアセスメントと計画立案．愛知県立大学看護実践セ
ンター ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

066　新田都子：がん性疼痛看護．名古屋医専,2017,(愛知),[講師]
067　中島貴子：「がん性疼痛に対する放射線療法と看護・治療

を受ける患者への看護」．愛知県立大学看護実践センター
認定看護師教育課程「がん性疼痛」分野 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

068　中島貴子：がん基礎研修「がん放射線療法看護」．. 小牧
市民病院 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

069　山田健司：手術室における看護について．愛知県立大学
臨床講義 ,2017,( 愛知 ),［講師］

070　山田健司：がん基礎研修・手術療法における看護につい
て．小牧市民病院 ,2017,( 愛知 ),[ 講師］

071　山田健司：認定相談ブース、日本手術看護学会年次
大 ,2017,( 大阪 ),[ ファシリテーター］

072　永田智子：リンパ浮腫とは．あけぼの会愛知支部 ,2017,( 愛
知 ),[ 講師］

073　永田智子：緩和とリンパ浮腫．名古屋リンパ浮腫研究
会 ,2017,( 愛知 ),[ 基調講演］

074　永田智子：ELNEC-J コアカリキュラム看護師教育プロ
グラム -M7: 悲嘆・喪失・死別 -．がんセンター愛知病
院 ,2017,( 愛知 ),[ 講師・ファシリテーター］

075　永田智子：がん性疼痛に対する治療と看護・症状緩和に
おける非薬物的アプローチ．愛知県立大学看護実践セン
ター認定看護師課程「がん性疼痛看護」分野 ,2017,( 愛
知 ),[ 講義］

076　久保　知：頭頸部癌治療における副作用マネジメント．
福岡頭頸部がんチーム医療セミナー ,2017,( 福岡 ),[ 講師 ]

077　久保　知：頭頸部癌治療のアップデートと副作用マネ
ジメントの知識技術を向上．頭頸部がん化学療法セミ
ナー ,2017,( 大阪 ),[ 講師 ]

078　久保　知：BRT の皮膚炎と粘膜炎を中心とした副作用マ
ネジメント．天王寺頭頸部癌チーム医療セミナー,2017,(大
阪 ),[ 講師 ]

079　久保　知：放射線治療に対する支持療法～看護の役割～．
東海オンコロジーセミナー ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

080　久保　知：BRT を受ける患者の副作用管理．沖縄頭頸部
がんチーム医療セミナー ,2017,( 沖縄 ),[ 講師 ]

081　高木礼子：乳癌化学療法の副作用マネジメント．尾張北
部ブレストケアセミナー ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

082　高木礼子：脱毛ケア．第 22 回医看薬薬連携研究会 ,2017,( 愛
知 ),[ 講師 ]

083　笹川良子：メディカルスタッフシンポジウム．第 46 回日
本 IVR 学会総会 ,2017,( 岡山 ),[ 座長 ]

084　中山衣代：内視鏡治療を受ける患者の看護．愛知県立大
学 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

085　福嶋敬子 : メディカルスタッフセッション．第 46 回日本

師 ]
041　千種智之：看護職カムバック研修・感染対策 . 愛知県ナー

スセンター ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]
042　八重樫裕：摂食嚥下障害を持つ人の会（つばめの会）の

支援を考える．日本摂食嚥下障害看護研究会 ,2017,( 石
川 ),[ 講演 ]

043　八重樫裕：認知症の食支援を考える．. 七宝病院 ,2017,( 愛
知 ),[ 講師 ]

044　八重樫裕：摂食嚥下障害を持つ人の会つばめの会の支援
を考える．嚥下マニア ,2017,( 愛知 ),[ 講演 ]

045　小島　瞳：ストーマ・褥瘡の処置．平成 29 年度再就業の
ための研修会 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

046　小島　瞳：褥瘡予防概論．メディカルケアサポートセミ
ナー in 名古屋，2017,( 愛知 ),[ 講演］

047　小島　瞳：局所管理・陰圧閉鎖療法．第 34 回日本ストー
マ・排泄リハビリテーション学会 ,2017,( 愛知 ),[ 座長］

048　西尾充代：チームで取り組む皮膚障害のケア  ～愛知県
がんセンター中央病院での取り組み～．第 15 回日本臨床
腫瘍学会学術集会 ,2018,( 兵庫 ),[ シンポジスト］

049　青山寿昭：明日から活かせる在宅での栄養管理と摂食嚥
下．愛知県看護協会 ,2017,( 愛知 ),[ 講師］

050　青山寿昭：日本嚥下障害臨床研究会 ,2017,( 松江 ),[ 座長］
051　青山寿昭：覚醒の悪い患者への対応・症例から学ぶ摂食

嚥下障害の知識．メディカ出版 ,2017,( 大阪 ),[ 講師］
052　青山寿昭：気管切開をされている患者の対応・症例から

学ぶ摂食嚥下障害の知識．メディ出版 ,2017,( 大阪 ),[ 講師］
053　青山寿昭：覚醒の悪い患者への対応・症例から学ぶ摂食

嚥下障害の知識．メディカ出版 ,2017.( 東京 ),[ 講師］
054　青山寿昭：気管切開をされている患者の対応・症例から

学ぶ摂食嚥下障害の知識．メディカ出版 ,2017,( 東京 ),[ 講
師］

055　青山寿昭：頭頸部がん治療後の摂食嚥下障害へのサポー
ト．摂食嚥下リハビリテーション学会 ,2017,( 千葉 ),[ シン
ポジスト］

056　青山寿昭：みんなで認知症の摂食嚥下障害を考えよう．
摂食嚥下リハビリテーション学会 ,2017,( 千葉 ),[ 座長］

057　青山寿昭：嚥下と摂食．名古屋市介護施設看護職員研修
会 ,2017,( 愛知 ),[ 講師］

058　河村大一：専門・認定看護師の活動．椙山女学園大学看
護学部 ,2018,( 愛知 ),[ 講師 ]

059　高畑知帆子：「愛知県がんセンター中央病院における免疫
チェックポイント阻害薬の投与の実際」．愛知がん免疫療
法看護セミナー ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

060　瀬古志桜：『アドバンス・ケア・プランニング』．第 8 回
東海乳癌チーム医療研究会 ,2018,( 愛知 ),[ 座長 ]

061　深堀慎一郎：クリティカルケア看護の専門性．愛知県立
大学 臨床講義 ,2017,( 愛知 ),[ 講師 ]

062　深堀慎一郎：段階的早期離床プロトコールから周術
期管理チームへの展望－食道がん術後に人工呼吸器を
装着した 1 事例の紹介－．第 1 回食道周術期管理セミ
ナー ,2017,( 東京 ),[ パネリスト ]

063　新田都子：事例をもとに病態からアセスメントする！～
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IVR 学会 ,2017,( 岡山 ),[ 座長 ]
086　福嶋敬子 :IVR 看護の役割．国立大学病院第 48 回放射線

診療部門会議 ,2017,( 岐阜 ),[ 講演］
087　福嶋敬子 : 血管看護から継続した看護を考える．第 7 回

INE 会 ,2017,( 東京 ),[ 座長］

薬剤部

001　橋本直弥 , 高橋新次 , 立松三千子 , 稲熊一英 , 水野靖也：
レンバチニブ通常開始群と減量開始群における忍容性の
比較検討．第 50 回東海薬剤師学術大会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口
演 ]

002　橋本直弥 , 高橋新次 , 立松三千子 , 稲熊一英 , 水野靖也：
レンバチニブ導入後の副作用発現状況と RDI に関する調
査．日本臨床腫瘍薬学会学術大会 ,2018,( 横浜 ),[ ポスター ]

003　高橋新次，橋本直弥，稲熊一英，水野靖也：UGT1A1 遺
伝子多型を有する膵癌患者に対する mFOLFIRINOX 療
法の安全性．日本臨床腫瘍薬学会学術大会,2018,(横浜),[ポ
スター ]

004　前田章光 , 稲葉吉隆 , 松崎雅英 , 長谷川彩子 , 金涌えり , 
栗原幸司 , 山内拓也 , 高野裕佑 , 稲熊一英 , 水野靖也：薬
剤師を対象にしたがん診療に関連した CT 画像読影研修
会の取り組みと研修の効果．日本臨床腫瘍薬学会学術大
会 ,2018,( 横浜 ),[ 口演 ]

005　前田章光 , 下村一景 , 栗原幸司 , 高橋新次 , 橋本直弥 , 長
谷川彩子, 小原真紀子, 高畑知帆子, 稲熊一英, 水野靖也：
エクアシールド（EQUASHIELD Ⓡ）を用いたシクロホ
スファミド調製における、調製者手袋及び周辺環境の汚
染状況の調査．第 27 回日本医療薬学会 ,2017,( 幕張 ),[ 口演 ]

006　前田章光：症例サマリのまとめ方．第 27 日本医療薬学
会 ,2017, ( 幕張 ),[ シンポジウム ]

007　下村一景：非小細胞肺癌におけるニボルマブによる皮
疹と治療効果との関連性．第 27 回日本医療薬学会年
会 ,2017,( 幕張 ),[ 口演 ]

008　立松三千子：薬剤師がつなぐチーム医療の輪～医看薬薬
連携による外来がん患者サポート～．第 14 回日本乳癌学
会中部地方会薬剤師セミナー ,2017,( 飯田 ),[ 口演］

009　立松三千子：薬剤師が担う医療機関と薬局の連携手法の
検討とアウトカムの評価研究～愛知県がんセンター地域
の取組～．日本医療薬学会・日本臨床腫瘍薬学会共催シ
ンポジウム ,2018,( 東京 ), [ 口演 ]

010　立松三千子：薬剤師がつなぐチーム医療の輪～患者
ファーストで目指す新しい連携の形～．兵庫県薬剤師会・
病院薬剤師会連携 1 周年記念大会 ,2017,( 神戸 ),[ ランチョ
ンセミナー］
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011　佐藤龍洋：悪性中皮腫における Rheb-SmgGDS-mTOR 経
路の解析．第 7 回 TOR 研究会 ,2017, ( 福岡 ),[ 口演 ]

012　宍戸裕子 , 関戸好孝 , 村上優子 , 阿部　洋：共有結合型グ
ルタチオン S- 転移酵素阻害剤の創薬研究．第 76 回日本
癌学会学術総会 ,2017, ( 横浜 ),[ ポスター ]

013　竹下純平 , 山本尚吾 , 辰野健二 , 白石友一 , 大搗泰一郎 , 
栗林康造 , 近藤展行 , 長谷川誠紀 , 佐藤鮎子 , 辻村　亨 , 
中野孝司 , 関戸好孝 , 油谷浩幸：243 症例の悪性胸膜中皮
腫の統合的ゲノム解析．第76回日本癌学会学術総会,2017, 
( 名古屋 ),[ 口演 ]

014　向井智美 , 松下明弘 , 佐藤龍洋 , 藤下晃章 , 青木正博 , 関
戸好孝：転写共役因子 TAZ は、IL-1βの転写活性を介し
て悪性中皮腫の進展を促進する．第 76 回日本癌学会学術
総会 , 2017, ( 名古屋 ),[ ポスター ]

015　藤林えみ , 向井智美 , 内橋俊大 , 田中　晋 , 古郷幹彦 , 薮
田紀一：LATS と SLUG は EMT-MET 誘導性螺旋状悪
性化メカニズムを制御する．第 76 回日本癌学会学術総会 , 
2017, ( 名古屋 ),[ ポスター ]

016　藤川遥加 , 宍戸裕子 , 村上優子 , 関戸好孝 , 阿部　洋：グ
ルタチオン -S- トランスフェラーゼのプローブ開発．第
76 回日本癌学会学術総会 ,2017, ( 名古屋 ),[ ポスター ]

017　佐藤龍洋 , 加藤毅人 , 関戸好孝：Merlin を発現しない中
皮腫において、FAK 阻害剤への抵抗性は E-cadherin 発
現量と相関する．第 76 回日本癌学会学術総会 ,2017,( 名
古屋 ),[ ポスター ]

018　加藤毅人 , 横井香平 , 関戸好孝：Merlin 陰性悪性中皮腫
においてE-cadherinの発現はVS-4718の耐性と相関する．
第 59 回日本肺癌学会学術集会 ,2017, ( 横浜 ),[ 口演 ]

019　関戸好孝：悪性中皮腫の遺伝子異常とその特性．中皮腫
シンポジウム 悪性中皮腫の診断 / 治療の最前線 ,2018, ( 東
京 ),[ シンポジウム ]

020　関戸好孝：悪性中皮腫の遺伝子異常と細胞特性．日本薬
学会東海支部特別講演会 ,2018, ( 名古屋 ),[ 教育講演 ]

遺伝子医療研究部

001　Matsuo K, Sawabe M：Heterogeneous impact of smok-
ing on major salivary gland cancer according to his-
topathological subtype. 14th Annual INHANCE Meet-
ing,2017,(New York),[ 口演 ]

002　Matsuo K：Aldehude-dehydrogenase 2 polymorphism 
and risk of cancer among Asian. Post-A3 Meeting 
2017,2017,( 沖縄 ),[ 口演 ]

003　Oze I, Nagamatsu Y, Aoe K, Kato K, Hotta K, Nakagawa J, 

Hara K, Kishimoto T, Fujimoto N：Evaluation of Quality 
of Life in survivors with malignant pleural mesotheli-
oma in Japan. The 21st International Epidemiological 
Association (IEA), World Congress of Epidemiology 

疫学・予防部

001　Nakagawa H, Ito H：Prognostic impact of tumor location 
in colon cancer: the Monitoring of Cancer Incidence 
in Jap (MCIJ) project. The 39th Annual Conference 
of the International Association of Cancer Registries , 
2017,(Utrecht),[ ポスター ]

002　中川弘子，伊藤秀美，尾瀬 功，松尾恵太郎：ゲノムワイ
ド関連解析を用いた日本人におけるコーヒー摂取行動遺
伝子多型の同定：J-MICC Study. 第 76 回日本癌学会学術
総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

分子腫瘍学部

001　Sekido Y：New Biological Insights．第 18 回世界肺癌学会
議 ,2017, ( 横浜 ),[ 口演 ]

002　Sekido Y：Mesothelioma: Bench to Bedside．第 18 回世界
肺癌学会議 ,2017, ( 横浜 ),[ シンポジウム ]

003　Kakumu T, Goto D, Kato T, Yogo N, Hase T, Morise M, Fukui 

T, Yokoi K, Sekido Y, Girard L, Minna J, Byers L, Heymach 

JV, Coombes K, Kondo M, Hasegawa Y：Identification of 
Proteasomal Catalytic Subunit PSMA6 as a Therapeu-
tic Target for Lung Cancer through a Pooled shRNA 
Screen．第 18 回世界肺癌学会議 ,2017, ( 横浜 ),[ ポスター ]

004　Matsushita A, Hasegawa Y, Sekido Y：Transcriptional 
co-activator TAZ enhances malignant phenotypes of me-
sothelioma cells．第 59 回日本肺癌学会学術集会 ,2017, ( 横
浜 ),[ ポスター ]

005　Sekido Y, Matsushita A, Mukai S, Sato T :Transcriptional 
coactivator TAZ enhances malignant．EMBO Work-
shop The Hippo pathway across species and disciplines, 
2017, (Roma),[ ポスター ]

006　Mukai S ：LATS1/2 inhibit O-GlcNAcylation mediated 
by BAP1 in malignant mesothelioma cells．第 10 回 NA-
GOYA グローバルリトリート ,2018, ( 大府 ),[ ポスター ]

007　関戸好孝：悪性中皮腫における遺伝子異常と治療標的の
探索．第 27 回 日本サイトメトリー学会 ,2017, ( 神戸 ),[ シ
ンポジウム ]

008　天野美希 , 小木曽杏奈 , 池田遥奈 , 村上 ( 渡並 ) 優子 , 金
田典雄 , 関戸好孝：悪性中皮腫における BAP1 変異と合
成致死表現型を示す遺伝子の機能解析．第 63 回（平成
29 年）日本薬学会東海支部総会・大会 ,2017, ( 岐阜 ),[ 口演 ]

009　藤川遥加 , 宍戸裕子 , 木村康明 , 友池史明 , 村上優子 , 青
木正博 , 阿部　洋：共有結合性 GST 阻害剤の開発．第 63
回（平成 29 年）日本薬学会東海支部総会・大会 ,2017, ( 岐
阜 ),[ 口演 ]

010　佐藤龍洋：悪性中皮腫における転写因子TAZの機能解析．
第 8 回 JMIG 研究会 ,2017, ( 横浜 ),[ 口演 ]

3.　学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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015　谷山祐香里，伊藤秀美，岩崎　基，郡山千早，金昌一郎，
大野ゆう子，松尾恵太郎：日本人女性の乳がんリスク層
別生涯累積罹患リスク推計．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

016　石黒淳子，伊藤秀美，塚本めぐみ，岩田広治，中川　大，
松尾恵太郎：日本人における耳垢遺伝子 ABCC11 と乳
癌発がんリスクとの関連．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

017　白石航也，岡田随象，桃沢幸秀，國頭英夫，清水公裕，
後藤明輝，後藤功一，松田文彦，松尾恵太郎，醍醐弥太郎，
久保充明，河野隆志：全ゲノム関連解析による EGFR 変
異陽性肺腺がんに対する感受性遺伝子座の同定．第 76 回
日本癌学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ シンポジウム ]

018　井上修作，伊藤秀美，細野覚代，水野美香，加藤聖子，
松尾恵太郎：日本の婦人科がん高齢患者の相対生存率．
第 76 回日本癌学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

019　中川弘子，伊藤秀美，尾瀬　功，松尾恵太郎：ゲノムワ
イド関連解析を用いた日本人におけるコーヒー摂取行動
遺伝子多型の同定：J-MICC Study．第 76 回日本癌学会
学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

020　菱田朝陽，藤井亮輔，中杤昌弘，川合紗世，尾瀬　功，
松尾恵太郎，玉井裕也，鈴木貞夫，栗山長門，渡邊能
行，内藤真理子，若井建志：SNP-set Kernel Association 
Tests (SKAT) により見出された TLR2 遺伝子とピロリ
菌関連胃粘膜萎縮の関連． 第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

021　澤部　倫，伊藤秀美，高原大志，尾瀬　功，川北大介，
村上信五，矢田部　恭，松尾恵太郎：唾液腺癌の病理組
織型によって変化する喫煙のリスク．第 76 回日本癌学会
学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

022　郡山千早，伊藤秀美，松尾恵太郎，秋葉澄伯：乳がんに
おける喫煙習慣と SLC4A7 遺伝子多型の相互作用：鹿
児島における症例対照研究．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

023　松尾恵太郎，鵜飼知嵩，春日井由美子，尾瀬　功，伊
藤秀美：ゲノム情報を用いたリスク予測に基づく乳が
んの予防介入研究の試み．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ シンポジウム ]

024　春日井由美子，鵜飼知嵩，伊藤秀美，石黒淳子，尾瀬　功，
井本逸勢，岩田広治：個別乳がん罹患リスクフィードバッ
ク介入による行動変容効果を検証する研究：試験デザイ
ンと根拠．第 76 回日本癌学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポ
スター ]

025　塚本めぐみ，伊藤秀美，中川　大，松尾恵太郎：ABCC4
遺伝子上の非同義一塩基多型（rs3765534，E757K）は
乳がんリスクと関連する．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

026　松尾恵太郎：生活習慣情報と遺伝子多型による乳がんリ
スク予測ツール．平成 29 年度　医療・バイオ系シーズ発
表会 ,2017,( 名古屋 ),[ 口演 ]

027　尾瀬　功，三谷誠一郎，門脇憲法，伊藤秀美，田近正洋，
古平　毅，植村則久，安部哲也，松尾恵太郎：食道がん

(WCE2017),2017,(Sonic City),[ ポスター ]
004　Oze I, Nagamatsu Y, Aoe K, Kato K, Hotta K, Nakagawa J, 

Hara K, Kishimoto T, Fujimoto N：Evaluation of Quality 
of Life in survivors with malignant pleural mesothelioma 
in Japan. uropean Society of Medical Oncology (ESMO) 
2017 Congress,2017,(IFEMA - Feria de Madrid),[ ポ ス
ター ]

005　Ugai T, Matsuo K, Sawada N, Motoki I, Yamaji T, Shimazu 

T, Sasazuki S, Inoue M, Kanda Y, Tsugane S：Smoking is a 
significant risk factor for AML/MDS among Japanese 
population．.第79回日本血液学会学術集会,2017,(東京),[口
演 ]

006　Sugita J, Miyamoto T, Nagafuji K, Kagaya Y, Machida S, 

Mara M, Miyazaki Y, Shibasaki Y, Matsuo K, Akashi K, Tan-

iguchi S, Harada M, Teshima T：Myeloablative HLA-hap-
loidentical PBSCT using posttransplant cyclophospha-
mide．第 79 回日本血液学会学術集会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

007　Yoshida I, Maeda Y, Nishimori H, Hiramatsu Y, Uno M, Ma-

saki Y, Sunami K, Masunari T, Nawa Y, Yamane H, Gomyo 

H, Takahashi T, Yano T, Matsuo k, Ohshima K, Nakamura 

S, Yoshino T, Tanimoto M：Phase Ⅱ multi-center trial of 
dose-adjusted EPOCH therapy for untreated peripheral 
T-cell lymphoma．第 79 回日本血液学会学術集会 ,2017,( 東
京 ),[ 口演 ]

008　Masaoka H, Matsuo K, Eto M：Aldehyde dehydrogenase2 
(ALDH2) polymorphism modifies the effect of alcohol 
consumption on bladder cancer risk. 第 69 回西日本泌尿
器科学会 ,2047,( 大分 ),[ 口演 ]

009　Ishiguro J, Ito H, Tsukamoto M, Iwata H, Nakagawa H, 

Matsuo K：A functional single nucleotide polymorphisms 
in ABCC11, rs17822931, is associated with the risk 
of breast cancer in Japanese. 40th San Antonio Brest 
Cancer Symposium, Henry B. Gonzalez Convention Cen-
ter,2017,(San Antonio),[ ポスター ]

010　澤部　倫，川北大介，長谷部泰久，村上信五，松尾恵太郎：
頭頸部癌における飲酒の治療法による影響の違い．第 41
回頭頸部癌学会学術集会 ,2017,( 京都 ),[ 口演 ]

011　伊藤秀美：がん登録資料を用いた高齢者の治療と生存率
の分析．がん予防学術大会 2017, 大阪 ,2017,( 大坂 ),[ 口演 ]

012　尾瀬　功，長松康子，青江啓介，加藤勝也，堀田勝幸，
中川淳子，原　桂子 ,　岸本卓己　藤本伸一：悪性胸膜中
皮腫患者の QOL 調査結果．第 15 回日本臨床腫瘍学会学
術集会 ,2017,( 神戸 ),[ 口演 ]

013　鵜飼知嵩，松尾恵太郎，澤田典絵，岩崎　基，山地太樹，
島津太一，笹月　静，井上真奈美，神田善伸，津金昌一郎：
喫煙、飲酒と骨髄異形成症候群のリスク．第 76 回日本癌
学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ 口演 ]

014　伊藤秀美，岩崎　基，郡山千早，谷山祐香里，尾瀬　功，
井本逸勢，大野ゆう子，津金昌一郎，岩田広治，松尾恵太郎：
日本人女性における乳がん感受性遺伝子多型による乳
がんリスク予測．第 76 回日本癌学会学術総会 ,2017,( 横
浜 ),[ 口演 ]
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009 安部明弘，山本幸也，岡本晃直，徳田倍将，稲熊容子，
柳田正光，蟹江匡治，冨田章裕，赤塚美樹，岡本昌隆，
亀山俊樹，前田  明，恵美宣彦：再発急性骨髄性白血病
において微小転座から複数のスプライシング産物を認め
た RUNX1-GRIK2 融合遺伝子．第 79 回日本血液学会総
会 ,2017,( 東京 ),[ ポスター ]

010 鎧高健志，丸山裕之，Luis Espinoza,Nguyenthi Maianh，
佐治博夫，赤塚美樹，中尾慎二：再生不良性貧血患者の
KIR リガンド欠失自己造血幹細胞に対する NK 細胞の寛
容．第 79 回日本血液学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

011 片岡圭亮，三好寛明，岡村文子，坂田征士，木暮泰寛，
土橋映仁，佐藤康晴，西田賢司，白石友一，田中洋子，
千葉健一，綿谷陽作，塩澤裕介，吉田健一，真田  昌，
加藤元博，葛島清隆，宮野  悟，大田泰徳，伊豆津宏二，
吉野  正，Olivier Hermine，竹内賢吾，赤塚美樹，大島
孝一，小川誠司：Frequent somatic alterations involving 
programmed death ligands in EBV-related lymphomas．
第 79 回日本血液学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

012 小川  薫，黒瀬  顕，阿保亜紀子，桑原一彦，岩淵英人，
中澤温子：小児頭蓋骨に発生した Hodgkin lymphoma．
第63回日本病理学会秋期特別総会,2017,(東京),[ポスター]

感染腫瘍学部

001　小根山千歳：Src がんシグナル制御とがん進展．岐阜大
学連合創薬医療情報研究科特別セミナー ,2017,( 岐阜 ),[ 特
別講演 ]

002　小根山千歳：FOXA1/mTOR を標的とする microRNA
と乳がんにおけるエストロゲン依存性．第 21 回日本がん
分子標的治療学会学術集会 ,2017,( 九州 ),[ ポスター ]

003　桒原敦 , 小根山千歳：c-Src によるエクソソームの制御．
第 68 回日本細胞生物学会大会 ,2017,( 仙台 ),[ ポスター ]

004　疋田智也 , 小根山千歳：c-Src を起点としたエクソソーム
形成および内包化システムの解明．第 68 回日本細胞生物
学会大会 ,2017,( 仙台 ),[ 口演 ]

005　小根山千歳：microRNA を介した c-Src 発現亢進とがん
進展．第 26 回日本がん転移学会学術集会・総会 ,2017,( 大
阪 ),[ ポスター ]

006　内藤陽子，小根山千歳：FOXA1/mTOR を標的とする
microRNA と乳がんのエストロゲン依存性．第 9 回日本
RNAi 研究会・第 4 回日本細胞外小胞学会 ,2017,( 広島 ),[ 口
演 ]

007　疋田智也，小根山千歳：Src によるエクソソーム形成促
進機構の解明．第 9 回日本 RNAi 研究会・第 4 回日本細
胞外小胞学会 ,2017,( 広島 ),[ ポスター ]

008　疋田智也，小根山千歳：Alix を介した c-Src によるエ
クソソーム分泌の制御機構．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

009　桒原　敦，疋田智也，小根山千歳：Alix による c-Src の
抑制を介した腫瘍抑制機構．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

罹患後の二次がん罹患に関連する生活習慣要因．第 28 回
日本疫学会学術総会 ,2017,( 福島 ),[ ポスター ]

028　澤部　倫，伊藤秀美，尾瀬　功，長谷川泰久，村上信吾，
松尾恵太郎：局所進行頭頸部癌の予後 に対する Fluoro-
uracil（FU）併用導入化学療法と診断前葉酸摂取の交互
作用の検討．第 28 回日本疫学会学術総会 ,2017,( 福島 ),[ ポ
スター ]

029　菊池宏幸，尾瀬　功，桑原恵介，清原康介，原　梓，柿
崎真沙子，秋山有佳，大西一成，黒谷佳代，長谷田真
帆，天笠志保：若手疫学者におけるキャリア形成上の課
題と解決策に関する探索的研究～ WCE2017 でのワーク
ショップを通じて．第 28 回日本疫学会学術総会 ,2017,( 福
島 ),[ ポスター ]

030　小栁友理子，伊藤秀美，松尾恵太郎：ALDH2 遺伝子
多型とがんリスク．第 88 回日本衛生学会総会 ,2018,( 東
京 ),[ 口演 ]

腫瘍免疫学部

001 Kuwahara K, Gondo N, Rezano A, Zhang Z, Hato Y, Kuzushi-

ma K, Iwata H, Toyama T, Kondo E：Forced reduction of 
DSS1,a member of TREX2 complex, highly sensitizes 
chemotherapy to breast cancer cells in a BRCA2-inde-
pendent manner．AACR Annual Meeting 2017, (Wash-
ington D.C.,USA),[ ポスター ]

002　桑原一彦，近藤英作：TREX2 complex as a molecular 
target to sensitize anti-cancer agents．第 106 回日本病
理学会総会 ,2017,( 東京 ),[ 口演 ]

003 田中萌恵，田坂杏美，桑原一彦，近藤英作：R-loop 発現
の病理学的意義．第 106 回日本病理学会総会 ,2017,( 東
京 ),[ ポスター ]

004 桑 原 一 彦， 近 藤 英 作：Forced reduction of TREX2 
complex highly sensitizes chemotherapy to breast can-
cer cells．第 21 回日本がん分子標的治療学会学術集
会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター ]

005 栗田菜花，桑原一彦，近藤英作：生体内腫瘍における
R-loop 形成亢進の特徴と意義．第 14 回日本病理学会カン
ファレンス ,2017,( 愛知 ),[ ポスター ]

006 桑原一彦，近藤英作：Depletion of TREX2 components，
which is related to R-loop accumulation，sensitizes che-
motherapy to breast cancer cells．第 76 回日本癌学会学
術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター ]

007 赤塚美樹，岡本晃直，岡村文子，楫屋良子，稲熊容子，
白石圭子，葛島清隆，恵美宣彦：再生不良性貧血発症に
関わる抗原遺伝子同定の試み．第 9 回血液疾患免疫療法
会 ,2017,( 東京 ),[ ポスター ]

008 森　舞子，赤塚美樹，伊藤佳織，徳田倍将，稲熊容子，
岡本晃直，蟹江匡治，柳田正光，山本幸也，冨田章裕，
岡本昌隆，山田成樹，恵美宣彦：Rasburicase 投与後の
抗体産生の頻度と抗体価の推移に関する研究．第 79 回日
本血液学会総会 ,2017,( 東京 ),[ ポスター ]
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液質モデルマウスの表現型解析．第 76 回日本癌学会学術
総会，2017,( 横浜 ),[ ポスター］

013 向井智美，松下明弘，佐藤龍洋，藤下晃章，青木正博，
関戸好孝：転写共役因子 TAZ は、IL-1&beta; の転写活
性を介して悪性中皮腫の進展を促進する．第 76 回日本癌
学会学術総会，2017,( 横浜 ),[ ポスター］

014 佐久間圭一朗，青木正博：HNRNPLL は大腸がん細胞の
EMT と MET における形質変化に関与する．第 76 回日
本癌学会学術総会，2017,( 横浜 ),[ ポスター］

015 青木正博：Apc 変異マウスの腫瘍形成における腸管上皮
細胞 MyD88 の役割の解析．Conbio2017，2017,( 神戸 ),[ ポ
スター］

腫瘍医化学部

001　Inoko A, Kiyono T, Inagaki M, Hayashi Y：Albatross/FBF1 
integrates centrosome dynamics．ASCB|EMBO 2017 
meeting,2017,(Philadelphia), [ ポスター ]

002　Kano H, Akiyama T, Inoko A, Kobayashi T, Leproux P, Cou-

derc V, Kaji Y, Oshika T：CARS molecular fingerprinting 
using a sub-nanosecond supercontinuum light source． 
SPIE BIOS,2018, (San Francisco),[ 招待講演 ]  

003　猪子誠人，加納英明：非標識イメージング技術のインパ
クトをあげる分子生物学の利活用． 第 69 回日本細胞生
物学会大会 ,2017,( 仙台 ), [ シンポジウム口演・ポスター ] 

010　小根山千歳：Src シグナルによるエクソソーム形成制御
とがん形質発現．Conbio 2017,( 神戸 ),[ 招待講演 ]

011　小根山千歳：Src によるエクソソーム形成制御破綻とが
ん進展．岡山大学医歯薬総合研究科特別セミナー,2018,(岡
山 ),[ 特別講演 ]

012　小根山千歳：Src シグナルによるエクソソーム形成制御
破綻とがん進展．大阪大学蛋白質研究所セミナー,2018,(大
阪 ),[ 特別講演 ]

分子病態学部

001 Shimma S, Kojima Y, Aoki M, Takeo E, Soga T：Metabolo-
mic imaging of colorectal tumors in mice and humans．
13th Annual Conference of the Metabolomics Society 
METABOLOMICS 2017,2017,(Brisbane,Australia),[ ポ ス
ター］

002 青木正博，藤下晃章：浸潤性腸がんの mTOR 阻害薬抵
抗性獲得にはがん微小環境が関与する．第 21 回日本がん
分子標的治療学会学術集会 ,2017,( 福岡 ),[ ポスター］

003 青木正博，小島　康，曽我朋義：がん悪液質の代謝異常．
第 5 回がんと代謝研究会 ,2017,( 札幌 ),[ 招待講演］

004 佐藤清敏 , 谷内田真一 , 杉本昌弘 , 田畑祥 , 梶野リエ , 小
島　康 , 平山明由 , 青木正博 , 曽我朋義：大腸がん代謝の
マルチオミックス解析．第 5 回がんと代謝研究会 ,2017,( 札
幌 ),[ ポスター］

005 青木正博：新規大腸がん転移抑制因子 HNRNPLL は上
皮間葉転換において CD44 の選択的スプライシングを
制御する．第 26 回日本がん転移学会学術集会 ,2017,( 大
阪 ),[ ワークショップ］

006 藤下晃章：がん微小環境は浸潤性大腸がんに mTOR 阻
害薬抵抗性をもたらす．次世代を担う創薬・医療薬理シ
ンポジウム 2017,2017,( 京都 ),[ 口演］

007 青木正博：shRNA ライブラリースクリーニングによる新
規大腸がん転移抑制因子の同定．新学術領域研究 学術研
究支援基盤形成先端モデル動物支援プラットフォーム 若
手支援技術講習会 ,2017,( 蓼科 ),[ 教育講演］

008 青木正博，小島　康，曽我朋義：がん悪液質マウスモデ
ルにおける全身的代謝異常．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ シンポジウム］

009 藤下晃章，津田都子，小島　康，武藤　誠，青木正博：
腸管腫瘍の薬剤抵抗性獲得における EGF 受容体の役割．
第 76 回日本癌学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター］

010 津田都子，藤下晃章，小島　康，武藤　誠，青木正博：
エルロチニブとトラメチニブの併用投与は cis-APC/
Smad4 マウスの腸管腺がん形成を抑制する．第 76 回日
本癌学会学術総会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター］

011 梶 野 リ エ， 藤 下 晃 章， 武 藤　 誠， 青 木 正 博：Apc+/
Δ 716 マウスの腸管腫瘍形成において腸上皮細胞の
MyD88 が果たす役割の解析．第 76 回日本癌学会学術総
会 ,2017,( 横浜 ),[ ポスター］

012 小島　康，曽我朋義，武藤　誠，青木正博：新規がん悪
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総長

001　Misawa K, Ito S, Ito Y, Shigeyoshi I, Komori K, Shimizu Y, 

Kinoshita T：Reduced-port gastrectomy for gastric can-
cer with similar port arrangement to conventional five-
port laparoscopic gastrectomy．Annals of Laparoscopic 
and Endoscopic Surgery,2:73,2017. 

４．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（総長）
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病院長

[ その他誌上への発表 ]
001　Nakanishi H, Doyama H, Ishikawa H, Uedo N, Gotoda T, 

Kato M, Nagao S, Nagami Y, Aoyagi H, Imagawa A, Kodaira J, 

Mitsui S, Kobayashi N, Muto M, Takatori H, Abe T, Tsujii M, 
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